
-・圃・・

--
月 披

聖護 おぎさ
舟
鳩
山



襲杢• 襲ー‘-
2  • 襲空• 昆蚕

幕全 遮 光 曜

巴h

コE
瀬 川 武特 許

寓

異

説

明

五

階

以

上

術

川

式

暗

幕

に

て

遮

耐

以

下

同

幕

開

放

の

m

m

態

最 近 竣 工 の 丸 紅 商 庇 京 都 支 府

工

工

施

施

幕光 暗

ド 7 -

J ] i - 務所殿

円 前l 殿

川 式 完 全

ー ル サ ッ シ ・

長 谷 部 竹 腰 建 築

介 資 令 枇 勝

遮減

チ

計

工

に

ス

設

施

舘全

並

カタログ呈上

-

四 月 に 迫 る 防 空 演 習 ・ 完 霊 を 期 す る に 至 宝 図 民 必 需

室内全燈を動ずるも戸外は真黒の闇・敵機目標の憂なし

所 要 時 間 一 分 聞 を 出 で 子 し て 都 市 持 火 のJ i l i 蔽 完 奈 な 1)

朝包建材株式舎粧大阪支庖
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大阪都市計童防火地匡園を頒布す

今回下記内務省告示に依って大阪の防火地直が康範園に渉

って追加指示されまし たに就いて、同防火地直闘を突の通

り賓費にて頒布しますから御入用の方は至急お申込下さい

大阪都市計重防火地匡園( ニ車分ノー ) 1部

- 責
費 1 5 銭 ( 外にさ料 2 銭〉

- 這 金 方 法 振 替 〈緩替口座大阪39975)

ーｾ 二ｾ・・・

内 務 省 告 示

大阪都市計罫防火地区追加l鑓更 ノw

昭和 l十 年 十 月 二 十 八 日 附 議 議 事 第 一 一 九 蹴 第 六O 四

内 務 省 告 示 第 百 八 十 八 雄

大正十 二年七月十三日内務省告示第二百二十七蹴大阪都市吉|重防火地医追加l捷更 ノ件

昭和十一年四月四日内閣ノ認可ヲ受ケ昭和十一年四月二十九日ヨ リ之ヲ施行ス共ノ閥

係岡商ハ大i波I f 寺服及大阪市役所ニ備へ置キ縦覧ニ供ス

np ，和十 ーー年 四 月 九 日

申 込 所

祉 関

法 人

内 務 大 臣
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銭路管理局裏煉五外壁内部木造家屋大爆弾のため破壊
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E  

楊樹i甫路業紡績工場附涯の路傍に

落下せる 'J 、爆剤の破片による被害

上海市政府東

側 の 砲 孤 痕
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四行倉庫鍍震
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柱及梁が ｭ 筋混鑓土語量、ｾｾ盛が煉瓦逢

其 の 他 が 木 造 の 建 築 物 の 焼 失 扶 況



上 海 方 面 防 空 視 察 報 告

息

切 井 八 木 憲

松 井 清 之 助 吉 田 信 武

I、 版 行 記

序

本協千? 々長}-;- /" iJ � ［ ｾ＠ -1  :、共の他協!係各方面の各位の絶大なる御後援を得て、我々 4 人は、

昭和 ＱＲ 年 ＱＱ 月 Ｒ Ｐ 日大阪を ｴｉ Ｇ， 護 、約 ＱＰ 日 Ｑｭ 、 戦火漸く牧つ ｦ こ｟ｉ ＭＩｦｲ ｦＭｾ ｱｾ 心 と し で 、建 築 物 の 被

害拡況並 に防空施設事情を笠地に 見製脱祭して、/"j 年 12) -1 5 日腕|奴し? このである。

ユキ; 編は後編の前編とでも 見る べきもので、誌には我々のf I 民におっ? 二位の記銘を共 の他極

めて概括的に報告・する次第 である。

上海市の大要

位

両

人

い

世一一北枠31度 15分、東僅 121度29介。揚子江を距る 121盟、業illi 江に耐すD

積一一ー共同相界5，723エーカー、 似1l {:J]界2，525エーカー。

口一一共同組界 l ，148，821( 外国人48，325、支那人 1，100，496) 、f MlI J ¥L498，193，外

同人 18，899、支那人479，294) 、支那市域 1，903，362(外岡人 10，474、支 那人

1，903，362)  

工部局組織一一 名穂市参事令員、日 2入、 Yf:. 5人、米 2入、支 5人。

有 給 工 部 局 総 裁 英人D

秘 当 日 、315、米 、文人。

各 訓 財 政 謀、土木謀、術生謀、警後説、泊防説、教育説、義勇謀、音

拘' b: 1W

:..+.:rジド。

観 察 行 程

11 月20日( 土〉

午 後10時7分 大 阪 牒 営 費 。

11 月218 ( 日〉

午 後 Ｓ 時 Ｕ 分 長 ＱＱ 府瞬に 来。ｾ ［・ Ｑ 府 水上 瞥結審に ｲｈ ￮ｩｩｾ 、 然るべき手績を完 ｦ 0  ;技館上野

屋 にて 一泊。

11 )=]  22 日( 月 )

午前 11時 長 崎 地IL¥l W'Lo 注 I-I-' - k崎!1係雌に山説。

11 H23 日 ( 火)



午後 2 時 上出日本郵船t f I I l 山1i 再蝋に着。直に般in¥' ; k沖iff¥( : 削¥1: 口、上海滞在中の柄

所) ｾこ 着。少［明後附近をー Ｉｉ ｾｩｯ

11 月24日( 火〉

午前 海軍陸戦隊本 ＱＱ 日 に 山 崎 、 司令官閣 下 ｬ こ ｬ 官 ｬ 令 、 深， ｾｪ の ［ 怠を去し ｦｪｦＺ せて武運長久

{t> ，r{lる 。

午後 中山 路を粧て南 Ｍ ＱＱ Ｐ｝Ｑ 白 ｩ に向ひ 、 南停卓拐 、 ｾ ｉ 浦ドック 、 ￬ｊ ｅ 薬守宅［全面見祭。

11 月25日( 本)

Ｑ午 ｉ ｾ二前前Ｎ 釦虹: 口附近をを?刊H副叫記捺きおo ｊ午 ｉ ｾム 後 I栴F弘，r半単止式t

l日1)月-)2お6 日 ( 金)

午前 止1:口 警察署、 日本総領事館等に 11' ，頭。

午 後 所 謂共同. f : QJ )!. ￝Ｍ ｉ の英 Ｎｦｉ Ｑ ｊＯＮ に赴き 畜 耕を物色ＡｊｪＨＮｾＮｈ付近を ［ Ｑ 見 集。

11月27 日 ( 土〉

旗艦に 出 頭。 ￬ｬ ｮ 東方面 ｻｴ＾ ｾ ｑ 銭。

l1 H28 日( 日〉

午前 問 北方 l断、就 '11、陶務 印:占liW¥-*1:-;(1凶|占 iui 句、ーを':I Ji見然。 J t ! : 削除 iえを訪PU、御M-

立 の 町: 戦料周!に古銭{ t > 打つ。

J午F二後 四 行 倉J'l仇i

l  け1)ト川- ) 29 日 (  月〉

揚樹 ｩ ￯ｴｊ路及華 Ｑ Ａ ｴｾ 路方 ｬ 耐を徒歩ーにて ｩｪ ￬ｊＮＡＮ然。就 Ｑ Ｑ ＭＧ 、南 Ｇ￬ｦ 皆 ｬ 判段ｻ分行脚公司 、 大Ａｊ ｴ 紗 ｉ 段 、

上海紡織合制: 等{ t > 詳細|に副操。

11 )-)  30 日 ( 火)

午 前 海 軍 主 計 官 布、陸軍式官主に IIJ 説。

午 後 三 井、三菱、工部局を訪問、英Ol l刷イ11外を ーlぽlo

12月 1 日 ( 水〉

午 前 大場鎖 、 良虫ｦｉ凶際 Ｑ ｾ ｜ｾｫＩｾ 電事を副操口

午後上出向感| 位、i l:問鎖競馬場、i-lj J政J(人 央 制 等 を I1出銭。

12) -)  2 日 ( 木)

午後 l 時 J :-.1flf-IJ! ，II!f Lo  

12月 3 日( 金〉

午後 5 時 長崎地に策。 上 野犀に て一泊。

12月 4 1:1 ( 土〉

午 前 少 時25分 長l附牒張。

午 後 2 時 10分 | 事多牒語。同 8 時28分間騨張。

12}-) 5 日 ( 日〉午後 9 時25分大| 以瞬7'fJ。

111 2  
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園察視海よ太

ｾｬ 闘 大上 海 観察闘

11月 却 目 晴

子前、我々 一行は、} ;'/if ，j c.:，r長を:， Mi め、 '1 ＧＱＱＭ官 ｾＩａ［ ［ ［ ｪ 司令部の ＧＺ ｾＮＷＴ＾Ｚ 中佐 、 奥 野 大別 、 海軍 ｦｦｩ 作

事務所の石井 Ｇ Ｑ Ｑ 佐、 Ｚ［｟ ￬ｾ に人 ｊ 以 ｉ Ｈｪ の荒木警祭 Ｑ｜［ＯＱ 長 、 三 輪土 ＪＱｾＱＱ 長 、 ｾ ｉＭ ｉ 搾建築部長 、 久下防・ Ｒ 主

i i * 長共の他の各位に| 白f令、御叫と御挨拶とを述べし後、之亦MM係官服各位の多大の御好意

によって獲得し得? こ乗船券及乗車券をJ ! t l;入、斯〈て旗行寓端の用意整ょ、。

午後 10時 7 介、多数の本協令役目、令H、職員共の他れf攻の操大なる搬送を受け 、宛も

文 ヲ ｈ ｉｊｉＡ Ｇ Ｑ 懲 ｬ こ鹿島市Ｚ つ 男 Ｑ ・ の 如き 心 持にて大ｼ仮瞬 ｾ ｈＧ ， 張 。 時比も ｾ ｉ ｾ 部防衛司令官 Ｚ Ｑ 瓦内の防空

， ｉ ｊｉ ｉ 練 Ｇ Ｍ ｉ ｾ の ｈ 前交を 、 Ｍ ＧｦｌＪ 川 Ｑ 机 ｊ 也 ｊ え ＱＱ 向へと向ふ ｣ ｽ ｉｃ '1
1にて前j全の111州i市を新り簡単に乾盃をなす。

11月21日 晴

午後3時5分長1I府民事活。柄合上町民にノタi[! の後長崎7K上警娯岩に 山頭、岩長にi白i合の上極

3  111 



々の乎績を完了し 、 師主主 、 大 ｩｩｬＩ 天主堂 、 崇師寺 、 ｉｉｉｾ 銃僑等の名所を見物 、 宿に蹄る。

食後 、 一 行 Ｔ 入 、 ｊ て海 ｔ ｬｪ の地ｼ凶 Ｑｾｾ ｩＮ ｊ て に描げ 、 鳩 ー ｲＧ￮ｈ｛ 々協議をなし 、 就出す ｏ

11月22日 曇

刷、長11府腕I! 胞を訪問、共0) 足にてー|て1sJ:メLの山帆地-k I1r.守地 lこ1 [ < 。杭闘にて引の如 く潟民

機等の検閲を受け乗船す。 '1ーH白11 時、議定通り lこ川IW'L。舶は臨海軍服校、餓 l邑関係者、各

ｦ￯ｦｴ＿Ｚｬｦｩ 慰ｼ日 ｪ 闘員 、 外陣ｼ止 ｴＧ ｬ υｌ の他一般容を ￬ｾ 恥 ｬ 去し 、 ｬｩ 予に波を蹴って 一 路 一 ｬ て ＨＱＧ ＭＩＺ へと向」、 。

内地を離れて約 3 時11¥1、 山路も見え隠れとなる頃より 、漸く船龍は犠れ始め 、 夕方にy .

る』こ従ひ愈々酷しくなる 。折杯j の風間色相侠って夕食時にはZ ! - ' 行すら困難となる 。我々は

大いに元気なれども食堂に出席し? こる舶客は僅 lこ全員の2割Ui. なりしと c食後直に就出す口

11月23日 晴

夜 ぅ ｾ の雨 上 りて 、 一天 断 者 ｦ ごになきりと晴とはなつ Ｗ こが 、 舶の帰れは ｫ ｟ まや。

午前7時頃より海水緑色となり 、進むにつれ黄色 となる。 ! Iー前8時頃左方遊に島影の如き

もの見え始む。舶は揚子江に入1 ) 1こるもの〉虫fI しD 午前 Ｙ 時頃には此ｾＺに静になり 、 船 中

の人々皆急: に元気を快復すo

揚子江と糞if I J 江との合結{ こ連す。このあ? こり即ち巣討委なり。 ニ昔諸問の船艦をいにく悩ま

し＿こりと泊五、央掛の砲華は見えする。今この附近に我軍艦汽船多数碇 ｾｉＧｉ し 、 我等 心 強きこと

このーlてもなし。共の舶J ての人々 、上恥丸の入継を 大;い lこ敵迎し、或は E J 者: 旗や雨乎を王位げ

て寓歳を叫ぶ者、或は料JJUI-j -Iの鶏を差ー1--げて 11女"乎の持を絞る将あり 。我等亦躍を限りに之

に ｎＡＮ｜ 答す ｏ 叉 、こ の ｛ ｾ ｦ ・ ｊ ￆＺ の不工路 上 には開 丸 兵精を ｾｾ 運搬する兵馬車タ ｉ ｊ をなし 、 手に取る如

〈見ゆ。

央討委の何C;t?i古ど娘、て肢嘘同様。位惜のみ主義りて屋根はPfi どなしO ポンペイの遺跡も斯く

や とばか り偲ばる 。共の前面河J Ｎ ［ ｾ Ｚに我等が幾多の困難を宵して敵前上陸せる戦跡多数あり

以前ニユ ース映古 にて瞥見し? こ る建物多数日13前 lこ現はれ、感慨無量なり 。

央泌附近の Ｑｉｈ［ Ｍ ［ ｴＨ ま まことに Ｑ 切なる ｈｾ ｉ こして 、 附近に ｉｦｬ ｊｬ 肢のありしを女 ＱＱ ら古るもの〉虫 ＱＱ

く、暮れh <秋ののどりさ を、共の色に 、共の )1予に遺憾な 〈ぷはし居れるも 、地it 足t 1). _  1-)  /y": 

に近荒・〈に従ひ 、ド14;-;まの工場、倉}!li 等、外凶 入tg: '皆のものを|徐いては何れも等し く鈍る所

なく i波様され居るを見 る。

午後 l 時40分 ( 日本時IUト一目下上海にて日本人は皆上海時川を川ひすう 、 日本郵船台Jlil:

11区山碕頭に着く 。特別仕立の莱介自動車にて東百老I経路を純て虫1・口 ( 円本人街) に 向」、に

ｊｾ の雨 ｉｉＡｉｊ の許可 ｊｾ［ 大部分 ｺ ｫ 芳 Ｑ ｜ 兵の ｊｩｬｊＺ 火により焼失され鹿峨の如し 。

宿所' J i i ; i(fi 氷洋館に777 く( 部21前1Ｉ 。 この仙の人々去る Ｘ 凡 Ｑ Ｙ 日ＨｉＱ ｪ れも ￭ ｜ ｬｏ ･ｾ )L 州へ避難し、

慌に数日前主 人主師、本日子ム- 2 入院，11) 1こる所なるに的 ら今、少人数の子にて満員の多数

容を物の 比 事 ｬ こ緩 刊 し ｔｬｩ れる訂版 、 Ｍ Ｍ ｬ￭ｩ ｊ Ａｾｍ ｦ，ｻす ｄ

少 Ａ ｾｮ の 後 、午 後 ＴＱ 時以より Ｑ ［ 付 近ケ沙＼ 0  1可J近 ωji) i ｾＱＧｊ＠ [，1，1，; 人1J j は川とl : i Hあなしo iWti i 陸ii l.¥:
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ｾ Ｓ 園虹口市努 ｯ ｩｦｬＺ代的小賀市場。 岐

に日本商品大 いに整ひ 、顧客跡を絡7二

十。 この 一隅の地トに公衆使所めり 。

大使J iJr t 開放的なれども水洗式にして

総じて清潔なる鮎、大い に感 IIf1す。

:m. .: 刊 紙 Ulro -* Ff' 日百 我 苧 一 約 J ニ海 両者

不E中の宿合。煉気温 3 階建。虹口に在

り海市集合内fの斜 r{'!o 我等この 2 階正

取ii1王51] i . " 占領せり。

ｾ＠
第 う図 E吾主宰消 'k f士。上海 η 消化施設は 、建築物の一般橋治と

相倹ちて頗る完備すo 街頭に立て( ; [ 至る所駄々としてこの消

火佼を見る 。従って卒常一軒以上延焼せ る火 災は殆んど無き

由。

第7園注意| 徐行信就板。板商 lこ(j: .‘Shool  Zone， S!ow" と

め り。我圏内地に於げるが如 し 自動車之を行過ぎて後

始めて系苦しが如き L のに あらや。右手に見ゆるは庇[ 口

消防磐なり。
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は

中

近

第 61函 街 刻。 蛇口三の橋附近 にめり 。 こ

の小合の地 ドは電気室とな る。 “ Pl ea日

Dri ve Slowly， School shead" と沼す。斯か

る小合を? 巧に利用して積々なる標識とな

せる貼 λ; いに 感服すο

5  IJI 



第8図街_; ; ' ，0  P  ost no Bill s 不 許 招民li な る貼紙( 資[ま ペンキ 第9困 街 頭 掃 除 夫 。 支 那 人 掃 除夫は赤き

にてi直接岱き 7こる L の〉、大小1更すべか t すると問符到る民主 去を纏ふ。持の肩に印 されにる“ S. M.  

ｾ ｾ ｾｲｲ ，［｟ｾＮ＠ ＺＺｾ Ｇ ｉ ｾ ＺＺ ， ＺｾＮ＠ ｾ＠ -C: ' -Shan-ghaf ｍｾＭｮｩ｣ｩ ｰ｡ ｬ＠ Counci l .epち上海

に明示せらる。一般に此種貼紙の女学は支那侍有の妙味め ｔ 部局の略絡なｾ 0  H μ 市 場附近の ーj孔

九 面白きもの多し。 長。

の括闘の如伺に劇烈なりしかを思ひ、感激の涙自ら湧上る。

附近に一部 Ｓ 階建の相賞なる市場ありＨ第 Ｓ 岡〉。一部既に商買を開始し 、 ｾ買や日用品

を版買す。刷客は殆ど皇軍将士。この市場を中心に央討委路にかげ日本 人経営の商 J厄櫛比し

之亦既に物資盟富なり OM同〉。名物の煙草は! 取る安〈 、例へばス リ{ キヤヤ ツス J レ10本

入18i菱、ゴ戸ルデンパッ ト10-1>:入 5 銭と云 i 、有様。叉軒を列べ? こ戸付: に煙車を賀 る風景も

内地 とは異り商白し。

附近一帯の街路は幅員左隈聞 くはない が、tv車道の匝別は整然とイ子し、叉!if i と‘ 全部釧装

Ｎされ消火栓は所々 ｩ こ 設置されＨ江 ｾＵ 匝 ｄ 、ノ ｪ 、 皐佼の近くには “ ｐｬ･｡ｳ･ slowly  School  ahead" ｾ ｾ Ｎご

と明瞭に指示せられＨ節 ＶＱ 司 、 話 Ｗ 岡 、 万 ｾＸ 岡Ｉ 、 叉何々路の ＴＷｊｩ 識は餓製の 統 一 され＿こる美し

い立よしと なって行人を赦迎し居れる有様、我内地に於ても大いに之を保るべきものと思vmー

される。交通ｾ夜は印度入 、 迫Ｍ路帰ｼ徐夫Ｈ第 Ｙ 岡〉は支那入 、 何れも悠ノ号泊まらさＧる貌印

象的である。

夕食は宿の l 階食堂にて取る D 制めて簡rJi なる料王申。袈 さも悪しo 111: しtrc_a線に {動〈 県

軍将 τ ｽ 二 の身を思へばｊｦＹ ｰ も府作をＡＦ，ぜ子 。 我々 Ｔ 人の部尾は Ｑ Ｓ ｢Ｂ ｾ ｹｽｫ の ｬ ｦＮ。西洋 間 を持政に改

造し? こるものO 全員午後 11 時就寝す。

11月24日 晴

朝食後海軍陸戦隊本部に向五、D 共の; 金路傍に新しい塚が我県軍の戦死問所に設けられ、

戦友の乎による簡単な花束の回向も 、 彼我相ｽｾ，合せ自ら涙の下るのを卦じ行ぬ。一つ 一 つ

に心からなる敬踏をなし共の前を泊る。北四川路より問北へ至る交叉新附近の市街li 出はま

こと lこl刺しかりしが如し例へば共属に設けられ? こる立看板は宛も網の門の如き抑痕あり

見る活をして劇l戦の様を目前に行j1dll せしむ。

海軍臨戦隊本部に清< Ｐ 建物 ＨＱ 百句Ｚ被 ｴｮｾ 栄らさ Ｇ る有慌を児て我常 一 同感慨無量なり 。 隊

川 6



員各!立は異円同背 l こrとを フミ 怖と ＮＲＮＮｳ、 Ｓ 然 Ｑ Ｉ 、 ｬｦＺｬ ｪＯＧ ，奮戦 ＱＱ｜ＱＱ Ｑ 凶 の 行に之与 ｦ め人事 ー を ｾ ｉ ｾｩ し ｔ こる ｕｌ

軍将 ー ｉ Ｚｬ こ味方して市 Ｑ ＱＱ ｦ［ ［下しｉＡ易 つ 仁実怖とならば必は然らん の 笑 ｬ 卜 にも執 ｾｩｬ ｊ な る政 敵 を試み

＿こる ｬ 放の出製 ｆ に 、 悩 Ｑｈｩ と ＨｉＧ｜Ｚｾ の院 中Ｚ をリじＧ・ＧＱＧし＿こ ￵ ＮＺｉ ｉＨ ，ド ｕＩ ， ￺ 叶Ｈ｜に注つては 、 ｗｬ［ Ｑ 二日目 ｾｊ 肢は決

してゐるのである。

大 川内 司令 ＧｲｾＮ 附下 の幹 ｬ 安 に依し 、 深謝 の［立 とＮ￯ｩ ｴｩｬｬ Ｚ ［｛ｾ 久の福ｲＮｾ去す口幾寓の大Ａ被を 向 ょ 、に

姐し 、 丹 ＱＱ｜ 主よく努め 三 Ｇ ［ ｉ ｬｾｮ ヒＢＧＱＺせられ ｔ こる弘勝とは 、こ の ｪ 胤 Ｑ Ｑ ーなる ｪ 問先に接し＿こる 人 の ｦｦ ｦ ｴ

かよ く想、を 廻 らし得ゃ う。自千1岩手奇澗じて乾盃の1附与を受 < 0  Ｑ｜ Ｑｉｦ較には ［ 将 ｡ｾｊｴｦＺｩｪｬ の崩制 ｦ［［ 摘

げられ 、菊鉢 の窓縁に置かれてゐるのも奥床しい ｾｬｾ りである。

K 機:銅長ーから詳細なる上海の被害情況を聴く o 共の一首10 上海の火災の原閃は、制昨の

破片、敵兵の放火、焼夷開等カ; Ｎ］ＷＩ る ｯ 爆開の ｩ 淡 ｽｩ は 普 通車 ＱＱＱ 分され ｊ ｪ ｾ の熱苓 ｪ ｩ ｬ Ｚ ノ ｪ 、 Ｑｾ る話火災

を起すに至ら争、砲開の破片山tn首大なる筒落下後2時1m伎の後可燃物に延焼する! 認あり 。

放火と焼夷弾は必す・火元を造る o 之等火災に封する防備策として最良なるは、都市金曜を

耐火構造になすこ t に存するは勿論なるし上海に於げるが如き煉五浩建築物も亦大いに

効果あり 。木造建築物は殆ど問題外なるも、就中、 屋 根裏 に何々雑多の可燃焼物を詰置く

場合、網戸を閉め置き? こる場合、薬品! 古の多数イ{ - 1 ' Eする場合、防火壁の与き場合、;2; t也、

道路のノj 、なる場合等は消火上最も困難なり D 一般に自家殻電装置、対二戸及貯水槽、地下宅

等の設備は是非必要 1i . ，るものと認められる。と

海軍陸戦隊本部の周囲には敵爆撃の跡が相常見られる。日本家屋の料 ［ｾ ふ六 三 岡 、 新月

ｉ ｾｾ 等にもノ ｬ 、 爆刊による和世の被符あり ｏ

午後、 T 先任参謀に商令、 次の如き通行許可設を下附さる o r大阪府仮芯ノ防京師l係 者

防空諸設備研究並ニ撮影ノ筑間北方面ノ/ 1 '， 入ヲ許可ス ｊ Ｍ ，臨海軍 ｾ Ｇ ＮＧｦ ｂｉ ｊ ｾ主戦隙司令部」 。 男

策百併す。

f午f 後 2 時、 K 機捌長の灯好'A古窓2玄: にて自 働車をを" r叩l'

殻 、南市方商に向 』、D 南 lI iへは和界を横断すれば- l' I，( i迂なるも 、i li の外輸に新設され?こ環

)1)¥路、iJ e 悼の道路約30粁 をjit むo 見渡す限りがtJ: i : 化し? こる 1I削じを過ぎ、郊 外fI :宅地とし

て風景作なる地を通り、蘇州河を渡れば 、 有 一 千に支那兵のｾに焼失せられ＿こる盟 ｼ 干 ｬ 紡織工

場を見る D 左千に抗 円分子のー根擦i也fこり し光華大接の壊跡を眺め 、央集尚も Tこる南市に

入る D 問北と同様焼土なり o 煉瓦迭の南件; 車場を ー )11目して、江南船渠に至る。

江南結渠に近〈 、 ｨ 南製務局、飛行機製作所等イ ｎｲＺ し、支那海軍の ｽ ｾ 要 地獄＿こりし所 。

叉角形の段筋混凝土 迭 トチカも見ゆ ( 第 101品D 。 鍛材01 と杭まれTこる問 より 野犬走/ 1Hこる

ｴ 二 、 支那兵の剣にＱＺｻＮｾるものならん制痕瞥部に印され物凄し ｄ

蹄j金、青E華子F に至 る〈部 111司) 0  1eに7.  ＮｩｬＡＺの訂府 、方に山門 あり。伶 ｗ ，で来り我等 ｾＱ 欧迎

す ｄ 誠艇の ｾ ［ 宅奥よ り切々と問 ゆ。

問 北もき竜f引を過 ぐる 頃、 自動車小釘の簡に パンク すo 時に '1二後6時30分 頃cm12il品1) 0 修

7  111 



結 11
1
々捗ら令。 附近に食料運搬自動車あ り。之亦故

時なり 。間 vt ば11' 1一夜 '1:後 8 ｮＮ Ｇｦ頃より ｾｈ Ｚ せしもの 。

ｬ Ｉ ｦＮ ｊｪ丘 ｴＡ ｹ ｨＺｩｾＧ ＺＧ￭ＢＺく イ 、 ｬｉ Ｉｪ にし て ｉｊ ｌＺ ｌ 心 車 ＯＱ Ｑ カ、りしと ｯ ＮｋＧＺ ｾ Ｇ＠

一句行) ( 等の人々と共に談介しつ 〉、午後 8 時迎の車

似る迄、聞に訴さと 飢 とを l山ぎつ¥、夜' ? 寺の気分を

1床λ、。 午後 8 時30分 的'ri n¥' o

11月25日 暗

Ji.l( i(I (jif .t 近 の{ 1:宅 向阪の 内 (;1¥はダfi ど2 附 建の煉瓦i E

にして、周問の道路よりは必物の附下を計りて私立

小道路に入る のが 一 般 で 、 ｊｾ 虎にＨ立与 ｩｺ 五 ｉｊ 閉鎖し得る

般車なる Jffi あり( 抗 13  li i.i l) 0  y... 、近代的のア パ ート

メント ・ハウスも f投fEす〈引 141丙1)。 午前 11.1は北四

第 10闘 鍛筋混凝土主主 トチカ。江南 ドッ

クの ーー隅 にめりし L の。俄路合理局附近

にめりしものと共に上海市に於げる ［ 稀ｾ ;; 白ー

の L の。」二に土援を? 頼み、更 に屋恨を722t

hて トナカ? こること を空より隠 さん と37

1J せり。

川 路及1¥1 : 口附近を視察す( 1 l fCI51; f. ; I、部

161日1) 。

午後、海軍政下1・去に 11
1

1
頭 、 間 入許 可

及 ｲｾｩｦｴＱ 最影許可諦を下附されんと寸る

もL 自1象自民主? 必 要なる 111 、也仁 F付近

のおiJtJ. 誌に飛込 み 掻 l百をおす D 央i持、ク

リー ク附 近 を i視察し師ilii' O

十 Ｇ Ｎ ￬ｗｚｺ 行の新聞紙 ｲ ，，ｾ ｾ絞 ｊ r大公報」

等 を よL るも我問の それ の 如 〈 記 事 肌l庶

第 1I 函1 龍華寺。上海第ーの4当事IJo 18001手以前Iに呉王孫、 な ら 令。 rR  i [ l 占領責任錫」 と. 卜. 海市 1・

械の温t j J し7二るものと初ふ。イ二王門、五官隷淡、 千十例;

政機等頗る す正i辰なり 。アE乎におれる ci Kの館。附 近 烏 多 広 高 〈 ア ド ・パ J レー ンか掲げられてゐ

V O  

るにも拘 らや、ー紙 卜'.l こは 「我( 支吋1;

) 市 有 無 錫 失 守 之 設 」 と |度11ドにし?こる
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貼、 笑 l卜陶千高 Tより O

11月 初 日 晴

午前、工部局主1 : 口警察署に赴主、日

本人警察 行より種々事情念聴く 口此 躍

に接続せる行合は 7 階建の戸川: f J 1: にして

卜. 附に司れば附近一望の下にあり( ui

171，'.-: ;1 ) 。

日本総領事館に /'111 ￯ｩ 員。既に被手 ｾｾｒ ， ｬ 有

Ｑ ＢＱ Ｚ ｾ 伝説け 、 この ｊ 也 ｬ こ Ｉ ［ｊｬｦｂ せるＱｊＭＱ正人よ
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何

第 14間 宮[ 口 附 近 の ア バ ート メン トハウ

ス o i!j: 様 式 の 陀 宅 の '1' に 斯 く も 近 代 的 の

什一宅めり 。 斯〈して上海なる虎( : J : . 、 凡 ゆ

る 鮎 に 於 て jl t; 'i
l ＯＩｦｬｾ 禍なる破を抱かしむ

' 第 15間 住 宅 街。腕、 i ( i l i : 長屋。長屋

なれども - iltl 毎に門ゐ h 主主風保光

共 に切 か な る が 如 し o Jt の 笠 額 九

美麗さは貨統にf威す。之は必悶) 11ｾ寄
附 近 に め り 、 11 ;本人の居住者多し。
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ＱＩ の ｍＨｾ 九 ｬＩ ， ｜ｪｦ Ｍ ｴ Ｉ｜Ｎｾ、に毛主ひ居＿こり ｯ

ｾ ｴｊ 食を＿とある食堂にて取るに、

共寝の給1上、円、 英 、怖、支の件

同請をＺｲｲ ｪ に話すに我等ー駕ｾ fj!-す

午後、。蘇州河に架し?こるガ ーデ

ン橋を波りて 、所長「i英和界に行〈

橋 トーには円本側行3. 及英同 (fil)' I' "，:，![.:

整列し物々し ｄ 支那兵の打燥 ｾ｜￯ｴ に

依って相官; の被害を象れりと Ji り、

カ ツ セ イ ・ ホ テ ル 叫 に 廻 れ ば 即 お守lごZ??管室官官: fL長ぷ品21詐取

しと恩ふ0 1leに 堂々1: るもの f.i. ＹＰ 使所 、 炊事ｾ等待に整備
ち南京路にして、名物の人力車、 せ 90 ふ

二胴連結の路面電車 、 二附 Ｑ ｾ ｊ の乗合自 働 率Ｈ公共汽車〉等織 る カ Ｚ如〈走り、 叉路上Ｎには支

那 人陥る 多 しD 附近のケ リー・エン r ・オ J レシユ書応 に赴 きて、"Handbook of Muni ci pal  

Inf or mation， 1937" “ Archit ects and Bui l ders Compendi um， 193 7" ｾ｜ Ｚ の 他卜 海の名所檎薬害を

購入すo

11月27日 曇 後 晴

午前 、 旗艦 ＱＱＱ 雲にＱＭＱ ｜ 頭 、 ｾｾ底よりランチを識さ糞 ｩ 市江主＿横切りｩＱ ｬ￬ ｊｒＺに渡る ｯ 海軍陸戦隊

のU 大引に商令し、 ウヰスキ ーに て長恨の武運長久を示rr るo _I -)(，f. 一帯7k

1

j1，'!i. o，<、茶は泥臭

、を多分に帯び居れるも 、特にこ の附近は&1ごしo ［｜寄Ａの給、ゆる干 ，Ｇ，Ｇ ＱｊＧＨｪ 深＼ｦ，山まれ 、 ｾｩｾｾ す。

ｉ ｊ 、 隊長の案 内にて、目 撃紗廠 、 司公民米煙Ｇ字工場 、印刷 仕上Ｎ工場 、共 の 他 の民家ｾ蹴従

寸 o n  ｾ ｲ ｾ 紗廠は敵兵の附居せし所にして 、 ｎ ￬ ど焼失し 、 機械は飴の如〈破壊し 、 叉 新設秘

［ ＱＮＮ 及防付 ｬｩｩ 守Ｚの一部は敵兵の Ｑｾｾ 谷真 ｈ に逢ひしと詞ょ、。砲火 ｴｬｫ く持ド ＧＩ Ｍ Ｑ に 花りて向且総をｻ動〈彼

等の行動は正に異とするに足る。

外岡の懐訴に属する工場に 3 方を悶まれ? こる約 300坪位のノj 、さき こ|二I也、f舛日11ポケット地

帯に支那兵符築し、此底ならば安全と某 〈つてゐ? こ地黙の rl_ l央へ、 ドンと ー琵勇敢にi E 確

に 聖 ｾＢｉ ｪ￬Ｎｻ･ 見舞 はれ ｪｦｴ 減し＿こりと考へられる場 所 もあり。皇平の ｡ 恨ん＿こる夜戦の跡を門前に

見、痛快の至 りなり D

この附近の基風健りなり( 節 18  I'''，il) 0  ｾき と云ふよりは棺 をｾＱｬ Ｑ や敷 地内に雨曝しに 据え ｔ こ

るま〉で 、和々時 期の粧過し ｔ こるものも之 に 屋根や壁等ノ ｪ 、 民家の如き形式のノ ｬ 、 合ｾ設 ｬｴＱＱ こ

るに過ぎす' 0 支 那人の中には談うだの rll に友 人を殺害して宅も快しまぬ対ありと聞くが、死

臨に卸する御念亦斯 〈の如し。

川合 の豪 批 なる邸宅を見る口幸ひ破壊され居ら十。食然 、 ｻ ι 式ｦＮＺ等をｾ rll 心にmll n、結牢.

Ｑ 符常勾Ｚ数十常あり 、別 棟には刷業 ＱＱＺ 宅柿比し 、 全開として ー 披の如き抑あり。 水 質 ， Ｇ￦Ｎ き Ｑｾ

ぷ Ａ 煮の Ｍ ｉ Ｇ￭ ￯￺ｩ に相訪 大なる瓶多 Ｍ Ａｫｾ 設世し Ｗｋ の沈 ｪ 殿にＱ￫ＮつＨＡＺｦｾ 191;";il) 0  ぅ Ａｾ の ｾ ｉ Ｇｦ ｬｬｾｩ には誠一高官 Ｇｩｦ￯ 才

11 1  1  0  



第 19闘 7]t裂。' rt: i r<し き殆ど泥 水の主n ｾ＠

7R全集永に r' - - I 被せしめ . ! t ( /: > ｴ Ｗｫを ｾ ｦＮｦ ｊ ひ
て飲料に供する銭の J R裂。大邸宅には意

匠甚Tご立涼なるこの積水裂を多数真庭に

舵置す。
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第 18悶 浦 束 力 商 の 墓 地。場合 によりで

は自己の使宅より L 立振なり。{ 主府部に

近捺すれど L 何ら 怪 しむ人なし。この憾

材( 主主主〈閲川の 111地より主主 HI，され る L の

なる由。

第 21闘 11，' ，]北悩新第一麹粉版。 11;1侍H

官li 隊長のhせられ 1:) 針。 人 口右方に見え

る多数の査は老n可。査 の警は討時4。老

酒は古 い限; 反い。このを潟認で 11.ーす

わか らぬが、 この '1' に美r内tらりとは，皆、

はれぬ科汚ならし い外観 を果す。

1  1  111 



第 22図 凶行合成人口 o ; UJ奈の鍛扉は内

￬ ＧＱ ｒ の熱 η 潟膨￟ｊｾし外 部 に吟出す ｯ ｾｇ Ａｦｴ ｲＱＧ＠

: ' ) 企にて燃ゆるは小夢なり 。戦後四週間今

伶延焼 しつ〉めり。その規模の大な るこ

と容易に惣[ 象せ らるベじ。

為s23週 多量E。悶行怠康の直前にめる小渉

慰問[ j 色。'fr庫の小語障を利用せるもの。結果

[ ま土艇より L 優秀なる由。芽を吹きで、且

之を ｾ Ｑ 慣 ら す 。 附近に Ｚ 噌 ｉｉｉ の戦争ｾ 阻止せ ん

とせし漆ゐり。

場あるも 、 前庭の外空地比較的ノj 、な1) 0  11{: し、照根裏に王る迄徐す所なく頗るJ T j に利用し

舟れるは参考に慣す( 第20悶) 。

上海に於ける編竹の利用普及振りは大いに自主? 惹 〈。物資を入れる容器は勿論、家照の

外明、塀等として使H i され、中 ノ争強靭にして壊れざる !こ110

午後 Ｗ 時 Ｓ Ｐ 分、 Ｑ 決断 ｾｉｈ で川市交の ｬ Ｎｴ ｱ を海軍武官津ーに出頭す。

凡 そ、 ｼ て海に於げる恒久的 ｐＱｪＵｾ 縮設は始どなし ｯ IIj ft 、大 1.. 海 i!i のi !i 何地建築物法の第50

僚及Ａｘ ｾＵ Ｑ 僚に 、耐 ｾＹ ＱＱ ｩｬｬ 瑚 ｩ 所の規定あり、 「工費 3 路間ヲ起ユノレ辿築物ニ作 リテハ 10平方米

以卜. ノi l l 1難所ヲ作 J レヲ要ス」とあるはが: : ｬ ］ｴするに ｗｾ するも、 二 ＫＺＺＱＧＺＱ 主 ｽｪ Ｈｬｩし ｲｮ らぎりしが Ｑｭ し ｏ

11月28ヨ 晴

Ij '.湖、海軍武'n常 に 惇 ひ: W，頭。 r通行許可読」を 下附され、 S .klMの御好意に依り 、 H

記者等と A に、自ら還特きる〉自動車に打乗り 、先づ間北の商務nJ 書官Iiに行く 。商務印当

iiji は支那の私利当等ぞ印刷する所・にして、市j の上海若手控の際大破せられ? こるもの O 先年の

挫 築 維 誌ー1-. 1 こ詳報せられ? こるが如し。繭後之を修. 0 1 . 柿強し使用し居り? こるを 、今同敵蛾m

せるに悶って更に爆i波し? こる 所 なり。共の隅角部の1波記長71た況は特に編者なり 。 この部分断

に ｊ ， ｾｉ 世沈下し叉 ｬｙｴ￭ "'j l  1j.る *"1強を行ひ? こるに過ぎざりし舟j祈〈なれるものならん。

商務印占if 'j' f前に| 凶| 当・館あり D いに< 1 波 l実せる黒li 、商務じil 苫iiI: と大差なしD 一般 lこ上海附

近の所前践的51混擁土地は我岡のそれに比して! 測る組忠なり。セメントは9:11らす¥砂、砂 利

水 等の材料不良なる_ I -.に、地民の l誌なきf . t か各材貧弱、;J JII 之外的は煉瓦なるを? 常とす。特

にこの問者航 ｬ ま梢造悲しく 、 ＮＩ示 ｉ Ｍ Ｎ ｾ 歩￹Ｇさへ不安を感守口

各地に男1前月Mxなる攻撃を? 試み偉大なる! i 生功を牧められ? こる H ＱｾＱ｜ 隊長を訪問し 、 深謝の

［むを＿衣す 。 柿々 ｬ Ｇｲ ｬ 般に闘する味深きあ ＱＱ を聴き 、 後待 Ｑ ｉ 灯 ・ ｽＮＺＡｾによる出印刷Ｚ例 Ｑ の Ｑ 附 与を 受り 、 ﾭ

I，i] ，S.;¥: . k: を打つ。午.の窓鰍 lこはサボテン 、金魚、匂ー世 j Pi l 、奥 J1ミし。父、家 l歪の入門に老酒の

111 1 2  



この附近7"f 合的i て
'JH多数並列され、成1J J ' j 町" i J 唱にありしかを jtl 、はする光去なり( 出21Ii ，.) I)。

3 所，il' J-*，f:J 1界 とJ主し、外同| 警備兵の住米子に取る如1<比ゆ。

-等兵Wi 長の案内にて凶行合i fに向 ふo j，s 111  JL*l 1. i  ｾこ敵兵の ｩｬｩ れる十 ￍＺｦＮ 鉢 ｉ ｬＧ ｢ Ｇ ｌＺ主主 ＱＱ ， Ａｴ 地駄々

としてイfイ1:す。凶行 1;/1)( はm，iI' J -*{:11胤と持する Nj' ，iI' J，! <ケツ 1.II ，! (1山 にあり 、

。

5  ｾＮ｜ＧＡｩｬｬ のｦＮ Ｚ ｨｈ な

旬。梁 Ｑｮ 円、挑ｩＱｩ ｴ Ｍ Ｎ 般のものより ｻ 史フちなｾ 0  I付には若手、-ii 、1油、j主そ5・プじii出し) ， ｉｾ Ｎ りにる ｲ ｬｬ

今戦後約 4 ｾ ＱＺ｜ｊ ｻｴＧ才Ｚｾ Ｑ こる ｬ こ ｦ Ｏ ， ｊｓ ｾｦ［ｾ なるｾｾ，Ｈ ｻｴＧ投しつ ｾｾＺ ｉ 刊の所々にして火焔 トー りつ〉あり

Ｈ弘 Ｈ ｾＲＲｉ ｩＧＹ Ｑ ) 。合1，111; 白に築き? こる 二1:輩、l t はJ: 童話にあらすいl本物は小安にして 、}1-: をナ吹1I¥i t

( 口総〉。

俄路t ' i ; Ｎｦ Ａ ｬｴ 局にｾ f  ＼ 。 よ亦四行ＱＮ￬ ｽｉ ｈ と ｬＧ ｩ ｊ 拡Ｍ敵兵の多Ａ肱師 Ｉｾｉ :. せる j引にして 、Ji Ij-}¥は!i fi ど他frii

税 ｩ 印 ι ｩ しＨみ ￭ｾ ＲＳＱ ｾ［ｩ ｬ ＩＰ ｸＮ ｲｴｾ 卜 ーに 主主るに 間北 ー ｾＺＱＷ Ｍ Ｂｾ の ｬ ごに牧り依す所なし

を以 て、後: ( i ' は: U. A¥撃と! 白幣とを以て{ 政壊し? こるものなり。共に来l刊を乞う? こるいJl 疋の裕I)l]

ト ｬ ￬Ｎ ｪ 白 に之をｾ ＮＡＮ るが 如し ｄｩｽｾ Ｍ Ｂ ＢＧｊ 押 ｊｉｔＨ こ ｦｦｩ りて 、せられ? こる伊iFvj なるを以て、共の説明の

こ の ｾ物 ｅｲ ｌ トー に多数 の燥繋の 湖、 あ り、 ス 外り ［より 燥 ｧ ，Ｇｻｻ ｾこ 凡 鉾はれ＿こる ￭ｩＺ ｩｆｙ￮Ｇ もあり 。 燥繋 は

ｪ 旨を＿工 ｲｾＱ こる利 ｬ 主に し必す' しも 7;? に也会卜.よりのみ決 下せきずる こと を9，]¥るo 1}f: し何れも*

て 、 数 ｪ 奇 ｙ ｬｾ ￯ Ｎｌￚせる例 ＹＷｩ どなし。

岐路ｴ［Ｇ ［川Ａ 局にｾＺｦｉ封してＭｦ ｕＢｾ ｊ Ａｦ ｊｴＧ ｪ あ ｾ ｯ み Ｚ￥ｾ 全焼す ｑ ｲｾｈｬｩ 築物 の Ａ￭ 付近に燥 Ｉｲｩｬ の大なる決切 ｉｪｩ

あり 。λ 米本込lill 築物或は煉瓦込ユ主11築物イj三.(1二せし乙とはlリj仁!なれども 、今l主人:1波して !i fi と

Ｍｊ ｾ の路を ＱＱＺ め子。ス燥 ｪ 武の ｦｴ にｾ干し〈傾斜せるか ｬｵ ｴＺ活必築ー物もイＨｻｊニ ｩＭ 0  1:l主t名作J] lJci j (こ近 〈

餓筋i見凝 1:il i トチカ ib ｾ＠ 0  ｩ Ｚ ，ｴＺ ｊ ＧＷー は ＶＵｾｾＧｬｩ 科 Ａｩ ｕ こし て 、 千 ＱＨｉￎ は三Ｉ［ｬￜ ｾＰｪ ｴ

約 2 米位。 _1てih: dilll 此開完成せる トチカは. f i i j らしさ 1110

方ｾｾｊｩＮ瓜 ｉ Ｑ ヲ。天井 ｉＺ ｾ ｊ は

晴H 月却日

このな} t j i 4  ｉｬｻｾＱｉ￭Ｚ の ＩＮＺＡｩｬｬｉｪ ｬ�ｸｬ 南 Ｑｦｊｾ ｾ［ｴｾｴＮＱｾ "/1: 股紛不j 限公 ii Jに入るに、'1"I l"i j 、jlyllQ: t¥!f，各より、

築Ａ政 Ａ なるも 、中 Ｑ Ｚ と主民裂のみ ￭［ｕｊＺ ｩＱ 比凝土 ｩ［Ａｩ 、 他ＨＮＺｬＺＮＭＭＧￍｾ ('，11木込なりしを以て 、甘のみを践し全

ｾ￬ＲＵＱ 尚 南洋燈，¥' ( 合i t (2)。 如 何 伐 の 煙YJf

めりしか ｴｩ Ｚｊ Ｚえ等主 ｾｉ る由もなげれども人の μ
にはいらす' して天の LJ へと煩火されれ る)1:

(/y絞 l主、 |‘ lこまruuぜられれる斤f より SL て相

'1:;:; なるものとお; まゆ。

1 3 川
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焼せり Ｈｾｾ ＲＴ Ｑ 湖 、 ｕｾＲ Ｕ ｬｩｩ Ｚｩｬ ， ｾｾＲＶ 岡

)  0  地盤床上ｾ ｬ こ尺 ｦ ｌ ｾ の煙草燃府羽 ｫ

t't し.ZJi むlこ膝を泣する有様なり口

京百老匪路側よりの外i I 見は今向盤

然? こり。この附近にて時々道を聞

かる o 我等多少現地に rVl ¥なり? こ

る故之に遣を滋五、。か? こはらいに

し ｄ 揚樹浦路に Ｏ Ｎ ＱＧ ， る 口 ｟ｉ ＭＩｾ� 紡織第

一工場{ t >ffi見察するに 、附上倉庫階

下工場となれるー椋の建築物、焼 Z2E 〈露首ZfA522清弘警官常主張主主

夷怖の昂に完全に焼失すo 爆弾も して火災る延焼を一七月許さ す，。

恐 しりれども焼夷r，lj! に見舞・はれ?こる ときは跡形もな 〈物資損傷するを以て最も恐し、 主事

務所の 人の 話。

大I>! t紗 雌に行 ら こ の 工 場 外 則 の 幅 員 約 4 米位の道路上、h l ! 瓦出迎築物 iこ近き部分にノj 、

爆弾務下し、共の以)-一

近の大! 版ぷ紗紗、M雌反j批li川此1刊止1: 宅に行〈九D 土上. 下各附別i引仙l匝Itl ゆの世帯居居一位し得るやう 3計l苫され? 仁こる煉L瓦Lj品ぜ逃i2主!H伝よ』匝昼な

り。共の l 棟焼失すo

上i侮与紡織2筑1布5二工 場 に 行 < 0。先つ

お桜長すo 次に相官大なる爆怖が、餓筋i見続土也鋸崖桜に7 - 6 下し、 iu径約 10パの大孔を作り? こ

る現場を見るに 、 ｾ Ｎ ｾの床上は ｆｦ ｩ ど無庇なり 。

夫より主主徳路tこ/1¥、幅員相官; 大なる lli 々fとる !i li装道路を沙む・口英米国平工場、上海紡織

印染廠等{ t > 左に 、! ぷ苦手スリヤス工場、粉版印刷所等の被害AA泌を右に眺め、タ防{ t > 浴びつ

〉獄々と して蹄迭を急ぐ。

11月 初 日 晴

午前、出平主計宝に出頭すo Al j l 位に fui令す口上恥の復興計 5!1・に就きて質li JJを設するに

木立 ｩ ｾ なり と の Ｑ ＱＱ Ｐ 引続き 、 陸軍武官宅に Ｏｕ ｬｩｊｾ の ＱＭ Ｎ，辺行許可 ｩ 散を下附さる 。

午後、 ガーデン橋制度りて( 出271凶l、加281沿い 節目|凶1) 、先 づ三井銀行ート)r.dnl i を訪1i 4J

し 、 自働ＭＢＱ Ｑ にて所 百 ｩＱ 英ｪＮＩ｜ ＱｻＺ Ｑｊ界を ー Ｉｉ ｾｩ す ｯ 巡特乎は外凶人 に て 言 葉よ〈通じぎれども 、 南京

路を入 h 競馬場、光施公司、似| 相| 住宅地等の説明を聴きつ〉、披内の附近迄行き元の場

所に師る 。

工部局に ｉ 氏を訪問す 。 工部局なるＪＧ郁は現ず Ｑ Ｚ となりでは何々浪 ｦ 停を ｊ 有 寺 弘きｾ 、 共同

羽] 界政民・6 と改名せんと 一部にて ;ilJJ: 'I' なる 1110 柿々の J J!I.li i:il にて何々のiIJU)G{t>j {患< 0  ｉｾＺｩ ｬ ， ｬＺ Ｚ 類

の整担! まことによく行l凶き 、 この ｾｽｩ 我 理 事大い ｬ こＡ日長服す ｯ ｾｲ す るに古Ｚ［りて 、 Ｂｓ ｨ ｡ ｮ ｧ ｨ｡ｩ

Muni ci pal  Annual  Report" {t> ｾｊｩ ｊ へ もる 。
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第27図 共 同 組 界 バ ン ""0 t.'f 海銀行、潟

林西報官官、チャ ーター，，"銀行、バ レ見ホ

テ)L- . サツ: : <. ; . . <ピルダイング、 '1' 凶銀行

横i賓正金銀行、ヤンツピ ノレヂンク¥ ↑合平fI

ピルヂ ング等のおj腎建築物il 汗を並ぶ。こ

のブJ 面はノ J プ リツタ公園なり 。

第291訊 共 同利界1有;;i ｾ Ｎ存カ七 イ ・ ホ テル両 ￭ｬ
この附近に支司[1兵の吉 fl ..t，¥叫17体 l、し多数の

被害者を H' ，し仁るしぢr ( t' では殆 e : 1J : の跡

形もなし。 二 階 ｈ ［Ａｦ ｾＮ� ト自動車 、 ニ 輔 ｩｬｩ 結路
商 ｾｦｴ 車 、 並立 ｅ 向動車等が織るが如〈走る。

第 28悶 バ ンド均車ｾ 。 浦東への途中撤苦手せる ｌ の尖 ￯ｭ め

る建築の向って右隣は工事中の '1' 閥銀行 lこ1，て、何れ の

案内 ｾ ｉｾ に ｌ 米軍を見の建築物なり 。

2第広ρ3苅0闘 ノ火d貌必

F泣E至E る月所!庁「に主泡Eす，。 石主滋位の橋梁古風に1幻マみ興E味J去と深し。

クリ- 夕ヘ、 7]t は浅きが如〈なれどし -，・-泥1単にして i上

末以し。

= 菱銀行 _1-.1伝文 I，i; を訪川すD この 建 物ni i，f; 1111 .iド 4) ) に完成 せ るものにし て、 内 地 に 於 げ

る主 Ｑｾ Ｑｪ :ill 築 の 如く 、 111々 中U.'jl 二てゴ' ，: 沃なり 。間々 1/大談の後、相して前日 u き? こる :ifi) ，i; に 行

〈。 日本の 紙 幣A いに jffi }I  J すれども釣銭は文J J l I紙幣なり 。

制;金、 r' i - ぴガーデン僑を渡る頃、暮 色 四 方 に 辿 b、迭に r白j層 建 築 物 の 尖J4; 河川:jj に投; ;診し

風景総倖なり 。

12月 1日 晴

l ，I，';i J: 1に 起 床、 Ｑ ＮＮ 出 Ｈｈｗ の士ｾ築家ｦ，ＢＨ ￮｝ ｾｉ ￍＧ氏 及某 ［Ｇ［Ｑ｜ 除の ａ 岐 ｲ｡ｬｩｬｾ の ｾｾ￭￭ ￎｩを ＺＭｈ つ。今 円 は自 動 ｅ ド

にて、一十卜j汁F似止近交郊IWの01名千J地也の待向御|ドl三楽ミ内を5交去〈ること〉 なり }，I川i汁tれL るをを:-.L;J，以、て、我笥等. 一1，川，jJ人、 ゲ - ト ル 、

y水ki:何;:巧:可1にて 身3を剖?叶"川J山川Ij l め、h対附雌y!配Ii，ン川川dんd{hd1JυI

i時侍オ米4 りh、 刷L氏Eの 御 訪u仰川!日川リlをを"叉支け 、1官白'f!.r し恕日談炎の後 、 白動11i 2  :; i: をili ね必(i i'i' i ft' 川夜 、うtづ"'11  
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第 32悶 簡単なる地下滋灘室。大場鎖の

民家の床は殆ど戸数にｊＱｔｲ＼の虫 ｏｾ 施設ゐ

り浦東附近に見るものと略 A 同じ弾片に

依る被害を逃げるにはキ日常効果ゐるベし

路 よ り 大 場 鎖 に 行 < 0 此 虚 は_I - ) 毎方[ 自{中支那兵の一六根蝶地として師 lこ新聞紙一|てlこ有名な

る激戦地fこりしrリj'o Ｎ ｬ ￭ Ｚｾ Ｇｉｊ 心 ｬ こ敵兵のみ ［ 械の湖、ありＨ郊 Ｓ Ｐ ｬｩ￭ ，ｩｉＩ Ｐ : - + : : 完成の餓骨出凝土造ト

チ カあり( 第3111;:;1) 。 対ど i政壌は不可能なりと Iifi はる〉トチカの断闘を見るにはil 止も好都

合なり。又、1(1.] 近に はニ!二主主 トチカ 、地 下2if 、地下連絡壕、 ク リー ク当てあり。然れども我皇

軍のｾｊｩｴ撃に一間もなくが ｴ 減せる虫 Ｑ［ 、現職将 Ｚ ｌ の功労他、ばれ ｬｴ 長浜に ＱＱ Ｑ ＱＮ Ｑ ぶ ｯ I(付近、臭気紛々、

蝿多〈、我等のれや帽了ーに ＱＱ 下集し、気持良から ＭＹＧＰ 大場鎮の民家には各々 ｬ こ ＱＧｩ ＧＨＱｾｩｬ なる地下

室を胴 り ｾ ｾ の 一 卜Ｎに土嚢を世 ｾＱ こる附時 ｪ 也 ｮ Ｉｊ 設中ありＨ為 ￭ ｾＳＲｉｩ￭ ， ｩ ｬ Ｉ 。 燥抑之に命 '1' すれは女f I

何ともなし ｦｩｅ はぎるものと ｪ ι ＧＱ ｗ さる〉も、ｾ ｾ のｬｩｉ ｕ ｊ ［ によって受〈る ｭｪｴｾｾ 収減せんとする

には相首効県あるものと考へ らる。

一 ＭＱＲｎ 尚北に師り京 Ｑ 厄 ｫｊｪｾ に ｩＧ ｩ ｾ うて民 ｾｮ に行＼ Ｐ 民 ｾ ｮ Ｑ ＡＡ ｾ が Ａￍｾ 立は ｉＧ ｴ 外的の大 ＱＡＡｾ 紘 直 にして ｉ 告 Ｑ 塔

ぷ:) < 玲 え各 般 の 機rm完 備す。 蛾製の Ｗ ｊ ＧＨｴ｜ ｬｉｩｊ［ｦＺ［ＺのＩ ， ｾＺＧ［ｉ｜ に爆 ｾｾ￯ Ｍ ｲ 命 ｲｬＧ し料倒せるものあり 、 又大 ｩ 成

主主主? 象れる電錨宝あり。何れも敵兵の蛾民せし所にして 、 '-1"1こは電f査を諜何本にて IU' i ひ股

火 Ｇ￬ｾＧ［ ｗｉ ｊ 川に 仇せしぬ がありＨ丸 ＨｾＳＳ

|凶1) 。

ｊＭｬｊＮぴ引返し、 ｪ ｬ［日此袋 し＿こる Ｑ Ｑｾ ｪ

1  1 6  

務 ｉｴ ｩＺ ｪ 者 ｈ￯ｦ ｾ及ｼ叫当官 Ｇ￭｜ のＱｬ Ｇ，ｊ を泊りて、

海 "I{ 臨戦隊本部近〈の新公l胡に入

る口R ｉＺｩｬｩ 激戦後の ｾｊｕ う＿を物とも

せす' 、 ｣ ｊ Ｍ Ｏｬ ｉＧｾ を倫んでは ｾｊ 七愈川本 ｉ の ￬ｪｪｩ

予＿に俄念なし ｄ 我守芝 Ｚ ｾ ｆ ＮｉこＡｦｩ ｬ 少 と

な b判参の 11: 主主? とる。

卜'.{ ( ' ) : 商事院に 行 く。この建物 2

階廊下のみ蝕筋出凝土逃にて他 は



煉 瓦ili 、梁[ よ例により本山。燥 姉、 火事による l波段もさることながら 、爆風のみによって

大被害金袋れる ｾ｜ｉｉ 分も多し。

i L i 湾鎮の大競馬場に 1i < 。共f ; iJ，{lJ W，の競馬場の虫JI < 有名ならざるも、共の槻肢は/tri る大

にして、 ＡｩＮ 下に尖培、Ｍ［Ｑ ｩ 乎ー郁に大槻ｾｾｽ市あり 、 一室の下に之を ｩ 情粕 に牧め得す Ｇ Ｐ 1)(: し、

ｈｨｬｳＫＮｈ れま ｲｯ Ｇｩる組忠にして、所々に落下せる爆 ｾｬＱＱ 痕を見るに、餓筋量 、 ｊ ぷ版以 ｪ 与に似る貧

村なり 。 我 等 背 心 惨 悦 孔 ば か り を 慰 影 せ る を 見 て 、 兵 隊 さ ん 日 < r何1 . : こんなものをおし

てJ e  。

ｮ ヘセ久しかりし ｈＢｾｾ ￯ｉｩ政府に措くＨ丸 ￭ｾＳ Ｔ ｉ ，Ｚ心。Ｉ金 ｉ Ｎ ｉｊ 左方に開育館あり 。 判 ー 辿 Ｍ - 般の運動

競 技 }j 伝説lま勿論、I ; { 内競技場、 水泳場等あり 、制悦宏大なり 。

リ ｪ ｬＦ ｬＨｦ を正 ｬ 白｛に 、立にｼ弘 ｨＡｬ Ｚ 館 、 右にｼ守物館あり 。 何れもを ｊ 向ｾｌ［ ｉ ［ｪｪ ｈｊ の文 ｊｊｦ， ￯ 日米の版ょを

映せるｾｾｾ筋 Ｗ 昆凝土ｩＱＡ。何路 ［｜ Ｇ Ｑ ・ ｩ ｈＺ も ￯ｦ ｪ 政府 ｾ ｱ ， Ｑ 心に、放射 し或は￐ｉＱ環しまこと ｬ こ大凶岐にし

て整然? こるも 、米Tご全部の完成をはす。政/f・J は之の号l.jH: を以て上 海の繁華をこの地に奪は

んと立ｼ剖せしが ｊ ｬｉｬ くなるも 、 附近には附属 ｲ ｾ Ｇｾ ＢＮｴＮｾ 、 Ｑ竹 ＿

して、 45色dあうる 4弘樹の) 原車l にl問♂弦H

もいと 1刊HlしノO

､ｪｬ 政 ｉｦＺｦ の ｬｾｬｴｬｩ にはイ ｩ 出の ｫｗｦ

段あり。共の Ｇ ｉｉ ｾ に Ｑ ＱＱ 天 ￍｉ 円 ｉ Ｇ ［ Ｇ ｉ ｾ

ｾ￬ｾ ￭Ｎｉ央 ｪ 必 ｬ に 主＼ 0  : i l l 物の内外 JI，:

に何々雑多なる色彩を JI Jひ、出f'J

蜘 ｪ 人の ｉｉｊｾｾ ｪＩｾ ＮＮｳ 、 ｯ B哨JのW:(J ! l J は

ＱＱ ｴＢ ｰＺ の Ｈｩ 削 ｉＧ￯ｾ に依り大似せるも 、

A 服、li，日l主主税、:J l:の他凶 fl !l J ｾこ Ｑ ，，Ｚ

第34図 上海市政} j . fo ，珂 Illi Jなれば大して破E裂を滋り舟らす・。 せるれ' ぷは 、 外I1却を以て抱l f ' 象す

野 ｲｬＧ に立てる 一 軒家の虫ｦｉき車ｾめり。凡皐の徒跡を紹 ｦ こす］。

るが ｾｮ き大被害なしＨ弘 ￭ｾ Ｓ 7lii ，i¥) 0  

このえt物に阿突なきを悼み肘? こ

りしが、 itt 主人; 棟の刷端にある

鴎 l色の円より慨を: ， IU: き川す.1長世

となれるを聞きて| 白i (1 <  .'目、五、。

% 減i1TI に向ふ o )全r[ ，、暗号f. j l よ

りはし ｊｋ 産皐佼、 ＧＱ Ｑ 央部 ｬ こ他 ｾ［￯ｩ

のｬＧｕￚＡＢｬＺｴる煉 ｬ ｌ ｩＱＡ ￞ Ｇ ，Ｇｾ炎、 虫干巣)1え

の ＱＡ｜ｾ 蚊の ｩｲｩｩ 痕あるｩｊｊ［｟似を外 ＱＱ ， ｴ と

ｊＮｴ ｾＳＵ 悶 h!ijTli 政J付属根来。頑丈なる織骨混凝土遺トラス。屯Il する合Ｉ， ｬｩｾ 比る 。 このド付近我勇
に命 ＧＱＧ せる ｾ￭ｾｾｲ ，Ｑ のＩｾｾＡＨＺｬｊｬ文り子 ｌｩ｢ 90 常時にはこの構造を l府和に

」挟め1法さ' るも 、夫が; 均J t J i く明瞭に J払影し得1: 90 ｕ［ＮＡ ，ｪ， ｕ ｩ 立なる持 て ｼ 二の ｉｾＮ 点 ｬ 浦上陸せる

1 7 川



所 。又世 にこの ＢＱ ＱＺＺ Ｑ Ｚ 道路を扶んで敵兵と ｩ￯ 没ひょを撃退せる Ｇ，ＧｩＱｾ 跡地。Ｈ，づれもニユ ー ス映 ｬ ，Ａ［守［

にて既にH i M'11l こイ，: Ｇ＾、 Ｑ Ｑｊｾ， ｩ￭ｪ によ剖眺めて感慨 Ｑ Ｙｲ ［ Ｇ Ｚ ｉ ｾ なり。

災オN白':..互に i主す。ノj 、さ さげ: に ih式の 胞 を数/" J据 えTこるに 過 ぎす。うとω}松館はノj 、さき v' ('. 1・j に

して、ＭＧￋ減せるこ と ｉ Ｍ ＮｩＨｾＺ入港の筋 一 ・印 象として成れる所なるも 、間 Ｍ ｉｴ Ｍ ｊｬＺ の 他 の ＩＱｽ ジ ＺＮｬ ｇ {f "i 児射

せし我等は故 r，'-Le程 蹄かやo '， p: 工 氾t 各より脇樹 id)lt告に /1'， で; all ii出す。

12月 2日 晴

今日は腕闘の円なり 。仲 (- 1)'. :の1mくr，' 起す。' ，'-' ;; )'1 11 -'1>.: 線、制判'If 普ぷ (;111七K J._¥;を訂'i li ¥J 、j Oi J

氏の行去の血痕 を見つ〉柿ノ守山時の悦肢を拝聴す。

l川0円Ii川i日川i日iにに 1刊( る.1上l上-)海b除'T)点却了引l耐也“{防干市;主ミσ司I耳事JhIiL:.↑1-，:白ル州i日争:j' "卜川1叫l

I川i のk如fI <  Ｈ住主 Ｔ供七せし央十討治泌 ｬ“佼 ｴ委 ｩ 路ををｾ ，丹写ひ ］ ｩ沙 �Ｍ み 、 附近の風物 に膿て ｾＨ らん，［ｒ ｈ 山 Ｑ '1'- の 脱に何千? を約し

て、日 本 郵 船li .馬頭に赴き 、〉と剃 1-_iHメL に乗込t J o

十 ｪ か丸には我等 ￬Ｑｩｾ ， ｻｩ 二 ｉｊＧ ｎｩ 々待 ｰｈ Ｍ ｮＺｴ こ Ａｪｩ ｊ l:> 1こる、 K 機防J Ij' H; 、 U 火 山、M '，p: 借 少怖に l年令

ＩＧｾに師凶の 山 を聴き Ｑ 依 存す ｯ Ｕ亡 、 我｟Ｇ， ｾ ＺＺ ＧｉｮＺ の ｹＡＺ 盤 ＷＶｕ の ｾ Ｍ Ａｦｬｊｉｊｾ に祭れるを＿如 ｬ り 、 ＱＡＡｾ トー の ｊｌＺ 栄

をＡｾす・。

午後 l 時、舶は怖に放を? 蹴っ て、.'.l:.' .II '，i栄吉 一卜j 似合 II' ，'PJ-L、| 制作の j風物を! 眺めつ〉 、5 ( 我飛

行 機の11次j去を叉りつ〉 、一 路l付J 也へと lo" J J 、。

E  建築物の被害獄死

l 、鎖筋コンクリート構造建築 物 の 被 害

( イ ) 慨 i淀

餓筋コ ンクリ ー トｊＱｦ ｩｬｬ 築物 ｬ 立 、 ｬ￯ 失陥には ｊ ｾ の数 比 較 的 少なし 、 Ｐ ＹＱ Ｑ どすべて丹 ｉｪＭ ，ｩｉＧ ｬ ス ケ レ ト

ン即ち柱、H之、屋根?ごり を? 鍛筋コ ンク リー ト浩とし、M，t謹は煉1[. のカーテンウオ ールであ

る。陸ij 虫隊本部の1m<哨踏ま で餓筋コンク リ' ー トとしfこものは例 外の怖に属してゐる。

コンク リー トの伎川材 料は、先つ' セメン トlこ就て 7f へは、慨して俊民と認められない。

Ij ' には 不良と隅すべき 例 もあっ ?こ。文 Ji li製のセ メン トは::rli: i必|の製，:，'dこ比 して数以劣るもの

':> ｾ Ｂ＠ < である 。我似|践のセメン トはが;J 税率の! 劫H系で 近 年 鈴 川 和 1' ，せられないやうになっ fこ

といふ事である 。 砂利 は主 と して昨イiであってその質も産地 lこ依つては似めて射し、ものが

ある。使 川水 もＧｩｆ良質とゴひ難し、。 Ｑ ＭＭ 俳 ￯ ｬｩ の ｟ Ｑ ＭＭ 水道は策 ｩｬｬｨ の濁 水 を柴 ｉＺｉＧ ｉｾ 以て沈澱せし

めて れＡ＿泣な らしめてゐる協 ｬ 係 Ｑ ＭＭ 、 集 ｬ 日の ＩｾＶｾ 呼で 鋭化がさま ｔ こ げらる〉場介がある ｯｘ 工事

1-- の狩慣として過多の水を佼川 する Mi きがある l枚、 コンク リ戸トの強度は前記材料のイ、良

を巧へ合せると i浩かに低いものであると想像されるのである。

ＵＨｾＺｩ ｈ 古は Ｙ ｭ ｭ 以 卜 Ｎ のものは Ｙｦ ｩ と金 Ｑ Ｎ ｦ 官リ フーパ ー をもｾ 川 してゐる。鍬筋の ｲｾ ｴＺ 世も側 めて 食材

と郁 してよろしい。 一例 を:取げると餓路12: -" '1! _局医 1--ス ラブはコ ンク リート) ，ι さは IOcm、王lo

'11 1  8  



筋 は 2 分 丸 公約 10cm1:11、副 筋 を 約 15cml l l 1 に配置しである 。 銭 筋の末端は之を鈎JI ヲに 1111げ

て政所! l _ k 態に考肢を必1¥つてゐる o Hの撃筋は多〈三分丸をスパイラル式に各き 1- J げ る 故Il n

隔も京111か〈なって ゐる。

( ロ〉 熔jYii による被; 年

爆 ＿＿ｩｩ の威力は仰のＩＨさ及びその ｴｬｾ 賀 、 投下方法と ｉＺｾｊ さ等に依って異るが 、 概して 言 へば

之による tn傷 は 局古私的であって辿物全瞳に E つ fこ例を凡ない。唯一 つ例外とすべきは前務

印古 fn': 凶 北 問の - fiJ で、よ れは爆聞の? こめに四附tt のえ1t 物の一角が_ I -.か ら 下 ま で 完 全 lこ崩

壊してゐる Ｈゐ ￭ｾＳ Ｗ ｉｩｩ ， ｩｬ 、丸 ｲｾＳＸｩ ｩ ... ｩｬ 、第 ＳＹＱ 泊 ｼ 、 江 ｾ ＴＰｉ ｩｩｾ ＱＩ 0  .ll tの建物はバ米排造的に低級なもので

あ る の し 前 川 の 卜)TFIj:t 誌 の 際 し? こ〉か爆繋を交り、殊に今lfi l崩 壊を交り ?こ11封l主は前同に

最も者るしい汀i似を象つにのを 、illi 強 (1多s]l して使川して居つに個彪に和賞するのであるか

ら 、 建物としての ｾｉ 止も尉し、貼を攻聖書せられ＿こので ー 滑りもなく崩壊に及んにものと惣像さ

れる。共他の例に於てはし、づれも共の出傷は局1' j J ¥的であって、他日有n強修理を然るべく施

せ ば 立 派 に 使}IJ に地ゆるもの〉如くであっ 1=。

段路皆川局の ｫｾ 卜ー には多数 の開力誌があ るが 、 大なるものは直径 Ｓｭ に及び 、 ノ ｪ 、な る も の

は也怪 Ｑｭ 程 てみるＨ羽 ￭ｾＴＹ ｉｩ ｩ ， ｩｬ 、 出 ＵＰ ｉｩ［ ［ＮＮＱ 、 第 ＵＱ Ｑ 沿 ＱＩ 。すべて民組スラプを破壊してゐ る民、次

の附の ｪ ぶには ｐｦｩ ど ＱｲｈＱ ｾ ｻｴ＾ .ljiJ へてゐなし 、。思ふに伝似ス ラブ に世; つ ?こ弾はその瞬1:¥1に 燥 設 し

てスラプに火を3F ち、 その I波) ［ーと爆風 は ＩＱ 之 卜 ｾ ｾｪ 干の三トＺ 内に猛威主ナ記うしにものと考へられる

と ｬ ， ｩ ｊ 時 ｬ こ建物の打 ＱＱ おは ｬｾ Ｇｩ かにｬＭｴ ｗｾ スラフ・の穴＿ごりであるのは柳か我等の期待 に添はぬもの

であっ＿こＨ江 ｾ ＵＲｉｩ ｩ ， ｩ ｬ｜ Ｍ［［ ｲｾＵＳｉｩ ， ｾ ｉ Ｉ 。

1.' ，J此 建 物のiYi (!!II  Ｑ 白 ｉ にはご ｉｗｲｾＺ ， ｴＨ こ ＺＺＭＮＱＱＱ＼｝ 大爆開が命 ＢＱ してゐる。 ｦｲｗ ＱｩＱＺよりする爆撃の効 果ーを

!ml f に示してゐる Ｈゐ ｲｾＴＵＱ 川 、 丸 ｲｾＴＶＱ 泊ＱＩ Ｐ ｾｲｩｬＨ 立花に命 ＢＱ し てコンクリ ート をふるひ必し 、 鍛

筋 は 全 く 仰 に な っ て 銘11' ，し、 フープ{ まされぎれとなり 、主筋は替 l拘するに到ってゐる( 第

471i 品1) 0  ｾｲｩｬ は ｦｻ ， ｊ 三附 ｈ､ 行政り ー 附床にも損傷を少しく興へてゐるＨ免 ￭ｾＴＸｬ ｩｩ 古ｊＩ。此の ｾｲｩｬ の爆禁

じよ っ て、 ＵＱ そ 際から Ｗｭ 飴肉Ａｾれ＿ こ Ｂ Ｍ Ｑ 廊下の ｉ ｬ｜ｊｬ上切 情 。い出煉 Ｑ ｩＮ I  Ｕ｣ｭｽＧ 豆 一 枚砧Ｉは吹きＧｊｉｾば

されて散乱して ゐる。 恐 らく 人命のm持も 多大であっ ?こら うと想像される( ! ; j ¥561品J)。

卜 ａ￪ ， の例をはて我んの ｊ 必じ Ｗ こ事は 、 燥 ｴ ｪｾ￯ｴ は 必すしもｬＭｴｾ糾 ｬ 印ーにのみ均年下するものではない

(!!I J明に は窓入I l !>Sにがあ って !tl1誌に比し防禦ゴJ が射し 、11め、iJi ii ' : 爆弾力 Z命111
し7こ場合には、

その 出傷 は ｝［ ｉｊ ってんきいと いふ事で ある。 ｬｾｪｗ￯ｬ の ｽ ｪ 訟 を ＩＩＡＡｖ Ｚ する場合にも屋桜は如何般に

も)'メ <JIーつ堅1， Ｇｩｬｬ こするｊＩＭＧｾＯｊ ［ｉｉ ｜ ? j ( るが、監} 曹はさういふわけにはゆかぬ。 とうしても 屋根よ

り活 か に ｾ Ｉ ｪ ｾｾＩ ｊ の材いものとせさずるを件なし 、 。 従 っ て ｊ 支 卜 Ｂ［ｴｊ， ｗ ｩｬ ヵ Ｚ或る ｦ￭ ｪＯ立 を 以 て 治下する

弘 ｦｔ には 、 ｍ ， ｴｬ 白 ｩ に ＷＱ［ る Ｇｊ ｾ￯ｴ に到しでも詐 一 放を ￯ ｊｲ ｦ するの で のる。Ｎｾｾ昨 卜 するより低万三爆撃の際

には殊に此の思II にi i : 立すべきものと巧へられる。

ＱＱｾＱ 加 ｬ

て凋質であ り従つて被Ｚ存存粍 ｬ皮主も上比 ヒ凶ｾＡ交釘釧 Ｈ ｉＢｊ メ太ミ きい (i;j江郊，1iβ59別|い』品ω川I古川iリ!し、 丸立郊，1i凶6ωO例i悩凶凶l人、 丸却()尚611悩凶酋凶l人、 白釘郊M臼21伊凶古仙叫A品l人、却63刈li川l心自司

l  
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第 Ｖ Ｔ Ｑ 司、消 ＶＵ 岡 、 評 ｾＶＶ 岡〉。

餓筋コ ンク 1) .ート浩の他の例としては 、 Ｑ Ｉ ＨＱ ＩＺ紡私 ｮｵｾ Ｚ一 Ｚ ｟ ｊＢ｟場に， ￭ｍｊＡｽＡ 孟似の ｬ 場がある。之

れは柱は餓71' で将j &び傾斜せる屈似スラブはi ! ' ! G1 I 方コンクリート ili である。此のスラブに燥

ￎｪ Ｇｲｻｬ ｽｊ ［必下して ゐるのであるが 、 そ の損傷の ｪ 川島を 見 るし公リ長引｜Ｇｾはスラフーで爆愛 して 大

きなシてを ＳｆＺ ち、 ｭｊ 聞のスラプはコンクリートがグ ー ザグザ ｬ こ ｾｉｖｴ け ｩｪ ｔ か にｾ Ｚ 主筋に 引 捗ｽつである

ものは ｦＣＭ もあるものは Ｇ ｪ ＧＭＧ うじて ｊ 与もないといよ、 ［ｵ｜ｲｾｾ にな って ゐるＨ ;;j '¥7 01，'-'11、出71 1凶l、;:( ¥72

|酋1Ｉ 。 しかも ｊｾ の Ｑ 出ドの本ｩｩＧＡ ｊ ぶには ｙｦ￬ とお ｈ 記念認めなかっ ＱＺ 。 大工場の ー 什 ｬ 分と ｴｕｌ ばこ

の ｦ 負傷 も 同 ￬Ｑ Ｑ ｜ＨｊＧｾ なものと Ｑ ［ ひ得る。

以 上 に 依 って Ｑ 域紛コ ン ク リ ー トＺｩＱＡ建 築 物 の燥 ｾＧｲ￯ ｬ ｾこよる ｩｕ 似は、我等の ｴｕ こ ｉｬｊｾ り ｬ こ於ては

慨して局 ＱｾＱＱ 的であっ ｔ こ ｯ ｬｊｩ に強大なる ｧ￬￯ｩ を 川 ふれば止に ｦｬｊ 、 此の程度の爆撃に到しては餓

紡コンク リー トは1f l首の防禦力を有する 事をlr現し? こ。 日Il も人命の国書を暫 く借り ば:ill 築

物としての損傷は局部に止まり 、他はイ|釘' ]!市IH1i tを)) 11へて I'} ぴ侠川し得る程度であると 言ひ

得る o J";j d こ材料施工の黒I i に於て 一段優れ? こる我岡のプ ラクチンによれば兇に 一段強き紙M:

:J J をイfするで あら うと想像される。こ の:;-}i:( 立;{;;J1"r施工の貼に於て 1・記の尚務印占fill と餓路

背)"¥!- 砧の ごつを比較しで も|りj かで ある 。前 x-(立{ 走行 に比してその桃ili に於て蚊勾一低劣であ

るおめ 、 そ の ｈ出 ｨ 符守も逝 か に若ししい、 ＺＺＺ ｴＮＺ 力が ［ 一 Ａ川 ｼυ よ比 ｌ て わ カか〉る 干利ピ で ､あ ｢ る口蝕 ｴ路持 ｩ廿 ｓＺ 二 ｪ川Ｇ｜ＡＭ んμｪ の 州 ｩ浩ｻ主ｾと て も

我凶の 一般に比して その杭 l度支は一段干下iμ依占1.': にあ るのである。 イ引刊l川{し1我足|似此ト

i恥伴の それに比して「尚心山刈:jJ皮立である と千すf つて も、 これでもって i出iFit の幼民あ るも の と巧へで はな

らなし、。" 住:支くべき損害力九、〈 ら1J リj 、さい であら うと云ふに 11: まるのであ る。
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第 38岡 商 務 印 "{ I}背骨tffii 岐 部 分 の 詳 細 。 三 階

床司祭 、 梁にＡＺｬＺ 、 ｬ￬￭ｊＺ ｊ ｾ 泌後に補 ｉ［ �ｾせられれと

惣{ 象せら る。 I ビーム が凡 える。餓筋 コ ン

ク リート 治 、桁{ ま切 断せじれ 、屋根スラ 7 ・

l土地面に 務ドしてゐる

第 40脳 同。J oi l除jl 災訓の 11可sUl日産の梁の

句'J lfJ i状況 、?什) i に凡ゆ る! : l : 土穂 トー チ

カι

気";39闘 同。問 l階 、2階 部 分 の 尉 駁 状

況 詳細

.tr.; 41問 問。 '1' 央郊の被害状況前事媛の

際 Ｑｈ 激しく破燥 さ れれる ｾｴ￟ 分にして燦
仰 、百回目1及火災に依り被害を7受付 t: るも

のと凡とめらる 。床? 殺の切断( I . 此皮の ↑供'

: 写ではない段でめる ル

Ｍ 耳 ｈＲ Ｑ 凶 骨 ｩｾｾ 年 ｾｓ ［ ｊｾＡ｟Ｉｩｩｩ ｯ t，民筋コンクリ

ート 誌 、8府lli" . 1; ';11 6階 述、外町、INl

｝Ｎｾ＠ 1枚h ' i カーテンウオ ール 、 コユク

リー トプロック iiLi f1:  J-.(1'
o  

!l;'l' ili l 多町文

の子LU: 1う七ンチメ ート J レイ: 包 11¥HLu 明

日11・ωJ 郎 、のは li{>! ))IU;  /J :Jf，1. ! 苅とは って

火災そ起ぜる L のじ

2 1  : 11 



首1'i44園 町10 ｾｴ＠ Ｎ ｾ Ｑｉ Ｑ 日正而及丙 ｦｦｩｩｬ ｕｾｬｬｩ￮ ｣

小口問E也、機銃等の弾痕う 4無駄に め

る。

1 1 1 2 2  

ｾ ａＳ 困 織 1奇管E屯局。 阿f!ll l双前。敵陣

地似11でめ るので被者自? 受げてゐ るこ と

が少 いc -/王 }J Ｑ Ｍ｟Ｇ ｾｧＨＮＺｈ 英樹 に 依 る 被 答 。

ヨ ｽ ｾ Ｕ ［ＸＱ 10，1。雨 l!l1l明日の燥慨に依広

被害状況o ｾ巣狙Ｈま必すＧしし屋枚ｉｬ ｉￎ に

のみ務 ドしな L、。 この宵iliof道路は lli

Ｚ ｾ ｾ利 界と の涜 界 でゐって こ の照ｉｔｵＢ Ｑ Ｚｬ

似 ｾＡＱ Ｑ Ｑ の 被 寄金受げな ｌ 、 ｦ 立 ＵＲ にゐ る 。



第 ｾ， Ｖ 悶 俄 E寄付地局。右 J i の爆慨に依 る級官詳細螺蝿破片 によ

って炎筒が相?常舟E . : <れてゐ る。
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第 48潤 I"J  I1潜床の爆弾 に依 る被告。 乙の孔 は強力;外日売を1' 1: 'Ui 50週 間 lて床j抵の滋筋[ ま見事 句j 街さ

きて後破裂しれ る例でゐ る。床r . .1fij 及 WIJOi は子F うじて洩って れてゐ るの允方 には梁の 昔日が破援さ

ゐ る。 れてゐ る状況が凡 られ る。

賞 ｾ Ｔ Ｙ 間 同o iJtj lltl J  6階古日分屋 lーに平J: る最大の爆破痕o

ｉｾ Ｈ ｾｾ 約 Ｓ ｭ ｯ 床 ｬ 写 ｉｏ ｣ ｭ ， 七筋 Ｖ ｭｭ ， 1品1附 IOcm;，¥I]. 筋 、|間

隔 15c11

第 51m車 問東 仮IJ 6階部分屋根爆弾が、

屋根梁 に命 rl' せ るt 場合 の被 害状 況 。 梁

の部分 li コンクリー トが 落 ド し 主筋

(  1インチリ プパ ー〉は者響曲せ る も切 断

されて ゐ なし、。

2 3  111 



第 52間 銀路管壬里帰> 1 ( 側6階屋桜最長部痕

の l例。軽量: 爆協の錫ガ λ ラプ筋が金納

のfJt に洩ってゐる。
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タI近< l ' J : かれ てゐ る。
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、f -

第 58悶 餓 路 管J u，j。苦悩単に依る 餓 筋 コ

ンクリ ート 梁の被害詳ー納 。

第 60図 同 。被ｾ｝［Ｚの詳細猿及 床 版の 切
断 されてゐ る L のG

4々

第59悶 ? 工海競馬場・。刺客席 中央部 の

爆 Ｂｈｾ 取に依る被害状流 ， Ｐ

第 61園 町!夜と枯との姥 f付 11の切断状況の言特 回。 七 筋

eiイン チ リプパ ー〉の駄が係めて少いc コ ンク リート

ｌ 支質と Ｑ Ｑ 言ひ ｾ ｊ ｨ 、 。

崎 山 /

第 6>凶 同J f13?築山匂l悶i状況の，¥下車問。
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あ Ｗ河 Ｐ ［品制 ｌ刈Ｎｾ 1卜-_ f海U紡
ｾ Ｂ，Ｗ Ｑ Ｑ 刈 f，;!..> ;fi Ｉ パ車｝ＭＨ迩 Ａ日Ａ ｲＮ ｾｉ Ｚｴ Ｍ Ｂｩｭ 溺喫してゐる。

4快契;俄践力紛筋f活jパl コンクリ- 卜 J i述iむ; 、r必な fJ: l恕柱。

i.l¥i2 創 刊。俄飢「コンクリー l' J  主役.& フラ

7 ・彼: 1 L スフ 7 )1)，( 1切れ人; きな孔があげ られ

℃ゐる ι

( ロ) 他刊による被 ｾ ｬｹ Ｎ

fi 包1711のJ;(i. )  J( 立。t}T. 1i
れによ日

1

交して似 るとも

劣らぬものである。飛行機による・tJ T.型軽

は， i- i t '> 仰，11手の月みれであるが 、他幣

の万は ー ・ ｮ Ｎ Ｎｊｉ ｕＮｩ ｜ｦ ｜ が シ とまれは 、 ｾｕ ｩＧ ｕ ｉ Ｏ ｊ に川護でも命 Ｑ Ｑ Ｑ せしめ作る貼ーでその効 県 は燥般に ｦ Ｑ｛る

と7fひ作る o ｉＱ ｪｦ ニ飛 行機 の 有寸る白 Ｑ ＱＱ なる移動Ｇ ＱＧ ＱＺ がないと ｩ Ｍ ＨＧｾ 、に け Ｚ まる。

小 n f'需の砲はお:.!( ， Ｉ￭Ｑ コンク リー トｾＺ， ｴｬ 二大なる ｴ ｮ ｾ ， ｴ ［Ｚ を ￟ｩｊ へてＩｾ ［ Ｎらぬ ｯ ｾ 主戦除本部のｾ Ｚ ， ｴｬ 白｛ に 引

っ ｔ こＡ 肱 ー ｬ Ｇ 授の ノ ト ｲ Ｑ￭ 引 ＧＱｉ ｩ ｴ ，立 、 ＱＧ ｙ，かにｾＺ，ｴＺ Ｑ 古 ｩ に戒をつりる科 ｬ 立でＱＧｬＧￌｬￚせるものは制めて係ノ ｪ 、であ

る。山んや致命的tn似は一‘ fI/，li長も ない。

i  ).，:n開の他は餓路竹J I j ! . 局に於ても i li 政 I(f に於ても 、 叉 ｊ点 ↓，ｒ ｦ和川 Ｑ Ｑ川 Ｑ川ｼド川 ［Ｑ川川 ｬ品川 古司 ｌλｬ ｽ￭Ｈ桁 ￏＨ に 於 ても ｪ和 ｮ川 Ｇｾ市Ｚ Ｚ ［ )太，;_1.な五る 打引

ｻ似 ｴ ｾ ｾを ｾ ｾｬ興Ａ耳 ｽ へてゐ る(2節Jれ削5外42訂|ドji l司iリ|し、引5幻71ド川"品川川h品4爪1古計iリlし、 丸江郊 Ｈ ｾβＵＸ 創ｼド ｩｩ 心仏 古

列妹;に Lい、つづiJれl も4明l柁そ間力が:対琳胤IUκL元ぜ也1でdあbるので そのH出iドf点i H! I{めてJ. . : .きし 、。餓筋コンク リー トM，'! ;であ

つにならば被符の科! 立は1 I I にノj 、さかっ? こら うと想像される。煉 l i..の カーテンウオ ールは

殺の他開 ｬ こよっては ｾｉ￯ｬｾ ｬ ¥，，::: ;の人; さの孔をす: も、数111，1のiJi jt によって峨令躍に及ぶ大孔となる

倣紡コ ン ク リート 杭 Ｓ く は梁 ｴ こ 出 後＿＿ ［ つにものはコンク リート を ｦｾ 長記長して餓ＩＩＧｬ ｪｾ 露 ｉｈ せしめ

てゐる。 束手IlI i品Ijlj :in':" の北側の/，mきはそのW!:?干なる 例 であって 、 カーで ンウオ ールは或る 1;11

分 全部 ｻ波壊し 諒され 、 日そ及 中ｪＺ のコンク リー ト も 亦 ｾｊｴ り 泌 ち 、 餓紡は裁は ＭｴＩ ｊ れ 必は Ｑ ＱＱ Ｑ つて ゐ

る Ｈ古 ｾＸ Ｒ Ａ 司 、 首 ｾＸＳ Ｑ ［［Ｚ ￭｜Ｉ 。
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を受げ 1: 。

‘ h  
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N 梁等の I i{J d;:I'，古のも白 l こ1111ってゐる息

お80悶 楊Mti 市カ荷。ffij )占前市の餓筋
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とl i ひ得る。 53i- しく i域 紛 コ ン ク リート i 2! i ! 1築物に Wiμ 、る 損傷は局部的である。
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( ハ〉 焼炎仰による被守

織筋コンク リート 地建築物が焼夷fi11に(1< て損傷を ' 2i1 1こ例はよをづL ることカ ;/1' ，? j ( なかっ

Tこo Ａド ｩ ｬ 主なる焼夷 ｾＢＧ ｩ ｬＨ ま ｨｾ 卜 Ｎに緋ちてもス ラ プ喜子 ｲｕｦｦｩ することなく 、 従って火災受 Ａｊ 起せぬ

といふこ とである。

( ニ〉 火災によるも皮符

餓筋コンク リー ト ｩｩＡｩ 建築物は部分的に火災を起し てゐる。 ｊｾ のｽｊ ［Ｈｉ ￀ ｉ の多くは欣火である

文郎1.1i が退去fl のI Ws : 火しにものに) ，W Iする o ｊ ｾ の外にＺｬＧｊ �Ｇｽ lii {i 制限の i波裂により nf燃焼物に 引

火 して火災となっTこものも多数あるやうである。鍛路色ヲ11! .n可の tj l央部は一部分焼りて爪る

が、こ れは Js: 火にJ左l却するものであるさ うであるが、11¥1f 1: 切明の l耐火的である1 . 1めに被持

はー匿 割 に ｊｉ Ｚ つてゐる。建物 内 怖を六本となさす 、 防火的にノ ｪ 、仮 ［ Ａ ｴ ｾｊ に阪介することは 、 ｴｪａ

ｾＢＧ￬ｩ や 砲 弾の爆禁し ＿ こｼ僚にも加手＿をノ ｪ 、 Ｑ［Ｇ らしめる効 県 がある ｯ -tli 政府内部にも M分(I"Jの火災

が認めら る〉がム，れ亦一区制 を以て γ ってゐる。

他5引p刊抑iY可惜'('官ji叉は爆? 引i

て引火し与紡bきJ欣|伏たμf態岳になつつてゐる t拐iお:a{介干に lはま火! 災j足ミを含?悲J起uする力が;1弁宇i似政 jパ; カが4悩めて/ イ小jト、j川i-でdめbる弘

ｦ介千にはその イ仔 ｦ する熱 ｦ泣 ｩ在 ｅ もうヅ亦 ｨが ｩ下 ｾｬ 悩逝めてノイ小 ｉト、さい ｩ欣 ｩ吹士、 Ｎ Ｇ，［ＺＮ ｩ 放に冷 えて 他にづ ｼ 火し件ぬゃうである。従

って他陣爆弾等が火災の似 ｬ 入 Ａ となっ ｔ こ例Ｈ立案外少いと討ひ件る。四行合ｊＮｉｩには多数の他 ｾＧ￯ｬ

が中り 、 ｍｾ に孔を穿って内 ￯ ｬ［ ｦｬ てｾＺｕＮｾ設し、位Ａ革 、 姿 、 耐等の仰にづ ＱＺ えして火災を起してゐる

例を 比?こ o ｊｬ ｴ の合ｊＮｬｩは ＱＱ ｜ ＱＱ Ｍ ＱＺ 切明に依って幾区ｾＧ￬Ｑ ｊ にも ｾＩｪ 火 Ｈ Ｑ りに ｬ 孔Ａ討されて ゐるので 、火災｛ は 立

ρ或比る区，!則司 にのみ阻限4られてゐる; 肱U伏tf態色でゐつ T仁こ ( 抗8白51i占L川"心仏1立i

ｦ向古訂凱 ｉれ Ｑ丸比火 Ｕ抑＿市 Ｔ の ｫ如 ｮｾ ものは Ｑ他浩かにイ引 ｩυｪ 力Ｉ 1，な4 る火災のu肌似;江(1休川k刈lであり f件3ると} 山Uι ‘，，aふ、力が;、 その ｦ Ｎｙ Ｑｊ をはる ｉ ｊｩｾ

カ;/1¥米なかっ? こ。

第 84悶 楊 樹nii 煙 -.111[ 1守社 ii 席。砲聞に依

る餓筋コンクリ ート 』主総及 ｗ ｝，ｾ Ｎｉｬ，遣の被害。
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2、銀骨造建築物の被害

餓 ｊ ｲＡ ｈ 攻防 ｪ コンク リート ｩ［Ａｩ の控築物は ｊｊ ｾ の 例 を よ ｌ るこ

とカ; /1 ｜外 えなかっ ｦ こ口鍛 ＾ ￬ｾ ・ｩｚｬとしては ＭＧ Ｑ 三次 迎 、 ｾｬ［ＡＨｾ ｬ ｯ Ｎ rAi.，i( 

:uーの工場、十/}Ii 拐の φ トーみτ守; あるのみであっTこ。

:込t  YL南ドック 、市iili 兵機脳、北伴車哲場3f守雪引=斗心にこは J千|ドi 家 k起挫l住t1む餓

7官骨3守'j造主の被t持守(仔例夕刈リカが; <1あbつT仁こ( 郁8肝71脳凶尚刈lし、 郊8回81悩凶値凶lじ、 丸討郊 ￭ｾＸωＷ 刻ｼ悩凶 ｈ凶ｼ し、 ｪ 郊［ｲ訂 ￭ｾＹ

O叫|ドI}'I品前n品ω ;，古;j

ト右を?歪d山山13 し内l郁司刊l機械類をを?大!破波してゐる D 桂の損{ 傷拐は来夕外

f少少Lレ、い力が: 、 これ は尾根 川 元 ｾＯｊ ［￱ｴ 日 ｉｦｌ で 、ある低め 、 尾 根 及び
第 86図 四行公庫。| 妨火的に恒副せら

れにる錦、被害なき古I1分 L ゐる。 トラス/ J ; Fi1'i'，{l に! 政袋されて 、 その京むよj H主にま でおl似 を

及ぼさなかっ＿こも のと 恐 ｬｦ 象し Ｑｾ ｴ る。

併しか〉る被持を 霊 長つ＿こ餓骨 ｩｴｩｬｬ 物は歪 ｉ ｊ 底修ｊＧ ｉｉｈ ｬｉ ｩｾ 員等の乎段でＡ写ＱｽＡ ｽＱｊ し得るものでは ｊ Ａｬｾ

ぃ。大髄致命的の損傷とJ ，"-f 依し作

る科! 立のものである。その 被併の

&1ます iliむ|キ1は1iiEかに @:.".¥i u9. ・コンク リ

ート辿 よりも k きし、 が、公開とし

て見れば これも 局部的被守 と巧へ

る事が/-1¥似るであらう。

fJ 包ti ll 及ひV と夜間による被存の n

1yIJ( ;tJ t 見しなかっ? こo
Y. . . 火災によ

る被害 lこも編著なものを見る を得

第 87園 北停車場。乗客府間の餓骨造餓板主上家の被害状 なかっ ?こ。

況。餓骨訟の燥現による被害は火災より L 軽少でゐる。

第88悶 問。 r Ｗ ・ ラ ｙ トホーム」 の鍛 ，ｾＮ ＩＱｴ 上家の被害状況。 第89;司 江 南 泣船 所。 作為街の城 ，ｾ Ｎ泣

軌道は爆弾に依 って 切 ｾｩ さ れてゐる 。 述物が爆弾に依ーり破泌 されにる状汎。

3 1 川



ｾｽ ＹＰ 闘練銅版〈南 ￯ ｪｪ Ｉο 鍛 Ｇｦｬ Ｎ ｩｬｩ 小屋
純 が:l' Jlilil により破・泌されれ る状況。
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5、煉瓦造建築物の被害

t イ〕 蹴 設

けかに於けるt ! 1 築物の太郎分は煉lC元!iである。 故多い例 ｬ 立問簡が ｎｾ Ｑｌ ｗ で 内 部は ｊｾｦｬｾ 小

ｉ ｦＮ 組も ｈｾ もキ Ｑ Ｚ も本 ｩｩＡｩ のも のである。 ｊ 七 の将 ｬ 主にも段目与がめって 、 ト. のものには内部の料、

人ー梁匂をi¥Hi J コン Y リ ー卜辿としHUtH誌を本ili にしにも のがある o Ij l にlるするものは外M;t

:!liiJi. 、内 ;¥1¥Ｑ ［えび ｊ Ｍｴ ￆ Ｑ Ｑｾ 可本 ｩｩＡ ｩ のもの 、 f に泌するものは 、 +':'iH地J.i. lll とも M-ト ξ きもの で、

+  Ｑ ・ｾＭＫＮＺｩＱＡとしりＺは ｊｗ ， ｩｩ Ｇ ｬＮ ｬｊＢｴ l: ，( J-¥: ｜こｬｬｩＺ い 二 ｏｬ ｾ になってゐる。梁も ｎｕｃ 引を ＱＧｬ ｩｗ ｬａ ｾ 米 辿 の場 ｦ ｔ

3えは|持活〈に j必じてゐる o h!似は 弘治本. ) 1であ る。

Ｊ ｾｕｃ は約 ｩ めて 利 口で ｊ Ａ￭ 包 括 場 でめる ｯ Hi lJ. ) j も悩 めて jlii l' iLで、多 〈はイl タ〈モル グルi " 1>k川し

111 3 2  
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伏
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当

ぃ

幻
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n

てゐる。乙|三枚砧の1:¥1仕切明などは ju仏'i l1i- る打撃に依ってカ。ラガラ jめれ治ち大孔を穿つ。我

同の ￞ａｕ ｩＮ ｪ￟ｾ こ比して 一 般 ｬ こＥｹＺ等劣崩なものとオひ ｩＧＮｽＭ る利広ーのものである。

燥ｾＢＧＱ ｩ による被Ｇ点

人;爆 1" '1iによる被仇: は餓路甘す'I !.Jo:Uの J.'i Jl 立j に数111. 1蕗之をはることカ ;/1

1

1米る cuβ 41i; 古1) 。

はタ合ど犠 ｪ 域的の被告とでも ， ｪ 五 、 べきか 、 煉 ｬ ｩＮ 浩二 ｾｬｈ ｊＱのぷ泌が Ｍ ｲｩ ｪ ｩ によ って数椋 全 〈 先府

之 れ

( ロ)

なさ までに i岐壊され、J血l古{ にが) 4m 需の ＩＮＺ｟火を穿ち 、 穴の ｊＮＧｩｗｾｬ にはＺｉＺＡｬ ｕ ｉＮと 言は す・木材ーと い

はす¥文字i l l ! り lこ*mt 政躍になって llt 乱し} I ! 干1' 1してゐる 。1むその爆殻のi徐放を象って隣接a

する 長誕の一昨は 、 訂正の ＱＴＡ Ｑ ｩＮ をｾ ｨｪ￭ 以Ｚし 、 ｊＮｴ ｗｾ ｯＩ ｬ ｩＮ も振 ｢ 縦し 、 えｊＱ孔類を＿吹 ＱＱｾ ばして 四 ｬ ｩ ｸ せ

しめてゐる。 即 ちん燥仰によって 、 か〉る科 ｬ 主の ｎｾｊ ｩＮ Ｎ ｩＱＡはｾ築物の Ｉ Ｑ 手をのこさぬ ｾｬ Ｇ￬ｬ ｽ立にｻ政

ｬ ｩｦ し ｾ ， ｬｬ ｩＺｾ さる〉のである。

小煤仰の主主i 梓なる例は i Ｑ Ｚ 尚 の ｉｻＧｾｪ 感院に 見 る］Ｑ ｕＩ［ Ｏ ｊｬ，ボる ｯ ｾｬ のＹｊＱ物 ｬ Ｎ［ｴ＿Ｇ 卜 ｾＺｴｴ Ｚｨｴ ｾｬι 込 Ｑ］ＭＮｾｦ ザ症で

ｊＮｴｾｾ長 小 Ａ剖 Ｑｾ 、 ｬ ス ｊ ￬Ｇ ｈ｜Ｉ ｾ ｺ 、 Ｑｩ ｜ｉｕ Ｚ l:;I ] l :，t:当リLて木浩である o 棟 の 民 '1.
1に燥怖が 中って

J.i A誌に大火 を

但しそのi淡磁の苦手も二附ＧｪＨ ｊ ｉ Ｚ 、 ｉｩＧＮｬ ｬ 七切明 ｾ ｾ｜［・をｾ ｦｾ 長脱してゐるＨ第ヲ Ｗ ｬｩｩ［ｩｬ 、 ｕ｜ＹＸＱ 凶 ｼ、江 ｜ Ｙ ヲｼ弘 ｄ 。

ープラスタ ーb主
.f: 'rl J 立は前述の例に比しiを か に 小 さ し 三 附 の1:¥1l 土砂Jl: ，1.:は 1111って倒れか 〉 れ

三 ｗｩｊ ぶには州と ｪ ｊ ｈ 却 を 比 中 、 妹 ｕ ｩＮｾ， ｴ も大髄そｾｮＱ は そのま〉浅 り 、全 Ｑｾｻ｜ 初挑してゐるが 、

のま' " ｾｾつてゐる平日 ｬ 立である。

ド ，ｾＡ性隊本部の近院にがちに煤 ｩ ｐ￯Ａ による被 ｦ 点をよ ｌ ても 、 ＱＱ 二分路の ｉｻｾｪｽｾ ｟ ｩ 何の例を 比 ても 、 ノ ｪ 、

ｩｪｗｪｴｾ こよる被 ＧＯｩＺＨ ｬ J..:.舵J，..] ［｜，｜ ｉＧ ｉ Ｂ ｊ であってノ ｬ なＨＩＮＧｲｾ ｻｦ令以［せしむるに Ｑ 、 ｉｊ らぬゃ う である Ｈｾ ｾ Ｙ Ｕｉｩ 品 Ｑ

(r¥96I i，仏机 100 1  ii; ， 1、江¥101 1占;i l、引1041川1) 。

ＱＱ ｾＧｆ￬ｴｬ こよる被叩Ｚ

ｉ 也 Ｔｩ ｩｩ に よる初五 ＧＯｩＺｉｈｾ 片 ｲ ｆ￭ｩ の そ れと附と ｉＧｩ ｊ 械であると ｊ ラへてよいやうである ｯ ｾｩｾ こ ｊＮｗ 共に Ｇ Ｚ

つにものは 91i どIIIHl のえ}J ［ｪｾをぶし てゐる。 イ Ｑ ＱＮしん Ｚｴｽ ｊ ， ｾｾＧｲ￯ｴ に比すべき被告 Ｚ はその比 例を凡な カ

( ハ)

つに。多〈の ＱＱｉｊ はノ ｪ 、￬ｊ ￹ ｧ ｾｬ ￭Ａに 比 すべき科Ａ立であっ Ｗ こ白地 ｊ ｩＮ ｍ ， ｴ Ｚ に ＧＱ Ｇ つ に例は多数あるが 、い づ
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第95園 陸戦隊本部横工場。 3 階建焼、武雄物に命中 し小屋

及 31者床営破媛せる例。

第 ＹＷ 悶商摩院。商ＡＺｾＱｉ根城 地に めっ Ｗ こ
接校建物の挺中に爆強が命中し、小 屋

及 2階の大部分を破製せる例c

第 ＹＹ ｩｾｭ 問。 2 階廊ドの破} 裂状J兄。木

f.l lf涙より漆主主は剥 枕し 間仕切叩'(.1傾 斜

してゐ る。

lI J  3 4  

第 96悶 降戦隊本部附近民家。敵の爆

弾が煉ｾｾ生物に命中し Ｒ 階の昔日分のみ
大被害金典へて l 階にまで最多響のなか

っ1: 例。

第 98悶 同。木巡間i士七万及小屋組破以!

の詳量If。

第 100閥抗口( 日本人の多数居住せる h川

崎〕文路に於りる燦沢法 2階述j占街I i がi8i i

燦閣に 依 ｢ 被害を受 ｾｊ 1: る例。



第 ＱＰＱ ｾ 虹文路 。 詳細にして小屋組及 Ｒ
階床が甚しく破脱されてゐる。

第 102問 問。 約 10 メート ル道路を距て仁

川j 側述物の被害程度。
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第 104図i 11i 点。 敵 の餅 居 せ る 民家0: 操

協に依る 2階 雄 煉主主主盆の破桜状況。
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i  ｌ も ＱＱＱ Ｑ Ｑ の えさに ｾ Ｑ Ｑ Ｇ ， ＱＺＺ ［ する ｉ ｑ ｉ Ｏｲ ｾ の 火 佐賀ー も 市 内 で ｻｾ 包 裂 して Ｔ Ｗ ｩｩ の 大きに ＱＧＱＱ 常する ｦ 民 主 ［ を 興へ て

ゐ る ( 出 1061品、 出 1071;; 占l、 出 1081;; 自1)0 仰の k. さlこもよるこ主であるが 、 J¥. 鵠に 於 てえII 築物

には 全躍的 のm似 を拠 へ て} ｉ ｉ ｾ Ｎ らｾｊＮ ｯ

箔¥0511品楊怯rI l I i 。敵兵の生lfr r . r . せる商 j占の

倣 燥 閣 に 依 る被害。

前 ¥06Ii; 司3 c 踏の民家。 l数百回単に依る 1i点以

ｩｬｩｾ ，正也の被［ ， ｾ状 ｴ 兄。
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( ニ) 焼グ ｾ ｾｲ ｮ による被Ｇ 汗

十点ｊＮｌ ｪｴ Ｔｊｦ築物の ｦｩｾ Ｑ Ｑￜ ＺｊＺ 'i {i ど全日日本山小/，¥;*" h  iI ｾなって ゐ る Ｂι 此 ［ Ｉ ｾＧｆｩｬￌｊＺ ｾｉ 打 ＧＱ Ｇ する正 ‘

必守 ｊｩｾ 松を 代 き Ｎ ｦ ， ｜ｾｍｾ 叉ＨＺｊＺ ・ ・ｼ刊にでＱＺＧＱ裂する の IllJ ＼之乙九による ｴ ‘ 立川 ［ＢＱＧＺ の 川 ひ ＿ こ ｴｾＮｾ

珠 山 ￯Ａ は黄Ｚｴ ｦ ､ Ｇ ｬ Ｚ のものであって 、 地 ｾＱ Ｇｩｬ ｊ の 約 ー ＮＺ Ｑ Ｚｾ Ｇ ｾ ＺＱｾ Ｚ の ｾ［ ｉ ・雑念克明 し であるｊｉ￭ｉＺ ［ ｾ ［ ｉＧ 裂しに場介

に、 焼夷1'¥'111こる 135燐は} ，I;JI"dに問m:して門ら燃焼寸る。 リ|火し め き物関があれば l Uもに火 災

念品Ｚ起す とい ふＧ ｊｦ である。火 Ｗ ｊ｛｜米山 Ｈｪｈ Ｑ Ｚｉｾ兵 に ｪ 九五多をつめ込んであるＱＮＺＺＦめ 、 ｊ l:/長で投火

しにものは Ｇｪ ｦｪ ど ｊｉ 女約し ｾｭ いと い ふ こ とである。自奇跡 ＨＱ ｾ ［ ＺｾｊＮＺＨ＠ '1
'
では rl ら燃Ifとする・1'1・J町がある

ので、水 を多古! ーにかげでも 、かり? こwでは>;':J )がなく 、 ト ツ f リ水ほしにで S せ!lJ. .1. :ソ、_1"よそ

消 す こと は 同 点 ｾ ｦ ， である ｯ ｩ 沙をふりかりでも効 県 は好 ［ どな い 。叫 に 九［ＧＺ ｾ ｾ Ｈ となっ ｔ こ説 Ｈｦｵ ｜ こ ｩ＼＼ ち

に 場介火災 と なるのを � ｮ Ｈｐｊ Ｑ こしても防ぎ刻 ｦｾ い 。それ，Ｇ ， ＩＨｾ､ｾ ｾ ｪ ｾ ｉ［Ｇ ￯ ｴｴ こ 弘 知 ｦ ｮ まれに場介には ー 肱は

火災に ま でなる と Ｇｲｾ ＧＱ 汗せねばならぬと い ふことである。

J場附 ii li の_1-) 依紡純 山一工場 lこめる TAUL11! 三附主主工場、rt.! 根 及び了ー附Hミシt: :込のものは、tfE

Ｍヨ ｾｾ Ｂ￯ｩ に 見 鮮はＱＯ Ｑ 、 了 Ｚｉｗｲｾ こ ｪ 此ｼ 占 し Ｑ Ｚ ' ( ' ; 糸類に づ|火して火災となり 、HI首水の7・も il 句作:であっ

Ｑ こにも ｊ も ｪ らす ＺＧｾｪＺ Ｑｾ し、 ｟ ＭＺｾ ｪ Ｎｬ ､ ［ｴ ｴｾｾ t1 i存ちてタトM止を越すのみとなっ Tこ( 抗10ヲI;i ，il)。づ| 火し払き

色糸餌などに づｼ 火しにｾイ＿はダ ｦ ｉ ど Ｇ ｊＭ のつけやうがな い と ， i ってよ いやうである。

( ホ) 火災による被符

砲 1¥il によっても火災は起り作るが、文芳11"1' :の股火による例カ44k も多いゃうである o NUL  

J 1I t l ¥築物は煉」ひ"そを| 徐くの外令:;';11焼失しーてゐる o ｲ 命 ｦ ｾ 七、 Ｗ 千 ｊ ､ ｩ Ｎ uli 束、似合位l ?ili 方|白l の火災は

その純|干i側めてIO・l < 、ぇ))11人約三 1' 1・商人の11:家力士山イj にお，i してゐる( 引 1101; 化 郁 1111;. ，';1、

日 ＱＱ Ｓ Ｑ［ＮＺ［ ＱＩ。 小 規出の火災は ｩｪｾｲＩｪ の法宜しさを得れば ､ ｩ し Ｑ Ｑ Ｚ め作るが 、 消防に従事すべき人

もなくをた米となっ＿二次は燃ゆるにまかせ＿ごものと想像される ｯ 如何はしい士 ｾｾｬｌｍ ，ｴＺであって

も 、 ｼ耐火の後には充分 ｊ Ｇ ，Ｚち得るのであるから 、 火災の延焼Ｈ［ｴ ｾｦ ｲ ｭｉ ｌ ま れにものと想像し作

るのであるが、付i.!-!.!: としては延焼に次ぐ延焼でド:)j <" :下fx も講じなかっ?こ ものらしい。殊に

煉瓦ili とは言へ、本11! JIT{:，b¥とも mすべき科度のものも多数めつにのであるから 、梁を1J1{

。
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ひれ を仰って延焼を桁けにものも i徐科あっ ?こZ事であらう。

然しその延焼の［ￆ Ｑ 支は恐らく ｵ い ものであっ ｦ こ に述ひな ｌ 、 。 ｉｾ 日米大民火災の時 、 東京 ､ｩ

の本 ｩｩｪｩ 次ＡぷｴＺ ｙ ・の ｴＱｾ tr) I このに比べれば遥かに延焼するに手数のか〉つに:: j:;: と想像される 。問

北の余地するのに 三 円以上か〉つ? こといふ祈を聞くと 、木造家屋に比・し三 四位の時川がか

第 110副 11，引じ一得の焼失状況。四行合I京より

北丙の力向を認し、。外日時、防火日高等浅されて

ゐる。
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 第 111悶 11，¥)11:; 一 惜 の 均 失状

況。凶行行廊崎 t より」じ )j ｾを
認む o ｦＡ ｦ［ 込町 Ｑ 界 の 脱却，ｾ ＨＺｴ火災

を溢れ てゐ る。
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第 114図 浦東 日華紡 績工場。阪の放火

の匁に工場 の焼かれれ状況。

〉る :_rJ t が見'JI つげ られる。

、火 ｾｪ， とを 被 つ＿こ煉 ｫ ＺｩＱｴ家 ｊ ＢＧｲｾ は Ｔ ｾ のグ ｦ ｦ

ど令部( ま外引を践してゐるのであ

るが、 その外51ぞも同どj陥足な 11ヲで

姥 つて ゐ るもの は少 し ノドば 倒 潰

しにものが多い Mc ｉＧｊｩｬｬ に泊ってｾｔﾭ

び手IJ 川 し得るものは側め て陥 れ で

み る ｯ 此の火 災による ｴｮｾ ， 存 が今次事 境 ＧＱ Ｑ 土 ｴ 築物の交付に お Ｑ 守のＺｩ ｬ ，ＨＩＨなものとすひ作る口

4、 木 造 建 築 物 の 被 害

純粋の木造建 築 物 は 共 の 例的と合 ｉｾ Ｈ，、と ｩ i うてよし、 o irri J.R・}J r古{ に僅かに その例 を 見 仁 川

Ｈｾ Ｎ￧ ＱＱＸ 問 、 第 ＱＱ Ｙ 同〉 言 は ｙ 例外的のもので ある 。 上海市中の建物は如何なる低級 の木造

建築でも、 或る 1m隔に防火幣が強要される。叉裏に泊予る路次はその周囲が防火壁 を 以 て

同まれて ゐ る ( 日 120Ii; ，; I) 。

11唯If引欣fl住H陪伝戦除イ本〈問部iの近〈に dめうる nみ本J 風中料.千}ト心r子1ι; の 三三 は 純粋 の 円牛本; 風オ木i 土迭主建築 で dゐbつT仁こo 新月花

ｴｨ削 ｩｉ抗向Ｂ 引 ＱｒＱ としい、」ふ、 Ｚ 三 て ｆ附 Ｑ作与 ｾ魁辿 ､主 ｴ の 』午料 Ｚγ斗 ｊ千ν ｽμ Ｎｦ Ｑｊ日 Ｑリ ｬ ＢＧｲｾ長山Ｚれ ｬにこは棟の良仁 中ｼド Ｑ に砲 Ｕ開市カが ＾ ｲＮ中 ｉド』 りF厚亨

ｬド同 ｊ司 ｄ ，Ｇ＾Ｚの Ｇ Ｑド ｴ 家建 ， ｾ Ａｉれ 次にじ Ｑ Ｚ Ｑ つに他抑は的ど ｪ 成茶 阿茶によ を ｬ ｩｊ ｊＨ壊 してゐる Ｈ 第 ＱＲＸ Ｑ ＨＨＮ ［Ｑ Ｉ。向ノ 二 三

岡とい ふ大脱出の l' トJ " が あ る が、 この建 物の- Ｚｴｲ ｬ にも ｬ￭ 白 ｾ｜￯ Ａ が命 ＧＱ Ｑ して部分的ではあるが 、

減 ｾ 円茶に似 模してゐる 。 円本 風 Ｔ ｴｩ ｬｴ 米 ｬ 誌の ｊ ｔＭであるから 、 全然 Ｑ ｦＱｾ防慢である のに不思 議

はな いが、 煉 l t: Wのものに よじして そのi波壌のi伏況が激しい φ を見 る し 我 々 は 此 等 の 挫 物

が 純 日本風で ある 1-: けに 、i投開の建築物に思ひを馳せて事ある場合美しき我岡の純 日 本 風

建築が如何なる有拡Ｚになるものであるかといよ、見本を提示され＿こやうにも思はれ 、 感 Ｑ 飢 ＱＡＡｾ

茸 の 思 ひ が し fこの で あっ ?こ。

｟［ｪＧｩＱｬ Ｕ ｾｪ＠ i前点民米 o ＪＭ活矢 ｾＧ ， ｩ［ . i }!記の後」上 り

の l例。:棟以 -ill 防火惰力 : 21立に 巡ら れ

てゐて、- ); (1破泌さ れ てゐ るが、イ也

のつむが延焼 {t> 1:拐し、 ?ご。
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Ｗ均 ｉ巧ｾ 1  日l凶6問 Ｍ Ｑ必 ｉ ｴ［ ｲ問同川 ｅ路奇戯 ｪ場姦。Ｚ妙 ｾω弘 ｾ、 Ｑ ＺＱ沢ＮＨＱ氾 ｩｴＴＺＺｩ 伐 Ｔ物勿の h治Il Iけ17η1;.'11 01依三ぐ，付l

註失状J侃兄t詳下悲細仇聞恥。 烈然町け，絵りに延i灼主仰の瓜別| 刈としなつてゐる e

第 118悶 illi 点 l民 家 。 純 木道 家 屋 の l 第 119Ii:;1 ¥1リ間公)i)i -C i'Ji 公国 ilfot iJ D o rl古の安滝川tに Hiひじ れ1:

例。竹' e J lj みにぽ月! してゐる 。 木 ｩｬｴ 小Ａ丞Ｊｊｬの ｬ￭ ｾｬｊｯ

11140 

ｾＢＧ，＠ Ｑ ＱＰ Ｑ 凶 Ｑ 火 ｪｴｌ 匝Ｆ ｾ告。ヮ ｪＨ ｬＱ ｩ ＺｬＧ主 ｬ 乏の ｉｖ￮ 火情。Ｍ， ｾ
!i への泌路カ :隔制11の1:.刀火常にて桁; 言1) され R

liil l(I¥1J q; かた情訟で袋怖がj に作られてゐるレ
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付

>1"': 123問 浦米敵 陣地附近民家。

木 治 2階建物に燥闘が命 '1' し、

l豆様 、 | 坊火崎、2 附床等営破ほ

せる例。

第 124附 irl i ! U民家。がI ?OO:l' pの

厳軍線被地 を凡本:ほ幣せる L の

木 ｾ Ｚｩ￬ ｩｪｴ 物 ｬ Ｚｴ ) ( 被 ' s(!-' 受けてゐるし

4 1 川
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第 126園 大 場 銭 敵 軍 根 接 地 。 木

rft 朱毘の: 閥単による管状況。

第 127園南市飽華寺。 敵軍根主主地であっ7二o 木造社寺雄 第 128閣 新月花園。木造和風建物の砲 獄

築物の燥現による被害状汎。 による被害状侃。

111 4 2  



第 129箇 民五H無電輩。餓骨巡7 kf叫が; 爆う誕の角に缶1]1表せる 第 130困 問。 脚部の被害状況。

状況。

第 131岡 楊 樹 ilITの大 j友紡・flt 工場。横道路 第 152凶 鍬μii 破; .1"ーに依るぽl凶被否。

ｊ てのＺ爆現痕及附近ＺＱＱ Ｑｦｴ 釘の被害状 ｻｊｾ 。

第 Ｑ ＳＳ 間約 Ｘ メ ート ル道路劉 側 波ｾｾＺｬｉｬｈＱｉｚ 第 134岡 大 獄 鎖。最大爆破痕o 地表 に於

板の: 爆強破片 に依る 被告。 げ る 庖ｾ＼ｾ約 Ｑ Ｕ メ ート ル。

4 3  111 



ｾ Ｑ Ｓ う間 ｩ￮ｦｩ ＾ｕ。爆強痕 。 第 Ｑ ＳＶ Ｑ 間隔洋煩 ｉｉＺｾｾ 守耐 ｴｯ ｉ 陳 氏 作煙突の司ＡＡｾ患に依る被害し

結 論

雌 ｬｾｾｻ こ上る被与は火災を 作はぬ限り 、 慨して局

［｜Ｑ｜Ｈｉ ＧＮｊ であることは前述の如〈である 。 我々ｻ［ｊＺ ＧｾｈＧ ＧｪＡ

{>:>恐れないわりではないが、K¥¥di イモ謹としてみる

と局郁(I"Jの l波浪は小事1' J : と考へ るこ とカ;11' ，* る。

"H;恐るべきは火災である。その被符のiif は爆仰の

ｻｾｊ ｩＮｬ ｪｊＨ こ上ヒしょ ｴｱｩ 交にならぬ ｆ 果た きい の である 。品，'1j. ;j  

ｾＩ ｪ 市とい 」、事も ｬ 羽 ｉ ｮＧ ｦｬ 自制的防市の主 ｉｉ ｬｾ は火災に ＱＮ Ｉ

寸るぜ予 Ｗ ｾｕｬ ｜ｬ ｴ，防火 で あるといふ事になると ｽｾＮ ｾ、 。
?!-;137悶 ｩｬｬ￬ 点。泣怯の 官ￍＧｌ ｾｲｉＱ に依る被害 、
土 建 ト ー チ カ の l 仰Uo ｾｾ礼二段ｊＡＧ ＱＱ ｜ のｋ｜ｉ di の!m<  y'jうどそのた部分が本i Ml¥

築を以て Ｑ 次るものは 、 防火ｊＺＡ ｜ｬ ｾＩｪ 出といよ、心 ｾｈ ｦ 以て防本，［完備を ［ｩｩＮｾｮＺ し整備せねばならぬ。

本 ｩｩＡ［ 辿築を ＿ 主とする指ｾ｜ Ｂ､ｩ を主製するには必十しもんなる ｩ 波主主仰を 必 要としな し、 ｯ ｉｗｾ Ｎ Ｚｉｾ Ｚ な

る ｴ ＱＢ ｾ ｉＩｾ ｾｩ￯Ａ を撒 布す ることによって拡大なる打撃を ｾｩＡ へるこ と カ ［ ｈ｜ｾ＼Ｚ る。もとより我本 Ｇ ，｜ＱＺ {主

主文むるに強し 、と 等し く 叉守る にも 強 し みにりに敵機をして我問者 Ｑ｜ 市のＭＧ Ｍ ｟Ｇｾ与を演はしめぬ

であ ら う ｔ ｊ ｾ は充分のＨ， ｴｗｦｬ を以て Ｑｕ ｬＱ Ｍ Ｎ干し件る 。 然しながら寓一般の ＢＱＨ［ Ｍ 機が紛れ込んで我布 ＺＱＱ

ｔＱ ｩ に数十Ｏ う 官数 ＨＱ の ＱＴＴ 央 ｧｲｪｬ ｻｦ涼し ｔ こと似応すれば 、 似イ ｜Ｇｩｪ Ｇｪ 火 除の ｩ ，ｾ躍に依って 、 会 ｝ Ｇ ［ Ｑ｜ の火

災を tj'J ＱＱ Ｚ め Ｑ ｾ ｽＮＱことしても 、 ｊ 七 の ｪ 昆 ｦｪ ｬ ー は ＱＧ，Ｉ｜Ｉ 、し昔 ｦｈ 、 銃後の Ｑ Ｚ おに影押なさを，Ｚ， ｦ 米し刻 ｉ ， ｾ、 。 ＩＧ Ｑ Ｑ Ｚ

し消火その幼 Ｑｾｈ 多数の Ｑ Ｑ Ａｩ＼雌より ｪ，，ＩＱｉ ＭＡｦ に火災を起し＿ことなれば 、 ｬｴ に牧怜し期 ｉ ， ｾ大事とな

り得るのである。

えＱ｜ 築 物 を寸べである科Ａ立の�Ｇ�Ｇ ｾｲｩｬ に判して 似 ｊ ｪｊ され ｆ る岐 川 なもの に する ＺＩＧ ｦｾ カ［ ＯＢＱ Ｇ， Ｊれば、

ょを以てＮｦｬ ＱＡＮｾ ｊＮ Ｑ￭ｬＢ ｊ な ＮＯ｜ＱＱ Ｇ ､ｩ 式 装と ｲｩｾ ｾ、ｻｦ Ｑ Ｇｊるが 、 我々は必十しも人ーれを望む も のではない。 現

下 の我凶./¥11di の )¥k態に鑑みてJ l J 1 . 恕系金 _.'( てれば、-K11 ､ｩ のｸｬ｜築 物を巾肺 ｾｪｪ 火地 ｅ 王将Ａ立のもの

及び Ｍ ｊ ｾ 以 上 の科 ｬｊ ｩＮｴ のものとし 、 前一本拠をＧ乏りてＺＮｴｊ ｍ｜ Ｇｪ ｩ［ＮＨＧ ＧＺ く は焼ｾ 開 を は鮮 はれでも ｴ 見 守＿を

III 4 4  



ｊ ，ｾ＠ :¥- 11にili l J 脱して蔓延せ しめねや うにしに L、。料:111Lの焼夷仰はコ ンク リー )' hi根に I.IJ つでも

被告を輿ふることは刊となし、 。又 爆弾のお めに川島Ｑ［‘主 主物 の局 Ｑ｜ＱＱ が ｬ 波記長されでも全髄の ｾ

物は陥然 と成る故、他日 修 .flll を加lへて 再びもE川U' ，来 る。火災がよしんば起つで も一局 i'jjl で

泊し 11:めて大事に到 らしめぬロ 即 ち空襲による被; 与を. f i il ili 全般に及 ぼさ しめす ¥- - ｦｾ ｊ＠ 1¥'1)に

制限す るのである。 ｗｲ の Ｑｭ きお ｾ｜ Ｇ ､ｩ であつにならば ・ ､ ｩｬＨ は ｬ ｦ ｪ ｨ ｬ 即 日 ｊ ぞ Ｇ ｉ Ｚｦ ｬ ｩ ｴｴＨ ，しＢと ｌ 寸 、 昨 ｉ ， Ｇｩｪ rこ

るIl (， iの ドに 信銀 nこ-' F-..:;予をNJーして j円rUJ し作 るのである口

え ｬｩ 後ーを 防火 Ｈ Ｑ ＧＭＩ にするといふのは ｽ折 ［ｮＧ ｊｩｴ ｾ t!W(1悼ん定の e ，41j であるが、バ il ( の掠るべき米カ; 川

市 (1句に 堅 1，1，1であるとし ‘ ふ ことは 、 どんなに 心 強 ｩ いＺ ｊ［ ーか ｊ ， Ｂ れなし、と ｽｉＺＡ ， ｊ 、 。 ｴ 品川 ｬ こも焼失 ｾＢ ￯ｩ に

もイモ< ＱＡＡｾ 防ｾ Ｚ ｾな本ｪ｝Ａ ｩｴ 築の 十 ｉｬｾ にイ ＱＺ っ て 出 ｪ ｊ 自主 ｉｾ ＮＨ こ Ｍ Ｇ ＱＧＱ 路公 ｎ ｊ ーしてＧＱＢ糸 ｡ の ｾｊ ｉ <  'f上::Hをすると し、 ふ

ことは 、いさ♂となれば1j ひ矧いことの や うに氾はれる o ft ら くはもy!J 1t の不安の: f . li! lこ1J: :;:' hーは

子 lこっか子、i' * 下しに ti lli にま J しでも沈滑なる )J 達也を，HIJ す' ることは FI4刻iーであら うと想像され

る口これはすべて市民の操るべき米 j) ; } F んなる料駄を持つからでめる。掠るべき米が県|山|

であってはじめて Ｍ ､ｩ Ｎｌ己は沈汗 ＮＮ 一 Ｇ Ｑ ＭＧＭ 品＿なるを作る。 ｦ Ｈｊｪして泊火 、 防 Ｑｊｪ Ｚ 、 技 Ｑ ［ 佐勾に ｲｬ ｲ， ￟ｾｾ し得るの

である。民に斯る泊倒的防7与が整然と して行はる〉窃fT
は、:， p: のも日倒的防出1) ;虫jj( 引こ行ひ

幼いか、 1::'1 を? イ会? 二十して lリjかである駄を; . J < j へれば、えt築物を防火rl 句なら しめる 4Hは消極的

日jj z，Eの- 41i である とはすへ、 i li .L己のτ仁三試を!i. イf オーる 」下; 大な1HI^ j てーあると百ー」、事が1:Ll米 る。

fii¥i  li 全般 を先つ

r

防火rl' -J
1
i らしu ' る。といふ 11(1'-) から言へば、官1，1々 の lt 築物 を耐叫的なら

しむると 言五、事は後処
j しにされでもよいと }I:! ，J 、。勿論Jp:事 k結くはお:tfhi lt -立'3Ji なる場合は

日IJであるが、一般の辿築物 は必すしも耐判的である t必要はな い。何よりもうじづ防火的で あ

れば よ い 。 而し て防火 的 の辿築物ｾ ｩｙ ｬ ｜ ｬｉ ｩ 奈般に行波らしめるや うにす るのがＧ ， ｾ ｩｬ 師の問題と

して: 11止も望ま しい のである。

然 しながら 1.. 挫の JfjfE も、事貨に l Ul白iすると "iL なる )'II!
恕 iIi kに過ぎ ぬのは ;uAに遺憾千高で

ある D
さらば故低のづ欠如ま何かと I -I

へば、 布拘Ｎｦ￭ ｩ ｜官払制 ｬわ川Ｉ リ市 ｬ ｩ の斗本 Ｍ］ｩ 辿 ｊＱ主ｾＡｊ辿 ｬ主［ 築に ｩ孟到 ｬ剖 ｊ し防火 堅壁盟 ｺ主 ｩ ｾを＿ Ｚぷ 武け しむる

ある。よれは法令3を?以以、て強;山制1I1附J引lするこ t も川外米4作るし、JJlに (i す守; カイ，nJJ) J方法を liyt すれば、n

しJiff い事ではな し、。一方防火地医を再検討して防火地慌を して防火住築を以 て桃成され? こ

民の防火地区? こ らしめる や う、よれ亦fill 日UJ方訟を品じよえは法令を改正して 一 日も lf '. <立現

せしめ? こいと思 i 、。

我 �ｸ ｪ は 従来手足掛 に 到し て似めて ＱＱＱｾ ， ｮ￭ ｩ Ｏ ［ｲ ｦ て
･

めつに ｯ Ｑ ，Ｇ，Ｚ，￭［ ｩ ＡＫ ｬ ， ｩ 行ｼ 必 ｼ の ｾｮ く 一 僚 の糾を 以て似ｼ々 が

相 ｊ 去 するとは主主り 、 ｊｕ ｕ Ｚ ｉ ｉＡ ＮＨｊＢ ｊ に イ ｉＧｊ となく安 ＿ すで ｬ 必のｾ Ｂ きもの を ＿ 持 つや うにＡ 日 Ｑ｜ らさ れ てゐ ｔ こ 。然

し脱近の市 ｩｌ 別機の ｊｾＮｕｊ ＺＮｴ ｖＨ して攻以 Ｑｊ ( を必 如 fこらしめないり)J11ふるに 1克卜ーのH手局はし、 つ (IIJ

II .'j州 (IIJ 1
i る;j l，' ，j に.ifu}J t寸るj )

'i !ll J り:): " り制1ｾ、のである 口 状
ｲ

方ｻよ山本の ｔ ｊｩ ｾｊ ｦ Ｈ に， ｾｴ ｾ＠ JJi に 升守の

J.nil 世を
t ｾＡｊｾうして 、 行 Ｑ ｜ di ｊｬ ｴ 佐の Ｑ Ｑ ＮＮ Ｑ ＿Ｚ ＱＨ ｉ ＧＮ ｊＮｬ ｴｾ 見合 ｊｉｊｊ さねば ι らね。

M火的に凡 て、
' I

ひ換へれば防本的に 凡て我ド，) (1
のXI¥di は 卜if ずにヲ: ; る

o }L' ! ' 綬パ ーセン ト

の本i1i:ill 築を? のーする 我凶の剖¥i li は、n立令幾パーセント1 ; ' の公JJJ Iこして堅|山! なる必築物公判
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ってゐゃうとも、防誌の ＱＱＱ 他に於て比較にならぬ程 卜 Ｉｦ ｝ ｊｾ に 劣るのである ｯ これは大医 ｬ 年世

の櫛比するバンド何と比較するのではな い。一般支那民衆の U_: 居する II IT と、日本の都市一

般とを比較しての話である D 支那人でさへ、或は之れは管肢とか材料の闘係とかから偶然

さうなっ? このかも釦lれぬが、 日本人よりは防空的に見て優位の家に位んでゐる o 支那人の

鴬し得る底を日本 人 が錆し得ぬといふ事はあり得る宮Ｚがなし 、 。要するに ｾＩ ｪ 益に釘する認識

が不足して居る放に 、 民し得る事をｾｦｦＮｴさす可こゐるのである ｯ 即ち之をｲＮｾさしなるには一般

民衆をして防空に封し更にもっとJ l : 韓的の知識を興へ記、識と自 'N. を深からしめねばならぬ

更に我々建築技術芥としては、最も粧情的に防火建築を ijE る1' . tめに 、一段の工夫をせ ね

ばならぬ 。防火建築を普及せしむるｾめには 、市 民の負婚をｩｊ ｜ う Ａ＼Ｚる＿ごり 聴 くすることが必

要である。材料及びその使川方法に就き更に研究して 、安い防火建築の裟{ t > 案出せねばな

らぬ。

上述の如〈 一般国民の防告に3をする明確な認識を喚起する一方、建築技術者としては 、

防火建築一一即防空建築ーーの普及を促進する矯めに 、経術的なる時ili 方法{ t > 案出する 必

要があり 、更に監管官民官官事者としては、防火建築の奨QiVJ 普及の舟め 、泊切なる法令のmlJ

定、改肢を行ひ、官民協力して毘の武装部Tli の完成にう1- : ) ) せねばならぬD しかも これは牌

予! < : の問題として取扱ふべきものではな し 刻 下 の ，J: 筋として 、民尚口に攻究すべきもので

ある D

向防空施設と して、消火機闘の整備、股火管11，IJの訓練、各陀iill 報;機i剣の完成、防音!till 主総

所の完備君事所前消極的防室施設に属する問題も同時に研究せらるべきものであるし、更に

主要建築物の配置、街路の整l E、上水道、電気瓦斯のil': 給等都市計制と相{ 突って研究すべ

き問題もあり、更に叉平と協力しでも ｬｉ 極的防空に資するｾめ、山 ｾｦ Ｑｪ 胞の設世につき高層建

築に然るべき設備をする事も都市武装の有効なる一項目である o 赴等の項目はいづれもゆ

るがせにすることの出来ぬ主要な るものである D 併し一般建築技術者・ として最大の闘心を

持ってその完成に労力すべきは 、防火建築を以てする都i J iの武装である。ーーと 我々は確

信する D 戦時構造の如きは、勿31討豆要なる研究題目であるに遠ひないが、之を専門研究者

に委ねて差支な い ものと思五、。
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都 市 住 宅 の 新 防 火 構 造 法

一 一 不 燃

U

A刊 "̂ '- の
公;

業 一 一

西 山タH

こh に告かれ1:一文は、 かねて同筆。友人! 日lで問題にな って ゐ1:都市' 1 : 宅建築の新しい榔進法に劃

する ー提案でみる。都市住宅の分 析的砂f; t を土翠にし て今少 しく精符に立論し1: . 、考へでめっ t: が、

止むを ｾＱｾｾ ぬ ｊ ＧｉＡＮ由か ら 夫営巣す さ ｬ ｪＺが Ｚｈ ￞ｦｾないので 、 漠 然 と Ｔ ト へて ゐ ｉ こその ま 、を替き表はしてみに。防

空防火都市への封策が盆々 切' I ! l な問題となってゐる今¥J 、都ib 建築の大部分ぞ占め 、 旦起りｾｾトベき炎

筈に聖堂して最大羽貼をなしてゐる住宅l l i : 築に日目する研究は、 今のところ甚だ不満足な状態にある。本

稿は I胞のテーマに正面か ら而lふものではないが、 不燃R附 i への望者iJt と住宅t I f 築の問1mとを併せ考へる

と云 ｊ 、観駄のｼ ご になされれ ー の解決 ｷ 案ｾ Ｗｦ［ す ｌ のでめる。 空 想にしては Ｗ ア ンタジーに欽げ れ挺梁

でめるが、める忠ひっきとして-ct'ft叱正 され t: し、。( 昭和 13/' f- l Jl 3日〉

1、都市建築の新構造様式に封する要望

最近の岡 ｉｾｨＺｩ 努力、らして 、 一制イ子事の際に於りる出裂に ￮ ＮｊＢして都 市防 護を完全に するに

め、併せて千時の天災、火災に封する脅威を低下せしめるにめに 、都市の不燃化への運 動

力、噺〈民創に Fご強的問題として考へられるやうになって来? こ。勿論之は、都市を構成する

建築物自身を全部耐火俳i主にする事によって併がとされるものである o 1:. 'が併 し、か様な事

は多額の資金を一時に rli l定せしめる事になるのであって、三F.. 時でも建築金融機構の不備や

土地の小分割l所有によって 3 ま? こげられてゐる上に 、克に現在国家経iff の戦時盟制化にと

もなよ、資金統; j il jにより 、或 は 更 lこ餓材共他の必司法R材の軍需先取による i図渇乃至使用制限

悦格統立による材料知名ーによって一一夫が最も切望されてゐる此の瞬1m、運思〈も全〈遂

行不能の ;U，態 にお も入ってしまつにのである。こ うしに事情の下々は、従米の耐火、防 火

桃ｩＱｦ法を剥がみにし ｔ こ不燃 占 ｾＱ｜ ､ｩ の〉と ｨ えをすみるのは全〈 ＱＲｩｬ りである。材料資源の問題 、えｾ

築生産ul¥l"j ｾこ配分せられるべき資金の限度等を考肱し 、 然も叙上の情勢に良にま ｴｬ Ｎ 似すべき

都市建築の新構造様式こそ、今やあら? こめて我々建築家、構造技術者・の前に真剣必須の謀

題として提出されるべきものとなって来? このである。

2、新らしき防火構造の特性

高nl"di に於 げる災符の最大の脅威は火災一一ー その内 でも判に類焼の脅威である。火災に封

する ｾｽｪ 禦ブ ｊ の 後劣 は 、 災害 ｴ こｬｬｩＡＺ Ｑ 自 ｩ し＿こ 者 ｮ｜ di  !t' / _ k 地に射せ しめ るか否かの 、|捺 と・ぃ分l技貼を
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な してゐ る。

斯様な sll lll から 、 その防禦力哨 )JII の 方法として 、現 作 防 火地 区の泊首な配置制 定によ

る剤師i 火災の地域的蕗: E 1 I l が目前面まれ、主 要 都i li には師に その指定と -iii¥J. t 現 をみてゐる。

亡が Ｈ￬ｦ Ｚ し、様々 の困 ｾＡ Ｑ ｴ な事 ｬ Ｇｪ ｜Ｑ によって此防火地ｾが答弘に 不 燃 ｻじ されする 、 防 火 地 区］ 建 築

うＮ ｾ ｾ Ｑ ＱＩ山 ｉ 瓦の皮 肉 な Ｗｕｾ 態をみもびきっ〉あるとぷふヰ日どはしは 、ら く お ーい て も 、 ｦ こと へメとが完

全に �Ｉ ｪ 火付 ｬ Ｚ 己ｾ物でも裂はれてゐ＿ことしても処してよで五分とぷひ作る に ら う か ＿

出。語、天災当事の似|刈によってI f ! ldi lこl波iI:>HI") な災! ，1- j: をもにらす火災は 、各 所 lこfjf 設 ・!位i接 lこ

いとまなき j伏況の下 に誘主主されると三り、当 j:( 主祭主blこ想像されるより1であって、 か 〉 る 場 合

911 Ｈ，，ｽにい ｊ￮ 火線が ｊ Ｇｩ ｾ 少 ｬ こはりめぐらされてゐても 、 ｾｽｪ 火地阪でｼキ Ｑ まれにヰ ｩ 位医剖が大きりれ

ば Jにきい Tごり幼県 lまうすく 、現在の! . l n ［ＺＮ［状態では 、 お ｉｬ ､ｩ を ｾＱｴ 1: と化 して後は じめて泊火の

IJ 的 を 達 し得 る如きものであるかもしれないのである 。

従て 、 か〉る方式によってお ｾｉ ､ ｩ ｾ ｽｪ火を滋 Ｑ f しゃうとするならば、単 位防 火l亘却 を児 に J，li

に車111分 す る 事 が必要となるのである。然るに 、現任の! . l ll ［ＺＮ似めて大ＺｦＱ ｴ 以 な路れ ｾｪ ｬ ｾＩ ｪ 太 地 阪で

さへも現世にはぷ＿ご不燃化石＿完成され ＱＧ［ｽ ない［ｴｊ ｜ｊｌｾ では 、 此 唆 ぷ ｬ 立主 Ｑ Ｉ 成のぞみ得べ く もな い

事例である o L! 11ち、以 上J こ1Jbb; されてゐるが!m［ＺＧＡｉｊｾ 叫にＡ位［すＧる＿こめには 、 全 〈別 注の都 Ｍ ､ｩ

建 築 延 焼 防 11-_方式力; ) j 筑されねばならない のである口

山'>1<: 、我同に於ける似ド:)j 火辿築( . 1 (ill ちた仙i 2! i ' 1峠を' : ＱｾＱ 然材料によってわい ｫ する Ｇｦ ｴＺ排 ｩｩ Ａ ｩ は

近主将Ｂ＾ｦｾカ〉古る建築をも ってＭＱＺＺ (¥'11  d  i 伝説ひっくす・J a; ヂI l riit である 以上)(!o(l トと して〉 一般

に寄与 ｾ Ｉｊ ｬ こ 行 はれる万法としてｾ秒 ｊ の 外 ｬ￺ ｩ Ｑ ごりを比較 Ｈ Ｑ Ｇ ＧＩ 燃えにくい 材 料成は ｬＧ 燃Ｇ ＱＧ Ｑ Ｚ の 材料 で

被 裂する山地 に 絶好 ｩ してゐる 。 此 ＱＭｪ
Ｑ
ｉｲ ＺｩＱＡ法は低主 主 の ｉＭｾＩ ｪ 火 ｊ 也 ｬ 札 Ｑ ;針I"¥:)&.寸へき ili 築物の時) 1 !

1去と して 保 ]IJ されてゐるものであるが、 コく‘ に ill 当と i:門身力: 手キノ7f lU の ) J によって 円じの

地物を火災から救ふと云 ｪ 、 ＺＡ ｭ 史 ｾｩｬ こぶ ｊｩ ｬ されてゐるものである。メ［は献にノ ｪ 、 火災に於ては効

県 をもつであら う。 亡 が、 太火災、引 lこ行11 ､ｩ Ｈ ｉ ＧＮ ｪ 胤岐に於りる人 ［ 火災の場介には 、 布 ｾｉ￭ li はも

とより 、 自分自身さへも火からすくふと云ふ? こめには淑J ) r. 弘i1ごうすく 、 そのかなりの集| 舗

でさへも 、 現献の如きまばら' i . ［ＱＩ｜ｦｌｾ では 、 防火ね ｾｪｾ としても始ど Ｑｮｕ ｊ なものである Ｓ ｩ ーは経験

の教へる とこ ろである口火災の H II刊旬、 散イE: 的 、 多数 fi f ' 設と云五、f削'1:の 下には、11司々 のill

I/o/J を他 の火から救五、事ではなしに 、全部! としてのおIl"di を11101々の火災から救五、事 一一 μ11ち、

災酬 を倒別的に、 故大Ａ肌 ｱ洪悦 Ｔι ，二Ｒ 之ＡＺｾＡｬ卓 ｩ に ｴ終各 ｦ品私針 Ｚｈｊｬｬ 什 ｉ

lまならな いo

ＱｉＡ ｾ Ｑ 々 の建築 物 の防火ではなくて ｋｬｬ ､ｩ の ｾＩｪ 火である ｯ 1111 丸、 火災をおこし7こ111，1々 の ぷ の 焼

火を ＧＺＧｴￆ 宇 ｴ ｬ こし ても 、 ｪ 去を ｴ 終え ｾｩｾ ヵＺらす ｔｊｦ のないものでなけ ￼ ばＧｩＮらね。

ｩｬｫ 近 ー 郊の識ＱＩＧによって 、 我凶の ￙Ｚ ，Ｇｾ十件な ｉ ｏｪ ｨｾ ， ［ ｉ Ｂ ｾￎ による つン クリー ト ｊ 品訟を ｪＧ 汀ＢＺｉ ｊＨ ｉ Ｂ Ｉ 判 明 ｬ ｩ

から ＡｊＡ Ｚｩｾ ｨｬ 化 する事が要望されてゐるの金 ｼｩｪ ｪ くが 、 我々は Ｂ￯ ｌ ｬ 二日比二料化され ｦ こコンク リ ー ト

A 桃 山によ る防 火位 築を 以 て 抑-di を うづ め る と え ふ が911 ; : . 策に f' f} 点する 34は11'，ｾ Ｈな いし 、
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叉その程度の工夫によって豆構造が普及し得るとも考〈られな い。

新構造法一一夫はその材料資似1#1係に於ても更に我紙候風土と桁接な| 刻係、にある生爪様

式に於ても従5 j ( の鰹構造の利駄を保有し、 しかもｦｊ￭［産 ＨＱＧＮＩ 火災に際しでもよくお ｾｉｔ ｬｩ をしてみえ

雌の危機からのがれしめる如き都市建築鮮の不燃化を確保せしめるもので [i. ければならぬ

こ 〉に ｾ ｲ ｉ Ｍｘーは 、 都 ｩ li 全開の少〈とも「緩駄化」 をも fこらすべきおI; di 瓦11築制胞に於ける災

害の Ｑｾ￼ 立的終結を ｼ ー ｉ ｴｾｾ とする ｎｍ 丘訟を ｊＴ 楽するもので あ る 。

5、防火細胞とし ての都市住宅

きて此底で筆者が論じゃ うとするものは特に榔iIi lょこちの構造法につ いてであ る。

都市住宅建築群 の緩燃化 = 防火 に釘しては、 まづ第一に建築物の分散が考へ られ るが、

現在夫が現貨に目的主現されてゐる) ; J .o ;-n !i j，' i]越怖の住宅 jli を? とってみても 、此桂皮ではその

効果 は期待 し 難い。 し かも 、 その ｾＹ 也 は都 ｩ ｬｩ の設展と共に続々相主 ｊ 白人 ｪ にも絶釘 的 にも 縮小

しつ〉あり 、今や我問者i!ldi の主要住宅地には辿純家li を形成する| 羽地主!日: 宅が主主々支配的

後

位置をしめつ 〉あるのである口か〉る建築昨に於りる主主物の外i師防火は、道路をはさんピ

プ ロアク

二つの建 物 につ い てのみ時々刻 ｾ Ｊをもつ に 過ぎする 、 一品 ｬ 火災のお こ る時はー街匿金趨が延

焼すると云ふ脅威力: 不断に高まりつ〉ある。しかもか〉る事態が生じ !こ|緊は、街区を分っ

てゐる道路の防火機能もｾ釘ご疑はしくなるのは 、 ｪ 品去の経騒が示すところである。消火の

要は故例の五分間 であるが如く 、都i !i 防火の要も亦故仰の一軒である。従米の辿税減起は

此結 よ り す れ ば 、 全 〈 薪の Ｑ束 夜と 同じ ｦ危 ι 険な干存子 Ｐ伝 ｅ である。 こ〉に 主遇連 ｩ住 』組家屋の Ｈ個問々 をを ｾ Ｑ五 ｅ に肋

壁 にて匡 切りh、火災をを? 出火し? 仁こ一鞘軒: にのみ d止: める事をを? 主H版民と する 新布時5浩法をを? 捉案 し?こユL、の

である。

無論、之に似 fこ解決は既に明治42年制定され?こ大阪に於 ける ーK 屋取材f規定 に法令として

表はれてゐる。 夫は木造長ー屋建は 151間以上つず 〈事を得す¥ しかも 岡山怖に防火壁を 必十 も

うける 事 を規定 し?こものであって、大阪市 に於げる長屋建の普及 と 「北の大火」 による 火

災への認識の高 まりに よって生れに産物 であっ ?こo tごが此の法規は、防火壁が建築費、工

法 等の関 係で歓迎され なかっ＿こ Ａｾｍ 係上 笠Ｎ際には Ｓ 尺の通路を践すと云ふ逃路 によ って無脱

されてゐ ?こ。筆者は此防火壁を各住宅の建築構造そのもの にと り入れる 事 によ って新構造

法を創出し、長屋建築の締法改善 によ って先人の防火都市に到する創意を生か し? こいと 考

へるのであ る口最も 粧 桝的 で、構造的にも生活技術」二 も、更 に生産J 二も 、合理的な此の陸

の解決を準備する 事、夫 は問地型住宅の普及が 日々増大 しつ 〉ある時に際 し、 我 々建築家

構造技術者の住宅建築に劃するーの積極的参加の道であら う。

4、従寮の木造住宅構造法の再機討

叙上の目 的 の ＿こ めに 、 我凶に従来行はれて ゐ る 艇 ｻ 上 宅建 築 桃述 、 ｾｉ ｾ ｜ に者 ｉ ｬ ｩ ｬｩ ｪ｟ｬ ＺＺＮ ｩ［ の 柿造法
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を ｾ Ｑ ｩｊＧｴ ｩ 仇に再検討し て みる事力 ［ｾｬ 要 となる。夫は正し主 解決のＩ， ｾｬ 箆として全〈必 要 な事であ

るから 、 ＱＧｉ｜ Ｇ ｪＮＡＧｩｬｬ こ ｪ 決裂 ｾ￮ と利貼とをあげてみ や う 。

現行支配的木造構造法の欽結

Ｈ Ｑ Ｉ づ ｼ ミ ｰ ｽｪ 火 ＨＱＧＰ 、 ＺＩ Ｑ ・ ｉｾ ｈ 火 Ｈ Ｑ ＧＰ である Ｑ

Ｉ，ｾＭＱＧＺｾサィ Ｚ 付こる木材 ーはその 材 質 Ｑ ＭＮ 燃 えや すく ｊｌ 焼け て似 泌するに ｌ 、 ｔ こる 外 、 ｬ ｐＮイ ｬＧ の ｵＱｾｌａ

ｈｉｾｩｩｬ の ｍｍＨ［ 系 トー 突 ｉ ｊｉ ， 又は蕗 ＱＱＧ ，しに ま Ａ日付 が多〈 、 火ぞ 引 きやすい。Ｈ之は乎 ｉｊ 駄の Ｈ Ｒ Ｉ に ｉ ｨｍ Ｈ 系 し

てゐる〉

( 2)  J n} j :;j ミ(I' -Jである: : ' f，:

ＱｬＧ ｬｩ ｩＮｴ 卜 ｙ 与ｼ探が多く、工 ｌ 遮断。 ＱＧＱ を か き冬期Ｚ ま ｪ ド 以 ｪ 去 Ｈ Ｑ 句 である。 イ Ｑ ＱＮし炭火 ｊｾｦ 也の ｪ 以ｾｦ￬Ｈｉ句 ｬ 以後

J主肢を? とる際 l立、此シ定川-泊|隙絞力が: コ又く必必.要であると; 云ぷλふ、 j川|ドι引f4a;;

手fο3り) ｉｾ耐 Ｑ削耐 ｬは ｊ 久 ｩ位 主乏しきヨ事

え)!; 築物のイ{ - 続年以は，1'1'，¥地名1¥1¥f II ，F'Hのイ( *1' 1年以の最もがiiif' i( I"J ' Hll 介はせに iJ 二11却するもので

なければならぬo ｾｉ Ｇ Ｚｉｾ 了ー の ｾｫ 伴え 、 へつゐの ｴ 主 将 え等の ｾ ｬ 三 ＧＱＧ 行事に よって ＱＱＱ 持 一 定の克新 ｍ［Ｚ｜Ｚ

を 完 成 して ゐ ＿こ沓時代 の ｌｉ Ｚｾ ｩｓ ｩｬｬ 築に到し 、 材料 力Ｚ部分 的に位換されて ゐる 現イ Ｑ Ｚ の ふぷ Ｑｩｬｬ 築

物 の 史新 ｊ ｉ みにはいまに合 ＮｦｬＱＡＮＨ ｉ Ｇ ｾ に確立 されてゐ子 、共 Ｈ Ｈｦｩ Ｇ ｩＱり ｩ 川に つ い ては砧 々ＺｊＵふ べき貼を

もってゐる。火災剖徐外しでも柄、 その loi . J 久性に安定のない:: jf. はが:j ?軒家賃の一文れ をつく

ってゐ る。

同木造構; 去の利結

Ｈり Ａ Ｑ ｾｾＱＧ ｴＧ Ｑｾ 造、 ￯￲ｩ ｴＧＦＮ ｾ的なる ＱＴ

村 Ｎ ｾ ［ＮＧげ ｴｩｊ ｦ， ｬ の ｉｦ ｜ｊ姐とあわせ ａｓ へでも 、 木」材サ lは立5強民j皮丘のつよ L、叶'Iiドれi自円附，

もつてゐる D 二夫」たわとぷ ｬは立心叫 Ａｉ恒 ｩ恒 Ｕ豆ｻ督骨 ，絡ＱＭ Ｑ附 ｬ品，｜ ｪＺｩ浩 ｬ主 ｩ ををｾ n1巾「古iglにこする口

( 2)  ， ｨＧ，ｾｩＱｩｾ［ｪと逃門材却とヵＺ 一 致してｊＶる Ａ ｊｪ Ｎ

よは、生j円椋よとも車iIi イ干して ーの : ; i . : 型となっ?こ我- +: i 1H¥i . tのA 要な特徴の一つで、材料

の粧が ｵ て 、 甘格柿 ｩｩ 主と ｊ 与にみのがし得ぬ午 ｉｊ 思 ｾｩ てーある 。

( 3)  I，J/'j  Jlal 句柿 iit

紙製 ｩ の ＨＲＩ とも闘係があるが 、 Ｚￛ ｗＱ ， ＺＺＺｪｩ 血多婦、の ｾｉ ＧＭ ｾ 妹なみ Ｈ ｪｬ ［ｾｪ 創 刊 ー ト 孔ミれ＿こ ＩＱ んに で 、新し

い陥 ｩｩｩ 法も、冷 ＩｪＩｾ長むを 川芯［し ないかぎ り、此利 Ａ 目 ｬ ｩ をｾ ＱＧｾｾ ｩｉ泌するＧ ｝ｦ ＮＨ立 川Ｊ ＮＺ向。

新挑む! ; 法lま1: 掲の平IJ 駄を櫨承しつ' : > /1' ，米る? ごv-n決里山をのぞ 〈ょHーによってふjくめられねばな

らぬ。 lytj '，'i:J.にキli lt首をのべるならば、材料先iIJ;l の! 州系 1-. からしでも 、或は生産乎段、労働力

( え工等の熟練労働力〉の J: UI岨からしでも 、凶の線、生産の l付かなりの fH¥分をしめる {J : 宅生

応に於て 、 Ｚｾ ［ ｩ Ｕ［ ｾ Ｑ ｩＮ 指 定 ｬ ｾｉＧ Ｍ ｊ＠ ｸｾ ｦｎＮ｜ ［＠ i1i ＱＱ 、 の ｪＺ［Ｍ Ｒ 川 は イ ｾ￯ｬｪ 能である貼にかんがみて 、 部分 的 な Ｑｾ ｪＮｊ火材

料の利川に よって木也の蹴軌 を改; 出しつ〉 、しかも充分その利出li をの こすべき 、新らしさ

合成構法が過渡的なものとして望まるべきにと者へる。
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5、 新 防 火 構 準 法

筆者は、 此新しき合成.N，) : i _ ; 主の一例を描/i ¥するにあ7こって 、者都111川lバIi川Jパ{仕主: 宅七の J千F円l刷印

言」ふ 、 れておき＿にこ ｌい 、、。夫は 、 本提案が問地型都 ､ ｩｻ ｬｾ むのみを ｊｩ￭ｪｾＩ 止として考へてゐるからであ

る。

現在 、 少 く とも ｾ Ｍ ｉ ｊ｟ｪ 臣 、 京都 、 火ｼ収 、 ｩｬｩｬｬ ｬ 戸勾Ｚの ｉｾ Ｏ［ｊ同 ，［ ＯｦＮｦｦ ｪｬ､ ｩ てＺ，Ｈ立 、ｼ 羽 ｴ Ａ｛ＱＮ引 ＫＱ 白 ｩ がＮｦｦ ｪｬ ､ｩｩ 七ＺＮＱＺＮ［

"  
の 肱倒的部分をしめる事は IlJ J であるが、敷地内辿物配位の此 Jf; 'l ( 立土地のイミゴビ分な都 di向上也

に於て、 J宗光」二、 泊風上、又土地利IJLI二、建材粧怖 い 他の; 渚形式よりも合出(1句なものと

考へて差支へなし、。然も現。: 閉地型i主宅は、大盟各省Ildi によって少数の穎型に統ーされて

居り 、此の類型は↑ l't 習化され? こ生日様式及生爪水準に かなりの以磁をもってゐるものであ

る口従て 、 ｾ ｲｉｾ は 、 新品法をた ｬｩ 統制医を形式する ｭ 地別 Ｇ ｉｾｉ 凶の ｩｙ ご とと結びつりで考へてみ

に。要求されてゐる課題を叙J - _ の分析より要約すれば、

( 1)  者Ili li{_ t 宅併の火災を局則的に終結せしめるべき州;i1! Ｍ→ ｬ 羽地型 ｬ ヒヰ ＢのＩ ， ｾ本縦断哨踏

の不燃i防火世化。これは棟割長屋の不愉快な遮断1:1 : の恥除をあわせ己主主ーする。

( 2)  材料資源卜.粧例的、ι 定 型 化、類型化され、哲米の持働 ) J 、生産技術を始どそのま

〉利IIJ しつ〉人fiI 生産 に泊すJ54必法一→これは従* の木造桃法、特にその午IJ 貼， iil 作

材と柿ｕＡ ｍ ーとの統ーを継承し 、州諸 部分のＩ，ｬＺ型化と企桃 ｊ 皮の額引化にＩ，ｾ礎石 ｾＺｦ ￹Ｍ <  T Jf，に

よって述せられる。

( 3)  最太郎4のj栄光及び通風の紘d米一 一 これは|羽地型辿紙比二ちの前l断放後l断の完全な IjiJ J.&:

の要求であり 、哲き挑止法と建具の;脱俗的生産はこ〉に充分利IIJ されねばならぬD

以上の喪求を考応して、|凶示( 第 11週一第41砧1 ) の如き tl'¥;U ! 法を立案し? こ。主隔世のコン

ク リート は、餓材不足の今日 、石 造 ・煉瓦建築復興論. ( 5 ' ( こは不審に思はれるかもしれない

が 、 近硯限的となるをいましめて 、 餓筋入りとし＿こ口勿論 、 ［ｊ之は 耐時計 ＼Ｉ［ ￎｾ によって ｲｮ ｬＧ ， さ

れにも のである。

本案の防火 J: の志I J *はJ t !後をま? こねば不明にが、 わづかの消防ゴJ の布! i J l )J をうりる ?ごりで

都市武装に封して泊予る役割は全 く高〈許可良される べきものと考へる。

ヌ ド構法による ｝Ｎ ｉ ｾ 均 ￞ｉｾ 首ｬｊＡｌｒ築技の土卦は 、 Ｒ IIIJlLll 口、4 戸辿の場介、現 {f: Ｈ Ｑ Ｓｾ ド ｩ 刈〉の

il i1貨を? とって約 10闘、 約 15，%の_I -. ，ｦ ｬｾ とみられる。類型化と特殊工法による ＱＱ 対 ＱＢＦ 似ぷ 二 ｉ 二位

の低下が、本構法の特徴である。敢えて、 世の1' ，昔米企業家及主主j : -J:人;工さん速の; . f : IJIJ J  Iこ似・し

且監督官雌、防空閥係者の一考をお願ひする次第である。

焼夷弾力: 雨の如〈降る際にも 、何等脅威主? 感ぜ今、家hl 資材か不l訟の耐で一瞬の III Il こ焼

失すると云五、廷のない 11寺代の 、一系Jj も-7・〈来る事 ぞ望んでili 論の筆をおく。

( 昭和 13年 1J1 31日隙軍省芯 μ1)

楽 西 山 知三 「都市住宅のii 築準的研究」建築拳研究第84，86獄参l ! 官
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在来の木造都市佳宅の

構造; 圭

Ｈ大阪市に ｾｬｴｴ る代Ｎｪ，主的問

地 百辺住宅の平iiu及榔lli9との

ー例〕

【>l1 1  [;lli 】

ヌ階

4戸I !

ｾＧｬ＠ j- J  

新機迭による開地型住宅の平商と 断面め大いさによる5題化の一例

Ｈ闘中 、 数字Ｈ［ＱＧＺＺ生Ａ放帖敗 、 ｸ ｻｩ 似事務 、 →は入口 、 図形は押入ｾ床ｼ首 Ｑ ・ 階段 ・ ｊｴ

イ也の古lil 丞附!記|品副 h &す〉

本 ヂi百倒は 、大l仮rli に多い tiij; }j :炊事場担、21列波形千百に鋭化九l浪返し、各間l u

及奥行区主 ｉｊｾ 炊の ｗｦ 七に舷じて作成し＿二 ｌ のでめる ｯ 18. し央行 )J 折j に[立 、此の1去に

猶倣日I11及{ 民所裂がつくのを? 行略してゐる。

【第 2 i闘】
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慣用 ｕｾ トＨ高官 ＩＱ ユよ る摩佐保梓の維事費
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&

「

[ 第 3 肉〕 俄 枠 の 単 位

コンクリ ー ト 構法に於げ る工 ＧＱｾ の低 ｬ 、ーは 、 強度を低利］ に して材料・貨をＧ節

約する力i去を論外とすると 、似枠及h ! : J容の巧妙な解決でみる。

本構Ｇ￬ Ｑ［Ｈ 工 、 ま Ｍ［ＭＧｮ 望仰を＿ きわめて少数の 、 何回でし繰、返し使用のｴ｜ ｉｊ 来るＡＧ ｾＮ

伎に限定せしめ る。 この単位は 、不 可 |二( b) に示 す迎 l二、立百 t. ( d)  

に示 す種別に 分 1: れ るo jlJ と面とを? 更 に分解すればー暦某本単位( : t 少〈

なるが、資際にはそれよりし j変身用ひられる複合されに !'p. 位侭粋の使用

の) i が筒市平IJ 従でめらう o ( d ) に示 すに は、用ひる? 認さによって取卜f

具合金異にす る関 係 1-. 4 . じて来 る仮仲乃積JJIJ で、木 骨' l ' b%. 1i.カ : 先¥' [ てにな

る附{ 系 卜凶稲頬を? 生子る 。屋被災郊に( : t K，0 用ひ る。
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【 ｊＮｴｾ 4図】 新f詑去による住宅の解決一例

!. 抑つめ Cれ? こ敷地、狭小な間口 一ー

の第 l 闘に示す小住宅金、平面をそ

のま〉にして新構法{ t > 適用すると云

ふのは少し無理でめ るが、一例とし

て解決してみに。

本将軍法による往て 1: げは、木造法の

知〈泣作木川公益生し? こま』主要木

組 み伝統 み |二げ、之を足務及びfl ¥l，H作

文へに流用しつ〉億枠を組 み、一階

分 づ っ コ ン ク リ ー ト 会 打 ち一lこげる ) J

? とによ る。

2 木市l車fl -'Lの詳細を二三示すが、要は

材料のfirj 約と簡単堅牢な構成法を求

めんと する b のでめ る。猶検討を要

する でめにう。

。
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1937年は未官有の鍛飢僻に明け 、殆禁 11: 的 1;' 鉄鋼使用:1m叫に幕れ 1938一年に入ると共に控

築生産は軍記工業の躍進と入れ代り lこ，こ!:l fJ 度 tこダイビングの態勢を係りつ〉ある。岡家514

符有の ｾＱ Ｑ ，局に 訪問して 、 建築家も亦岡策への協力を要前せられるのは首然のことであるが

一 般に無定見に時勢に ＩＱ 阪 ｬ 症するの徐り 、 ＱＱ｜ｾ ＺｲＮｾ窄ｼ蛮 ｬ に満足して 、 徒らに締念するやに見える

のは、かへって問に被る辺ではないのではなからう力、と考へられる。此j l'常時局に際令し

て、建築家は何を1 5 ; すべきかに就いてもっともT倒的に再考すべき時ではなからうか。日頃

Ｑ 受然と釘してゐる迎築 ｾ ｉ ミ熊の ｦｦｴｬＧ どの委を反 ｲ ￬ して見るのもかう云 ｩ 、機合ではなからうか。

本誌新年枕の諸先輩の ｮ Ｇ Ｎ Ｇｦ同に到する徐 ＱＱ Ｚ 立比は ｾｬＺｾｙｩＩｩｊ 平琵せ られる 知多く 、 / I " 吏蛇足に過ぎ

ないが ｾｮｾＨ こ従って 、 さうやかなメモノ ー トを日己して伺 ＱＱＱ 目、 ｉｊ を Ｑ ｦ ｬｬ ぎ ｊｊｅ いと ｽ ｾ ｉ Ｎ .i、。

戦時鰭inl J 下に於て超築生産への餓制使川が何，¥) ( に; j ) 1 J 限せられにのでめらうか?

これは-N[J ザf ｾ＠ ｾつ Ｗ こことであるが 、 共ｊＺｬｬＱ ｲｬ ｬ はとＯ｝｛ｊへば次の 三 鳥ｾが翠げられてゐるやう

である。

(  1  )  我岡の餓鋼生産は ｾｾｊｗ［Ｇｴ を多く ｪ 除外よりの輸入に仰いでゐる除 ｬ 係上 、 戦時髄［ｊ ｩｬ ｊ 下

においては資似の問内保有政策を係ることが総別的必要であり 、戦争主主行にともな

常 ｩ～ＭＮ 咋 ＳＷ ｙＮ 王 ｬｬｾ ，リ

S1.弘吉TT3L

伺

第 l 園 我閣の銭鏑生産原料の海外依存鰯f系を

示 す ( 昭和 10年〉

( 2 )  

( 3 )  

う三 十 激なる ｾＱ 主鋼需要の ＱＲ 士 ｩ 令に到して

司，; 給調官jj の必要に泊抗節約の要ある

こと。

五11築産業は平時にあっては、Jrl 午:

遂行ー1-，のJ左礎資材ーである餓の最大の

1j

J

i北部門であること。

然かも建築は平和 [1' ，) な文化的な産

主であって 、共- f慌を除いては緊ill

し7こ'時局下においてイ" むのものであ

ること。

( 1  Ｉは今夏泊ふまでもな〈厳然 ｦ こる ｾｦｬｔ

であって 、此必要から出張して ( 2) ( 3)  
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のｪＭ ＱＱ｜Ｑ Ｑ Ｑ の Ｚｴ，，Ｍｅｴ ｊＮ￫ の下 に建築 ｴ ｦＺ｟ｾ への号、商 Ｈ ｉ ｾ ｊ な段鋼使 用 Ｍ ＺＱ ［Ｑ Ｑ 映となっ ｔ こ の で あ る 。 こ の 制限 は需 ｪ

こI: /f f，:: :;日の芯i切にある! <I I < 、臨11- '1' 1. 1，ι こ!;( I'，・j i . HI' I' 世で あっ て、J 七fftt こ巳むを件ざる翌日山による

以 卜

一 りh皮主術弱家f として』照守外米4のZ珪支展に併悩備{日iへる :立む白l味床にお「山し 、て、此Ql1111に就いて もー!匹反行を試み る

必要があるのではなから うか。

2  

都ー・の1
1
1¥111として串げられる我| 或|の餓鋼生産のJ U' Mに就いて見 るに 、原料の海外依イt - sM

係は ｕ ｾ ー ｝ｩｩｴｩ ｝ て， 1I}j かなや うに、1I i{利 IO"j o:において、鍛93J の75%、銑の3J  ，9''; 、i製F烈l鍋原半料ご'f比として

のh

?にこ刊作τ3主; でなくし、:製主盟2制-; i可: のみI以l品h

に ｦ似依 Ｔ火℃ イ作｛ Ｍ してゐる こ とは我 ＡＮｸ附攻刈Ａの［政堤 ｌ釘卸釧制占和制仙 ｉ ， ｊ ｾ生 ｉ ｾＭ 産の Ｑ判Ａ｝Ｇｪ徴投 「的 ｼド内 Ｔ竹 ｊＱ ，なよ号弱場盟烈貼 ｊ市 Ｑ とされてゐる。 銑餓e の生E産宣制 も臨延辿泣t し

つｾＨはま ､あ ｢ る力がＺ釘制 ｩＱｩ ｊ のＺ 山 ｌ日 ｽ ￬要 ＰＨ はま Ｒ活 ｅ か ｬにこ Ｒ念 ［ ＺｬＺｦ ｪ冷守 を Ｏ ｊｾ し 、 夫に ｦｦｩ すがって鋼の生産 相 もや う や く自 給 白

.J{のH: に述してゐるのであるが、兵内に前述の版行(I"J な琵民の討さを 内包 してゐるのであ

'1
00  

800 

T∞ 

b∞ 

5∞ 

ｾｯ＠

3∞ 

お0

¥00 

。

事ｻ Ｚｬｌ Ｋￃｾ こ
.f31う い

君rJ

1 1 1 5 6  

_._ -t.. ) 、‘ ・今ヲ

主子 与 与 ヰ

， ［ＺＨＧＱｾ＠ 2間 内 地 針qj オIJi 淀川Jr自 1'1湖

「製銭参 考資料= ョ リ作表〕

る Ｅ￮ｾ の ｾＡ， ｩ ｾｩＲ ｸＺＺｬｩＧｾＨ ま ｊＡｉ ｊ ｾ 、までもなく 、 近年におりる

ｊｐ Ｚ Ｇ ［Ｗよ ｲ Ｚ ＺＺＮ｜ ｉ ｾ の臨 ｩｻＡ ，｟ に起 ｼ 正 ｼ するのであって 、 ＲＮｪＧｾ二 ｝ｩｩｾ ｝ Ｈ ま

]i.H} ，Hに此弔民主ナ物 ;IJi つて ゐる 、ニ1:木建築事ヨミへの

が ｬ ｪｴ Ｍ Ｚｬ ｴ もￌＡＱＨ Ｔ￬ｪ 十 ｲｮ ｾ 鑓 の 前 年より 昭和19年までにがJ 1. 6  

イ:'{i・の哨))11 を示してゐるが、機械餓工業の躍進は活

かに 日開! まし し 見 る比 るニ1:本主II 築を迫越して2. 9

イ... ｾＮの，包 明 を示し 、 段Ｚｊｩ￮ ｬ ｾ ｪ 消火 部 川中 の第 一 伎 を示め

てJ;r;- l.J ，此::OJut は松近の資料 lこ依ればより顕著な

ものがある Tごら うと忠はれる 、文化的のm究部門

の犠平1: においてヴL工業の躍進[ ま己に数年来行はれ

つ〉めつにのであって 、此i起にも版行的な後民が

比 られるのである。

然し つ ｊＧＵへて ｾＮＡＮ ればか〉る 侃 つに 現 象は近年に オ ｊ

りる ]11:界 (I"J 1  j: ftii r" Jであって、彼の持てる剛、Jii: 似|

においですら J U，I，l統的 1j: 1111:千刊文京、 & -Po:ぷ政策の

iJ i : 慢なえ十|ニと しての (1:: 七政策に ‘ 次官室11': {!' )) 11へて

Ｑｾｈ Ａｬ ｩｈ 川 Ｑ ｉ の白 ＺＧ ￙ ｦＺ ｚ ｊ ｾＱＱＱＧ りつ〉あり 、 ＮｪＡ日こゲる附々 は

鈍って !&]p}j資材ーの i.x] 内fit -イj政旋を保り 、f' fjIJ; (のtli ]

米作 ｦＱＱ｜ を間 ｩ Ｑｴ しつ〉あるのを ｾＮＡＮ ても 、 我 ｼ 或 ｼ のや う

な俄鋼生 ｾ Ｉ ｊ の込 山、 よ止を持って 、 非 常時 局 に Ｇ ｊｊＱ ・ ｬｵ ｩ



し＿ こ 同家が 、 強力な泊、費統Ｑｉ ￭ｬ｝ ｾ断行するのは 、 買に己むを得き Ｇ る措置なのであらうと考へ

られる。

只前述の我問の鍛ｊｦ 日 ｪ 生産の特徴的 ＱＧ［Ｇ 拐果 ｾ￮ は 、 何時までも我岡に附きまとつに宿命 的 なも

のと考へるのは中引・であって 、今により強健な l仰を興へ られ るのも必や近き』寄付4であら う

し、軍需工業の版行的な殻展も決して永続的なものではなく 、建設期に入ると共に 、近 年

異献に高められfこ餓鋼生産力が、文化的な消費部門に共行手をづくめる日も 、必すや期して

f午つべきであらうと ;考へられる口

5  

第二の珂 ＡＮｲ ｬｬ として権げられ七 、 平時に於ける建築への餓鋼使ｊｬｩ ｬ￯Ｈ は 、 ｾｪ［ 絶士 一 ｊ 景はとにか

〈として、和主J的に は相; : ;: ;な古; { ¥分を? 占めてゐるのは事1' 1: である。

第 Ｓ 悶昭 ｮｉＹｾ ｦＭ ｊ ｊ ｪＺ業Ｉｪ ｬ ｪＺ ｩＺ 作業ＷＮＺＱｊ消費 Ｑ 可 分比

総計 3048.  00 トン

50  

先年
守J/

卸 1 官数
? を

-v 

鮮1 生同 才及
間il

1 そ

J o. bicム |午870 2J;J 九 I5. BI11  Ibb 1/. 9  

、

， 

，' ' - . 1'， 

、

P。4L ， 

、ミ士ミ、トマープ

ヨユ ι ミ主
: も:

医憧

日

エ

左

手

¢

J

月

賞

サ

し

山

プ。

昭和 Ｙ 年の ｾ ｈ れこ依れば 、 Ｈお の Ｓ 同参 ｗｾＩ 二 ＱＺ木建築合して約公消費 ｩｦＨ の ＲＶＥ であり 、 機同

鍛工業の 32. %に次いで第三件ーを占めて同;.1) ，Ｚｕ ｾＴ 阿に見るやう ｬ こ枠鋼 、 ＷＱｾＤｱ のが ｊ ノ ｼ 三分は土

木建築事業に泊究せ られてゐるのである。 前症のみ ￭ｾ 1のJ IJl .111により鍛鋼消費の節約が 円科

に設され ｦ 二時 、 相 ｾｎ 的な ＺＡｉ 誕 ＧＡＩｽ￮ から先づ此部門に円をつりられ ｦ このはむしろ話然であらう。

然しー・方 !支術的な ':1提貼から :Mi3封 iFt を見る時、来して我々は建築に般を使ひ過ぎてゐる

と云へるであらう か。 建築文化設展の 111:界的水準より見れば我々は未1:: 未亡佼ひ足りない

のではなからうかc 昭和 11年 10月か ら12{同月 lこ至る最近一年I l '，j の商工学[ 統計による構造別

延岡杭は引 ｬ 表及第 Ｕ 同に示す通りで ， ｩ ｪＧｑ 背 ｾｊｑ 筋コンクリ ー ト ｪｪｦ ¥ ｾ ｬ ｜ｬＮｩ ｩｪ 有コンクリ ー ト誌 、 餓脅

迫合してやう やく全延Itl i.fJ'(の24%に; 過ぎ -.j'， yたり約76 %は本ili である、建築[師tUl こ就し、て見

れば共差は遥かに， ｉｌＺ しく 、 者 ｉｬ ￯ ｬｩ の建 ｦ ｩｩ Ｇ ｩ￯ 首 ｩ ＮｦＮｩ Ｇ ｴ のが Ｉ Ｙ Ｐ Ｅ 以 上 は本 ｩ［ Ａ ｩ 建築物で ［ｾｦｪｬ められつ〉ある

と見 ること力; /'I'，?j < i ゃう。延坪前り倣使川置を銭骨俄筋コンク リート 浩O. 7班 、餓!I1'j コンク リ

ート 造0，38班、鍛骨造0. 35躍として推計なすに 、東京市他22都市 に就いて 、最近1年間の建築

60 

40  

20  

。

o  20 40 oC' 80 

第 4 悶 鋼材品種事業> J 1 J i宵賢官分比

Ｈ昭 和 Ｙ ｾ Ｑ 二製餓参考 資料二ヨリ作表〉
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第 l表 商 工 省 統 計、昭 和 I I':pIO月ヨ リ12年9月

ニ至ノレ一年! 日1ノ構法}.;IJ 床 面 積 合 計

機 5宜 種 BIJ | 床卒面積ブI合米計 |百 分 率 %

俄骨餓筋コ ンクリート 巡 1. 496.252  8.64  

餓 筋 コ ン ク リ ー ト逃 1. J  96.352  6. 9J 

ｾｾ＠ '舟
ミMJi4三L  1.460. 352 8.44 

木 弘正 13. 1  J  6. 205 75.  78  

!9I i  て'f，C ｾ＠ 石 1ft 
31. 675  0. 18  

3毛 イ也
8. 307 

0.05 I  

合 17.309.445  100.00 

への鍛治、 Ｑ ＡＨ ｾ Ｚｐ ｾは 約 ＶＰ ｦ ｬＡ［ 踏を Ｑ ＯＱ Ｑ です ｜ 会開で 約 ＸＰ 高 第う悶 l昭和 11イ|三J0  ｉｊ ヨ リ 同 Ｑ Ｒ Ｑ， Ｑ ｾ Ｙ Ｉ｝ ユ

至ノレ一 年 IIl Iノ統計ーュヨノレ総i1L>J 11百分 比

描 とMせられてゐる。 同期 IiIlJj I における全泊15: iii

を内 わに児て 450 寓越と推定しでも 、建築への消却赴は約 18，%に過ぎ今、米 I"xl の40，%、(

Stahr Haus  ｂ ｡ ｵＮ に よるＩ に比 」、れば 、 ｾ ｮ 主 ｬ￭ ｬ ＧＮｊ 1J. '1;: IJ介に主主い ても まるでお' ，i百にな らな い貧弱

さで あ ることを知ること カ; 11
1
1米ゃう。れ閣の人口一人 '1:::; t : >鎖倒的tti ltは郊 2 去 の通りで 11

Ｚ＾￭ｾ＠ 2災 各 閣 ノ 人 口 一人常鍛i ' j lj

J . ' ( 公( 1936{1三銭鋼経理時消

本 = 依 ノレ〉

闘

俄 Ｑ 白ｾＧｻｊ￬ｬ Ｚ

米 園 380kg

m ご ノ¥.. ギ ー 280 <' 

;英 閣 220 <' 

d' iii i皇 300 多

7  フ ン λ 205 <' 

11 本 62 <' 

4  

本 l立米以|の 16JG、制逸の 274、? A仙の 3 Jo' に過ぎす、聞 か

にぷ万1¥が 円本の 10，%であるのをよLて安心するわけには行か

ないのである。 餓消費立、特 に 辿築への鍛治1!(::i;: の低さは

問l 亡の文化的な生前水市の低さを. tmJ fl こ物; 日{ るのであって

主〈いては都 ￯ ｬ ｩ ｾＩｪｦ［ｾｪ 資材の貧弱さをも技せられるのである。

Ｇｾ ｟ ＺＺ［＠ I白Iの己むをけ与さ' る事Niの釘めに、延びんカ; f . t の l 時的

1J . 節約は忍ぶとするも 、我 々 は 現 (1': の餓鋼泊] t : J t を以て一".

んするるわげには行かないのであって 、 まにまにもe . ひ) . Eりな

いの であると云ふ こと を; 引己して、今後の飛躍に備五、へき

であらう。

引 3 のJ:1ll 111として製げられてゐるのは、主主築会:琵/ 1; 平和fドj な文 化il "J1J. r; 長1じであって 、緊

ｩｬｬ し仁川勢下にあ っては イｾＮｾＺ なものである 、 とＺｌＺ ､ 、 のであるが 、 之 ｴ i  ｩ ，［［ｾＮ， ［ｩＺＦ ｲ ｬ り な 比見 として

は ーＡ 臨 ｬ ヒしいやうに ｪ 目 、 はれるが 、 我 ｩＢｫｬ の ｾＡｦＱｖ ｪＺ ｩｴｾｾ 文 化 の ｬｴ Ｇ ｨＡｩ より』 よ れば 、 ｩｌ憾ながら 、

LUちに承服し得な いのである。

我! 必! に於ては、|りJdi J . スボ之! : iili lこ、i近!i工代布剖柿1官川¥1川lバ山li ｾをナ ｦ琵支民せしめねばならなか つ Ｗ仁こ Ｔけ干 ｹ殊 Ｑ止 ､ 悦が引 ｪι炉川 ｌ止円 ＧＱ附 ｬ

に、lJ' i く1011民的な ;W礎の .1てに! 成法せしめらるべき挫築文化は、遺憾ながら 、水 L 、J 七足場

ヶ，ν -

すら ｷ へられるＱｉ Ｑｾ の Ｑｈｾ Ｑ，、有保で 、行
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単なる機械の掩ひ、工場と 、共周りを堕攻のやうに埋め蓋して 、只1': 1こJ'lfl: ¥擬カ刊行〈 、

前 時代共ま〉の木造大象住宅の Ｑ ＨＱ［引を見るのみで 、 戦時の都 ｩ ｬｩ �ｽｪ 主は ［ｗｊｾ 、にＦばす ｜ 平時

の通常起り得べき災待にまJ しですら 、"Yfi 備 へ る と こ ろ な し 徒 ら に 、見果てね上凶読書士同の

挺張再生産を続けてゐる有様で、一二の特殊建築物はとにかくとして 、建築集圏としての

都市 のか〉る姿を見る時、其営みの中に 、平和的な 、文化的なもの〉臭ひすら感せ' られな

いのである O 更に叉、共の中でどんな{-t 用紙態が続けられてゐるかを見る時、岡氏保健の

ｊ てから一刻も裕徐 ｾ ｉＧ ， ＿ｪＨない貸出にあることは 、 識ｻＧｻＭの均しく認めるところである。

ともすれば イ 三，ｾｾなる別注 、 主主裸なる泊先と見られ勝な Ｑ ＭＧ Ｑ 司 Ｑ と文 化 の象徴」 ー 建築は 、

不幸にして我岡においては Ｍ ［ ［ Ｍの ＳＵＵ に過ぎす 、 有るものは 、 只問 ｬ ｾｾｕ 月イ子績の誌に 、 Ｑ Ｑ｜ｾ 言

の帯闘を絞りつ〉ある 、必要最少限度の重水すら渦し件ない建築の委である。

か〉る丘ｉＧ ｲ ｩ ｦ のドに位築爪 ｩｊ｛ｽ｝Ｏｊ［ 停 ｉ ｉ Ｚｾ れるとすれば 、 剛氏 Ｑ U; r;'7J， rlt ，の一層の底 下をも? こら

し、同氏保健 1".111 々しき事態含現11¥するであ ら うことは、i J I : 界大戦後、同欧諸[&1のれ験し

?二 、深刻lなる { 1: 宅問題全想起すれば j巴ひノドに過ぎるものがあらう。更に想ひを都市防長の

ー 卜Ｎに走 せれば 、 建築 ｦ 丹Ａｬ￬ｽ｝は者 ｉ ｬ￮ ｬ￮ 防 ｴ￻ 資材 ＴＡ 日築の ｺｲｾ ‘純であり 、 Ｎｦ￭Ｇ ＱＱ di ィ、燃焼化 の1MJ J は腕時

も伴 j f するわけには行かないのである 。石、 .h?1J も午:って完成営 、2 ・がねばならないので

ある口

ＮＯｙ ｬｬ￮ ｬ￮ ｾｽｪ 本 ［ 及Ａ必 ＱＱ 己 保健の ＱＱ 立法本的 Ｑｾ 針策と巧へ ら れるｾ築日動力ヘともすれば イ ミ， ｚ ｉ Ｚ なるも

のとｾへられるのは 、 ＲＺ し、でも早，ＺＲＺ Ｈこ華々しい到 ｾｗＺｾ 見ることカ［ /I' ，? l 正す¥才;犬を 11: めても

ｮ に見えてＯＱ氏 前 にｾｊ［守が 見 えない 、 と云よ、 ｊｾ Ａ ｟ｲ ｬｬ にヂ ＱＢ るとすれば 、 ｬ［ｴ に近岡 ｲ ｬｊ ｾ的な収見 ｴ こ過

ぎないのであって 、 ｪ と放にこそ 、 ＺｬｉｸＺＩ，忘本的な工ｾＺ要な事項であって 、 ｊｆＭＲＺ に効果を得られな

いにげに治 ＱＱＱ 、 治水の事業と同じく 、 附家 ｉ ｃ ｉ 年のん ｾ Ｇ ｉ ーとして絶えきする努力が必要なのでは

なからうか。

我岡の建築が「司王手 Ｑ Ｑ と文化の象徴 」 と栴し件ない科 、 切 ｬｕｾ イＨＭ {I: であることはー師、我

々にとって悲しむべき事貨ではあるが 、 このＺｴｦ ｏｴ の故に 、 Ｇｩｩ 出時髄 Ｑ Ｑ ［ｉ ｊ 下に入ると ｾ ｉＮＺ ｉ こ一層 ｦ［ＧＨ

倒的 な建築爪動の必要こそ崎広すれ、i n J 等日引を停 止すべき .[11¥111 を>UI' ，せないのである。

5  

では 岡 ｾＴ Ｑ な事↑ ｬｬｩ の下に如何に爪動を続くべきであらうか ＿

然し現 ｬｴ には主として彩 ｾｾＱ 向上の盟 Ｑ ＱＱ から辿築 ｩ ＱＮ 勤はヲ ｬ ￪Ｇ ，ｩ 行 な困難に注 ｊｅ してゐる。只さへ

物伯尚腕の抗に減退しつつあつにのに 、戦時開ili lJ T に入ると j 七に，前述のや うなJJ I1山の下 に

陥 時資金制整法による資金統 ｩ ｬ ， ｉｊ 、 輸 出 入ＧＺ，Ｇ， Ｑ こ ＱＶｍ する ｉＺｾｉ｜ ft ＱＱ 寺 ｊｩｦｕ に ＱＶｍ するがｾ i  l'に) ，じく餓鋼工作

物 許可制 ｦＡｬ ｊ 、 ｴｬＧ ｾＱ 淀 川 Ｑ Ｑ ￬ｬ ｊ 限悦日 ｉ ｊ 等の強力なる統 ｩｬ￬ ｬｊ 下に世かれることとなっ Ｗ このである。巨大

建築ばかりでなく 、一般木造小建築( { 1 : 宅住築の大部分を合むが放に共立主は大きい〉も

木材轍 入統制の下に 殆ど禁. 11角的な悦怖の下にみえぎつつあり 、11:宅新築税さへ停へら れる

5 9  111 



折から 、一層共困難( 主主力11せられるものと考へられる。商工省の建築統計を見ても 、例 年

巾前及@IL¥指数の J t -H・1明にある ) L) J 、十月に入ると共に 、逆に，217角皮' i . 減退を示しつつあ

るのを視取することが出来ゃう。

か〉る困難に首商して建築家の rl.1からも己 に色々 な態度が表明せられつ〉ある。今更建

築のIlf I 介的立/ 11: ¥1駄の弱さに驚雲 、建築家の政治的な虫! りJ を嘆じ、受難に|際しIlill
l
に忠を乞 ふ

や うに 、fl)lj 限の寛平11 を歎l到するのも一つの態度であり 、高事巴むを得さ' るものと無定見に

興へられ? こ保1 ' 1二に 11即座して 、餓なさ家の探求に技術的な活路を見 出 さんとする 、 技術家的

な態度も ｊ ｊ［ーである。今児自分のｾＧｾｻｴ ＼ｦ るにめに 、 慌て騒ぐのは笑 Ｑ トーの王り 、 日頃の心 掛

が ＮＧＹＮ ｩ • い から にと 室 う そぶ 〈 のも一つの態 ｬｩｅ であ る 。

ところで我 々は どんな態度で臨むべきであら う力、我んは設を守る ことを恥すべきであ

らうか。どんな困難に? 片岡 しでも各自の持場をサす 、共持拐において紋与を設すのが同次

に報ひる道ではなか らうか。あらゆる囚期i に耐 へつ〉 、yi 引を Fに於ける| 必| 民u . s -J.KiWの*11

持増進と岡土防術の用Ｚ要方的立の一つである不燃焼 ｴｬ｜ｔｬ ｩ 松江 の ｮ に 不断 の日 動 を航け 、 Ｉ Ｑ 守ｾＨ

の飛躍に備へる ことが、本 l弘子? のもE命でもあり 、我ん令L1に県せられに !fi :大 1i.ごj主務ではな

から うか。

都 ｔ ｬｩ の 不 燃焼 化 のおには 、 江大ｾ築は問題ではなく 、 昨少述築 、 刊に ｘＱ｜￯ｬ ｩＱＱＺ七位築のィ、

燃焼化、少なくとも経燃焼化を可及的辿かにJ ' f 現する こ とカq"J よりな務であるロメとには従

米の木辿tこ代る iMJ 火材料、 ィ、燃又 lま経l然材 料によるま似な 、大来的工業生産司能な新J拡ili

の改見が緊，E 解 決 を要する技術的 な糾題としてあt剖1'，されつ〉あるのである。

ほんの ｦｾｊｈ 主的な現れではあるが 、 以近に おりるＺＡＺａｾ瓦 ｩＱｩ ￭ｕ 市 の Ａ 仰 向、 コンク リー ト ブ ロッ

ク 、 Ｑ Ａｬｾ 紡 コンクリ ー ト建 築に到するＢえみ勾Ｚの餓なさ燃えない家の撚 ぷ ｬ 立餓鋼使 川［ｪ ［ ｬ ｪ 叫し

木村腕立に扶繋せられ＿こ 、 ｬｯｈ 火付 ｬ 込，ｾ築への要虫の一つの 円 然強生 Ｈ Ｑ Ｇ ， Ｉ な 、 近脱 ｲｬｬｾ 的な ＱｯＯ ｕ λ

方向を示指するに過ぎないものではあるが 、 ｊｾ 内に ｬ ｯｈ 火桃山の 一 大衆化 ｬ こま・， ｪ する胤 ｊＱｾ が 、 ｊｩｊ

万; せられつ〉あり 、新抽出法設比への前非的なラt :J J {f !!s-t，る1! :1床において 、住 1I すべき現

象であると云ふこ主が11'，米ゃう。

想、 ｴ ， 氾すれば 、 ちゃうど附掛 Ｑ ＩＨＧ ， 山 ＧＱ Ｑ 、 ｉ ｊｙｉＡ ，放の交戦訪問においては 、 ｾ幸先日 ｩｬｩｽｊ はタ ｦｦ どにｾ 11: し

ｾｊｌ 工場は閉ジ ［ ｩ ｴ し 、 ＺＡＺａ ｈｌｔＮ は ＪｾＨ ｪｦ ，哉 、 ス ｴｈ じ似の切に対ど ｊｊ［ な〈なり 、 ＢＧｩｩｾ￭ＭＦＮＲＺｩ Ｙ， ｫＱ ｓＮ る Ｑ Ｑ Ｚｾ ＭＨ［ コ，［

要に吋而 し て 、 従米の千 ご ｃｾＧｾＨ ｉ Ｂ Ｉ なげ ｪｩｩ Ａｪ 叫、 ではとうてい ｩｬｩ っけな｜ 1ょっ 1: 0 J  l.n!i ¥ 戦 時中、

すばらしく生産能力を ｉＺＧ［ｪ め られ 、 ｻ小粒 とＺｊ ｉ｟Ｚ にお初 ｉｾ ひ ｾ［￭Ｇｩ を食つ ｦ こ製 ｾｬｾｾｾ 、 ｽ［ｖ ｊｉｬ ｔＭ［Ｎ｜ Ｇ ｙＧ ｩ［［ のＧ， ｰＺ 司 ｪ

工業 ｬ 主新な販路を ｪｊ ＧＨ｡ 屯な ＱＱＮ Ｚ宅住築に 比川 すベ〈 、 従ＧＩｪｺＺ のＮｲ ｩｬｬｾＺ ｊＱ訟に代る 色ん な 、 ｾＺｈ Ｇｦ￬＿ ｩｪ 米 ｨｾ の

) 5 来を以てよlli ll' ，し? このでゐつ? こo j k. ・問の金Jる)JIl T. 工場 Weir の Wei r ｈ ｡ｵｳＮ 明迭の Ｄｬｈ Ｑ￮ ｾｪ 肺イ＿

併の鋭鋼キ1]，:，'，:家尽[ Ｈ餓 Ｇ丹 の骨浮 ＱＱ に 、 鋼 ＱＱｩ 及れ ｉ 需 の悩縁Ｉｾ反の町、ｴＺｷＺＧ Ｑ を＿ 以 て車 ＱＱ Ｎ ＢＧＺ て Ｗ こ ー Ｍ ｦ 市 トロ ツ

ケン ・モン タージユパウ) ｾ ｾＧ・ は ｊ 心 代ぷＨＱＧ， Ｉ なものであるが 、 ＮＺｊ ｕｴ 質 的な Ｑｾｈ ｉｉ Ｇ｛ はと に か くとし

て 、 ｬｬ ＾ｴｦ Ａｊ 、 現 ｬｴｾ ｉＢ ｊ な必 要から ＱＱＧ ， 殻しに 間 に合せのものに Ｚ 過ぎな かっ ＿こものが 、 キ ， Ｇ ｩｾ ｾ として

1 1 1 6 0  



住宅l . l i 築の、工業的太量生産を可能にする波術的な J左磁をEiJ へ? こと云ょ、立l米において、注

nすべき事象であっ fこので ある。

行みれば、今 jfj lはちゃうど" f . ii j述の場イ? と正反引の J 工場におかれてゐるのは興味深いこと

である。我々の岱i白[ して現l ' t (I'- j な僚 ['1 はlt にHM' Hを? きはめてゐる夕、必曹は必や鼓 lりj のほ

であらう。 織ｾＺｈＺ ｉＺ ｊＧｾ ， こおいて 、 ｊｎＺ￭ ｬ ｊＮえ下色の愉人 ＺＡｩＱ ｪ 叫がステープルファ イ パーの護法をう

ながし 、 ｼ 北 ｉｬＨ 服飾が近代的な工業生 産の Ｉ， ｾｩ 従の 卜 ‘に 、 ー ん従 ｊ ドを 米 すであらうと Ｗ 象泡 ｬ せら

れる折カ' ら 、|或|此 fl:}，r;のと|三1主 ) j 法も 、UIJ ¥¥Iりな|よifi fHこ注治して、 9f iめで、i ' } ?j 七の封えJl(I '-j な

千 ｟ ｣Ｍ ｾｲｪ ｬＧ Ｍ ｪ な生産 Ｉｪ￬ ｬＮ 、から ｉｈｴｩＺ ｛ｊ する ｦｊ 併を･Ｇ Ｙ ｩｊへられるとすれば 、 出タトの さ ｹＺ であり 、 ｾｦ￬ｬ￶ ｬ ＺＧ､ ｬ こ

令せの尚治法であってい えを近代的な ｟ ＱＢ Ｎ業生 産の ｪ 心慌の Ｑ ＭＱ こ ｴｾｊ ・ ｾ ＼ｩし 、 民民の ｗ Ｈ ，ｾ へと推

し進めるのも 、l . l i 築米の技術的な i主制とう' } ) ) 一つであら うと巧へられる。

ここに注立しなければならないことは 、 技術家の:;; yに陥り幼い ftfj [司として現災の ill. l称 (I"j

な延g / iJ 僚! 午lこ)1削除するの j訣り 、J とを I汗命的な 、イ4娃なものと訓じて技術的な JJ 参JE を米すこ

とであって 、 ＿ｉ ｊ 市｛の ｩ よ ｈ Ｅ な事 Ｍ ｨｩ ｪＧ は ＳＴ ・ ｪＭｬｩ ｪＧとして 、 ｾｾ Ｎｦ ｉｌ｜ｲ ｬｬ を ｚ はめて終公に備へ 、 あ く までも

正しい ｦＨ�Ｈｪ 此の方 向 に ｛ ￭ Ｇｊ つて労 Ｉ ｊ すべきであ ら う。餓なき燃えない家の探求は 、 夫が ｊｔｉｈ 火ｦｲＧ ｾ

ＺｩＱｴのｫＮＱＨＮと 化 の ｾｊ ｾ ｬ こ泊ふｊｬ ｬ ｾ 1) ， _ .tJ;- 前 ) i 与を; むl!otとするが、，一度前命的 な餓の忌i ! l i に足踏みす る

とすれば技術 的 な Ｑ Ｑ Ａ ｾ ￆ 見 のそし り をまぬかれないであら う 。

iMJ 火付j 迭の ん衆化のf.t には ("J よりも工業(I'- j ＩＨ Ｍ Ｚ ｉ ｾ 生産 ｮｊ 能な 材料 が選ばれねばならな い 。

色々 なJ j 法と材料ヵ: 二J5へられるであらうが、 ("j れにしても 、軽量に して、!位; /臣、I. fll {' JI Uたに

強度人二き し 機械的な}JJl こじ正確にして、近代工業によ主舵を世き 、大量生産可能な餓銅製Il h

は現在のところ 、依然と して、i試合理的な州 ii S材であると考へられる。

こ こしばらくは 、 防ｼ次の舟 ｴｊ Ｇ， Ｊる＿ごりの節約を ｾ ｉ らねばならな い が 、 今に 、 前述 のや う

ｬ 二 、 ｩ 臨時措［ ＱｩＱｊ 下に立激に ｉ 毛 Ｚｪ められるであらう鍛鋼生 産 力と 、 ｾ ｬｈ ｪ 的な鍛銅泊 先 が 、 一度建

設 i切に入るとたに 、建築生産に共反動的なはけ 口をづくめ 、主主築生産力 ;¥I J. び、 より起しい餓

釧生産のよ止を興へられて締歩ーを kf iめる 日も、期して{与つべきであら うと後忽 せられる 折 か

ら、我 々の技術的 な探求 も、餓倒的約 に萎縮 す る必要は見 にないので あっ て、今こ そ将 来

の飛躍的 な設展に 備 ふべき時ではなから うか。よき代)JJ建築を考楽 して活 断の必要に答へ

るの も我々 の務めであら うが、夫 ?ごけに 1[: まら今、一時 的 1;' 事'l' lif の話に正しい解決の方 向

を誤る ことな し 将 米の護民に備へるのも技術家と して よ き態度であら うと考へ る次第で

ある。 ( 1939年 l 月10 日〉
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鋸 歯 伏 屋 根 か 有 す る 工 場 建 築 物 の 屋

根 の 傾 き 三 風 底 分 布 の 関 係 に 就 て

大 | 伽 園 大 剃 教 授 小 谷 寛 之 亮

1 . 緒 日

鋸幽航雇tRを有する工場建築物に| 刻する風! 区分布j の研究 に闘しでは第一報として水千j武

に到する場 合を ｪｪ￭ ｪ 蹴ＧｩＺ ｮｚ ｬ Ａ 同筋 Ｒ 批に護衣し＿こが 屋 根のＡば ｩ きと風 自宅分 布 の ｉｾｍ 係も興味ある ｐｕ

凶であり 、此1ばi角が縫って外えれば白から屋根 lこ到する風酪分布の布様も幾分の鋭化は免れ

ない。 ｵ リ 、限に於ける ＩＹｩ｜Ｉ￬ ｐ ｾ 分不 ｪｩ rll の屋根にITMする分不/i は何れも 傾向 30

0

に拘するものにし

て;{E.;{OI ' x . 扱はれて照る此f " }f鋸幽欣の ft( ifLJ は保光、通風勾rの見地より此! 凶き 30

0

と見倣しに

ものと巧へられるが風Ａ取分布の見地から之を取倣つでも 、 大睦に於て傾向車 ｾｊ 30
0

はが最も

全 ｪ 武田 ｅ 力の ノ ｪ 、さい 場合にして者有は第 一 械の ｲｩｬｪｪ 立として風 ｬ 車分布と ｾｕｴｦｩｦＨ｝ の ｾｍ 係をノ ｪ 、 論に

於て貨L岐に! 切にし? こ。

2. 賓験の方法

建築物屋根が負ｾになる虫 ｉｊ ｾ＠ 風向に刻しては共ftf j ｾ は んし＿ こ ｉｩ ｜ｪ 也ではない 、従 って何Ａに

直 接 闘係を持つ場合は 屋根が ｩ ビ 墜を持つ如き方 向則 ｪ ち郊 ー ｬ ｩｩｾ Ｑ に 示す如 ｬ ｾ風向の場合にして

著者の風洞賀験の方法としては次の如き方法 lこ依つTこ。

使用模型は第一報の桟型を使J'l J すること〉し. 風を後方より受 lf} 1こ時の屋根の分ギ/i の有

様は第一報より見て略相似の縫化 を示 して居る から材確を期する舟には数個の連接家屋 に

到し何れも何角を同一に健へ測定 して全髄を通じて分ギ/i とNi 角の捌係を論す・べきであるが

上速の如〈数多連接の場合の介イri 鑓化が相似であること及二番目以後の屋根の i頃角の鋭化

は最前方の屋根にますして左程大な る影響を輿へるも のと' は考へられない から 、第一l舗に不

す如〈三個連接の場合に闘し、後方のt条件を満足する 1誌に 21聞を) I J ひ、最前部の屋根のみ

第一闘 風洞吹出口と模型位置

レ
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の ｉ 頃 ｦｲｊ α 佐佐へ 、 ＱＵＭの α に到するｊＺ， ｈｬｾ の風陀分布佐 ｩｊ Ａｬ ｊ ＾ とし ｔ 二 、 脱 ｪｊ ｪｬ ｊ の最前柿Ｈ立風 Ｇｩ ｛￯ ｩ Ｉ ｾ 欠 ＯＱＧ ， 口 隣

市J よ‘ り 300m.m の fv: 位に位い Tこ.f11¥山は 第一11 * と同一でめる o Ｓ ｃｩ ｊｬ ｉｊｫ に川ひ＿こ ｛ｉ ｾｪ J  t' i・も内問

O.  Ｓｾ ＰＮ＠ 4m. mのものにして此仕の以料は /1
1
，> 1 . : : るにげ少なくする拐に哲: の一 端 は 屋根友商と

Ｒ ｴ 廿しめ、ゴム竹 Ｚｾ ｇｏＮ 式名 Ａｪ 杭Ｚ風畦， ＱＱ に迎接して ｩ ＩＡｬ ｊ ｊｾ しに。家内のｾ力は Ｗ ｩ ＿ に 一定 ｐｏ

Ｈ夕刊ｾＩならしめるＱＮＺｴに家 ｨｾ の後介部分は紙で糊 Ｇ［ｫ りし仁川勾ｾｾ ト ーに Ｑ 必要にＡ忠じポテを充

li J 1 して定以の流11'，人を防いに。 α の I1立はOつから 5"川隔に 45。迄 :i j  V- fi ，Jj全 rJ 1の刊にもき化の機

微なる α の Ｑ［ ｦＮｊｩＡ￮Ｚ Ｑ ごけは Ｒ Ｂ Ｉ 主［Ｚ｜ｊ隔にし て ｩｊｬｉ ｊ Ｉｾ を 付ひ ｊｾ Ａ Ａｬｬｩ 11
1の風速は各場合を 泊じ iJ l少30米

に於て付つ f二円

3，測 定 結 果

以上の ｫ如「日 ｬ き方法をぞ＿以て以別測 ｉ ｊ ＾定 ｩ江Ｚし各型紛恥 ｙｩ 礼 ｬにこ於ける Ｑ雌 ｬ巨ｾＩ刈 ｊ ムぷ己示Ｈは立丸

p 一一-ロー

一一一.: .0 = cf (zy) = y  ろを ｰ ｹ ｾ

P  Ｍ ｐ ｏ ］ ｙￅｐｖｾ＠

としTこT の fll' Iを以てぷ示しに。

只鋸 ｬ 逝猷 屋 根の ｾｖｲ る場合に柁 Ｑ Ｑ す べきことは 、 普通の千」伐をづｩｊひ α と ｔ の ｾｍ 係をリミむれ

Ｚ工 、 ｬＡ ｘ る α の ｦ ｊｬ Ｇｪ に釘してぷ ｬ 白｛企郡カ ［￼ Ｏｬ ｲｾ から ｪ ｃ ｾ に診るべき抗 Ｂ の α がイｻど ＱＺ する筈である

が今の場介は I- r . ' . 似に‘ 部分而も Til j i;l¥に7K '1;' 部分がある防l係 _I -- 、普 通 の 干 減の 時 と 異 な り 賀

川 ＨｉＯｊ に 川 ひゲる ￝ ｦｉきんきな α に主 ｊ してにあらざれば何 ｉｉ｣ ｊＮ迄も ｦｬｒｉｾ の取れない現象がある。

一般 に 水 '1;' 風を交付? こ場介に風! 日j に平行なる YI けs[ i J を千f する場介、共Ir 商はftJ の也 後商に

於 て は r = - Q.  ＶＰ 、 ＰＮＸ 程度のＮｦｾｾ症を示し此負｛ｬｉｬは商と風 向 との何Ａｾに依り鑓り 、 一般に

Ａ氏 Ｑ ｲＢ ｊ と断が Ｔ Ｕ 。 以 ー ト ーの場介に於て始 めて ｊ｛Ａｩｬｬｾとなる。今の場合は屋根の可動部分 ｬ ま α を＿色

々にもきへ1' J るも frJ じ於ては Ｇｪｩ＿ に出 ｦｻ ｊ にいはし＿こ接介であるから 、 此部分の風ｾが α の哨 加ｼ

に成限度迄従はぎるは 'JL- 然の現象である 。1笠主験の車引，'，51

に示す虫如如J l巾z三 正ui 紘 1--の分不布li をを? 示し、向参考に附幻、として- * 思lの 前 他 を 明 示 す る こ と 〉 しfこ

第三ｼ凶 ｬ は α ］ Ｐ 及 ＵＰ の ｩ 時の風｛ｉｾ分不 ｬｩ にして全部負監を示し 、 α の士 ｴ ＴＧ力 ｉｉ ｉ こｻＧｉ￲ひ次第に正自宅

に向 はんとする作J!を 表 は し て 照 る 。 第三 聞 は α = 10
0

、 15
0

の 場 合にして未七全髄的に j j_

li ｉ ｬｾ である。 飢四! 日lは α = ＱＷ Ｐ 、 Ｑ Ｙ Ｐ の場合を示 し α ］ Ｑ Ｙ 。の時の ｩｬ ，Ｈ ｊ て許 Ｑ ｜ は既 ｬ こ負Ａ監の城をｾｬｊｪ ｴ

せんとする境 円 である。第五回 ｬα ］ Ｒ Ｐ Ｐ に於ては ｟ＢＱｾ Ｇ ｉｓ 分」て Ｑｈ｜ は正墜に色ぎり以 下 α の哨 Ｉ ｊｉｉ と

共に此部分が次第に増んする 。第 六l:i ，11a = 24
0

lこ於ては P- Po= Oなる賂ll は屋根幅の 111告%の

所 に め る が、此担/i はtどが35" lif'f 近 i主は徐り診到しない。 即 出七| 副 a ］ ＲＵ Ｐ の場合 、 第八 ｬｩｩｾ Ｑ

α ］ ＳＰ Ｐ •＠ ＳＵ Ｐ の場イ＿を は て ｬ 百 ｮ し、現象 である。 α ］ ＳＰ Ｐ Ｑ［ 付近に於て ｨｾ Ｑ Ｑｾ に到する ｉ 七 ｌ ｌＡＧｾ と負担 ｅ

が，11骨'1とばする*/i J長を示し、此 F付近からは α の増加に従ひ次第に正目玉の地)JII となる o Df' し前

部に於ける 一世 Ｑ ｜Ｗ ｋ 千百 ｩ｜ 分のイ ｻｻｉＺ の＿こめ ｬ こ α ］ Ｔ Ｕ Ｐ に於ても向 Ｍ Ｇｍｪｾｬ 邸主 ＿践 す 。 従って全部

正I ! s なる抗の α の ffuは約 50
0

Tiij後であることが推定される c

6 3  111 
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4. 結 一=  

広司

鋸l逝;U)五似の Id的 か ら 考 へj@(i'{l iなる αのI1立に到する断定l立川々なる 11的保1 ' 1ーを綜合すべ

きであるが、 只 風J出 分イli の見 地から 5 } j 服するとき厄制全謹のイII :j Ｉ ｔｩｾから ｊＵ ふれば 、 恒 松 ＧＱ Ｎ Ｇ 火

断的 ｉ に於て ｩ ビ負 ｬ 藍ブ ｊ の相 乙 ｼ 三ばする如き場合の α が ＺＡｴＱＺノ ｪ 、 の外ブ ｊ を拠へ 、 Ｚｴ ｴｕ 致事 ＮＧ，ＮＡｪ ｾ Ｑ こ ｊＡ ｾ ｴ して脱

似点川の α = 30
0

P付近がよに II .京市する。 fJf: し此場介はM ，:;: ，- )-J..: る必隠j } J を列へるものに し

て［会 ［ の 州ｊＱＡＭｊｾ他に Ｑｍ［｝ し 一得 一 失であ り、 ｈｬｴＡ ｾｾＡＪ ，ｾ県 のノ ｊ と すＧ� Ｑ Ｑ き ＱｍＳ 係全イ ｪ する力、ら α の ｴＡＮＦ

J公官長に IhMしてはノj 、論の結よ具合参JSにill 築家諸彦の f同断 に{丈つべきであると巧へらる。

小 論の結 巣 は 叉 直 ちlこ錦ー幽i伏l副 長が後方 より l火 下し ( Down- wash) を'X: 1r} 1こ1話合の j乱世

分イ ｬｩ を 知ることが， ｙ｜ 米る 。例へば α ］ ＴＵ Ｐ に封する風出分 イ ｬｩ のキ ｬｩｊ ↓ れま ￟ ］ ＳＰ
Ｐ の場合の民 ｾ Ｚｌｾ

が吹下し角 ＱＵ Ｐ なる場介の ｪ 乱 ｊ Ｇｉ ｾ分イ ｦｩ と ＱＱＱ 告 は 倣すことが ｈ Ｇ ，ｾ ＼Ｚる。勿諭 前ｼ白 ｉ の盈 直 壁は ｊ ｾｦ ， ｾｴ 凶

みとの Ｉｉｫ 態であるから幾分の羽 ｬ ｩ 主はあるとＮＮｲｳへられるが 、 ｊ［ｾ ｾ 長丈 りなれば人 ［ し＿こ述いはない

ものと xへらる口

終りに附 Ｚ［ ＱＷ ノ ｪ 、 ｬ 治のイ ｾｦ ヲピ Ｈ Ｑ 日本土 ｉｉ 築 Ｑ Ｔ Ｔ 千Ｇｲ Ｍ ￬￉ｉ こ Ｑ ，， Ｚ｝ Ｑ あ令災特Ｚ強度委 ＱＱ ＱＺＺ波溢 ｩｩ 什氏 ｾｦ￬ め各炎 ｌ 1  

の御後援の 本 に1i つにものにして 、ー1・'-d己千十位にf. j し)，ι 〈御 'ji 盟を Ij l . 卜ーげると 1，，:] 時 l こ、本 hij を

なすに Ｇｉｾ り援 ｕＩ ｊ を輿へられにＩＨ版帝人 ｾ ｟ｪＺ 撃 Ｉｾ￯｜ 泣 ｊ 紘琢離れ 、 災 Ｎ ，引 ＺＱ 皐研究所 、 ぶＺ林 ｯ 、 誠 口

手十夫 、 ｾＩｊ Ｏ 操各 ｩｦ に ｬ ｊ し ｪ 栄謝の立をぶして杭ｻｦ ｊｉ 泊〈。

ーー ー( 11[1 .(:11-1.  __:  "1-'- 三川 卜 ・) J  ) 一 一

5. 附 録

出 l ぷ α = 0コ ノ11キノ T ノ fll'j

八州0' 1り /q

B.. NO  '( p/q ｃ ｾ ｎｏ＠ y  p/q 

1  '- 0. 425  - 0. 538  - 0. 599 

2  - 0. 451 2  - 0. 541 2  - 0. 5S6 

3  O. ｾ ＮＶ Ｙ＠ 3  0. 551 
3  、

- 0. 594 

4  - 0. 471 4  - 0. 519 4  - 0. 562 

う - 0. 476 う - 0. 519 5  - 0.  Ｕ ｾＮ Ｙ＠

D.NO.  '( = p/q ｅｾ ｎｏ＠ '( = p/q 

一
- 0. 614  - 0. 617  

2  - 0. 594 2  - 0. 589 

3  - 0. 59う 3  - 0. 57 1  

4  - 0. 556 4  - 0. 546 

う O. 548 う - 0. 549 

111 6 6  



第 2 表 α = 5
0

ノ時ノ T ノ値

A.NO.  y = pJ q B.N O  y= pJ q y = pJ q 

一
- 0. 327 - 0.448 - 0. 608 

2  - 0. 361 2  - 0. 496 2  - 0. 632 

3  - 0. 367 3  - 0. 523 3  - 0.633 

4  - 0. 386 4  - 0. 521 4  -. 0. 639 

5  - 0. 378 う - 0. 537 う - 0. 633  

D
2
NO.  y = pJ q  E.NO.  y = pJ q 

一
- 0. 671 - 0. 666 

2  - 0. 659 2  - 0. 671 

3  - 0. 686 3  - 0. 679 

4  - 0. 666 4  - 0. 663 

5  - 0.664 5  - 0. 667 

ｕｾＳ 長 α ｾ＠ 10
0

ノI1年ノ T ノ他

A. NO y = pJ q B.NO.  y = pJ q y = pJ q 

- 0. 218 - 0.369 - 0. 611 

2  - 0. 223 2  Ｍ ＰＮｾＮＲＱ＠ 2  - 0. 629 

3  - 0. 232 3  - 0.443 3  - 0. 643 

4  - 0. 247 4  - 0. 451 4  - 0. 631 

5  - 0. 254 5  - 0. 406 5  - 0. 629  

ｄｾｎｏＮ＠ ｹ ｾ ｰｊｱ＠ E.NO.  y = pJ q 

- 0. 682 - 0. 741 

2  - 0. 724 2  - 0. 753 

3  - 0. 736 3  - 0. 761 

4  - 0. 680 4  - 0. 749 

う - 0. 705 う - 0. 756 

み ￭ｾ 4  j，乙 α =  15
0  

/11年ノ T ノ他

DzNO. I  y = pJ q I  EzNO.  I  y = pJ q  

- 0. 734 - 0. 745 

2  - 0. 781 2  - 0. 784 

3  - 0.764 3  

4  - 0. 736 4  - 0. 792 

う - 0.731 う

1-
0

.
812

1  
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ｕ ｾ Ｕ 長 α =  17
0

ノ 時 ノ T ノ 値

ａｾｎｏＮ＠ y = p/ q  ｂｾｎｏＮ＠ y - p/ q  ｃ ｾ ｎｏＮ＠ y = p/ q 

- 0. 039 - 0. 135 - 0. 443 

2  - 0. 055 2  - 0. 204 2  0. 536 

3  - 0. 051 3  - 0. 233 3  - 0. 544 

4  - 0. 074 4  - 0. 261 4  - 0. う12

¥5  
- 0. 069 5  - 0. 296 5  - 0. 536 

ｄｾｎｏ Ｎ＠ y = p/ q ｅｾｎｏＮ＠ y = p/ q 

一十
- 0.740 - 0.775  

2  - 0. 772 2  - 0. 792 

3  - 0. 747 3  - 0. 796 

4  - 0. 727 4  0. 814 

う - 0.716 う - 0. 783 

i:i¥ 6 ぷ α = 19

0

ノ|ド
f

ノ
T ノ fll'(

ａ ｾ ｎｏＮ＠ y = p/ q ｂ ｾ ｎｏＮ＠ y  p/ q C .N O  y "ニ p/ q

- 0. 004 - 0. 031  - 0. 321  

2  + 0. 001 2  - 0.065 2  - 0. 393 

3  + 0. 011 3  - 0. 079 3  - 0. 406 

4  1. 0. 001 
ｾＮ＠ - 0. 129  4  - 0. 437 

う - 0. 009 う - 0. ゅう う - 0. 457 

D内NO y = p/ q E. NO.  y  " p/ q 

- 0. 77.. 2  - 0. 739 

2  - 0. 763 2  - 0. 749 

3  - 0. 720 3  - 0. 745 

4  - 0. 682 4  - 0. 779 

5  - 0. 676 - 0. 763 

ｾｪ ｐ ぷ α = 20

0

ノ時ノ T ノfll'(

ｂ ｾｎ ｏＮ＠ y = p/ q  ｹ ｾ ｰＯｱ＠

1  1+0. 193 - 0. 221  - 0.292 

2  +0. 464  
2  十0. 078 2  - 0. 410  

3  + 0.386 3  +0. 000 3  - 0. 381  

4  + 0. 500 
4  4  - 0. 368 

5  + 0. 350 
う - 0. 536 う - 0. 407 

ｄ ｾ ｎｏＮ＠ Y 山 p/ q

-C. 684 1  ｩｾ ｏＮ＠ 749 

1  - 0. 730 2  1  - 0. 729 

3  - 0.681  3  1- 0
.
719 1  i  

4  - 0. 636 4  1- 0.7 15  

う - 0. 616  
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第 8 表 α = 22
0

ノ時ノ T ノ11府

A:NO.  y= p/q  B: NO y =p/q  ｹ ｾ ｰＯｱ＠

+ 0.001 +0. 057  - 0. 2うl

?  
十 0. 030 2  + 0. 032 2  - 0. 354 

3  +0. 033 3  + 0. 000 3  - 0.3うl

4  + 0. 045 4  - 0. 022 4  - 0.347 

う +0. 038 5  - 0. 026 5  - 0. 338 

D:NO.  y= p/q E: NO.  y= pJ q 

- 0. 689 - 0. 695 

2  - 0. 736 2  - 0. 704 

3  - 0. 676  3  0. 716 

4  - 0. 620 4  - 0. 729 

う - 0. 611 う - 0. 704 

ｾＢ［Ｙ 表 α ］ ＲＴ Ｐ ノ ｈＮ Ｇｦノ ｲ / 1n:[  

A，NO.  y= pJ q B: NO.  y= p/q C:NO.  ｹ ｾ ｰＯｱ＠

0.001 0. 112 - 0. 119 

2  0. 034 2  0. 122 2  - 0.190  

3  0.050 3  0. 100 3  - 0. 208 

4  0. 077 4  0. 086 4  - 0. 200 

う 0. 082 5  0. 076 5  - 0. 212 

D: NO.  y= p/q E:NO.  y= p/q  

- 0.640 - 0. 704 

2  - 0. 684 2  - 0.677 

3  - 0. 593 3  - 0. 658 

4  - 0. 539 4  - 0. M8  

5  - 0. 544 う - 0. 636 

引 10ぷ α = 25

0

ノ時 ノ r J  11i' i  

A:NO ｹ ｾ ｰｊｱ＠ B:NO.  C:NO.  F - P/q 

- 0目 017 0. 122 +0. 093 

2  2  O.  166 2  ' 1- 0. 019 

3  0. 056 3  0. 159 3  - 0. 034 

4  0. 089 4  0. 156 4  - 0. 051  

う 0. 118 う 0. 136 う - 0. 107 

D.NO.  y= p/q  E: NO.  Yア で p/q

- 0. 521 - 0. 684 

2  0. 549 2  - 0. 694 

3  - 0. 486 3  - 0. 580 

4  - 0. 422 4  - 0. 532 

う - 0. 400 う - 0 う34
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o
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一

一

y

一

一

一

一

一

一

附

l

J

J

d

・

5

m

M

H

H

E

」

E

l

q

L

1

J

A

，

ぇ

ノ

ｊＩ ｾ ｎｏ Ｎ＠ I  y  ｾ ｰ Ｏ ｱ＠

- 0.394  

- 0. 427  

- 0.327  

- 0. 2う3

- 0.225 

部 11 ) {

ａ ｾ ｎ ｏ＠

1  

3  

4  

5  

α = 35

0

ノ時ノ T
ノ11直

A.N O  y= p/q ｂ ｾ ｎｏ＠ y= p/q  ｃ ｾ ｎｏＮ＠ y= "(J /q  

0. 000  o.  181  0. 249  

2  0.079  2  0. 229  2  0.384 

3  0. 100 3  0. 310 3  0.372 

4  o. 153  4  4  0. 309 

う 0. 177 5  0. 327  5  0.279 

ｄ ｾ ｎ ｏ＠ y= p/q  ｅ ｾｎ ｏ Ｎ＠ I内 /q

- 0.087  - 0.591 

2  - 0. 267  2  - 0. 418 

3  - 0. 194 3  - 0. 315 

4  0. 129  4  - 0. 246 

5  - 0. 092 
う - 0. 243  

第 12表

α = 40

0

ノH寺 ノ T ノ1i (i :

A.NO.  y= p/q ｂ ｾ ｎ ｏＮ＠
内0_1 ω y= p/q  

0. 332  0. 272 I  I  1  0. 312 

2  0.161  
2  0.337 2  0. 505  

3  0. 174  3  0. 386 
3、

0. 543  

4  0.243 4  0. 424 4  0.435  

う 0.249 
う 0.422  う 0.526  

D.，NO.  y= p/q ｅ ｾ ｎｏ Ｎ＠ y= p/q  

0. 189  - 0. 416  

2  0. 000 
2  - 0. 202 

3  0. 091  
3  - 0. 371 

4  0. 136  
4  - 0.457  

5  0. 112 
う - 0. 221  

111 7 0  
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引 14火 α = 45

0

ノ 時 ノ 了 ノ 111'(

八 ｾ ｎｏＮ y  p/q B勾NO y= p/q I  y= p/q 

0. 0 )) U. 31L 0. 374 

I  0. 206 1. 0. 382  J  0. ) 44 

}  0. 219  J  0. 436  J  0. 5 % 

4  0. 286 4  0. 464 4  0. 633 

5  0. 292 5  0. 464 5  0. 634  

D勾NO y= p/q ｅ ｾ ｎｏ＠ y= p/q 

一
0. 472 - 0. 161 

2  0. 291 2  - 0. 033 

3  0. 274 3  0. 066 

4  0. 354 4  0. 123  

5  0. 272 5  O. 117 

l本 務 執 筆 者 紹 介r
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都 市 の 型 (Civic Patterns) 

，;.! :  1)  

ト ー マ ス ア タザ ム ス

イ出 井 ?' ( 次 品IS

本編滞 Ｚ ｐ Ｎ に際し Ｎ 工豊島士吉同信武氏の好意による原 ｾｴ 干の ｉ ｊｍ 共がめつ ＱＺ こ とをＧ 此底に附

言し 同氏の親切を深〈謝す次第でめる。

1戸i.104• 

者 ｾ ， ｢ 言 十 夜に就て最 初 に扱ふべき ｨ 要問題 ｬ ム Ｇ ＱＺ都市 Ｈ ｍ｡ ｳ ｴ ･ ｲ ｃｩｴ ｹＩ の計点に附する交通科 ｬ 燃の暗ＧＮｴＡｾ

とf<<f 義のな携に於げる土地利用に就てその骨組 合創造することでめる。でめるから吾々は比のfil J泌さ

れ ｔ ン骨 組 の純閣内で新設され 、 ｽｬｊＨ［ ｃ￬ 鑓￦Ｚされ ＱＺ 近 隣地 に附する緊要 ｊ ｪ ｾ や各機 差泉のめ る 十 ｬＺｴｴＰ 徐 ｪ 恨ん

現停の近隣 地 とその細』宿舎n惚的 な L のにせねばならぬので 、1l:U1=父11将来の補助 rl' 心地( Sub- C，nt er )

に測 して、 ド要 rl' 心地 にH討する。10主ll; bl l i め1: ｾ＠ 、。

交活系統及土地平IJ ) t I のr. .1: る組織 父11殺す| に附しては 、本研究 ( Adams; D "sign  01  R esident iaJ  Areas )  

の最初に論じ 1: 根本的要素ぞ 一般原則として考に入れねばな らな L 、o f 1=. 等の原 It iJの階、州に闘 しでは 、J'!! .

7命的〆イャグラムと' I t 際的に施行し 1: 'J  l' Ｒｾ Ｇｉｴ 例の雨 側 より 、 本 学又は後学に於て白 Ｑ 解的に説明する 。 第

一平に 於て論注し に知1 < 、 問 J命的ダイヤグラム[ 土建想、を 閥解的に衣 し1: り或(ま)/... 想像を刺較するに は

頗る有命である のが 然 し若も彼等合待殊な H的に服用する 言1' -; 1，' :として使則する 場合に 11 、有右をどころカ・

かへって有害となるか ｌ 知れな い のでめる。負 ｮ ｻｩｬ｝なるダイアグラム或は虫 ｬＱ ｻｮｊ なる想像 され ＱＺｾｩｾ をｾ ｬｌ穏

化しれアイヂアでし それはｑＡ｛［ ｪ 字の社合的 久は経 理専 的状態及敷地の自然的 性質等 に附するＱｬｬｊｬＡ［ ｗｾ ｊＵ療

の従ｾ 的 位校に常に紅力、る べ きしの でめ る。過去に於げる者ｬｉ ､ Ｇ￮ ｊｬ， Ａｕ こ附する故大の失敗 Ｈￍ 、 恐 Ｇ ｟ <  11.  

社合的A之内然的l傑件に狗して、 その到の純 なを，( I ￰ うまりに瑚 ｊ 命的 ｩ 税念の Ｑ 二 ｬ こ訓節 合計 ｛ ｾＯ， ! :し t :事が

その失敗の h なるものでめっ 1: 。

街路型の傷統的形態

7 .' プテ白 ::， -J ;"

形式的制としてのそ比代都 di の担j芭11常に長l } いアイヂアの模倣か街〈はその派 別でめる ol! jJ t， 白紙

道 ｅ 普及長 Ｉ￭ 形街廊 、 出｝［ｦ［Ｉｾ等を組 み合せれ 道路［ＡｩＢ ￬ｬ ｬＺ の幾 何 感的ｾ ・ 段 、 的 ｊ ｉ 妹耳 目ｾ Ｎ 斜線が ｨ となって構成

されてゐる刻( 斜線が従勢営 不せ るもの〉 六角型 若l i1也の待舗な7f ; ' ) を? なしてゐ るプ ロック . 泊抜へいま

袋 路地:r'¥; }l j(; 1立中心にアプ ロー チ伝聞し見泡しの民税が強つれ到等、 その いづれを 問11子、比のJ jf. I:P !t

'a: でめ ると云へ る。 アぜン λ や ロー ? の採な古代都市. ロー ぜY ペ ル グ ( Rothenburg) 及 Carcassonne

のぼな rl' ll ト都市、 カールスル ーエ及ワシン トンの如I きルネッサンスの者l I di 、 キヤムイラ 、 ユ ウヂリ

( New  D el hi ) レツチワ; ; . . 及ラッ トパ ー ンの刻1き近代に於 て創 設 されに都 dij j j(; は最 も現代的形態に音量注

を認定げ ＱＺ 如 何なる都市でＡＧ Ｎ 都市が計 ｊｾ さ れて 以 来 、 言「説家の技官貯金術導しておっ ＱＺ ところの原ｊｴｬ ｊ の

上にそのｦＮ見本が侭られて舟つ仁左云ふ 、 ｾｬｪｩ Ｑｬｬ なる 相 似性を ＿示して舟つ ｴＺ 。

111 7 .2  
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第 1 Ji.lli 街 路 樹 の 積 々 相

. リヂナリチー

力、、る事例の濁創性[ ま

f列，、 1jうi寺とJ t } ｲｾｩ＠ IこI#. Jする

新し レｻ応 ＱＧ Ｑ に到する ｾ￮ い

形式{ f 調節する時か、}j.X;

11古1¥分古1¥分の機能的調慾

の革J f し い傾向とし て. 設

計組総が進展しつ= め る

l侍の細昔日に於て見 fU され

るのである。幾可接的核

技 に ｾｉ ｾ ｊｾＺ されに 現代の大

都 di にj冷ては 、都 市 の 衆

ｦ トＱＧＱＺ司 ｪｾ 築 ＧＱＧ 性に跡 ｬ するユ

ニーク なfli l組に到し、新

しい考へと 材料に従ムベ

〈且つ一つ? でなし に二つ

の水準う心 、 交司Ｑｩｾ基愉法

の調貨に到して笠叫がな

されねばならな いのであ

る。形式的でない設計の

分好に( 士 、' 1 ! l 際的にその

:Uミカに拘しa : に活動的

責余地が め るものであり 、

且つ比れ( : t . 現代 多 数の百|

誌が猫創的到の結合 によ

る結果でめ ることを?意 味

する L のでめる。 I而 もそ

れは新し い 引をか ｬ 巡し ｩ ｾｾ る 機合を ＧＺｾＱｩＡＮ へ るとこ ろの向然的な巡回投言ｼであ る Ｈ ｩ ｮ ｦ ｯ ｲｭ ｡ ｬ landscape design)  

l! IJ  ち姥 ｦ 七める自然ＨＺＱｾ 生 ［ＱＱ 者に 到して 、 ｊｬＺ等の機合を似 ｌ 、 てゐ る 扱な却でめ る 。 が然しめらゆ る設 計 ＱＱ

多少な りと L 常に aC(f- の形式の最長響l土受げる L のでめる o ｍ 放なればￆＮ等はめらゆ る 時 代 ｾ遁じて人

間に心的影響を輿へ る待干f な傾向の所産で め るからでめ る。

形式的型の例

ダ イ ア グ ラ ム ( 第 2 間会! ! 育〉を 以って解説すれ ば. 一つ の rl' 心を持つ1: /
J、都市への道路繍として、

六例の到を示 すこと が HJ，来る 。 一般的概念としては Palmanl10va の言 ｉ ｾ 誌に採用し ＱＺ ところの ｒ ｯ ｭ｡ ｮ

7 ラ o

Vitruvius 科の長所を持つ 1: 忍! のものは恐らくな いでみ らうo t ; ... ｾ、づれにして ｌ 、 是等の 歎偶の街路網

｛士 、 裕子君ｾのプラン及ダイアコ Ｂ Ｍｪ Ｍ ｊ レと松子 庁 ｬ の 純 子トせ に よ るプランか ら 、 大 ｲｬＧ 心主小中心 ￞Ｚｊ ｩ にＡ動 ｩ

ili し作 る し. 或 11又交通運輸とし て比較的自由に補. l JjJ 線 との除j係を ili 絡させて、交遁幹線 を最使利と

7 3  111 
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VI TRUVI VS 1: よるま理想. ol ! l l .

|自 約 型

Ｎ ｴＱｾ＠ 2 刷 街路規絡の繍キキ目

云ムf傑i4・t 持論的予宣傾 t

云 i. r保1'1・t の車IU平ぜとな

I_， i汗る在二去し型b1ご闘し 、

j き機舎を奥へ る在云 ι

の1: '惚吟主されr J . ヰるの

でゐ る。 Ji iJ ち V itruvius

の設計の u こる長所の -

l士、 グイアゴナん な笥;泡

路の聞に ｊ Ｄｴ ｊｾ ｾ 介 Ｇ ｴｊＺせし

めt: と云ふ事でめる 。

古代 叉lまルネッサンス

のl時代に於て{ 士 、幾可般

的模伐のしのは ｾ Ｑ こ と

へ常に摘用して居る原則

より従属的な要素として

地形闘 に闘がされ るであ

ら うと ｌ ザ山 常 ｉｾ Ｇｦ Ｇ Ｏｊ都 ､ｩ

苛「2i tr  t支商Eする1- ' I カなる

しのでめっ t: のでめるゆ

ル ネ ッ サ ン ス り{日! とし

て. 解説の矯めに普遁 ，; ¥

用されて舟る L の Ii #f者s

市 と し て は 絡 子翠! をそ

し て 新 し い 郊外 に拘し

ア ダ プ ト

て11放射〉むを探用して 1r.-

る mannheim c. 欣射 J¥.

幹 線道路の みの ド ｾｩ Ｇ 評Ａ 扇界 ｬ の設立 ｼ ・でめ るカール久ル ー ェと でめ る 。

r¥' ｉｬ ｴ 都市に於げる道路網の 一 般的殺事 ｾ ｾＡＮ ( general  ali gnment )  1工、 制 ';'(sに π: つては多少シンメ トリ - 0

欽いて肝るが、大惚に於て幾可準的模絞で iP) 0 1 : 。で 、例! へば Rother】bur g 担 L l  .1土ヘ 醗骨量でJ i i ll 剣

が取りかこまれ . .Fl つ ，¥，心に 放肘的 なア7 ・ロー ヂが集 r¥，して府るところの質例でめる。遁E制: ンンメ

ト リ ー な飲いて府れば 、 照 るだ り道路計ｊｬ ｦｾ 敷 地に適 合せしめんと意識 的に努力 し Ｑ Ｚ 結果 でめ る事貨

を認め作るの であ る。許モ λ コーの計遊l工、四と 政府線 の組合せによる J 七の' 4j i の他のt定例でしめる。

是等 r¥1'1" 都市の給 笛的効果を:Hして舟 る不規 則さ{ 士 、 むしろ 地7i がJ な細部の縫f七を求め7こ冶め 、久{ 士

一般道路網; i I ' : ' J r: 7: i法として意識的に不規則に' 吸っ仁左云ふことより 、 むしろ述物 の建築的効果合ね ら

って取扱つにと云ふべき L のでめらう。それより更に ‘ 後の1 ¥'1":期時代の例へ ば南フラ ンスに於りる

Montpazier の刻l く. 精 lii主に絡子裂 とし て述殺 されれもの L めつにのでめる。

おそらくこれは じEnf ant ( ランファン〉がワシ ント ンの計立f { t - 作成しに時代 でみつ? こので . フラン
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スj辰の主IH経聖書に於て 11 ポピ ュ ラーでめっ 1: 幾 r.U製的模 以 に 附 す る 先 入的 問裁に支舵されれと 想像す る

) j /; ' IE しいか1 ，知れない .， Ｏ［ Ｚ 然 ｬ ノ 彼 ＱＱ 公共ｾ物問とし て 侭 Ｚ 秀なる験 地 を選定することにより 、或 は叉

Jl b.形闘に判|ノ1 彼の戸山田ダイアプ .J' IL 路線をJ采fjJ する乙とによ 1) 、 正の Utl l C I十!-. Cf.) 昨11もと金調和 さす

へくゴ Ａ ＧＺＧ￬ ｩｦ［ ｲｾ Ｏ ｾ → Ｗ 合併 ｩｙ ｴ ｛Ｎ，ｦＺのでめる Ｎ ｾ 彼 Ｑ t うとそ の設立1'1 : 狗! ノ点lをt ｾ 融 通行 ー をＧ唄へ る べく Ｎ 公 共 的 Ｇヤ 地

( publ i c open  space)  !: ｉ ノ Ｑ 充分なる保存全 地 合ｾｾ IノT; L' < 事を駁' 采し1:のでめる。 此 の'at ｾ ｊ ｽ は 公 共産 ｅ

築物に潤する遁 ｾｌＧｬ［ ＱＮよる敷 地 がアプロ ー チ 、 遁［止及品 ｴ 制と ， 捌 利 しｾ ｾｾ ると云ふさ ｬ￭ ＺＱ ごげに潤 する 彼れの考察

を・除い て、社合的目的による影響と云ふもの》考察が殆どなかうれ。

)1; の後 Frederick Law  Ol msLed  11 アプ ロー チ合 別 に訟つ? このでめっ1: 。彼は¥j I J任 者 の諜よりも 、最

出 ｾｪ 度な科皮に於て 、 社合 的 要求と白然的ｻ傑何ーとに Ｎ 彼の設計会従属せしむることが最も大 切 である こ

とを↑ 書つ 1: のでめる。完成されれ比の都市に針して彼れの此の考へっちが摘用されれ遊園設計の質 例 lよ

ー ペもないが、 イ リノ イスに於げるがT 3 ! に測する Ol msted 及 Vanx の雨氏による言十数は住宅近隣 地へ

の 造園計百( の最初 期の L のとて好適な質例でめんう 。

現代都市計塞 としての交逼運輸

都市の計 ｾ ｈｴＧ 行 ｊ 、場合にＨ士 、 その 要求に燃じ Ｑｾｾ る ｈ 量殺の匁めの倫へをせねばならぬのは 勿 論なれど

も 、 我々は常に交遁運輸主 、 産業後主主の縛めの或る側Ｇｩｴを ｾ Ｍ ｻＧ下手 足 せしめる事の必 要 伝認識せねばならな

L  、。 騎 手足な意味に於ては . 1: とへそれが常に長距出It 聞の交遁運輸の三「・段 t して限 定され勝ちな L ので

め る と し て し そ れ は 都 市 の め ら ゆ る 形 態 の 動 勢 に 針 す る 備 へ で あ る と 定 義 し 作 るか! ，111れな い 。 港

湾 、 鍛造及交遁路線等によって組総さる交遁機跡! の民要骨 組 をな す部分[ 士常に決定され? こ もの と し て

か若くは紗くと L :li X;る 程度の修主力 : 許 さ れ 件 る L のとして承認されねばならな い でめらう。 で、 その

言殻史 ｚ計計 ｦ十，Ｈは立交完遜 ｅ ｪ蓮豆愉 網 の哲幾整更に影型嬰 ｾ ををｾ ｳＮ輿同へ る でめらう ｴ 云ふことよりむしろ 都 市の設言計十に影 華響野 Ｓ含「奥へ る で

ゐら う。 鍛［道藍草毅苦主達主に就て現干存 ｆ 一の古静守 ｪ止上上Ｎがが的ｾ ｾ吠犬態 ( p炉r田 悶en川t static c∞o町on吋1吋di川tl剛。

{は士 . f)¥もrt の状立習を改造せんとする待稲な原姥の如何なる論連合 L 無駄にするでめ ι うと云ふ こ とは絡

めて! i 1I [ 質なこと: ' [ める 。

主要逼温這路網 ( M ain Thoroughf are Syst ems) 如 何 な る 市 街地 ( urban a  rea) で L 幾 分 現 存 の 幹

線 jffi; 位進路 ( mai n thoroughf are) によって; 1 ' IJ 1i; f を受げて帰 る しのでめるが . 是主事11いづれ L{i
1

j  ( ，しな; i I・対立

に L 編入されねばな乙ぬものでめ る。 然 し 乍 ら、原 則 と し て、既 存 幹線道 路網 と云ム L のは現 存 の 鍛

道 網 より容易 に 燈更し ｩ ｾｽＧ る ものでみる。新設の幹 線 道路及改善され ＱＺ 既存斡 線 道路ｾ 色 合 する キ 要沼

過 道 路網 の人; 骨量計鼓11. 交 通 機 闘 の jffi; 邑に役 ¥[ f 二しめ る と云ふ こ とを最初 の目 的 として 、補 助 道 路 網

;11設が或る科皮準捗 し1: 1二に準備さ るべき L の で あ る 。 道 路 が 民 す ぐな ること 》勾飽が念でな い と 云

ふことは 、交通機 刷 専 用 の 道E指 針 l' に於ては考慮 すべ き最 L 大切な 要素でめ る。 だ が 然 し我キ の所 官官

前線竹をなくして曲線 的 に道路をなすと云ふこと ＱＱ Ｎ 勾 商 ･Ｎ ｾ 緩 くし且つ危険の度合を栂 滅する ばかり

でなく険しき Il l le地 に抗して句り准行して行〈力法で L める。( 第 3 闘参照〕

3)  Adams;  D esign  of  Res identi al  Areas;  P P  237- 240， 
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第 3 岡 田健地 に

) たける[ 責線刻 ilR線

の i首E寄

道路の --} i 1Mに16Ij-.j-る 防1

li f _ i U. 距離ば/ J ' りでなく

l博聞の問題でもめ る。

換 言すれ ば 3]1程度の

ゆ るい勾艶の長さ 3 目黒

道 路l立、若し各 々がキ自

営の距縦で一時間20乃

至3日開の卒均速度合 -}iー

する 交遜機測が通 ると

仮定 すれ ば、1時間的に

は 1070の勾酒Bt r . ' 持つ長

20日111の道路を行〈のと

ｉ ｾ ， ｊ じでめる。でめる力、

ら道路計' : l I l : t 土地の傾

斜に従って調和せしめ

る事によって 間組 が 解

決 さ れ る禅でみる。

中 心 に集中さ す と云ふ こ とを除 い て 、 都合のＡ振かなるｼ民間 ｬ に ｨ 要交遁機闘を流れ込ませるｾめに幹

線道路を準備する 場合に t: : t . 砂〈と L その道路tf ll tま 卜000 ｉｖｾ 以 Ｑ Ｚ 接近せしむべきでなく 、 向 ｌ 幹線 ｌ 駐

日寄がか〉る幹線、道路と交叉すβ 場合にはお低交叉 lこ非す' んば蛇J; くとも y:! sQUま分自ft さすべきでめ る。

幹線道路の幅員 に防相する |問題でその遁' 計十七 Cright 01  way)  と云ふことは各 A の務合の持種事情 によ

ってのみ決定 するこ とが :1'，91とる L のでゐる。一般的ではないが 、 主要動脈白 ｉ ｾ 道路 Ｈ ｴｨ ･ pri n口pal art eri al  

hi ghway) の遡 常な る闘員 t:l: Ｑ Ｒ Ｐ ＱＡｊｾから Ｑ Ｘ Ｐ Ｑ 沢限度 に な す のが若し い と云ふことが理解さ れ るでめらう。

又他 の民要幹線道跨の場合に於ては 、道路の猿綴する 卜要交叉鮎を， ｌ 含めて帆民 Ｗ Ｖ ＱＡｊｾ から Ｑ ＲＰ Ｑ Ａｊ ｾＱＺ る

べきである として照るのし める。が然し社合の故大の利金t: l : ' f l 際的に ill 築 sr. J苦まから /-1-11
来作る fごげ 開枚

されて照る悦な土地に念行幹線道路ケ扱しめることによって獲 Ｑ ｾ ￞ ｮＭ Ｑ * る L のである。 而 L か h る道日寄

り公同道路としての要ｾの峨由のーは Ｎ ｩＴｾｬｬｬｩ ｊ に空地を持って鼎ると去」、こと に ある。でめるかＡＧＩ凡て

の 1，夜通過訓告J 両面[ こi : f . : 3、て、砂くと L 制止の空地全保存さ す拡努力せねばならな い。

ｉ ｾＮ＠ ljl:: 遁過道路会構成するその 一派分としてのサ { ヴ λ 道路公構築する場介に t:t. J ) 七の通過遁路に J妥

してill 物 の 問 l- - l 令殺しめる必要のめる場合 L めるが. その! 時は 1-.要通過道路の妨害とな C ぎるほにす

べきである。 1: 要件線道路に添ふ仁サ ーヴλ 遣 隊t: t . 税イ1・J也によって幹線道路から分自f! されて街伝的

に話受注し1: 道路より終貨を安ーし 1: 1 ，のでめる。 しか1， ｊｕ ＱＱＮに ｴ ＺｬＺｩｬｬＧ築 ｭ 治としてサ ー ヴス道路料ＧＨｉ ｾＰ 償

却し Ｑｾｽ る総度の ｩ 民値ゐる幹線道路の λ ト レツチ ｃ S tretches) がめり 、 R つ是等{ まうえ斜面を作つ 1: 1) . 橋

焚 lJ4ヶ< ¥" らせ 1: IJ }!x: tまうえ交叉駄に f也 1:遣の設備を? 用意する本に1 6 i ! して L 頗る有用な L のでめる。分

前f! して猫 'l. 的 に閲習をし '/ 1道路のもおf? と比較すると 、 長会、行とサ ーヴλ 道路を組合せて総築する均合の附

伶的終 i'tt :t .  雨 側 の待状の さ ｾｪ 色 へ楠樹する楠樹 ｚｒ L イヰめてサ ー，γ 兄、道路をァI ， .H (1 IJ¥1へじれねばな( ， ｾＮｬ＠

是等の経wの放算は施工;;1'& ( specil ic  ー ｬ ｡ ｭ Ｉ が樹立される時 、 適 ｾ｡ｴ ［ Ｇ に準備され Ｎ 且つ適否に測する 三 政

の 考 慮 。he pro  and cons 01  the  alternati ves considered ) がなさるべきでめる。

ｉ ｾ 要￭ｬＡ Ｑｊ ＩＱｉｦ＼的道路の如何なる部分と錐Ｑ， a) 交通機測の交遜に附す る 故 大 利 用 不 と め 最 L 終I界的な

る建築sFJ務 苦 < tJ : 前向の空地利用ど云ふこの三つの要求の謝簡を遁?日 に保つベ〈充分な研究と ;il ・21ーが

なさるべきでめ る。 i市 L 力、、る悶 ) [ U) 要求を満足さ す匁めに l士、イ也の道 路カ:多数交叉してや 要幹線道
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路に i豆入て来ることを最小限度にまで滅小すべきでめる。何故 なれば交遜運輸機1 #1の遭遇に 除] して最

もf G験性が多く且つ交通 k 最 L 障害となるのは道路の交叉鮎でめるからでめる。

-， ｮ ンヂＭｾ

仁要幹線道路の前面に除lする 低 値と云ム L の l1 .. Ｑｾ におく見積 ら れ過ぎるのである。が然し 、 力、、

る前 ｬ 釘は 、 奥深〈後退して 、 建築ＪＧｾｾヶ持っか或Ｈま 犬 サ ー ヴ旦道路によるアプ ロー ヂでＺￆ約 さ れ て照 るア

パ ート メン ト建築以外の住居舟j としてはそんなに宅ましいIJf. でな い 叉商業的用途の錫めとしていま

んの僅かの古1¥分しかその必要性がな い のでめ る。 で ゐ るから 、一般的にはか〉る 一幹線道路に 接して居

る土地及大き なス ト レツチに 謝して普 通資 際に行 ｬ まれて居るのは 、 一時 的 の修造物 、 肢 告看板及ｾｾの

イ也望 ましからさ' るもの等を 施設する然 めに別用 され勝ちなのである。

然るに交主主幹線と建築造E告との組合せの如き幹線道路関空去の方法は多くの場合間濯を準備する L の

でめる。叉これと反事せに 、 凡 ての幹 線道路 ｾ交 遜運輸の ｪ 苦めのみとして 、 比の 幹 線道路に ｩ 筒してめ ら

ゆる建築を禁 止 すると云 ふ ことも資 ｼ際 的 ではないのでめる。現下 ｅ これ等の道路の前商に接する ｪ ｾ ・ 合の

述築敷地としては 、 その延長の長さを制限してl苅置をすべきで . より長い併状の昔日王子には建築を 按し め

子、 叉1:1 ri ght of access ｾ計二さ ｶ る交遁道路左し Ｎ 而 もイ 也 の部分 Ｑ ＺＱ 我々がサ ー ヴス道路と定義して照

る法築道路を それに平行 して設備す べ きで み ること が瑚餅' され るであ ら う。

都， ｢ を貫通し て 居る幹線道路がｾ 平 ｅ するとこ ろでは 、 原則としてその道路を械張する代りに都市内

j占l図に by-pass 道路を構築することが認まし いので あ る。 か 、 る道路は、地力的交通を邪魔すること

なく交通の 閥的を計ることも ，L. jJ. 来るが、 叉 同時に地方的交遁とし て之れと競争 11'. * る税皮に地方道総

合改善することも可能でめる。地7j 交誼と云ふものは商 j占の顧客を誘致するのがその r_!要な目的でゐ

るの iこ、若しか、る交通が顧客の利便を妨害するものとせば、 商業の匁めには有害 なものであ る。ホ

要幹線道路に l可接し て商 j主を配置すると云ふことは 一般に賀際的でないとされて居るげれど L 、 是等

H有j占の銭めの最善の位置 と云ふの[ 工、 点、、る道路より. m千分向:ft せしめ るか若く はごI"_ なる補助道路に凶T

接せしむ るかであるが. 或る筋合に[ 品紳に商業用の道路を設計すべきでゐる。主要幹線道路に接して

rm泌が西日置 されれ場・合は、吾人が岐に 指示 せる刈I < 、 最も官主要な事柄 は、交通を地力的に分向性し得る

秘な特l J 'l なサ ーヴス道路を用意することで める。

商業地域に於て は 、 恐らく商 ｪ 占 への顧客のｾ乃五Ｅは向動車による自家用交通機闘を使用するので

ある ο 而 L これ等の顧客1:11! l 用的 な駐車場を :!' d.l <=るTごり I到底の; J i く に求 めて帰 るの であ る。以卜に附

しては、道路敷の範囲内に空地合附!略せしめることで 、 それはサ ーヴエ刑の遁総と道路との情Iに空地

全保存するか告くは雄物と往物の聞に存不正する人全工℃! の空地 ( bays between  buil dings) 等に特別! なlt J) :-ji

械を用意するのが件策でゐる。 riri して f前j占に直接 する道路凶[ の周治 1:1向 動車の 一時的停車の潟めの11i lJ

限 をなすべきでゐ る。

新に遁過道路 Ｈ ｴｨ ｯ ｲ ｯ ｵ ｧ ｨｦ｡ｲ ･ Ｉ を百 十 ｾｬ する 場合 、 れとへそれが建築禁 止 の前庭でゐるとしてい府米

私有地を買収することの ない 伐 に 充分将来の匁め に必要 なる幅員を取っておく事が一般的に 器ま しい

三Ji でゐ る。 イロj 放 なれば. 許て長期に買って雄物自i l "1釘の土地の平1.的用途が許されて照つれのでめ るが、

現代ではそれを汁制作するのに多くの紛議カ: 惹起して万ヰるからでゐる。

r-r線道路制として保 ir すへ さ1(J l f U<1_) 比率 l 土地域内右隊:r{ によって j 4 なるの でめ る。 地力的道路カ‘ ら分

4)  A .  H.  J ohnson; ‘ ' Founct ions  of  Mu nici pal  G over nmenti Wi t h Af f ect  Business and Industry，"  

m H averd Business Review， J an.， 1927. 参照
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出佐されて居る公園道総会合む伎な幹線道路に書きして必要なる空地が、 如何に大きい市街区域でし 10メ

乃五16r . と云ふ綴に規定し てゐ る げ れ ど し 緋 殊 な 地 区 に 於 て (1必やし L 比の JLr除菌[ な規定による必

要がな い とされてゐる。一地域の空地とし ての比の都分は、公共用地と して唆 すべく必要な比率をこ

しらへ るのに必要な計 算がJjt - ' <度外腕 されて居るのでゐる。

5)  

公 園 這 路 ( Par kways ) 交遜機捌通過の銭に使用後定の公園道路(:1 . 幹線道路納 "1' 重要なる要

素のーっとして計輩さるべきである。そして Jl l : . の道路の蹴置又( ; J : 設計 ( Iay-out ) に附しては一般的に

幹線道路網と公園系統主の雨1i の側より診先されねばならなし、。他の公国道路~品主流i に言へば公圏全

貫通して居る道路~ の多く 1:1 . 住宅地域へのアプ ローチ叉l立通過路線として専用 さるべきしのである

公園道路は魅力める自然の状態を巧みに取り入れ1: 遊園言Ei t に必然的に従{ ましめる 1: め、 出来侍る

1浪り現質的な土地の高低に言十斑f!: 従はしめると云ふ事は待 に重要なことでめる。是等の道路が河川の

谷め いなどの低い部分にrf¥' Ｑ 、て走って居る場合などは 、 止じの道路に千 五 する雨 制 ｉ ｊ の ｂ 土 地 はｾ築 的 用 主主の

縛めには不 ［盛 ｚ ｚ でめ る が 、 保存 ｾｴ 也としては最 ｌ 魅 力にｾ［んた ＺＧＱＢ Ｑ Ｇ Ｈ ＱＺ f!: 7(， する L のであ ることが普通で

める。虫11斯土地が一段と低い館所に道路が何日程され且つ谷ゐいに接し て念に向く傾斜をなして居る絞

6)  

な尚低差のめる 地形に接綴して舟る Cross-Vell ey ｃ ｯ ｮ Ｂ･ ｣ｴｩ ｯ ｮ ｳ の刈で ｬ 工 、 公国道路としての架橋が相 ｾｉ Ｚ Ｚｦｬ

経理専的に行へ得るのである。 C第 4 凶参照〕

此の放に 、 公園遁 ｅ 告 ｾｾￍｲ 面を建築開後のｾｾめの用途に供するのは不適常でみる。且つ叉接殺する土

地の高低 f!: 平均して一様に調設してしまうこと は意味がないワケでめる。 ，であるからか、る道路佐役

百十する場合には 、 高低差f!: 付げ 1: IJ 曲線を自由に用ひ 1: りすることを容易にすると同時に向然の持つ

快適さを? 換す，る械な切取りをこしらへ1: 1) .  : ! : 担立をなすことなどを極力逃げる税な方法を採用するこ

とは 、 ｾめて現 質 的 に して直接 的 な設計方法でめる。倫 ｩ よか〉る道路の雨 ｬ ｬ｜Ｑ ｬ に め る公園設 ｃ ｐ ｡ ｲｫ fringc)  

の深さは 100択より少なくすべきでなく 、 そして叉 自然美保存或は日立自然休養地施設の要求めるところ

では砂くと 1000!!R以上とすべきでめる。

住居地としての待fl f!: ヰf する伎な聞をまを必要とする地域を 1' 1 : 認する公園道路の構築に制しでは伶状

公園 CPark strips) の外廊端に添て建て られ1: る住宅の矯めに魅力める設備を準備するこ主力: 期待 され

て居る。而して是等の待状公園地伶( 1 . ;i符 lま除、居住地と幹線道路との聞に介-{I: し、居住に支障を招クk

する秘な騒音、 ￄ Ｑｗ臭糸及交主主機闘の遁過によって斗二十る墜ちた等 ｦＡＺ 妨ぐところのクッシヨンの刻，ｾ作

用をなすのでめる。

公園道路は、半暖以 ドの隙11協の範囲内では 、 イ也の道路 {e id入込 ますべ きではなく 、 そしてめらゆる

ご主要遜過道路の横断は高低交叉によって之を行ふべ きでめる。従って公闘道路の上金行く交通機肺11(1

現存する W estchester 公国道路の場合の知 〈客車のみ に制限す べきでめ る。が然し此の場合 には緋殊

形式のパスも含まれて居ることが承知されて居 る。道路は充分成い事は必要でめるに相、迷ないが、 と

云って高速車線f!: 4列 とし、 それに }J II ふ るに緩行車線を， 2 列に取り . 必要以 l二の州民を取る必要はな

し、 。斯様にすれば、*.H とL 要所々 d々の直線道路 Cstret巳t es) の対に 、 '}}:;に f史利でめる事力: 叫角i l - d れる

5)  A  descri pti on of parkway;  their charactor ， uses and value， is  containi ed  in  R egional  Plan  of  New 

Y ork and I ts  E nvirons， 1929， ¥'01. l. PP.  269 - 286.  

Ｖ Ｉ 第 Ｔ 潤は道路が月 ｲ 苦闘高 ｩ 民交叉するらｾＺ合の ｬ 例で 、 ＡＡ ｝ｊ ち自然の地形による土地の ｲｾｪ 低差金総則し
て道路 ｦ･ 交叉せしめ 、 向然の風草ｊ｣ ｦ･ 巧みに，ｾ， カ ・さんと し ＱＺ 道路交 叉法の一つでめ る。 〔 持者， ｾｉＺＩ
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ば か り で な い 帯 状 公 園 を 以 て、 各車線の系統を l 交通路、 3 車線として充分なる幅員に[ { . ; ; } J りする こ

と/): : l Hk、 従って道路自身に普き外概念倫へるべく好; 盛な援助ともなるのでめる。

経済的凡地か ら吉へは. . 公園道路が旅客用交通機闘として利用されてゐる餓道と平行に虐って居る

F  

第 4 闘 公 国 道 路

7 9  111 



ことは相? 古利貼のある L の

でめる o T . 要道路が虫i J lIJ f平

行に退って居る公園道路叉

11餓 近、軌道、 1: {e 峰えて

制 m I交叉してNl - 6 桜 な 酬 は泌

々鍛道の停車場か、若 11商

業中心、地へ彼縦してゐる; m

n; なW} H 的な位置なのでみ

る。 C第 5協i号昼間〉

場合によっては 、fU; (がの

幹線道路帆只念品質げると云

ムより事ろ 、比の自! e'作道路

の沢くに千行して公開道路

を総築する すj: <I) Jjt): 吃上し

い引が ｾ ｲＮｾ 立され る Ｚ ｝ＱＺ 1，める

M故なれば、EX; る地点 lこ於

て 道 路 に ifr ふ後庁1I の土地

Cback land) が非常に府大

ど一て王子JZおう[問 地 力 的 Ｇ Ｑ Ｇ 心Ｋ公開問限公示す ｊｾ ｉ Ｎ 想者 ￟ Ｂ ＼Ｑｊの ーＧ Ｈ［ｊｉ分

なる空J也会 uーして知る jおf下

など 11 . 新設の公間道路と

ｽｾ ｩ 百 ｬ ＧｉＱｩ＼Ｚ祁の土 地 との 聞 にノド

均帆民 500I.!J{公平f す公園保

存 地 CPark ｲ ･ｳ･ ｲ ｶ ｡ｴ ｩ ｯ ｮ Ｉ 金月 ｉ ｾ な する可 ｊ ｾ ＼ｉ Ｎ＾ Ｉｊ が Ｎ 土地後作の経波及，ｦ［Ｇￏ￞ｾＧｻｾとの雨結より考終して既存の

幹線道路の幅員 をE主張するより質際的に安{ 貨でゐるからでめる。

新設の公国道路が比較的安 ｩ 貨な士胞を占 Ｈ￭ する匁めには 、 ｉｬＡ￩ Ｍ ＨμＮ＾ ＰＩＺ［線道路から ＱＱＧ Ｎ ρｫＱ Ｇｾ るかぎり それ

を出: ! t すべきでめるが、 然し幹線道路から主主別交遁機除' l bl l : . 慮に流れ込ますに必要Tごり充分妓訳せしむ

る-:O]H 必要でめる。放に比の司i から f走者〈公園道路〉に除l しでは、 トラッ夕 、地力的交遁機跡lの活動

及 ｾｴ 車等の縛めに変に多くのｻ丘地を 輿へ るべきでめる 心 歩道［及馬込 Ｚ ＱＱ 公 関道路と直接してｽ去る公 ｼ 封 ｪ 血

|以内 に附 置さ れ、 Fi Hmg  ｳ ｴ ｡ ｴ ｩ ｯ ｮ 〉及ガレ ー ヂ等は約 Ｕ ＱＱ ＡｪＮ ｜ 位のｼ品 ｬ 隔を「おいて俳別の ｊ おＺＺｊ ｾｩ に投目立が枠 Ｂ ｲ さ る

べきで 、 而 ｌ それ等｛立 規 定され Ｑ Ｚ 際司Ｈ ｾの 校三ｼに従ふことが要求 されて ｪ 去るのでめる。

空 港 現代の枇令状勢| ーに ) たけ るtl 別な施設! : L て11、 航 '--g lflt の出f t mVl I とし て使川さるべ

き空 地 ｢Ｚｾ ・ ＱＱ ＩＱに人ｾ 1  t'， ｾ＠ I  1: 郁" ，山 明 白川c p" tt ern) カ:ili t'，) I  U lよ' ! ｾ＠ t'， !μ 、o 佑佐 t し C '// JII さるべき

宅地 の{ 立i，'，'1 t都1¥1 1・!，t'I' 心地内外，m1: める山で 、 lilj 1， 滋追 及 JI、他交通称!の，1!1 ｾｾＮｉ ￭ に ｉｬｦ 都合、 ｲ ｾ 州係にめる

ところがi法泡されるしのでめるが、正'I!_ Ｇ［ｬｾｩ￬ 的に ＱＱ 、 来物による交通機闘 で ＱＰ :'1)'  Ｗｾｲ￭ｩ＠ 15  i}- C  Ｇ ， ｾＺ泊 Ｒ II! I¥伎の

7)  F illin胃 station とは が Y リンを補充するが ソリ ンス担ン ド、のめると乙ろなC ， 1，心m'l;何- ，:n
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Efi 占fl と言rr ばれてゐる〕伎で都Tli ｲｬＧ 心地に Ｇ［ＺＧＺｾ ｉ Ｇ 注し ｩＡｽＧ る限度以九都 ｔｬｩ rl' 心地より出fl すべきでな いと設か

れ て知るが 、資際的に さ主治の位置が決定さ れる場合には 、手IJ j 突と云ふことに就ての如何なる原則をし腔

えて、 その敷地が遁? 古な z p: 地( レヴノレ J 含干i し、 且 j南国し充分な空地力> . ( ; i 効 iこtr- する主云ふこと に よ

R)  

つでもた定されるなJ 合が多いのでめる。

笠渚は ｬ ｮ 来るだげ交遁［主将 ｩ 附係の ｪ ニ ｦ 也として利用似 ｦｬｬｬｾ ，ￇ［ ￮ める ｉｊｈ ｴＧ考究せねばならな し、 。それは交

通ｾ愉専用の空地に就て村別な［ｩＱＩ究会となるのでめる。で 、 而 ｌ か〉る空地 ｃ ｆｩ･ｬ､ Ｉ Iま或 る科度風致鑑

11の地を別立すると云ム考へ) ] を I昔.，(， 、て( 立 、 恐らく恕紫休2主地としての補助的空地 主考へもれな いで

め ら う り れ ど い 都 市 に 接 続 し て ?sl l i 臓。的役i I をなす空地を用意するでめらうと云ふ考ヘカが附随

的に生す' るので める。

手; 注する 型 の 使 用 ( the  use  patt ern)  と云ふ項に1 1 : 入るがIに著者 ( Adams) は、 空港の周固 に於げ る

抱域に ldト; して一寸j渇れる必要がめ る。口Il ち空洛の j羽図 IHi c 笠機の出fi 着陵に不訟な困泌が伶ム様な大気

を汚染する煤陵後生工場叉l立高層建築物等の往築を祭 11ーする 絞な 地域制を敷く事のl必要会待に注意し

1: ( ，、のでみる 。何故なれば、 空港の九l図の近隣地 は、運輸サ ーヴスの補助となる校な軽工業的工場を

集め 1: 工 業地とこれに住民地を泌在せしめに械な地域になっ1: 1) 、 或 は rl' II¥1的なド暦階級の住宅等 に

よってこれ等の地域が出合される 4kな傾向が めるからでめる。

型 の 用 途 ( T be Use Patt ern)  

郡山に於げる土地の芹12会と云 J 、L の IJ:. Ｈ ｡Ｉ 公 共建築物の数地 Ｎ 都市中心地及公園敷地等の如ｾ公共

的別法と ( b) ｲＮ として地域指 ｉ ｊ に ｾｍｲ［ 系をイ ｦ すと亡ろの 、 Ｑ ＱＺ 居 、 ｭ ￮ ＺＡｦｦ及工業と云ふ絞な個人的用途より ｉ 蕊

りてI って };f:，る L のでみる。そして者間i )，' :1図に於げる Hl :l! u地叉は truck garden 等は 、土地の広的用途と

グル ー プ

しでか Ａ のタイフ・として分主ＨＨさるべきものでめる。都 ､ ｩ の ｾ Ｎｵ也 ｽｉｉ 主主に附するｊｫＮ等二つの集困に闘 する 考

察合 11' ｾｾ、 ＡＡ￭ｦ に 、 沢隣 ｪ 也 ｼ ｬｩｚ の笠Ｎ￯ｆＮ と自 ￭ｬｬ､ｩ￬ 討す ｉｲ ＱＭ長 ＧＱＧ へ ご の｜ｬｩ }il 的終結の位位 に糊する考究等を? なす事力; 要求

される。

近隣地匡と彼等の中心地 ( Neighborhood Sect Ions and  T heir Cen川1吐ter瓜〉 縦繊似伽H妹手式主要; 遁芭; 治品

泣E路在 CT he ne肥etw、w叩。町rk of  ma剖m t山h。肝r。叫ug杭hf加a訂reο) Ｑは立司市 ｩ ＱＧ街苛 ｦ地車 Ｕ含＿伐々な古削“ Ｑ｜ 分に分 制するでめ ｃ う 。者都ｾ 市の型に詰除倒Ｋ判 ｩ し

て公盟系統は 、 1: とへ ;[(1鋳地の笠F唱が彩響して順次に公関系統の披張や童話更をなし仁り戎( ま叉地力的

小公園及遊園地等の位置を決定し、 叉[ 土分布状態を調節し 1: りなど するしのと量! H . 近隣地阪の大さ

節図及性質等を決定するのに L 等しく最長響を典へる L のでみる。

近隣地として、 只一つの用途に限定して利用されて府るものは全然な L 、のでめる。一般にそれは産

業均 Clndustri al) 刑法の ) i が優勢を占めて氏るか L 知れないが、然しそれは労働階級への或 る程度の

住宅百十主用地と ffii 業の. J ; ? ; めの供JI H血とし ての土地割f . J " L午 さるべきでめ る。 で み るか らそ れは或る程

度程工業地でめ し 商 業地でめ り、R つ又住宅別地で L めるか L 知れな い。

理想的に ｬ 土 、 是ｾ各Ｃの近隣地 ＱＱ 、 催秀児童の ｦｾ めに必要な男性校と組織化されれ都 ｔ ｨ 生活力 ［ ・ ｾｉ ーさ る

べく充分炭火なる l可ui が用意さるべきでめる。

8)  Henr y  V.  Hubbard， Mill er  McClintock  &  Fr ank  B. Willi ams; A;r  port s:  Cambr idge. Havard 

Uni versit y  Press :  1930.  PP.  5- 19. 
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ｾ ｢ の 二つの 大なる考 察の結果は 、 地 形闘の果的、ら考へでも戒は 地方的交遜運輸絢の 集中 するお から

凡 て し 近 隣 地 の焦畏占ともなる中心地を?決定することになるであらう。現代の膨脹の過程をにど りつ

〉ある都 i' li ( ま彼等自 身h:i 斬次分散し或( 1 . 彼等の補助 '1' 心地 CSub戸 cent ers) ｾＡｬＱ加し且つ強皮を士官しつ〉

111 8 2  
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第 6 図 ，1ずλ ト ン マ ツ λ に於げる重要 rl' 心地の酷置



4うる傾向にめる 。

ＱＮｴ ＱＶ 闘の〆イグラムは Ｑ ｾＧ ・ス トン の大都市品 Ｗｴ 成 Ｈ ｍ ε ｴｲ ｯ ｰｯ ｬｩｴ ｡ｮ 心 ［ ｳ ｴｭｴ Ｉ に於げる交遜迩輸 、 工業 、 商業

激化施設 ( Cultural fac ili ti es) 及休誌地として役立ち得る rl' 心地の分布状態を 図解してhT ; ' るのでめる 。

浩 L 後者のI 要鍛道の中心地及古都のをを主主 {e決 定 して照る 。 が然し都市が蹴張されに i湾、地 j j 交 遜

運 愉 "IJ 心地が創設 され1: のでめっ 1: 0 1;1] 中心地に於げる 、浅されて居 る主な る工業施設 としては卸質

問給倉庫 ( wholesa! e di stributing warehoase) がめつれ。他のj 宝庫地帯 及工業地域は その防l闘 にをま主主 しに

のである。行政的の主要 rl' 心地及七なる各商業的中心地は二大交泊中心地の聞に安全イ七 されて浅され

応る 、然るに地 ) J 行政及商業の中心地はプルック リン並に他の誇鮎に設置されてめつ 1: 。孝文化並! 1¥: t無

休 渓施設は最古の植民地 ( Ol dest Settl ement ) の外jJl lJの地肌に ; 直也に分布されである。

ダイアグラムのなかには示指 されてないが、 比 の住宅地 は大都市区域の大部の i百秘を占めてAH 且

つ rl' 心地 の金系統を完全なものとして府るのでめる。多 〈の住居都市も 亦交活運輸の刺色!I める附近に

遁? 吉に 回日置 されてめつに。 炭鉱図に於げる 走等の郊外 都 市 の 存 在は叩，，_ _居住者の生活手段として

ｾ 中心地に於 げ る工業に依和 して府 る滋でめる 。 此慮に 示 しに〆イアグラムは後 主主 の ｊ Ｍｮ去 、 ｔ ｉｩ街

中心地の 分布と用途及現代都市の規範 でみ るとこ ろの主I f 昨日rmによる組合せ閥係を図解して居るので

める。

小都r I i 時代を顧みるに 、 非常に高度な組総が中心地 QIJ授に針して適用されて居つれ事が 了解 される

ヨロ ホード

のでめ る。 比の事lま待 に空地 を困続して集因して知る 公共 建築物が起草郎によって連絡されて居るギ リ

シヤ及ロ ーマの昔ji 市に於て甚fご多〈その' f . i 例を丸るのでめる 。 而 L 後者に l:t. ルネッサンスの形式を持

つれ目先場金冶ーしILつ( 現了正の米凶の詩書ji 市にはこれに相討 するも のは存在しな いのであるが〉内 muの

環 状 路線 ( inner ring hi ghways) とし て、開 放出j 滅容 ( Open fortificatio心 の敷地 IJf J 授としウイン及他の書官

都r /1に於てい同日の服務会持つj J ，接合が準01113 れれのでゐ る。

都 fl "i JI .;!i: に附する限 h 一つ の rl' 心地に於ては原 l! リとして行政的用主主に役立? こしむるべく公共雄築

物全集悶せしむる ｾｊ ｪＺｴｊＺＮＺＧ召よし ｌ 、 と云ふことが了解されるでゐらう ｯ 大事 、 博物館及美術館 Ｈ ａｲｴ bui lding)  

等は 、 敷 地 が肢〈旦っそれが役立つ場合にはｾＡ［ｽｉｪＡＮ卜ーの集 ｬ 舗と組み合すこと ｢ ｮｬｊｾ ミる。が然し草文化的活

動に役立ち i ｾトる人［述築に劃しては 、 変にＢＡｬｪＮ {f 的中心地 を用意して L よいのでめるが、 見主用の小製校

{ま 、公共的住築物から分離して住居地域に即位するのが n然でめらう。そして叉行政的及激化的の公

共住築物 L 消 防謡 、jf，lj 弘子及illi i主等か らは脳 出11 さるべきでみる。

最近 ド l寸前lに就て み るに 、 rl' 心地阪に虫Ji:喋 川 と し て使用されてゐ る悠築物の集 中では 、 必十しも人

口J ft1mと観 劇の慣習性の増進が比例して総被的時llm{e凡 ないのでゐ る。 で あ るから 映 話 劇場の類 はE骨

太な居住近隣 地とし て適設な位置なる地 ｪｩ￭ｬｬｩ 染地 ｪｪｾｴ のなかに設計さ る べ き ｌ のでみ ると云 ふ待 色を持

つキ; 誌になった。

一般公園系統 ( T he General Park syst em)  }'I!.，;(，i)O'J  I二、慰 禦休長池と して役立ち 似る府大なる 空

地 [士、二つの形式に額!J1J して郁 di の会! fITも!i に等しく分布 すべきしのでゐ る。 そ こで第一の タイプと

Ｗ ｦ ふのは ＱＱＧ 心犯に 向 って Ｎ 古日分 ￉ ｉ Ｇ ｊ に介 Ｈｴ ーして ルＺる侠形の， ｾｒ 分で Ｎ ＲＱ Ｑ の タイプ ｻ ｩｾｬｬｦ 状｟ｧＺくは環状の ｌ

のでめる D 比の二7(; ｛ ｉＧｊ 、ぷ取扱 ｪ ｊ 法に 就てはＭ［Ｎｲ ｾ 7 聞 に阿 i¥f( oしてゐる 。比の雨形式の空地[ま泡51l ! J 道路網と

の調印合計ｾ .  そのー百1¥分として公間道路jt. xの保t ' I を? なし 、I市L 種々な る用途に 制り% で〉める地阪
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第 7 悶 都市公園とその俊主主型。 A 中央建築i広域。 B 内 )j に

向ム公園。 C rl' 央並環状公園。 D 環状郊外" E 外 ) j に

向ム市街燃裂。 F 衛星的郊外者 ｾｲｬ ｩ

の聞を最善の形骨量を 以

合

同
月

サ

作，Q

 

むしせ
成

。

構

す

て

な

機 活的に公園系統と

しての紙面積は都市総

面積の 1010' を下 るべ き

でな いが、 同時に上記

の比率は叉建物の持'1m:

に随って適蛍 に鎚化し

作るものでめ る。げれ

ども 炭ぃ 空地が附加さ

れ ると云ふ ことは近隣

に公園 を用意すること

〉な るのであ るo 大幹

線道路及公園等 に利用

される 此の合成面積は

2010' 乃至30メ程度か若

〈は都市面積50メ の %

乃至% が都市の公共的

空地 として役立つべき

でめる o

fJ :際、の筋合 として{ 士 、: 都市道路の立11 き形式的うま刈(1公園の場合には殆んどイi l J 件べからざることで

み1J . ｄＮつ窓ましき ｾｊｾ でしないのである 。 公団としての州地 ＨＱ 、 最し魅力に恨ん ｔ ご自然的対勝 地 は風

ぷ公図とし且つ相官なL p : 1 f l _地 lま運動公園とす べ きでゐる 。 l京l ! リとして述築別地として不i童話・な土地、

例へ! 玄白然的な岩盤床よりなる谷令の仰l き:rMJiJj-(工、 : /J ; : I，魅力に ?;f じ公園適地として利用出来るのでめ

る。斯くして投; 11-者(1故初 l主計克に於て、地形副主事を? 参I ! 脅しなが今 、4た状と環状との公園系統に潤す

る￬｝ＭＺき分布汁遊を［ｩｒｩｾＢＱ［に準備すべきで め る。

土地1J f . 1習をの性質及土地償給の保持に闘し 、 公園系統の最長怨はどの公闘を選定、整T払 そして設計さ

れて ＩｊｾＧ るかと云ふことによって大きくし或は小 さ くもなるのである。一般的に公園を保有しな い 近隣

地( H改1 ，: 品化し件ベき可能性がめる。ニ ューヨークの建築千行革 ( the New  Y  ork Bui lding C ongress) の

土地利用委民合 ( T he Commi t t ee on  L and Utili zati on) による; 淵売を検討するに Bronx 阪に最も接近し

てｾーるところの土地は職業ＱＢ ＱＧ 心地から ＨｈｽＺ 1， ill い所ですら 、 11} r. ':1の家賃を示して居るのは、政 L 興味

をそ、 るところの L のでめる。で 、最 I， A-<貨の低いところのはマンノ、ツタンに最も近接し且つ土地が

泌令的H l 主主 として ?f-イ1: する近隣地でめ っ1: 0 ｴＭＺＮ要 ｲｬＧ 心地に地形的に接近して居るき ｊｾ の芹 ｉｊ 金は 、 土 地 の

月l泌が治合して厄る事と 、 公園の十竹]cであることによって生す・る:i!.';{傑1' 1によってキ自殺されてしまうと

川 8 4



の事でめる。而 L 最高債を示して居る月Irt ま、Ri verdele 及 Pelham 糧事の郊分に存 在する のでゐ るが、 そ

こは公園と公園道路との聞に 存在する土地と同様な{ 傑件 を日I i へ fこ土地が関空去されれのであっ 1: 0 t! il ち

共感は圧地と眺望とに除i して行はれ1: 七なる計道統制 Fで、 一米族 に付き 家賃が最低 でみ る住宅に針

9)  

し、最適池公準備すべき川議沿ひの土地でゐつに。

土地の用途に闘する割合 ( Percentage Di str ibuti on of Uses .)  如何なる都市 E 錐 い 改 定 さ れ

れ土地の分自E形式によって地域制が完全に行はれて知る L のは恐らくなかっ1: のである。 Univ wit y

Cit y， Mo. ，に於てはF/Jf 大な面積が地域のi! i I J I 浪に従 って計2Eが開設されれのでゐ る。 げれど L 比 の 地 域

制 は原 ｊｾ リとして望ましからさ Ｔ 芹後更をｼ釣ぎ 、 且つそれは猫ｪｽ Ｑ Ｑ 的 設計に潤する原動力としていはなしに

、全然矯正的手段 ( Corredive measure) として; 邸周されて居つにのでみる。比の事は 同様に新設の都市

として開後 さ れ れ ところ ｌ 亦或る 限度思考 ｊｌ ｉｉｊ 来 る のでめ る 。例へば米図に於げ るラットパ ー ｙ 及尖 ｉｾ

に於げるレツチワスやウエルウインの如き現代的な手設で設計され1: 都市でも 、T象; 包されi : 都市 の却

がめらかじめ用意され1: 土地用訟の|ーに、 ifii 1，それが; 直常 な用法と建築許'，: [交の原則のヒに 、創設 され

1: 1 ，のでめっ t: 。

めらゆる都市を指導する L の と し て 都市 の刻誌と 分間 lこ附 する 決め方 に確定的な標準と云ふ L のを

使用するこ色は fH衆ない L のでゐ る。が然し優秀なf f ; ' (: J : 都市として地城市IJ の型 ( Zonni ng patt ern) を

2を1i ψ

第 8 悶

許容し得 る合 塊的 なi則

合' 5 ? 持つ現停の者sr!l 状

1習に 除iする調査研究の

基礎の上に 、反省I j 1) で

はゐるカ; 、力、、る 主祭河島

の必要合唱導する司王 lま

興味ゐ ることで めらう

〆イアグラム第 8 fulli は

1  nQ¥lf- ｊｪ の ｬ 百肢をｾ fi.X. 1) 

摩げ、次の立日 き各々 キ自

主主する 用途に 制 営7二場

合 の 各地域の面積を? 示

し1: 1 ，のでゐ る。

9)  New York Bui lding  Congress， Commil tee on L .nd  Uti I:zal ;on， Reserch BuIl etin， 3.  Ocl.， 1933.  

10)  Har land Bartholomew's Urban  L and Uses， ｦｲｯｮｴ ｩ ［ ｰ ｩ ｾ ｣･ 参照。

l り 原 著、PP. 248， 2う2- 254 参照。
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地方的道路と成以及商業的空地

公 園 ! l 1 l 遊 戯 も お 系 統

主 要 幹 線 道 路

おI

25.0 

15. 0  

10.。

f也

面

ワt:

τ玄=ー

fT)  

かl

子行都

i会月メ

住 居 地 域

都心地及商業地域

収工業及餓道用地

事責

42.5 

2.5 

5.0 

都 市 の 建 築 用 地

商jjl J  注、用

50.0  2十
A  

"' 

50.0 
f

 

R

2

ロ

合

若し是等の制合で都市の四日分が行ばれるとせば多分自治穏として完全な結果金如 何 な る 都 市 で し

もt: らすか L 知れな L 、。が然し又如何なる都市でも各自相異なつ れ要求 fe持つ L ので 、而 L それが理

論的の理想を持って Jl; るワケで1 . J l X; は又め らゆる場合にその賀F量的な健全 さを L セ設するワケで L の

ないのでゐる。げれども只それは推定的地域i t ; IJ の市IJAにl際し或る確定的基礎を定めるのに役立ち件る

と同時にか、る ｬｩｦｦ ＮｊｴＺと祭設とはそれ等の ｩ＿ ＱＧ ｟［ｽｉ ｻ･指導し Ｑｾ ｪＺるものとして彼等のかも知れな いのでめる。

{ 質値が) 0患に存在する高j でゐる。

者sil J の什子となるべき汁鼓とはどんな内容のもの要約的ダイアグラム ( A Skel eton Oi agra m)  

かは気' i 9 闘に図解しである。而 L 此のダイアグラム 1:t 都 i!i;il' xn: に就て考終すべき重要なる凶つの要

素に就て悶解して居るのである。 ]'!IJ ちそれは h要中心地の分布、一般的遁; 品道路網 、一般公園納及都

111 の主要並に補助中心地の分 :(Ii が それでめる 。補助 '1' 心 地 ( Suh- center)  l:t 尻{ 主古j¥{干< l:t 近隣地の焦貼

- e  
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に前置きれ、 7 本のグイアプナル放射道路が遁営 な周園を持つ者s市の中心地 に結ばれ 、 その周囲は主

要商業地域として関空去し得る械になってゐ るのでめる。

道路 の交叉 する 箇 所 は放 射道路が 直 角に 交叉 する 伐に設計されてあり 、 且つ各地域防 ｉ ｾ 遁過する交

遜機闘の注意鱒 換 ( diversion of through  traffi c) に附する 施設は充分行はれてゐ る。是等の政射道 路に

よって邸; 分さ れて居る各応のWi i8i は 160乃至 200楽町にし て 且 づ細協 に除I しでは補助 線又は小道路が

地 形図に従って遁包' に辿絡し周到なる注意がその言十lli の上 lこ抑はれて居 るの でめ る。而1 ，} 忌等の細 道

路網の用途 には交遁機関の遜過 iこは遡せき'る 設 に設計されて用ーる のでめる。

都市 の住居及主要商業地域は鍛造の片側に 西日置され且つ工業地域はその反針。li Jに剖位されてゐ毛。

そして後者の昔日分には工業に従事する労働者の匁めの住宅金も関空をせしめ得る桜になって居 る。 都市

の住居地域は 6 つの地問; 又は近隣地に分割 され、 且っ その各々には地方的都市生活 ( Ioc呈1 communit y  

lif e) への補助中心地を用意してみる。で 、是等近隣地の言十五lf は一般的都市型 Cgeneral civic pattern)  

12)  

の計輩に制する待殊型の 間短 とし て論ザ C るべ き ものでゐ る。近隣地、若くは底割整理計設、( subdivision 

planni ng)  に隙I しでは都市全館の骨干計誕より以ヒに吾々は更に本質的に地形買の詳細全検討しそし

プU ヅク ロソ ト

て街民E及敷地の] #]授に就ての虎理がなさるべきでめる。

新市域に鈎し都市計誕を行ふと去ふ様な賀際問題に迎溢すると 、 多くの都市計主ｾｾは製画紙の上 に

精荷なる地域制ｾ ｝ｪ ｊＨ［ は叉 ν ムメトリカ ノ レ な道路網言十道等ｾ作図すると云ふ ことに のみ彼等の新市 ｉｬ ｬ ｨ ［ 奪

はれ勝ちでめ る。作j 稜 此の所持続符 なるこ と叉 lまシムメ トリカノレな る事等はかか る計室調弦へのよ き

示唆となる か も匁lれ なL、、 が然しそれは規則的に自然の状態と社合の後化に闘する重要考察を 11正面nし

7こ翠なる機械的裂健への調笠でしかな い のであ る。 又同Jkyl二、成大な土地に闘し一般計査を入念に作

成せ ん とする場合 、 ゐま り 詳 細に過ぎ に り或 ｬ ま叉決泡不可能な［ｦＱｩｾ .. 現在よ りかげ出!Iれ1: 将来の4/i. でゐ

つれ りする のは; Zd; やまつれ傾向でめ るo :H来件る かぎ りめらゆ る努一力を集中 すること は闘をま にl必要

な恨本方針含工夫せしめ且つ集中さ れ? こ努力による計辺の祝賀化にみづかつてカめ る しのでゐ る。

都市鏡張の制限と型韓 ( Li mi ts and Shapes of  Ci ty Expansi on)  

都市を必要なる 大き に制限 すると云ふ ことに 闘しでは 、 今日 まで多くの討論がなさ れ1: のであつれ

彼のエゲエネツツア ・ハワ ー ド民 は自給自足 ( Sel f-contained) の都市の埼想的肢 さとして 30. 000人を

収容し得る。悶園町市。 の建設に就て記述してゐ る。げ れ ども最近では火線 100. 000 人程度が必要な

る限界で ゐらうと誠歩されれのでめっ 1: 。子11 Br}ce 卿及米国の或都市計筆家は同様な確定的な限界

に附する 示唆金奥 へ で居 る。

然し乍 ら、大さを制限すると 云ふ こと は関空去に腕! する 計定と 飢 餓なし には都市の状態( civic C O:1dit ion)  

の吹迭を遜めるには全く無力でゐることは明かでーある 。 そして大都市で 、而 も現存の主nき大さ に主主し

れ都市でさへ、若しも遡常に言十査し且つ組織 されてめつれな らば、 人録的 に その大 さを制限する必要

はなかっ 1: かも知れな い。ハワ ード氏 は 、 回園都市の集図と云ふ L のが、彼等の聞に永久的な災耕地

を介在せしめてを苦主主し得るものと信じて居つれのでめる。而も各 h の都市! ま市街地と開園地の巧みに

12) 原 著 第 12.t;t 参照

!3)  T  omorrow， London， Si van Sonnenschei r】 & Co. ， Ltd.， 1902， P.  31. 
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組み合さつれ大都市地ゾIJ ( mctroJ: olitan  ｲ ･ ｧ ｩ ｯ ｮ Ｉ としてその近隣地が効果ｾを音符するでめらうと想像Ａノ

て居つれのでめる。

で、結 局 か h る待妹都市の大さに関 す る問題( 立 、 健康と古慌てとの ，J.!+11 ｻ･ 作るＺｬｾめに Ｍ ､ ￯ 街地と日 ｉ｛ 罰地

とを遁? 古に 組 み合すべきす十査と組織を? 創造すると去ふ問! 也に取って l. i ，j " ¥二意義的な L の で ゐ る 。 慣 例

であ る とか或は叉技術的要求と云ふことから雌 れ て 、 大都市が市街地と空地の［邸 Ｇ ｉ Ｚ Ｚｾ なる商 ｅ 分を￹Ｇ ｩ ｊ［立 す

る の に ｾｙ ｊｩ状若＼ tま倹状 の 空地 を伺保する 事 が 何故 7f主L、かと云 J 、司王の内由はないのでめる。 而 L 力、、

る要 求 ｴ ［￬ 、 街 ｅ 普及公 園側に 関 す る公共 的 空 地 として 、 市首Ｎ芯 Ａ ｩ の ＵＰ ｙＮ 以 ｬ こが保 ￟ｮ れる Ｔｊｾｴｊ Ｚ 恭平正 Ｑ 主 化

( justifi cati on) されて居るのであ る。

直 線 型 ( Li near Patterns)  ノ、ワ ー ド{立、都市と云ふものは大惚阿形の現地巡ってをま艮して行

くものと想像し 、 :z本習の第一平に於でも大惚図形若くはブJ 形でみると論及し、大根郡rli の型と云

ふものを斯く考察し7二のでゐる。乍然比のI亘線型 (l inear f am) 又 I.i ID)J)lIRと L云ふべき幹線道路の南側l

に沿ふて禁法し7ブWl 状 i li 街 ( development of  urban  ｳ ｴｲｩｰ Ｉ と云ふもの ｉｾ 、 雨端が縦に延びれ河又は海の

沿 岸地 にして幅が狭〈境界されてをま達しに( 地形七自然に制限され1: 細長い都市〉都市よ IJntr 示を? 件

寸二考へ j J であ る。

此の考へブIJ t 人 む し ろ ロシアに於て説家され? こ刻1き、 新 しL、都TIiを，qF状形に -JI' i1Iする こ とか( " 既

存 の 都 市 計I{?状型に担主張誘導する上に好都合でめると前{ まれて尻る。 Berthord Lubetkin 氏は、 山 一 ソ

ゲエ ートロ シアの都市計; J f に就て述べて 山町ー比の闘に於りる図策が求めて居るところの L のは産業の

分散を悶り且つ都1 ' 11の市街化 {e泣り 、 むしろ田園のより大きい市街{ 七五? 指導する L のでめる本を述べ

てゐ る 。 而 して ｾ｢ の ｛ Ｑ 的を主主するＺｬｾめには 、 都市の集中的 ｾＧＱＧＱ Ｑｅよりむしろ ｉ 直線的計五によって建設す

るこ とが 、 よりよく ｾｨ の目 的 を主主し得ると想、阪されて居つ仁のでめる 。 ｃ Ｚｕ Ｑ ＱＰ 悶参ｬＡ官〉

111 8 8  

ーー←ー I  Lubetki n 民 Il ，彼れの

う

第 10悶 Y ピエ ート の俄状都Tli

1  f主知地域 2 グリ ー ンウ' エ ; L ト 3 工 業 地 域 4 重量交

主li! .幾跡! 道路 5 銭泣 6 都市作理局 7 公園及肘ー令中心地

14)  "‘ T own 】 and Pl a叩n町m】ηming in Sov刊E陀e抗t Rus悶sia"; The Archi tectural  

Associati on  J ournal :  J an.， 1933.  P P.  186 - 192. 

; 命池のなかの一節に次の

立11< 漣べて来る。

市 街 化 防止ー策の想論

( 主幹線道 路網 に泊 J 、て

新しし、家法を建設する

もお合によき示唆を輿へ

て府・る。そして一般に

4 否人{ 主人口の籾符し

1: 不健康地に 11宅を持

つべきでな いが 、か、

る時代に時合同じくし

て火幹線道路に沿ふて

人の 11 : む元〈々 がはでし



しな く; 豆〈 招い てゐ る地成!士吾 人産業並 に段 、'!{::の '1' 心地に 結び付 ・くべ きでゐ る 4 と云ってゐ る。

地 ")j が] に b，地 形 的にも 、 そして他 の{Ji 著作に 於て L 、斯様な こと を言干し作る 1m作! な る場所 で L 、

工 場 Ｏ ＱＮ鍛造 に 沼ムて 長 く 仲 ぴて行かねばならぬと云ふ こと が決定され＿ こ のでめっ Ｑ ｾ ｯ 比 の工 築

地 fiFか乙約 500米 以 ! こ出fi れ て帯状 の楽園地帯ド ( be1t of  ｶ･ｧ ･ ｴ ｡ ｴ ｩ ｯｮ Ｉ を ｾＡＩ ｭ し 、 之 れと 千行して 枇令 的 公

:oP"的建 築 物 ( bui ldings of a  socia!  charact or. )  レスト ラン 、cr eches 及 事 校等 を色合 して居 る居 住地併

を町位して居る ので め る。

吾々 [よ、力、、る手段 に よって!弱f仕組の人 口を:- i古.線的に 分布( 1inear di stri bution) すると云ム考へ ゾI

!1排除 すべ き L のでめ る。 それ に し拘 らす¥ か 〉る政策の採 用! 士 、都 ifi 言l'i l平自身に 除] す る限 り、 比

の原Z屯[ま是認さ るべ き しのと足、ふ。

工業の分散及都 TI1と良村と 1込村生活の 1i11が変に緊符 な る統市11をi[¥iIl 11する事に 隣l してl立、 集 rl' 的 形 穏

に よる都市 でな い 待 状的都 市 ( linea1 stri p  town) に よ る7i t ; 、 如 何 に その目 的を主主し得 るか を理解

する のは ｾｕ ］Ｇ 困難な Ｚｴ Ｉ ［ であ る 。 げ れ ど ｢￹ ｌ の 考 へはその 後に尤 らし い ｌ の を 持って居 る のであ る 。何

故 なれば交沼運輸に 防j す る t: 要 線を或 る程度土で質 用 化 し作 るか らで め る。

待 状羽都市に 跡Jす る最初 の 提 案l立、 1882年 E L Progreso に附 する ー辿 の 論文に 於て. マドリツド の

Don  Arturo Sori a  y  ｬ｜Ｑ ｡ｴ｡ によ ってな さ れ に ｌ ので ゐつ Ｑｾｯ 彼 ｛式 市 首 員 Ｑ Ｖ Ｐ ＱＱｊｾの 主 要 幹 線道路の雨ｪＩｻ Ｑ Ｑ に 沿

ムて機状 に直線 型都 市 ( L. Ci udad  Li neal) の建設 を推厳し て居る ので み る。 餓道サ { ヴス、 市 街電 車

線及 公共施 設等の準備は行 {まれR つめらかじめの改定地 /1. 、 地1抵の安い. ! &或は地形の状態が此の計 支

に 好都合な筒 均 れま伊 ｈ 包 でし帯 状 型市街地ｊＱ，ｾｩｽ 長 への官 ｉ ｨ へ と し 利 用さ れる のでみ る。 ＵＰｲｩ ｡ y  Mata 民 l立三Iー-

要 主 ｅ 過道路Ｈま都 了 ｼ】組 織の ＧＱＧ 車山 乃ｾは砲 車 場制 Ｗ こ る べ き ｌ のであ ると 去 っ て ゐる 。 そし て T he Compaii ia  

madril ena de  Urbanizaciun  ( マド リツ 1." 都 市計 道組 合) / まか 〉る計叢の ドで事業が開始し主主に 1894 か ら

ＱＸＹ Ｖ の ＱＱ Ｎ ｜Ｑに ａｲ ｡ｧＶｮ 幹 線道 路 と ｃｨ ｡ ｭ ｡ ｲｴｩｮ に 於げ る縦 の 森 の ｉ ｾ ｉ 約 Ｓ nq! に亘っ て一部 分直線型都 市 を構

築さしにのであ る。

Scri.  y  Mata. に よる the Compaui a Madri leii a  de  Ur bani zacion の提案 が非常に調不fI よろしく或程度の

j成功5ヶ凡せてJ [ i ;る 4Jj : /士、 都市駅張はし 、づ れかの候11に股耕地 若 < /1.殺林地殺 を持 って、リ :l'・ン 型 に建 設

さる 〉絞な却を取 るべ き本でめ る事の jj; 1凌を?奥 へ て 居 るのでゐ る。

ｾｌ の直線 ＱＴ の都市 に 持しては次の Ｚｴ ｊ ｲ ， � Ｚ 主 張 さ れ て照 る 。 ｅ ｐ ちそ れ は 都 ｔ Ｑｊ 人 ｉｊ {c農 耕地域に誘致せし

む るを?助成 し貝っ そ こか ら炭 産物 のJ トー産台援助する :t1fに な るのでゐ IJ ， 而 も衛 星都 市 l立直紋的 に関華を

する ことに よって大都市 の '1' 心に ili 給さ れる のでめ ると 。 例へば此の 従案によって確認 し作 るのは直

線都市が集 '1'的都市とi 1 b 結することに よ っ て 形成する 型 は 伴市郊 の 援鱒鮎に 尖 端部 を有す る三角 形の

系統をｊＱ Ｑ Ｑ ＺＱ Ｇ， さし且つ 此 の 三 角 形内 を 産業 ＩＩ ＱＺＩ［ミ ｾの 丹 ｊ に耳 ｉ ｊ 用 す べ 〈指導すると云ふのでめ る 。

回 線 て 訟の 都 ｔ ｉｩ の終 端 ＱＩ 、 ら 或る 干｟ｬｲ ｾｎ し ＱＩＧ ｾ ｩ ｦ ｛ れ Ｑ ｪＮ e  、 践 では ， ｾ｛Ｚ，の ｉ ｊｦ ｬＺｴＮ不 可泣 な 本で 、而 ｵ 前 足な結果をナ 件

られ るか b111れ ない のでゐ るo比の積績の小 規模な るf'f 例( 士 オンタ リオ州 に於げ るNi agara G1en  H目 ght s

山村務関 授 にをま凡する のでみ る。 此 の訂みはま娘道と 公 園道 路 とのlul に介ギ1:しに長 い待 状 をなし て関空音

15)  Co:npaiii a  Madri l eii a  de  Urbani zati un. L a  Ci ndad:  Formul a  Espa目。la de  Ci ndad  Jardin Como 

Sistema de  Arqui t eιtura  de  Ci ndadss  Y  colonizaci on  de  Campos.  Memori a presentada al  X II I  

Congreso  Int ernaci cnal  de  la  Habi taci i日n y  de  Urbani smo.  Madri d.  I mprenta de  la  Ci ndad Li neal.  

193卜
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されれものでめる。全区域に到し都市中心地 ( commun; t y cent er) を設備するのに大し1: 努力 L 必要と

しなかっ t: o これぽ似今居住者の縛め二種類の施設をせねばな らなかっにので、 自然二つの顕著な中

心地が計輩され? このでゐる。でめるか らl必然的に一つのま田: 長い帯状の土地の t l こニつの村子容が創設さ

れれ様な結果を1 ， 1: らし f このであ る。

賓 際 的 型 韓の [f. 用 ( T he Practical  Patt ern l:. xtenslon)  摘象的に考へ もれ?こ都市の大さ又は裂と

云ふしのは 、 資際的な状態に惚じて遡営に鈴更さ れるも のでなげれiまならね。何人 主錐 Lf 一般的

に地方全程を蓮じて惹起するであらうところの事情を後想する事は ｦｩｾ 来な ｌ 、 ｯ !!il ちその事情と云ふの

は、都市の型が図形か又は帯状かのいづれにせよ 、都市境界を越へて市街化して行〈のを確笈に制限

し且つそ れを正蛍化するで めらうと云ムことでゐ る。一程都市と云ふものは聖堂主主を停止するものでな

い のであ る 。が然しその割分力法は［直営 に制御 さ る べ き でめるが 、 Ｉ ｌｉ 陵 商な 而 も自由性ｾ 持 Ｗ こさＧ る制

限と云ふ L のは 、都市扱張の 上に 5m制さ るべき ものでないとさ れて ゐる。か〉 る事情から 自性れて都市

左云i 、L のは都市周園の郊外附近及都市の放射道路. 銭遁: 及交主E運 輸路線に沿ふれ郊外 の長 い 鯛 角

(I ong ｴ ･ｮ ｴ ｡ ｣ｬ ･Ｉ 附近等の膨Ｎｉｊ ｒｾ 助成するものである ｯ ! ! [ J ち都市鱒角郊に集中しれ素形が今日我々が稀

へて居るところの所言問。衛星都市。と云ムものである。

是等の所吉田膨脹裂が今日吾人が要認して居るものであると考へ られるのであり 、 而 して我キ は彼等

の不満足な る形態を如何に統制し得るかと云ふ ことが今日の問題でめる。

都市の祭 主主 と云ふしのはｾ＼ｪｴ［に者 ｪ￭ 市の境界線附近に沿ふ て膨 ｊｕ ミするものでめる。最初に直面する披張

の理論的型として、 此の事ｾｾ旦餅する司王が新 地 域全要求する濯に誘導すベ じ 音 ｼ査と組織を主主めるの

に最も必要なる事である o でその次に逗加される重要な事柄と云ムのは、既存の近隣地に艶し、主要

なる披張準備をなしれり或は叉適' i l i ' に 地方自治生活全準化せしめ件るでめらうと ころの新しL 、部分に

封し、 その細包型自? 形成し得 る言「宣告? なすべきでゐる。然し乍ら 、近代の大都市が交誼組織の上に依

存 する ｴ こ ろのものを考察するとき 、 経済的見地より最も理論的な膨ｊｊＱｾ C云ふものが交遁蓮輸線に沿

ふれ細いタリ ポ ンタ 吠のなかの市街化的院l置を言十直営非難して居るのでめる。が然しか、 る問題の解決

l立、不可避的な進展を抑制するこ主でなしに 、 むしろ言十哉と組燃による統制の上に依存する事 を物語

って居る械に思へる。

或る努合、 衛星都市と云ムものは厳〈聞かれれ閉園地によって. 大都市より分自{Eされて居る L ので

あ るが、彼等の持っその性質 ヒむしろ中心都rll と連絡往復する交遁機闘に依 i字するところ最も多いも

のであ り且つ比の事は 4 リポン 4 型市街化的闘を去によって彼等が常 に r{' 心都市主連絡して居ることをT

fi: 1成して居 奇ので あ る。是等のおの いづれかによる開後で 、而 1， ｊｾ 性質上その目 的 が どうめ ら うとも

型そ れ自身に倒 しては 、 容易に鎚化 し得 る都市膨脹 の自然的経過はほんの一部分 に過ぎな い設に思は

れるで めらう o 不完全さでめるとか又は未完成でめ るとか云ふことなどは 、急; 激にをを主主し?二場合の都

市の何ｾで｜Ｂ 1 ，有勝ちな事であり且つ関空去に闘しては 、 めらゆ る型の ものが自然に組合さるものでめ

る。

都市 を園紛する周 園の 関空音を更に助成する伐に交遁及道路系統の言1-輩を行ふ ことによって市街後展

の既存の形穏に再びその )j inJ ｾｾへるものでゐ る が 、 乳に郊外の登注 ＱＺ 採用してゐる鯖角形は 、 そ れ

を抑I ! l l せんとするに . そんな に不?;t な L のでめ るかど うか を検討 する のは極めて適切な事である。が

1 1 1 9 0  



然しその容はf l ! e に確定的 に奥へもれて居る。L ! Pち既存の直線的関をまと云ムの l主、言十整会全く等閑 に附

して仕事華ふと云ム Tごりの唆由でよろしくな いが、本質的にはそれは形惣からでないのでゐるが、 而 も

彼等は適笥'に 言十貧さ れ そして公固と公園道路とそ持って取り固 まれる か. 若くは分散される事が必要

でめる。都市の主見境又は扱3長に封する理想的形健と云ふものは 、最も理論的 な裂 に中心地域が随ふも

7 レー J.

の で め る 。 恰 L 交遁機闘の架構の如くその裂は都市周漫の環吠と悶園地へ進入して帰 る検状に よ る外

部への市街化の便宜として放射線と環状線との組合せによるものが型つく られるでめらう。土地 別用

の形態としては 、 交証遁 ｬ￭ｾ 謹珪輸納の形態と調羽利 Ｑ する故に了工 Ｍ 業 、 イ伎七 ｅ 舟耳及空地等カが Ｚ ｩ遁藍営に ｺ卒 ｆ 衡 をを＿ 保 つ様 に準備

さfれ1、都T市打近隣地 〈αc印。m】ml叩u汀1m

る? めらう。 而 L その骨車組且と して之れが聖捻在現は『舷怠用カがt可能な宣鈍E園内では 、E幾援有何H準拳的模桜式がどう ゐら

うと L 臼然の要求に従ふと云ム こと が 原H附則リj でめるカが:. 碁主主目裂叉は長田L 、格子型 ( the att enuated  gri diron)  

のものよりも 、 虫 ｾ ｮ 止ま Ｑ 長却 に相似 せしむるのが最 ｌ 適切でみらう。

第 11悶 = ュ ー ヨー クのフオレ兄 トヒルス田園都市

9 1  111 



- 時 報・

フ フ ン ス の ｉ ｾ方 空法 規

( 本文= 牧メタ ノノ、、ア ランスノ防空関係法令中 3 篤デアル〉

其ノー 空中ヨリス J j.. 攻 量産ニ謝シ図民ヲ保護 スル方法ニ閥スル 1935 年 4 月 8 日の法律

(山u 8  avri l  1935 rel 山 a I' or g… 山 田 mes Ur es de …t i on)  

et de  sauvegar de de  l a popul at i on ci vi l e cont re l es at t aques aer i ennesJ  

第 l 篠 空襲ノ fι 自主=華社 Z ノレ防空組織ハ全園土ヲ遜ジテ義務的ナ リ

市F 頁ノ組織ノ態ぼノ、笥・該土地ノ重要性及位置ェ因 ザ呉ルモノエシテ 、 内務大臣 ( minist re  de  

l・lnt eri eur) ヵ・闘係各大臣 ト協議シテ具程的= 之 7 決定ス

第 2 {!茶 内務大臣ノ、毎年財政= 閥スル法律ノ定ムペキ定額ノ範園内こ於テ ‘ 各管轄隠こ依 リテ 詳 細 =

考究セラノレペキ防空組機/ 機J，x. ヲ指揮容を督ス

内務大臣ノ、青i F頁/ 事項ヲ民主理スノレ銭メ高等防空委員管 ( c ommission super ieure  de defense passive)  

ノ輔佐ヲ受夕 、高等防空委員令ノ組織及職能ノ、内務大臣之ヲ定ム 、戒鍛ガ宣告セラレタノレ トキ

ノ、軍常局ノ職能 =-1#1A  1'- 1849 年 8 月 9 日ノ 法律ノ、防空こ之 7 準用 λ

第 3 傑鯨知事ノ、 1884 &1三 4 }J 5 日ノ法律及 前後 ノ法律= 従ヒ、 Mosel l e， Haut-Rhin， Bas- Rhi n 各 燃 =

於テノ、地力的市町村法二従ヒ 、市町村長ノ協力ヲ件テ tZ該燃= 於ケノレ防空ノ準備及施行ノ it ニ

任 ズ

内務大医ノ、空襲ヨ リ保議スノレ匁ヘ国家的及公共的重要性 7 平fλ ル花的m物及事業ヲ指定スノレ

コトヲ 4手

第 4 保 内務大尽ノ、第 2 ( ! 傑ノ; 巨額ノ範週内= 於九市町村計苗ノ鑓1 [ ，建 物 ノ往築様式ノ幾夏、建物

ノ新築叉ノ、大事量1 [ = - 常 リ; 直営ナノレカ法ノ 1深海等不正幸こ於テ公共建築物及各種商工施設ノ空襲二

塁守スノ レ強弱 性ヲ軽減スノ レｾメ 一般叉ノ、待別ノカ策ヲ考先決定シ 、 ｊｖｦ ｴ 施ヲ市 町村 、 行政官 ｅ 及夜 、

入= 命ズペシ

商I項= 閥シ重要都市= 適用 λ ペキ待民リノ、大統領令ヲ以テ之ヲ定ム

第 うｻ際 本法］基キ防空方法ヲ他行 ￃｬ レ［Ｚ［Ｎｾｾ ＡＩ使用シｾ ｻ トペキ職員 次 ノ:!mシ

1.  軍事義務= - )!ll サ ずル公共 事 業 職員

2.  夜、人ノ資絡ニテ 戦当1総領中防空二重喜 JI 日スノレコトヲ志願 λ ノレ者、志 顕ノ、2 f - 時こ於テ漁 メ之

ァ匁 λ コトヲ得

3 .  1928 年 3 月 3 1 日ノ法律第 2 係ニイ友 人 聖子遁被徴集者トシテ召集セラレ !J 1'- 動員免除者

4.  Ｑ ＹＲＸ 年 Ｓ 月 ＳＱ 日ノ法律第 Ｒｻ 傑ニ依リ千ｾｾ被徴集者トシテ召 集セラ レタル第 二 漁備兵 、

但現役二召集セヲレザル場合 =-f浪ノレ

前項= 依 リテ防空= 参11日;スノレ者ノ、凡テ普通被i数集者ト同 一 ノ義務' 7 :0. 7
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本{ 傑ノ ;規定 ノ 施 行 制WJ ノ、大統領令ヲ以テ之ヲ定ム

( 詮〉 本係ノ施行法問Hリトシテ ! のう 年 6 )J 18 日ノ 大統領ヵj l，IJ 定七ラレタガ変ニ之ノ、若干 ノ修

正 7 )J I1 へテ 、 1937  ol三 6 刀 1 LI ノ大 洗 鎖 令 トナ ツ評 、 共 ノ三参I ! 百

第 6 {際 園ノ 施設= 居間スノレ防空経質ノ、図箆 ノ究段ト λ

政 1Mノ、図家的性質ヲギf スノレ防空事 務 7 彪:l.ill.シ ( 待こ 主Il 1 ' 吉及交通ノ{ 呆合 ) ; 盛雛所毒ガス検出施 設

及救設設備ヲ投ｻ丘及管理 λ ペシ 、 政府ノ、叉侍 ＾ＩＱ Ｑ ノ 事由ニ因 リ Ａｉ 採及市町村ガ完全］蕗迎シ ｾｴ トザ ノ レ

地 方 的性 質 ヲ 有 λ ノレ防 空方 法 二参加スペシ

手こノ経質ノ、阪之 ヲ 叉 娩 ユ

1. "孫防笠宮十錨 ( p1an de  dるfense passi we  du depart ement ) 妹二分散す l-fJli ( p1an de  di spcrsi on)  

作成 iJj_

2_ 空襲= 針7 - ; レ!阪 ノ物 的 及 人 的 施 設 ノ保滋 賀

衣 ノ経質ノ、市町村之ヲs . 挽ス

1. 地 方 的 安 全 ( 警 戒、警 報. 泊 滋 ) = 倒見ノレ経1.' 1.

2_ 空襲= 針スノレ市町村ノ 物 的 及 人的 施 設 ノ 保 誠 氏

3_  市 町 村 こ於ケノレ防 火 、消 火 . 清 掃、 消 毒 施 設 ノ蹴 充1'1.

第 Ｓ 保第 Ｒ ｾ 頁ニ依 リ 内務大臣ノ指定セノレ事業者ノ、 ［Ａｾ 地力的安全ＱＮＧＱＮ及 ｊｌ 人 的 及物的施設保設投 Ｗ

主主捻ス

ｾ＠ 7  fi 葉 県系. 市 町 村叉 ノ、指定セラレ F ノレ事 業 者 ガ;!t 義 務 ヲ五位サ ，，' J 川、 キノ、 、 内務大臣ノ、省令 7 以テ|姶

空 ノ準備及' l ! ( 施ノ匁メ緊要ナノレカ 法 7 定 ム ペ シ

ｊｪ￭ ｊ ｾ 頁ノ内務省 令 ヲ 施行戸ノ レ ヱ要 λ ノ レ 経質ノ、Ｇ［Ｗ［・ 該行 政図組 ノ 気捻 ト ス 、 ｔｓ 該行 政図穏ノ、必要アル

ト キノ、 ｾＮ ｾ年度経常歳入ノ Ｑ ＷＰＷ 超ェザノ レ 範図ニ於テ旦 Ｓ ヶ年 Ｗ 限度 ト シテ法定 ノ手 綴二従 ヒ 、

課税叉ノ、職械工依ノレ小切手交附 7 匁 シ 以 テ上; 日経1'1. 7 支緋スノレコト 7 ｾＨ宇

各 Ｑ 係］於テ ｬｬ￭ｊｾ 頁ノ Ｓ ￳ ｦＭ問 ｚＱ 首該際及燃内市町村 ］Ｍ￢ 深セラノ レイ キ経 Ｑｾ 総額ノ、 、 同鰐］於ノ ｌ 図康 ｦｴ

捻ニ腐ス ル Ａ妨空 ｔＮＨ ，ｪ｜ｾ 、額 Ｏ ＱＰ ＷＰ 7 超ユノレコ トヲ伶ズ

事業者 ｨ ・［Ａｾ 許奥 セ弓レタノレ ｪ 切間内ヱ第 Ｑ ｾ頁ノ内務省令］従ハザノ川、キノ、 、 Ｑ 探知事ノ、車里村 ＧｬｩＷ 以テ

ｾ ｾ事業者 ノ Ｚ 頁挽］ テ 内務省令ノ命ズノ レ Ｚ 方法ヲ ｴｬ 施スノ レ コ卜ＧＷｾ寺 Ｎ 比 世話合］於テ 図庫ノ ［立 積 ｾＡｊ

J レ費用ノ、直接税/ 例= 依 リテ之7 ' j数牧ス

本 係ノ内 務省令］重苦シテノ 、 ｾｾ公 布ノ日ヨ リ ｬ ケ刀内ニ参事院 Ｈ ｃｯｮ ｳ･ ｩｬ d' Et at)  =  ＱＱｾ 訴ス ルコト

ヲ4非

参 事 院 = 出 訴 ア リタノレキ トノ、首 該 内 務 省 令 ノ 執 行 7 停止ス

第 8 U革 防 空 方 法 ノ効 果 ヲ 審 査 ス ル 然 メ 、 内務 大 医 ( mi nistre de  1・Int < r ieur) 、 陸 軍 大 臣 ( mi ni stre de  

la  gu問 e) ，海 軍 大 臣 ( mi ni st re de  la  ma. rine) 及 航 空一大 臣 ( mi ni stre de  I' eir ) ノ協議二依 リ防 空 演

習 ( manoeuvre de  def ense aeri enne) ヲ機 トシ テ' t ' f 験ヲ; 均スコト5 ' ｾｾｦ＠

防空賀験ノ、 ｾ￭ｈ 系笥 ・ 局 ノ 協議ユ依 リ 何時］テモ之ＷＧＧＱＧＱＺ施スノ レコト ヲ ｱｾ 十

本保 ノ 防空賞験］従 Ｗ コトヲ 拒ミ叉ノ、 ｊ ｾ 施行ヲ妨ゲタ ル 者ノ、 Ｑ Ｖ フラン以 上 Ｒ ＰＰ 7 ラ ン以下ノ科

料 叉 ノ、 罰 金 =蕗 ス 、累 犯 ニ 主主シテノ、 6 IJ 以 上 l 月 以 r / 拘 留 及 16 フラン以上 200 7 ラン以ド ノ

科料叉ノ、罰 金 7 併 科 シ叉ノ、共 - ' ; 1 科 λ
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第 9 係 大統領ノ、内務 大 臣 ノ報告ニ主主キ 、 参 事 院 二 部問シ テ、 Pari s 地 方、 Pari s 地 方以外 / 本図& .

Al geri e ニ於ノレ本 法 / j!盛期{ 附*7定ム

第 10 iI華 本法/ 規定ノ、大臣ノ提議二依 人 之 7 海外領土こ 適用見ノレコ ト71! ト

其 ノ ニ 空 軍Zエ封スJ I - 保護ニ開ス J I- 1935 年 12 月 20 日ノ大統領令

(  D  6 bc口ret 白い…2却o d  品&伽 …c口m一r問 叩e mb e町r 悶 C  

et  d e  sa臥u且vegar de cont r e l e danger  aer i en J  

第 l 保 空 襲 人 危 験 ヲ 軽 減 ス ル コ ト 713 的 トスノレ 1935年 4 Yl  8 日ノ法律ノ規 'iE / 、次ノモノ二乙ヲ遡

用ス

1. 闘 際Ｎ市町村 ｾｴＭ イ也Ｏ公 共図骨量 ノ公ノ 建物

2， ＱＹ ＳＵ ｾｆ＠ 4 月 8 Jl ノ法 律 第 3傑 第 2J e頁=依 リ内務省令 叉 ハ内務大臣ノ委壬= 基夕日係令 7 以

テ指定セラレタノレ国家的又ハ公共的重要性ヲ; { j " スノレな的建物及卒業

3， 商 工 施 設

官II 項 第 3望書ノ施設工事寺シテノ、共新築叉ノ、大槌変/ 場合= 於テノミ 1935 年 4 J l  8  1:1 / 法律ノ規

定 ノ遁用ア リ

伺既存 主主物 ヲ 高メ叉ノ 、 披張ス ノレ 等ノＩｾ ヘ 基礎工事エ姥更ヲ ｊｭ 7 ル場合ヲ含ム

第 2 1J革 石? 由叉ハガソリン工業叉ノ、倉庫= . 1 : 共セラノレ 、建物= . f :tスノレ待殊防空方法ノ、 、1925
1
1三 2 刀 1 1I 

/ 大 統 領 令 = 依 リテ設置セラレタ ル 委員 合 ノ 意 見 7 語、キダル l二、内務 大 臣 及 商 工 大 臣 ( minist re

du commerce et  de  1・lndust ri e) 協議シテ之ヲ定ム

第 3 線 内務大臣ノ、高等防空委員合 ( c ommission super ieure  de  defense  pas3ive) ノ意見ヲ 漣 キタノレ上、

A探知事二重苦シ衆吉年及工業ノ危険 7 警告シ 、 自ラ大綱ヲ 示 ν テ遡常ナノレ規 11リ'7 ffi lJ定セシムノレコト

ヲ4誇

ｬￌￍ ｬｾ 頁ノ規定］依 リ 各県系知事ノ、 Ｑ ＹＳＵ ｾド Ｘ 月 ＲＳ 日ノ内 務省令］依 リ テ設ケラレタ ル 阪防空委員ｩＧｲ

( commission departementale  de  defense passive) 及都市関空堂版委員合 ( c ommission departementale  

d'  amenagement  et  dxtension  des vil1es )  / 意見ヲ聴キ F ノレじ縦令ヲ以テ 空襲 / 危 険 7 軽 減 λ ノレ

銭メノ一般及待別 j j 法 7 定ヘ旦建築様式及建築材料規整スベ" ' . ｾ七縦令ノ、内務大臣ノ認可ヲ

受クノレコ トヲ要 λ

第 4 {傑 本 令 第 1{傑第 1: 項第 1 Ｓｴｾ＠ = . 掲ゲタノレ公/ 建物ノ新築叉 ハ郷 j [ ノ設計ノ、陸軍省 ( mi nistere  de  

111 9 4  

la  G uerre) 海 軍省 ( minist 色re de  la  Mari ne) 及 航 空 省 ( mi ni stらre de  l' Ai r) 所管ノモ ノヲ除キ之ヲ

管轄日探知事こ回付スベシ 、阪 知 事 ハ 防 空 ノ見地ヨ リ之 7 審査セシメ :J t - 認否ヲ決定 ス、常該設百 1・

Ｗｾ 係 知事］ 間十ｊＢシタノレ日ヨ リ Ｒ ヶ ｊ ｬ 以内 ］阪知事ガ其認否ヲ決定 七 ザノ レ ト キノ、 ｊ ｴ 工事］着手 λ

ルコト 71
J
;手

市 町 村計章者 ( projet c ommunal  d' amenagement  d' e mbelli ssement  et  d・ext ension) ヲ作成スベ午 rlJ 町 村

及内務大臣ガ航空大臣及陸軍大臣叉ノ、海軍大 TI. ノ意見ヲ l隠キタノレ 1二電 要地駄トヰノテ指定七ノレdJ

町村= 於テノ、第 1{傑第 1 ｾ頁第 Ｒ 鋭及第 Ｓ 誠二掲ゲタノ レ 商工 建築物 ノ 新築 久 ノ、 重大ナノ レ 鑓￦Ｚノ ｜



ｬｬ［ 該市町村長ガ防空］隙 ｊλ ノ レ規 則ノ遜守セラレｾ ｊ ｾ コト ヲ認メテＺＡｾ言キ可ヲ奥へダノレ後二アラザ

レノぐ之 7 j :i; ス コトヲ 4非ズ

部I項ノ 許可 ハ 1902 l'ニ 2)1 15 日ノ法律第 11線 二〉ピメ 9 ル様式= 依 人 且 1935 11'- 8  Jl 23 日ノ内

務省令二依 リテi設置セラレタノレ都市防空委員合 ( commi ssion urbaine de  la  defense  passi ve) ノ怠

見= 従ヒ テ之 71寸奥7 ' ，都市 l坊空委 員 合ノ、1探知 事 ノ同意ヲ得テ事案 ノ審査ヲ JJ j. 門家ニ 依 蝿 λ J t-

コト 7 ｾ ｾ 宇

市町村長ノ、許可ノ申諸 Ｗ 受理シタノ レ日 ヨ リ Ｒ Ｐ 日以 内ニ Ｓ ｾ 許否 Ｗ 決スペ シ Ｎ 市町村長ガ上 記 期間

内= - ;11.;許否 7 決 セザノレトキ叉ノ、 許可ヲ拒否シタ ノレトキノ、、際知 事ノ、燃防空委員合ノ 意見= 従ヒ

其許可 申請 7 受理シタル日ヨ リ2 ヶ月以内 ニ許可ヲ 奥 フルコトヲ得

都市防空委 員骨 ノ組織セラ レザノレ市 町村= 於テノ、、 市町村長ノ、言t-可 申請 ヲ受理シタル日ヨ P

8 日以内 二之 7 際 知事= 回付 スベ シ、阪知4 ;J]: ノ、共受理シ タノレ日ヨ リ40 日以内二際防空委員合ノ

意見 = 従ヒテ 共書干否ヲ決定 λ ノレコトヲ要 λ

第 4 J.:頁及官iJ 項ノ刻間内 ="1探知事力. ，J t : 言干否ヲ決定セザノレ トキノ、、 許可 ア リタルモノ ト若倣 λ

第 5 係 国以外ノ行政園惚叉ノ、事業者ガ 1935 年 5 月 8 日ノ法律 及 本曾ニ基ク 義 務 ヲ履行セザノ川、キ

ノ、 、燃知事: ノ、 必要ナル防空方法ヲ定ムノレ 1935 年 4 刀 8 日/ 法律第 7 係= 基グク内務省令ヲ之

z 遁告シ 共賞、施 ヲ命ズペシ

行政図飽叉ノ、事業者約項ノ命令ア リタル後 2 ヶ月内 二之ヲ 質施 セザノレトキ ノ、 、阪知事ノ、 193511'-

4  Ｉ ｾ＠ 8 日ノ 法律第 7 保 二依 人 職 槌 ヲ以テ蛍該内務省令 ノ命ズノレ紡空j J 法ヲ賀抱スベシ

第 6 傑 本令ノ公布以後ユ於テハ 、市 町 村言|苗若ノ、 f也カ計爵 ( projet regional  d・a menagement ，d' embel l i-

，" ment et d' extensi on) 叉ノ、J芸修正ノ、公会認定 ノ宣 言 ( declaration d'utilite publi que) ヲ受クノレ気メ

参 事 院 ( con " i! d' Etal) 二之さ十ｪＢ Ｎ スノｾ ifrrニ之ヲ高等防空委員合ニ主主1，J シテ共意見' 7 1憶クコトヲ要

ス 、 言 ｴｾ 作成時 ￭ｊ ノ開設事業］シテ 公 金認定ノ宣言 Ｗ 必要 ト スルモノ亦同ジ

ほこ公金認定ノ 宣 言ヲ受ケタノレ市町村計醤ノ、 1935 l' 三 4 )1 8 日/ 法律 及 本 令 ノ規定ト調和ヲ 闘

ノレ鍔メ之 7 高等防空委 員合ノ審査 二イナス ノレコト ヲ要ス

第 7 ft策 本令ノ規定ノ、次ニ掲グノレ境 変 7 力日へテ之' 7 Pari s  j也j J ( region par isienne)  ニ; 盛期 ス、 1932年

Ｕ 月 ｉ ｾＮ 日Ｏ法律 Ｈ註 Ｎ コノ 法律 ノ、 ｐ｡ｲ ｩ ｳ 地方 言 十 番ニ閥スル法律デアノ レ 〉 ノ 定ムノ レ ｰ｡ ｮ ｳ 地方内

市町村二於テノ、、 本令= 依 リテ市町村開設脇委員合 ( commission departementale  d' amenagemenl' 

d' ext ensi on des  vill es et  vi ll ages)  二十1・奥セラレタノレ倒限ノ、 Paris 地力関空音高等委員合 ( c omite 

superi eur d，amenagement  et  d' organi sat ion de la  region parisienne)  之ヲ有ス

ｓ ｾ ｩｮ ･ｩ 幌］於テ ノ、、 阪防空委員合 Ｈ ｣ｯｭｭ ｩ ｳｳ ｩ ｯｮ departement ale  de  defense  passive) ガ都市防空委員

合 ( c ommission urbaine de  defenne passive; ニ代ル

建築許可ノ" Par is 市= 於テノ、 S.eine 際 知事力"，Seine 阪/ 郊外市町村= 於テノ、市町村長久阪

防空委員合叉ノ、第 4 係ノ規定= 依 リ選任セラレタノレA 代災 者 / 審査及同意ヲ経テ乙ヲ 付奥 ス

第 8 係本令ノ規定ノ、之 7 AIgeri e ニ; 盗用ス

ヱド令= 於テ内務大臣ニ鹿スノレ憾 l浪ノ、AIgeri e = - 於テノ、絶、督之ヲ行便ス
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英 ノ 三 防空補助職員ニ関ス J j.. i 937 年 6 月 1 日ノ大統領令

( M d u り i n 1937 rel a山 per sonn山吋… )

d e  I a def enne  passi ve 

第 1 章 軍 事義務ニJ l ll サザル公共事業職員

議 1 {保 不 時、戦 時 7 問ノ、ズ 、 空 襲 ノ民ア ノレト キノ、 、政 府ノ、軍 事 義 務 =- JJ&サ ずル 5 z . ノ、米ダ軍隊ニ召築

セ ラレザ ノレ公共事業職員ヲ臨時= 叉ノ、総積 的 = 防空事 務 =-{ie丹1;<. J レコト ヲ得、此命令 ノ、 rl' 央 行

政 側 ｦ 系ノモノノ、各 大臣 、 ｾｴ 他ノ モ ノ ノ、 ｴ 探 知事叉 ノ、 Ｉｾ 代 理人之ヲ後ス

第 2 {I傑 前傑ノ規定 = 依リ テ防空事 務ニ 従事ユノレ職 員 ノ、前職ヱ於テギf シタノレ俄利ヲ保有ス

第 2 章 鞍挙結量纏中防空ニ参加ス J j . . コトヲ志願ス J j..者

第 3 傑 防空 二 差 是 ｊｊ ｮ ス ノレコトヲ 志願 λ ノ レ 者ノ 、服 知事 ノ 定メダル友］基キ［Ａｾ 従 事 λ ベキ職務及勤務 地 Ｗ

指 定 スルコトヲ ｱ ｾ�

市I項 ノ 指定 ノ、志願者 / 承iNi ナ クシテ之 ヲ主盛夏エ ルコト ヲポトズ

第 4 保 志願者ノ、共希 認ニ fto 報 酬 ヲ 交 クノレコトヲ得

第 5 {J菜 志願ノ、卒 時 ］ 於テ ｔ 象 メ之ヲオ害見 コト ヲ Ｔ 号 、 志 願 ノ、 Ｑ 探知事叉ノ、ｾｾ 代 理人二針ニノテ之ヲ銭 λ ベシ

志 願 ア リ 男ノ レト キノ 、 、 調査ＧＷ［Ｑ君 ν 且志頼者 Ｏ 健康及能力ガ Ｇｌｩ Ｍ 該防盗事務Ｎ］ＮＺ［監 λ ノ レ 旨Ｏ際女 ｩ 日 ｊ ｾ 指

定瞥 師ノ 詮明 アリ タノ レ 後］アヲザレパ之ヲ受諾 λ ル コ ト ヲ ｾｦ ￞ ズ

A'・該 行政 際 ノ、何時ニテモl I IP': 頁/ : 澄明ノ変新 7 求 ムノレコ トヲ俳

第 6 {J革 志願ガ受 諾 セ ラ レ タノ 川・ キノ、 、 木令 附 属 ノ 様式ニ 従ヒ Ｒ 遁ノｩｔｉ守主 ＿ ヲ作成シ 、 ｊｾ 1遜ノ、之 7 志

願 者 ニ 交付 λ ベシ

安ノ、夫 ノ許 可、未 成イ1王者ノ、税仰i者火ノ、後凡人ノ 許可ア リF ノレコ トヲ澄明旦 ノレ コ トヲ要 λ

第 7 {傑 燃 知事ノ、1935{1"- 4  Jl 8  Ｑｉ ノ 法律第 Ｕ ｻｊ条第 Ｑ 項第 Ｓ 披及第 Ｔ 君主二依 リ 徴集 七 ラレ ￎ ｾ ｦ ベ午志願者

ヲ苦手働 大臣 ( mi n! stre  du travail )  =- 祖先nλ ベシ

第 8 {J革 防空参加契約ノ、卒 Ｑ 侍ニ於テノ、何時エテモ之 Ｗ 撤同 λ ノ レ コ ト ヲ 件 、 ｩｬｬ 宏、問者ガ ｽ ｾＡ依岡ＷＧＩ事 λ 二

Ｇｬｾ Ｇ・ リ テ ノ 、 Ｖ ケ ｊ ｊ 前ユ橡告シテ之ヲＺｬ ｾλ コ ト ヲ要 λ

第 l { 傑/ : 事態ヵ・井二ジタ ノ レト キノ 、、 ｬ 坊空参加契約 ノ 解除 ハ 行政収ノミ之 Ｗｾ スコ ト ヲ ｩｾｽ ＮＮ 自 ￭ ｊ 項 ノ

玖 告期 間経 過 前 三 第 1{傑/ 一事 態 カ' 生ジタノレトキ 亦 rm- ジ

志 願者ヵ・軍隊= 召集セラ レダ ルトキノ 、 、 防空参加契約 ノ、 Ｇｵ・然Ａｾ効力 Ｗ 失 Ｗ

宮古 5 章 普 通 被 徴 集 者

第 9 憐 勢 働 大 臣ノ、 1l 1l : 兵官 ト協力シテ阪知事 ノ作 成七}t.. Ｍ＼ ＱＱ ｴ 類二 よ ｊ［ｬ［キ各縦ヱ於テ ＱＹ ＳＵ ｾ Ｑ ニ ＴＩ｝ 8 日/ 法律

ｾＱ＠ 5  ｻ傑 第 ｬ 項第 Ｓ 獄及第 Ｔ ｬｬｩＮｾニ依 リ テ召集 λ ｊ Ｂ コ ト ヲ ｩ 詰ベキ者 ノ 日銀ヲ作成スベシ

自 ￭ｊ ｾ 頁 ノ 目録 ノ、燃 知事之ヲ保存ス

ｾ ｉ ，職業 的 自動車操縦者ノ鼠去最ヱ自動車操縦免許者 Ｗ ｾ｛ＱＩ官 λ ノ レ コ 卜 ＷＱＱ ト

第 10 保 Ｑ ＹＳＵ 年 Ｔ 月 Ｘ 日ノ 法律 第う傑 ｾ ｉ ｾ 頁努 ｮ 盟主ニ依 リ 徴集スノレコ ト ヲ ￎｾ トノ レ 者 二 重 宝 ｌ ノテハ卒 ＱＱ 寺］於

テ ｪｬ， ｴ 留 ノ ｬ ｊ ｽ 面］ 依リ 之ヲ持活被徴集者 卜 λ ノ レ 旨ヲｾ知 λ
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第 II 係 自ir 傑 ノ徴集ハ個別命令叉ノ、偽示ノ ")J 法 二 依 リテ之' 7 ＺＱＧ寄 λ 、 ｾＮ該行政ＡｉＮ｜｜ノ 、 何ｼ侍］テモ普遁毛皮徴

集者ノ勤務ヲ止メシムルコトヲ Ｑｾｽ

第 12 {隊 1935年 4 月 8 日ノ 法 律 第 5 {l革第 1 ｾ頁第一 Ｔ 誠二掲ゲ ｆ ノレ者二重苦スノ レ個別 徴集令状こノ、軍事召集

ア リタル トキノ、首; 政徴集ノ効力消滅スノレ旨ヲ附J日λ - - ' : /

第 13傑 軍事義務二股セザノレアラ: / 7 - 図民及保設民ノ、戦時二於テノ、本圃民 ト同一 ノ燦f牛ニテ之 7 防 空

事務ニ i数集エノレコト7 ' 11宇

第 14{l条 | 坊空事務ニ徴集セラレタノレ者ノ、報酬ヲ受クノレコ卜' 7 ｱｾ ト

第 4 章 総 則

第 15傑 Paris 市ニ於テノ、本令= 於ケノ叶探知事ノ職務ノ、警脱線、 l乾 ( prefet de  polce) 之ヲ riS-l_;t ス、1旦閤

家 的重要性ヲ有 1 ノレ自動車運輸事業及卒l侍= 於テ Seine 燃 ノ管 綜］脇スノ レ ｾ ｊ ￯Ｍ 務］刷ス ノレ 職務ノ 、

Seine  ￟ 探知事之ヲｾ｟［ｴｽ レ

第 16 {際 1935 &j三 6 月 18 日ノ 大統領令ノ、之ヲ底止 ス 以上 ( 尾 崎 枯 治 〉

舶 の 衝 撃 に 抵 抗 す る 杭 上 の 柱 の 設 計

本 文 は Designing T ier  on Pil es T  0  Resist Shi p Impact ! : 題して Paul Anderson 氏が Engi neering- News 

Record November  18. 1  937.1f. ｉ こｾｩｩ［せられ＿二 ｌ の〉総介でみる。

船着き務に於て船 はｾカｦＡＺＧ甚だしくゆるめて俊橋の位に近づかなりればならね。 さ L ない と船腹そ

きづっげ? こり . 俊橋の柱合こはし 1: りする。 若し船主? きち日ーが、 コンク リート ] 9; は石t'( 等の重い壁 程 構

造になってゐれば、! この壁慢と船との接簡の摩擦は船着き坊を こはすことになる。故に杭打の上にコ

ンクリート の住 f!:' 1: て、 この総22i 物 の 彼力tt : f ! : ' 利用して. ￭ｬｬｉ ｊ く船のエネ ル ギ ーを ＿吸 ｾ生してしまふやう

にするがよ L、。この察合に起る惚力会言' - 1 ! してみやう。

波 止 場 及 び この柱は 、船の術品Zに備へるにめ 、古手荷量. illInjlj 童 、及 び 土 墜 に よ る 横 力 の 外に幾分の

徐裕を有せしめねばならね。杭上の構治物に於げるJ f 1 . A カf ! : ' 表はすに 、近 接する紛の静力率的エネルギ

ーの画蚊f ! : ' 用ひやう。 この燃力解析は 、基 礎 が 潜 胞 ( Caisson) 或は杭打の場合作J れのl侍も :H来る。

次 の J口盟主f ! : ' 採用。

P!. P，.  P …・・… = 衝撃によって各位の受くるカ ( Stat ic-force)

E = 調性係数者/ ロタ

M = 最大曲げモ ー メ ン ト 得

N= 船 のf密接f ! : ' 分捻する ，怯の敗。

w=船 の 排 水 量 者

/  = 本l : の支貼問の距離 タ

k  =" 1/  I 柱 の 剛 率 in
3

g  = 重 力 の 加 速 皮 386_ 4  in/ sec_
2  

v  = 船 の 法 度 in/sec_

ム = 柱 のAAの挑 み ク

9 7  111 



公式の導き方

右闘に 示す立o ｾ波止 場

に動い てゐ る船が接鯛 し

1: りとする。これは各柱

に水平挑 み を生 ぜしめる

そして この援みは共の会

蓮動エネルギ ー ( Kinet ic き

E nergy) が、 主主みによる

歪 エネル ギー ( Strai n

E nergy ) に全く鐙じれ時

にと v まる。柱の全歪み

定礼

:  :  K  1 0  =  ;?.a 7S 

ect i o門 of f' ile 

エネ ルギー は、各柱の貯 EJcvali on Or  a 附 s剖t川

へ7二エネルギ ーの利 とし

P'リle Supp.orl S 

て轡き ［￦ し得 る 。 今 柱は性底に於て間定 、 キｉＺ ￯ｭ 回定自由の中 問 機ｾと仮定するなれば 、 次の事がき手げる

ｐｬ ｾ＠ I
l
3  .  ｐ Ｒｾ＠ 1

2

3  
， ｐ Ｓ ｾ＠ 1ぷ 1 W 

ＲＴｅｴ Ｋ ヲ在了 Ｋ ゴ在了 ＫＮＮＮＮＮＮ Ｂｾ 下［ｲ ｘ 一 五 Ｍ ｘｶｾ Ｎ Ｎ Ｎ ＮＮ …・・・ ・ ＮＮＮＮ…ＮＮ Ｎ Ｎ・ ｡ ・Ｍ … - … ・ーー ・・・・( り

紙、ての柱の頭部が等しい能みをなすもの主限定すれば、

P
1  

I
l
3  P宮 1

2

3
P"  1ス3

( 2)  
12日 一 12日 一寸2 E了= .・・

{ ，3  _  _  (， 3  

P.  = p，ー」一一; p，= p，一.， ・・ ・ ・ー ・ー・. .. . . ・・・・ 0 ・・ 0 ・・ ・・・ H ・H ・・・ … … .. .・・ ・ ・・・・( 3)
ｾ＠ - .. l  123  ... .) - ... l  ， 33  

( 1) 式 に( 3 ) 式を代入して

P22111 pJ ff 
ｐ ， ｾ＠ 1，3 .  " - 1. 3  .  " -1，3  .  1  W 

主 計 + 五Ej +古 甘+ .. ... .= N  X  ｩｧｘｖｾ＠ ・ ・・ ( 4)  

ｐ ， ｾ＠ Ｑ ， ｾ＠ _ .  _  1  W 

J  Ｍ ｩｺ ｸｚｵ ＭＭ ｸ 一 ｘｖｾＢＢＧＧＧＧＧＧ ・ 0  ・・・・・・ ・ ・・ ・ー・・・ ・・ ・・ ・・ ・・・・・・ ・・ ・・・ ー・・ ・υ ・・・・・・・・ ・( 5)
24E町 - N ^  2g 

若し

C= V
1

1  _1翌y. _  .. .. ........".......... .. .  …  ・・ ・ ( 6)

Y  Ng :Eい

とすれば

M， =  1/ 2 P
l
{ ， =  ck l

2  

M
2  

=  1/ 2 Pz/2 =  ｃｫ Ｒｾ＠

( 7)  

最大曲げモ ーメ Y トは後部の性の脚と頭 に起りこれは船の速度に正比例し、 船 の排水量 の卒j J 根に

比例することがわかる。

木 の控 のよ に 木のプラ ッ トホームが文へら れてゐるお合 には、むi玖 回時制と考へ ( 5) 式は次の如 く

なる。
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日 。 ｌＨ Ｒｾ ， Ｎ 1  W 

- ーよl : k3
一一× 一

- X  v 2 ，. .... . . ・.... . … 0 ・・・ ・・ ・・・・u ・… ・・・ ・…. . . . .. ・a ・-… -・・…・・・ ・ ( 5a)  

6Ek(' Ｍｾ＠ - N ハ 2g

最大! 日1げモーメントは

M， =  P(  I( =  ck( z  

Mz  =  P宮 1  z  ー で ckz
2  

-・・ー・( 7a)

この C I ま ( 6) 式によって奥へ られ る。

、運動エネルギ ーの完全なる吸牧によって起される柱列の投，み 1;1. 柱頭、 性脚同定の場合には次の虫il

くでゐる。

ム ー ヱ ピf - 5L . .・ ・…・ ・ ・… … ・… … ・・・・一. . .. . 一…・・ ・ …・・ ー … ・・ー ( 8)

- 12EI  -- 6E 

若し柱頭が同軍事端と仮定するなれば柱列の緩み 1:t

ム p己三- 2 L -- - …  ..... . .，... .. ........・ H ・... . .・M ・- 一・・・0 ・・ー…・ ・. .， ・…・・ ・( 83)

3EI  - 3E 

燃7灯、主主みの計算の巾に入ってくる盆の中 、支畏占間2石田fU、主t の数N は、はっきりしな い ものであっ

て、 その接合. 場合によって幾分の鎚化のめるしのである o I ! 1 l ち底が闘い場合には、打ち こんだ杭は

底からう択の貼で同定端と考へ ｩｾ トるし 、 底の軟いときは ＱＰ 択下でないと同定端と考へｾＡｽＺぬ。又性数 ｎ Ｈ ま

品{ 寸前の正面に封して平行になっ t: 削 船 の 衝 肘 矧 す る で あ ら う と 仮 定 せ ら れ る 柱 数 で め る が、

こ れもはっきりしない放なので 、 船の長さの牟分の長さのうちの柱の数 ｾ ｎ に採用して安全をはかる ｯ

重立値例題

排水量 10. 000 t on の紛がさきの図の!w ｾ波止容の而に鎖より ｬ 秒 Ｔ 吋の割に初Ｇｮ 、 て衝殺 を ＿奥 へ Ｗ 二りと

するこのi賞般を分援する :柱の欽1: t 十個とする。

C= }{ .1 3 x 2 x  ＱＰ ［ｸｾｾ ｊＮｑ吟 ］ ＱＹＮ ＶＷ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ( 9)

Y 而支克6 . 4 言百万支而3

M( = 19. 67x I78. 2Z= 624. 460 -:.非・ ・・・ ・・・・・ ・ ー ・・ 0  ・・・・・・・・・ 0 ・・ ・( 10)  

この曲げ モーメント は杭の rl'{ こ664.初日夕の最大陸新i総力会生ぜしめ る。草加し 、てゐる船が接関するこ

とによって、波. J l - : 壊の傍みは

19. 67xI 0. 69? = O. 012 p ・・..... …  ... …  ー…・・ ・・…・・・・ー ・ー・ ・0 ・・・・・ ・・ ・・… …  ・・ ( 11 )  

6x  3  x  10';  

比較のにめ 、 4 ンクリート杭のかは りに直怨! 12p寸の木の 坑を 、間隔はコンクリー 卜杭 の牟分に打つ

にとすれば、

C = X J / 3 x  2  x  10;  x  15  x  ＱＰ ｾ＠ =  335 ・・ ・・ - …  ・・ ( 9a)  

V  - 20 x  38ι 4 x  6500 

M， = 335 x  16. 962= 96. 330 タ者. .，. ... .. .. . ......・・ ・・・ u ・・・・・ ・ ・・・…・. .. .. . . ..・ e ・・・・ (  10a) 

このモーメ Y 卜による最大惚力皮l主、568 者/ ロクでこの惚一力皮はコン クリート杭 の '1' にIt: -t. る惚力皮

と大差 lまな いが、オえのカの j発み( 立大媛大き L、o f! il ち

335 x l 018 

ｾ ］ 一 一一一一一 τ ］ ＰＮＰＷ Ｖ ク . " ・・ 0 ・e ・. . . .. .. . . .. .・・・ e ・・ 0 ・・・ ・・ ー・ ....白白 ー・・…・ ・・・… ーー ( 11)

3 x lノ〈 山

木の波ｊｬＭＮ協はコンクリ ー卜 波 ｊ 上 場 ｩ より大なる ｾｭ 力性を持つと い ふＺｴ ｊ ｪＺ はよく知られてゐるが 、 上の計

算値はよく このことに 符合する o ( 姻口甚吉〉
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「メ ー ト ル 法」一 元 制 に b 封 ず る 意 見 書

我問の度荒Wqは我岡正1:"Ij(の ) ( r t 法、英米流のフー ト、 ポンド法、制 1')11流のメートル法等

昂 ｌ ｾ ｜ＧＯ ｾ の ＩＱ た Ｑ｀ となり雪Ｇｘ ｔｊ Ｎ 卜 Ｎの徒初 、 生産能 芸 名の低下及戦時 二ｲ Ｎ ｾｾｩｬｬｦ ｊ ｛ Ｎｬの ｾ￬［ ， ｾ拝となれこれを放

任 する時は岡2女殻aU-. 不便不平I PUごしき Fyi.以を以て問論( ま訟に皮fiト術のメ l トル法一元{1;lj

ｻｦ大正十年間訟として ｈ ￭ｬ ｊ 定し＿ こ れ＿ｾｾしメ ート ル法は現干 μｕ Ｎ Ｚ［ ＺＺｩｱｱ ｬｬｬ Ｚｬ ｬｾ も介珂 ｜Ｈ ｉ Ｂｪ にして Ｍ｛ ＱＱ Ｚ 外

の度ー是術のこれに 向って杭ー されつ〉あればなり。

前米教育 k の(Q! 抗、生産能率の増進並に ，-，下非常時局に釣しi l Hごしく威力を護主[i し得? こ

るを以て徒々このメートル一元il;l j度の徹底的立践に好むべき 駄に' 計りて{悶々 岡氏名! j ' ilill
l総 動

日の11子慌を逆川 して 、不明にもメ ー トル ・ 「パ官」 のご冗Hil jを復興サんとする徒あるは阜:

隊|設展のf . t に逗ふべき事である。

日 本技術協令 ｬ ま在 日 己 ｲｵ 議立見書を琵去し以てメ ー トル一元 Ｚｬ ｊｉｊ ｻｦｾビ ＡＮＧｲ せんとするものであ

る。

昭和十三年 一刀 H  

電三=、

』ヨL

殴

F 司

祝 日 本 技 術 協 令

令 長 佐 野 利 器

一、現行「メートル」法j支社術{IJIJ 度絶釘擁護

、jて只‘ 法1J f:川 :lil jJ支- 絶針反fJ

、岡家縦、! l i JJ [ 1 に際し「メ ー トル」法一元{¥i 1] 1ヰ及fJU 1i の時以要望

理 由

開運の {rll 民主同j点の' 山崎とが度長術: I ;l jJ1t tこf u、威主大なるは多年の杭験 に徴して lリj なり

度最初r!1Hi lj 度の「メ ー トル」法一元化は全面的要望に {Jd 大j] て十年法- 1' J ! :を以て: I ;l jJ.i.:せ られ?こ

るものにして繭来産業に毅育に鋭意之が普 及に努め られ米る 。

今や漸〈之が徹底の域に到述せんとし 、 工業別十件統 ー の大 Ｚｲ ｊｴｾｾ もＱＧ ｆ ょに依りて既に ｊ ｉ ｾ 大

牛を完成せり。

斯〈て我問産業の; 結果W- J 琵述を見ると共に 、現 下111局の工業動nに泊り 「メー トル」法

制定所期の効果を牧むる Fyj') !i 大にして県: t ji: のj或武に後間iの必なか らしめつ 〉あ り。

然るに従米K f ' t 法イ子紙の設を ft すもの令ん |或|氏名!j ' llill 制 ¥!li]J[ 1の運動に際併する や、 FI本白人j

信念の確立に ｛ Ｑ ＨＮＱ 令し問料保存にｾｾ口して 一 般人 一 Ｑ ・が ｬ 主 ｆ ｬｩ ｴ 制訟の Ｚｬ ｊｉｊ 定に空るが ｩ ｩ 泌 ＺＮ￬ｴ びに共の

内存に許ニかならさ' るに来じ工Ij に; (伸之れ貯めつ〉 あ るは民に慨嘆に均七 えざる出なり。

ＱＭＪｬ こ ｭ 大時局に際し ｬｬｩＺｾ ， ｽ 工業組 、 Ｗｊｌ ｬ の計 一 ｩ ｬ ｬＭ 施行の根幹 を 却 ｾＱ 寄せし め 共の赴〈成問 ｼ 家組、町 ｊ

1 1 1 1 0 0  



員の ｪ 圭成を阻害し 、 問 内 ｾＱ Ｑ 削を誘致すべき恐れ無きにしも非十。

布は邦家の病嬬らさ' る1 . 0 にして斯干l f ( 運動の苦阿の泉ーして奈遁に存するや了解 に苦 まさ' る

を得予。

.()'- や非常の時局に' 市' > I"xl民 精ill ll l
の振起、同民生前の介n!. 化、 産業能率の 向上.は 協同円的

髄と し ての 日本 子ｩＱ岡護促にとりて 必 ｾ ｮ の僚件にしてよに主 ｊ し徒に皮相なる逆行的言設を行

ふが如きはデIJ 底存認 し能はさずる躍なり。

抑 々|及|氏名!j:i ljll l総動員とは公る九月九日内間合論枕外の 中に、

凡 ソ刻 ｬ 局ヲ打開シ時昌ヲ ｬｩ ，引ルノ道ハ我ガ ｊｾ 陥ナノレ同開ニ ｪ たキ葉忠、報岡ノ稿 Ａￍｾｩｬ ｬ ｬ ヲ続 々 振起

シテ之ヲ |必|民 日7i t ノ業務生前ノI i ¥l ニ1t 践スルニ作 リ今自立問1"(: 将!j :ilil ll ノ総動日 ヲJrz泡スル所

以モ亦此ニイrス

とある虫n<ノj、我を i也えて大我に生きるの料'j: ilil llを髄現すべきものに して政治的問題の介不正す

べき除地なきは明白なり。且J I d卓不刊を希』、純乎? こる大和魂の殻露 lご外 なら す'。

同 氏 が我見に ｪ 慰清沈湘して ｾｾ ｉ ・ 局に直面するは時局に針する正前なる 判 断を誤 り 大義 名分

を混乱せしめ延いては同論の不統ー を導主 、果断なる同策の遂行を 妨げ、主主に 牧拾すべか

らぎる事態に附るべき '1' )¥，あ 句門

献 りてj dI法存続の論{ t > 7 f るに「瞳刑を課してまで古来慣熟せる尺立法を痕楽 し同情 を

撹乱抹殺せんとす」とあるはi誌も思質虚構の逆立体にして度量術法の内容に無智なる人ゴ:

をして感'jW的に相到の場に立? こし法んとするの言酎と併せき' るを得守口

「凶作心酔 偵jliXの思jE、湘」とあ るは現代邦家のl 't I'Mｾこ針する認識の寡少を示すものに し

て斯る論王町立文化費遠の原理念併せきずるものと 思はぎるを得子。

主主〈も五 ￭ ｾ ｲ［ｩ 僚の御誓文に

智識ヲ世界ニ需メ大ニ 皐法ヲ振起スヘシ

とありてコ佳子i 1 岡永遠の大計ーを示 され? こるものと奔す。

叉 「日本的信念の碓37: 」を JlJ1. rJ Iとせるは日本帝聞の殻展及び任務に就き 判断をi I Jとく もの

にして良の日本的信念に就きでは之亦

11: 向僚の御拝文及び教育勅;市にl明示され? こる虞なり。

「メ ート ル法に偏する撃佼毅ｔｦより生すＧる会同各家庭の イ 保 ＱＱ 及び Ｑ ［ 印 ｉ ｾ 千＿に 於 り る不使」

を訴ふるは自己の不識を以て子訴の困惑を刷みまるものに して右 は明かにノ|、我を以て 間後

百年の大号|を誤り 、同氏精耐11
1総I!1i JJLl の良訟を併せき' るものな り。

更に「メ ー ト ル ｊ 法 に 依 りて「闘家 財 政 一 ｉ ｾ ｟ の ｦ ｬ 婚は 問 より農 山 漁村 をま ｦ ｩ み ｾ ｉ ｾ ノ ｪ 、商工 業者

等の毅る多大の間害、不安」等:ーを連 ぶる に王りでは 、J支長術、三|立 に劃 する科皐的批判 を

除外し!主主.- 紗q;Jj lj度の 不統ー よ り生する 永遠のI百件、不安に到し自 ら打円 にら んとせる に非
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十や。

右は何れも尺貫法存続論の主要項目にして賀衆雨院に於て1民主審議を悲し協賛を杭て

長 〈も

Ｑ ＭＮ 陛下に奏 上し 奉り枢密院へ御諮拘御裁可あらせられて瑳布施行せしめられ＿こる法 ｲ ｬ ｴｾＡ 折

る浅薄なる動機により複へさんとするは言 語同断の版と イスーす・。

況や閤民精Ｍ利 Ｑ 線 、 動員と結びて斯障の自我楼揚に努むるは 核運 動の民精 品 ｉｉｉｾ 高 ｌ るも甚しき

ものなり。

日本技術協合は閤家の現献に鑑み開運の前途を按じ右三 筒僚のl ! fH設を期 し宣言となす。

以 上

昭和十 二年十 三Jl

意 見 書

日 本 工 率 令

本合は「メ ー トル」法専川の必要なる所以 lこ付き屡々所信を削減致i民底更に現下の時局

に鑑み軍需資材の動員各陣生産ブj の航充、青少年の訓練、共他問民生前の合理的簡捷のf . t

に「メ ート ル」法普及促進の二

昭 和十 二年十二月

前法J:国人日 本 工 撃 令 理 事 長 良 野 文 二
iii l : 日祉国法人

日 本 鰍 業 千 ?

l司 同 日 本餓 ｾｪｬ 晶子＿ 同 |司 土 木 製 令

同 l司 火 兵 墜 千 ? 同 同 iE 船 協 千 ?

同 同 l ! t 築 接 合 同 同 工 業 化 率 令

同 同 ｾ［［［ￍ 生工業協合 同 同 電会，t 墜 千 ?

同 同 ，; G; イ三屯話製作 l司 |司 機 械 撃 千 ?

同 同 )1( 1.  Iりj 皐 令 |司 |寸 日 本 銭 物 協 合

同 |司 n 本 J令iJ，U協合 1，，1  |司 僻 t妥 協 千?

記

一 、 現行度量術法の ｲ ｬｊ ｾ nとするf ! J i' は混乱せる阿内皮fii 制に一定の指針を興へ相首期川 を附

し合理的に之を統ー して以て阿ブJ 句設展に資せんとするにイ'1: り。大正十年現行法制定

以外 Ｔ 、 同氏は誌に千九年の附Ｚ名Ｚ予 Ｇ ｦｾｾＱ を ｬ 陀し得 ベき雌 問 ｦ こる ｭ Ｍ Ｚｊ ， ｾｩ ｬ 主に ｼ 首 ｪ て鋭立努力せる

のが ｩ 果 、 逐年共普及を凡 、 各 ｲ Ｇ￯ｦｬ ＮｔＮＺｊｾ方簡に 於ては説付千円 らＺどまり作業能率 著しく明証 ｴ し

れ般私有方而に於ては:蚊 :1((I" JII克念 をil 止もfi i ' ilVl に昨)'，: するを件、llIzt ，，: J'.I こ於ては資料引

uの効民ーを大ならしむるは勿論、訓 練」ての成制 r'I ら押しく取 り交通運輸は閃より 一 般

ｩ 必 ｼ 民生前イ ｜Ｍ Ｑ｝ 刊行 ｩ ｴｦｲ の ｈ こ到 ｾ ＮＡＮｬ ｾ似る多きものあり 。 ｊｖ ｲ＼して Ｂ ￯ ｌ Ｍ Ｎ ［ｪ ￬ｬ ｪ の普及は我岡ブ ｊ の改

良を招米すべき北本(1
'
'] 要 f'i" のーな るを信ずるものなり。 而 して我| 説|現下のfどh! fに鑑み
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るときは :': I'rj=，lfi資材の動L 1、作郁生産ブJ の姉充、7!7少年の訓練、共他聞民生前の合理i百j捻

等喫緊亘要の諸事項のーとしてrrL一度iit 簡を幹根とせき' るはなく 、従て闘.LI!:は一致協

力続々 Jt 普及徹底を 計り以て阿波の期n二に副ひ同 j J の殻展に努むる Ni なかるべからす

ご、然るにノ? オ7し尺JUJf' 川の:!il ] l 立となすが.tmきことあらんか、基準ことなるの結果、我度

主 ｦｱＡｪ は必然的に大正 十 年以前の混乱依態に逆 ｩｬｬｾＨ すベ し 。 ｊ ｾ ｍＪｉ 主 主 ドにして異常の殻展

をなしつ〉 ある我産業の前途に 一大i情; 診を投じて或は規俸の統ーを絞り 、或は* 極生

産 j J の餓充と工業動よi との達成を阻害: し、或は背少年の数量的制念の確立を奈り折角

習熟に進みつ〉ある閥民主? 引き戻して共生f市合J. i l l 簡捷の進路を妨ぐるに至るべ く、 共

影響，ol<に諜心に土佐へきずるものあり

「物に依て分? こばf J f 'JI J可なるべ し」とは度hl 術の混両Lに深刻なる惜験を有せ F る人土

の陥り払き枇も危険なる謬見なり。今日衣食f JニJt他国. 般の事物は決して半澗B討係に於

てイ ｊ ミ布することなし ｯ 例へば会ぞ貫にて計ｉＩｾ粉を「キロ」にて計ることを原 則 とな

し得ぺきに j le子。 i !i 場の米も軍HJ米も II. j - 物 なり。餓道の長さを「キロ」とせば赴と

千行する道路も亦 「キロ」を以て計示せられき。るべからす・。道路の計示「キロ」に依

りながら込 lこ接する宅地を ill¥l J にて J十示する原則の如きはイF し得ぎるの湿なり

ｾ［Ｍｪ Ｂ ｮ と生 産との除 Ａ係、生 産と 使用と の倣 ｬ 係に ＱＮｊ ー でも 亦 全 ＼ I司ーの理にして度量f向上単

一原則 にむかるべきものなる こと楼言を要せす。斯く して基準を こにしながら共混乱

をiill け能率減; 誌を妨ぐの; 主主づえむるは全然不可能事にして今日 1Jf二用制度を設くるが如

きは凶lゴJ Di 展_f-. I [1ノ守政昨寄を加ら すものなり

或は f M[Ji!J IJ度は老年11"( こ必要なりとの設を釘すものあるも 、 そは究施狛後期11¥"1の問題

として解決しf喜べきものにして斯の如き純昨の異る nu閣を介入せしめて徒 i二次期間民

の犠牲となすの聞係を琵生せしむべきに非す'

三、要するに現行l主主術法の山 口と する所の「メ ート ル」 法lil 一基準は断じて之を鑓更す

べからざるを強調するものなるが、若し13: 施期に fずき考版 を要する事情あ らば宜 し〈

納 i象Wl 川の川団として之を雌即すベ〈、計し呼船上 lこ油不主主の事責あらば宜しいl乎恥

の問題としてよを庇. r . mすベ 〈、計し又除外を 必要とす る事項あらば宜 し〈除外事項の

川題 として命令の範回に於て之を底理すべ しO 即 ち現行法l庖行上回j骨を扶〈とせらる

る側々の問題あらば犬々個々に解決の注をイ子す。之を新ぜ守して高ーにも勿bYcの内基

準を 二に して根幹を奈ることあらん か、闘力強展の_ f : に一大昨害を興ふる探斐事なる

をほらざるべからす口l ! f J ち宜しく時局に主tJ! Hし事業主? 正腕し邦家百年の計ーを過つなか

らんことを切望する所以なり

建 議

祉図法人 H 本 技 術 協 合

令 長 工 築 防 土 佐 野 草IJ 器
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怯刻法人 工 政 合

!'I!.!1i 長 工 祭 博 士 :11ニ上 区 凶 ur(

玄

ヒ。

E ヨ

現行メ ート ル法は改正の必要を認めす・

111. し施行期日並に単位陣11円1nこIbMしでは巧究の除J 也雪作するも のとす

左 記

要 項

Ｈ ー 〉現 行「メ ート ル」法の立院側めて樹北Ｚなる現 Ｉｉｊｾ に鑑み ｉｲｩ ｊ 法の似斡Ｇ狩 ｨ こる ー ソじ［ｪ ｩｬ ｊ は

組 ￯ ｴ に之を 鋭、 更し ｾ Ｑｦ ｾ きこと

( 二) ) く貫法f J f:fj-J の如き住時の j比乱JIた態に逆叫すべき; j i IJ広は凶迩の進展 lγ佐大 1i. O  ｾｩ［｛ ｾ ｩ 与を

服す民あ るを以て断 じてよを認可等 し得ざる こと

Ｈ 三 Ｉ現行「メ ート ル」法 ＱＱ Ｎ Ｑ 施 行 期 目、 ｾｩｬｦ ｦｴ 栴｛Ｑ予 の形式又は除 外例 等の僚項に ｦ ・ｪＢ ｾ＠ ｾ Ｇ ｾ論陣

ｻ 察ｾ生 す・るもの あらは 共 の 一 見 ｩＡｪｬ ｊ の 開則 金奈ささＧる純 ｬ 剖に於て 別 注よれが改正ｾ Ｚ考究

すること

理 由

(  - -) 人; 正十年現行法ili lJ iぷ以ポ( : ' 11: ; - - 致協力して度}lfWi のーノ亡イじに初) ) しもtI 年のi昆荷UIJ¥態

よりの出 ｉｾ ｉ 日 ｴ ｾ 計りしが ｩ ＺＡＫｬ今主延長 ｬ 三 ｊ ｾ の普及を 見る に主 ｉ ｊ lJ 産業界に於ては税特 統ー を促進し

て生産能率を著しく増進せしめ叡77外に於ては717少年の，: ) 1¥育に王太の使易を興へ次期

同氏の数 量 的 概念を 確 立せしめ 亦 一 般同氏は過渡 ｪ 明の イ ｾ ｉ 起を克服し漸〈習熟の ｴｴ ーを ｪ￟

め生日の合理化に 多大の効* を備せる ith!i にギf: lJ ｱＺＡｪ ・に現下の Ｚ Ｇｊ ｾ も さに於てメ ート ル法

7じ制が平話資材 の動[ 1.1- -:三位に j_P: :) ]f. I-.，:JI¥線上如何に有志1)泊切に役立ちしかは控言の25な

かるべし

要する』 二 度量術 一 元 化 の 餓 則 ｬ ま同ブ ｊ の 充氏 、 同 ｩｬｩ の ＱＱＱ Ｑ ｾＱｾ を助 成すべ き豆 要 ＩｾＡＧｪＺの ー な

るを以て之を素りに改挫 し得ざることは勿論のこと現 下の貨附に徴 するときは倍々ょ

を普及徹底せしむる様同氏犠げて 一大努力を必要 とするものなり

( 二〉近年パ:白A 法併則を主張する ー者あるも j析かる 人三1 . : は住年の度iit 術の j昆商L i 伏態に深刻な

る苦き骨豊l強を':' ::r1' せまるボー多< 1いには現下の岡氏:将fill il 線、動μ に附のし凶梓保存に新 口し

て自説の 立 体に好むるものあるも ｪ 析かる度量術の問題は決しておＡｪＧ ｬ ｬｩｬＡ Ｑ 的 の ｜ ｩｊ ｊ ｊ 掴にゴ ｉ ｾ 十ｼ ぷ ｼ

利氏隔 を増進すべき立質的のIi ¥J l岨と して底辺!すべきものとす

出し Ｉｾｊｲ 併 ｪ 日 の制度に逆持するがｾｉｬきことあらなか住年の ｪ 品乱不統 一 のＩＡＩ｜態をう ｉｽ ぴ芯

起レ共の結果は折角Ａ順調に 限 成しボれる上述の ￭ｴ ｮＧｩｾ 、 う 与 ｉ Ｉ Ｎｬｬｾｾ ー Ｇｭ にして袋誠に縛き凶

力の護民主? 阻害する 111 々政事態に WIること lりj かなり

北 し近 代の 文化 生前に於て時般のＺＩ｝ ， Ｎ物は和釘 的 ｉ ｾ ｍ 係 を めＭし ｊ 抑制 ｉＮｊ イ ｻＭｄＺ を許さざるもの

にして例へば原料 、 生産 、 も ＡＡＮ川 の防 Ａ係 に於ても相 ｊｩ に主計接 不 可分のｾ礁を 有す るｦＮｴめ
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ｾ Ｍ ｾの ｾ ｉ 量的基 ｩｪ ｬＺも自ら之を ＭＭ ｊＧｩ￬ f立とするを原! [ I J と す べ く [ 物 に 依 り 分fこば1Jf サIJ可 な る

べ し 」 と の 論 械 は 全 保 ( {- (1うする除地 なきものなり o !-!Xは老年7i の↑ l ' t J IJ 卜飢白てな りとし

てＩｾ貰法を ｵｲ づ け するが虫 ｮｾ はＺｊＧｊ￭Ｍｪｦ ｊ 一 元ｩＡ￬ ｩｊ に↑ Ｇｬ Ｇｴ熟せる次期 ＱＦＱ Ｑ｜ＧＺを犠牲とするものにして

共の困惑、予刊百、不便宜に ￬ ｬｾ しきもの あるを Ｇ ｉｈ ‘るるものにして老年北は寓英 ｦｴ を ｦｾＱ し次

の時代の低めに過渡的不便を忍ぶべき義務石川了すと }/i!，H するものなり

( 三 ) ｟ Ｑ て迷の ＴＺｊ ｾＱ ＱＱ に依り「メ ート ル 」 法 に Ｈ ｻ＼る皮 Ｚ ｉｵ ｱＡ Ｍ ￍ の一見化は組 ｪｪ によを鑓史し得 Ｕ る

ものなる も、 車杭＿主 ､Ｑ 祈例術 ｦ持肉内色『守［、 一 ｉ ａ 共七 ｾＱ 他也 の Ｗ司 ｊｬ川 ｔ予川 ｲＮ川 ｩｾＧＱ 白ｩ仙ｼ

としてよをを?脂 Fl-!_出寸寸、 ベ くオ新うしi以1削{卜ihり〉

姐として ｊ花ラ楽すベく才訂 Ｗ し高ｩｊ一む ｡を ＺＧ￭ 件 ｴリ十さｾＧる悩めて ノ少 ｹ 数の Ｓ平 ｌ 例 に Ｑト川 Ｎｊ 牛 き ｼ除 徐 外例 Ｕを＿づ ａぷ乙￹Ｇものあ

らば附守帯子命令に於て J巧ラ引! 版台む: すベ〈十b何 れ も 一jバじ化のJ松、必以幹を? 奈ささ' る 1む¥;11に 於 て111 i l の々問題

と し て 解 決 のj全を { - { - す右ものなり

右 及 建 議 候 也

昭和十二年十二月二卜八日

illt閣法人 日 本 技 術 もお 千?

合 長 工 墜 | 事 土 佐 野 利 器

祉国法人 エ; 政 4ι 晶ー，

ｊｩ ｭｾｾ 長工率博士井上匡四郎

大 阪 市 建 築 科 舎 主 催 の “ 市 民 の 建 築 " 展

昨年 ＱＱ 月以 来 、 大阪 ｔ ↑Ｑ 役所 に 於て技術報凶を目標として 技 術向 ｴ 謹ｾＩを質施しつつあ るこ主 は 、 管

Ik'干の本誌 にI r . [ ; に紹介演でめるが、 こ の迩車 ｨｾ 完 墜 な ら しむる匁の ｬ つの乎没として 、 市の技術者が各

専門別に績に結合聯絡して、 各専門j ; IJ 技術科合の結成を凡変にこれを統轄して 、大阪市技術聯合舎が

:-¥11来上つ 7こ。

その ＧＱ Ｇ で 、 ｔ ｨ の建築技術者を行・って 一 九となしにものが 、 建築科舎でめり 、 ｔ ｬｪ の建築技術の 向上ｾ

H的とする各種の事業を行ふ畿闘として、Thの職制とは }.;I J に常置せられ ること〉 なつ 1: 0

去る 3月 3 日より 6l l まで の 4l l 問、 市立美術舘に於て開催せられ 7二" 市民の建築“ 展は、建築科

合の結成第 l 回の展覧舎でみ る。

国的 ｛ま大 阪市の側 ｩ 系 Ｑ 盛築物ｾ市 民 へ紹 介し 、 「市民の建築J として その認識 と闘心とを深め 、大阪

ＢＱ のｩｬｬＺ築地 設が 海 外 のそれ と比較 してその優劣宏明瞭ならしむ ると 共 に 、 ー 市 ［ ｾ安建築施設 出現の潟に市

のill 築技術者が如何 なる立答ーに 於て協力 しつつゐ るかを示さ うとするにめっ 1: 。

市側 l系者は勿論、 4 日間 の入場者延人員3，000入。 H! J 品の潟民220話、図案55結、模型 lう貼、 闘友20

駄を陳列 )1阪序 に従っ て分類すると 一一

第 l 室 ・述築後遠の年代表

1 0 5  1I1 



大潟u 1 : 壁画 ( 7 オ ト・ ムーゲル〕

市総合、天 主閣共イ也の潟民

第 2 室 ・ 建築の計f i Th' . 設計、工事はこの様にして遜ませる。

路面電車及迭官 ｾｩｩｪｬｦ 系の各種 施設の潟￬Ｎｦｴ

第 3 室 ・ 数育協ｾＨ［系施設Ｈ主として皐校〉の潟挺

大阪市に於げる各樋m梁の潟u : t

第 4 室 ・ 電 系科書匹目官、区 役 所、葬 儀 所、託児所等の} 括提

第 う室 ・ 新大阪ホテノレ 、市後アパー ト、病 院、美術館、動物園等の持551

第 6 3' [ ・ 大阪市の鴻ー湾施設の潟 lft

大阪市の水道施設の潟! n

第 7 室 ・ 大阪市の水道施設の潟挺

高速度鍛道開{ 系の潟挺

第 8 室 ・ 各種建築物模型

海外の諸都市に於げる ｔｬ ｪＢｾ建築物の潟 ｩｦｴ ( 新名種夫〉

の

壁

・富

良

l

お

第

大

計

画

第 2 室の「建築の

百十論、設 計、工 事

はこの様にして進

ませる 」

111 1 0 6  



戸 一 一 一 瓦 - 瓦 一 瓦 で 亙 コ

外 観

“ 丸紅商庖京都支庖"
設計・長谷部竹腰建築事務所・施工・勝呂組 1  111 



1 階 ホ ー ル

玄

111 2  “ 丸紅商庖京都支庖"

...... 

ｾ ｾ＠

d  

d  

4  
5  

4  

h ι  

t  p  

閲 l

設計・長谷部竹腰建築事務所・施工・勝呂組



特

f本

}J lj 

憩

p ・『

$ :  

室

“ 丸紅商庖京都支庖"
設計・長谷部竹腰建築事務所・施工・勝呂組 3  111 



茶 室

「

ーーー司、

宣 堂

111 4  “ 丸紅商庖京都支庖" 蜘 ・ 長 谷 部 竹 麟 築事務所・絡ヱ・勝目組



-・・圃教 室

エレベーターホー) 1，. .

エレベーターホールの一部

‘ 丸紅商庖京都支庖" 設計・長谷吉pr 媛建築事務所・纏ヱ・勝呂組 5  111 



屋 上 サ ロ ン

f高T 拐4 場

111 6  “ 丸紅商庖京都支庖" 設計・長谷部竹腰建築事務所・施工・勝呂組
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園 自

a

司
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-

h
v

A

f

宥

咽

窃 扮 ' "

階 平 面

非需階段

2 階 平 面

仕 立 iA

ノーグシユー，

首

何

聾

渇

• 
-

捻

出

場

• 

• • 

“ 丸紅商庖京都支底" 設計・長谷部竹鰻建築事務所・施工・勝呂組 7  111 



ＮＡ Ｍ ｊｖｾ ，［ｌＭ ー

n  . i ( 柚

4. 5 階 平 面

-・ • • 

• • .  ，. 

眠 買 3易

非鎗階段

7 階 卒 薗

8 階 卒 商 ( 1古員専用〉

聖堂築様式近 1止 式 工 稜 起 工 昭和 II年 3)3 12日

ｾ築高 地 上 Ｘ 階建 地 階及屋上 Ｒ 階付 、 地 盤面より 竣 工 ! 昭和 13年 1)330 日

ｾｩ 干 扶判事 ｪ 上端迄 Ｓ Ｑ 米 、 塔屋上端迄 Ｓ Ｗ ＮＵ う 米 歎 地 1.0 % ｾ Ｎ Ｗ 坪

基 礎 餓 筋 混 i疑 土 溢
建 物 面 積 立!t 坪s4-l. 92 4 ' 延坪6.035. 08坪

主 惚構 造 餓 骨餓筋混凝土主主
内 線 地 階 780. 97$f  1  階 616. 08汗

外 袋根石は � ｾ 成花 尚 石 、 正面 Ｓ 階迄ば声 ｾ ｊ 武花 ｩ 前 Ｑ 苛捌量ｾ上家 Ｒ ＱＷＮ ＶＸ ｊＡＧ 物置 、溜 場 8. 16坪

石本溶き 側面は人法石塗洗lHし、怒蓋は同
2 階 617.81坪 う階 617. 81坪

研出し . 3  11皆以上の外部は全部塔屋共タイ 4  l'鰭 617. 81坪 う階 617.81坪

J レ貼付とす。
6 階 672.81坪 7 階 613. 65坪

位
置京都市下京阪烏丸遁り四 憐 Ｑ ・ ［ ｾ水 銀屋 町 B 階 613. 65坪 屋 上 l階 60.91坪

620苦手地 屋 目 指 34. 983i' 

111 8  “ 丸紅商庖京都支庖" 設計・長谷部竹腰建築事務所・絡ヱ・勝呂組



普 逼 粛 場 正 面

祭壇背面装飾 C金属及貝象眼入黒漆塗〉

“ 大 阪 市 立 長 柄 葬 儀 場 " 設計・大環市醤縫課・施工・新工務庖 9  111 



火 ， 室 廊 下

火 櫨 正 面

普通i I f 塩天井リリーフと電灯

111 1 0  “ 大 阪 市 立 長 柄 葬 儀 場 " 殴併・大阪市管錨銀・施エ・鉱工務腐



火 室 内

櫨 焚 口

“ 大 阪 市 立 長 柄 葬 儀 場 " 訟計・大阪市醤繕課・施工・新工務腐 1  1  111 



普 逼 清 海

祭 壇 天 蓋 〈宇了抜飯〉

普逼商場正面帽装飾

111 1  2  “ 大 阪 市 立 長 柄 葬 儀 場 " 設計・大阪市替纏課・結ヱ・新工務底



正 面

向 奔 附 近

場 所 尼崎市寺町 9若手地

名 稽 挺言宗準別絡本 111

大ｾ守

主鐙 基 鐙 及 柱 壁 梁 大 床ts

十主1主に軒先桝組中垂廻共

鍛筋「 コ ンクリート J

迭とし野地 ｾＲ 正妻千鳥

破風芙他各彫刻物共、

餓筋入ラ λ 張地を造 h

「セメントモルタノレ J

塗をなし1: る上有色セ

メン ト吹付塗仕上とす

“ 大

-------

破 風 附 近

提 寺 " c尼縄市〉 設計・施工・ 本 柄 谷 組 1  3  111 



内 陣

断面並に短針及一部正面静絹

正 面
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1 階 平 面 圃
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1II t  4 “ 大 覚 寺 " ( 尼崎市J 叡計・施工・ 本 柄 谷 組



図立 オペラ部員の? こめの演技 練習努である。ラ ・λ

ペチア市郊外の敷地ｾ巧に利用して一般にこの種類建

物の隠り易いモノ トー ヌな感じを救ふれめに卒商的に

も立程的にも充分なる意匠的な考継が拶* はれて居る。

本宮築は その用途上 より 2 つのプロックに分 げられ る

HIl官il j J には 立添なポ ーチ、 ホール及階段を中心として

館長室、 合議室及事務的な害者室公平f し、後方には剣術

室及大演技 室 ( 1  ｾＢ＠ Sm x  23. 29吊〉の主室並に脱衣及瞥

務室等の附属室を配置 す。

建築家 MA NLI O COS T A ( 1900- 1936) の重要 な

る法作の 1 なり

(  Archit ettu日 lt aliana，0 εC. ， 1937より〉

ホ ー J j，.

( イタリー) ラ・スベチ7 の国立オペラ附属鵠育館 建築家 Manl i o C o山 1 5  111 



夏衣並にシャワ一室

l 階 平 面 園

2 階 平 面 園

111 1  6  ( イタリー ) ラ・スベチ7 の国立オペラ附属鵠育舘 建策 j t Manl i o Cos t a 



外 槻 2

( ドイツ ) Segeber gのナチス祭典場

石灰質岩石よりなる天然の一角を利用

しに この祭典携は逮 築家の最 L 苦 心 の 設

言十でめる。

ス タ ン l、、は同心図形に構成 され、上部

ス 9 ンドは立席で芝生、牧容人員4000人.

下部 ; <' ' ' ' ' 1 ' ' は着座主主で花尚岩造、』枚容人員

は 10000人でめる。

(  Zentralbl att d:r  ｂ ｡ ｵ ｶ･ｲｷ｡ ｬｴ ｵｾ ｧ Ｎ＠ Heft 48 より〉

配 景 圃

卒 商 圏

建集家 FrI t z Schai t er  1  7  1¥1  



7- 8年前に行つれ懸賞競技設計案に 基 いれ L ので牧容

人員はう2名。地階の各種施設はなかなか完備して居る

病室は2線。東西に伸びて南面して居る。本官官は2- 14

裁の乳児及び小児をJ ¥主容し、外にk保母室、瞥務室及び

12の看護婦室等を持って居る。 2階 の病室の配置はミ

ユンヘンの数授、 ノ、 λ ラー博 士の提案になる L ので浴

室をはさんで 2 つの 5 鐙塞病室が配置されて居る o ，81J  

官官は 1- 2疲衰をもっ隔離病室となって居る。総ての病

室は充分の探光面積金持ち . ｾ変色とい廊下は物資色

イ也の室lま賀級色となって居 る。

( Der  Baumeister， J an， 1938より〉

F晶 灘主 偏 雪E

111 t  B  ( ドイヴ〉 シヤ・7ハウゼンの小児科病院

ｾ ｬＮ＠ 'it官P

えー 14 .4

建 築 家

南 面 外

2 階及士喜屋卒面錨

一- c p

1 階 平 面 圃

盟

Scherrer 及 Meyer



テ ラ ス 隔 離 病 室

S( !tII“ 1  ・・.

断 面 圃

瓜官官 ，)、慢乞

土巴 ｰ ｾ 平 面 図

( ドイヴ ) シャツフハウゼンの小児科病院
建築家 Scher r er 及 Me y e r t  9  "' 



外 観

M- 1γ¥_'W"'__ 

今 、

ノ

務の中 に巧みに作られに祭典協で

ある。壇 上 に し ス タ ン ド‘ に L 樹木・

J

-

O

H

H

H

h

p

H

-

u
d

 

…
い

…

…
下

-

H

み

が浅されてゐて心よ い調布l を示して

少しの燦，tJともなし 、。座席2800. 立席

6000の規模でめる。

( Zentrabl all der  BauvHwaltung， 

Heft  t，s より〉

平 面 図

111 2 0  ( ドイヴ ) Nor t hei mの ナ チ ス 祭 典 場



壁、 テラエの床、援組

の昔日分は暗 ijj; 色のサン

ドモール ド、. プリツク

と曲fi 袋旅主主 とを交互に

!Vi  ' >合ぜ てゐ る。

工費 10. 000弗

.. I' __  .. ・ 4 ・

ts a t. f  

f. ". . _ 

.  

- f - lrt 了… 13
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アーキ テ クナ ニラノレ・ 7 ー ヲム誌の lヲ38年 l 月盟主は アランク ・ロイト、 . ライ トの待純減 として、 ライ

トの最近の作品及古くても永紹介の L のを中心として編斡せられてゐる。 この待戦誠にラ イト は自ら執

筆し旦主主匠を描いてゐ る。 ライ ト自身と親しく接関しなが ら、 この待総裁 を作' > .1: げに編戦者は、 この

務がアーキテクナユラ ル ・ フォ ー 予ムの多蚊の讃者自? 盆する以上に右「金な経験を編者に奥 へ1: といふこ

とを述懐し、 そし てタ リー シンに於げるライ トの栄子主主の鰍身的な不断の. l j ; IJカに漏般の1 1 : 讃と訪問I とを

表現し てゐる 。 ライ ト が近代建築のき英明期に印しれ巨大な足跡、は 、 何人 ｌ 永 ｦ ご忘れｾｦＮｾぬ所である。ラ イ

トか ら出後し ?こ近代建築はライトか ら離れて主主かに唯物的合理主義 の方 向に 唆展して行つ 1: が、 主霊肉爾

方面の完全な表現を?建築の上に求めつ〉あるライトの方向へ、 今日の時代は叉 締 りつ〉あるのではない

でゐ ι うか。吾人は今夏の設に彼の偉大 きに頭が下が るので あ る。掲殺中より特色め る もの 2、3{!>抜高E

して 、 今日向援軍事 Ｗ こる彼の Ｈ郊 を ｦＮＧｾ Ｇ｜ ばん とする 。 Ｈ ａｲ｣ｨｩｴ･｣ｴｵｲ｡ｬ Forum， J m.， 1938より〉

C" .  ' "ー.  

平 面 園

( アメリカ 〉 フランク・ロイド・ライトの作品一 - Mi nneapol i s の D. M.  WiJl ey邸 2 1  111 



外 観

居 間 の 1 部

「熊 J 川の瀧に股る

E. K. uf mann 邸 自 然

の岩磐の七に築かれ

7こコンク リー卜 と自

然岩貼との外椴{ ! : > 持

つf こ住宅。

金

川 2 2 ( アメリ力 ) フランク・ロイド・ライトの作品一一一 E. Ka uf ma nn邸



老 Ka uf ma nn の事務室
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2 ・3陪卒面圏及姿圏

( アメリ力 )



模 型
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1 1 1 2 4ふ( アメリ力 〉 フランク・ロイド・ライトの作品一一住宅の模型



平 面 圃 ひ

6 角形を単位として蜂路状に言宣言十

せ られに住宅
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配 霊 園

工 事 中 の 大 鹿 間

傘扶の柱列を示す

1II 2 6  (アメリカ〉 フランク・ロイド・ライトの作品一一ウイスコンシンの S. C. J  ohnson 曹社ビルデイング



展示には一時的なもの L ゐ h 博物館のやうに常設的

なものもめるが、 その方式はいづれにしても 、教育的な

目標金持ってゐる。一見して理解出来るやうに表現して

人の注意を蒐め、 l つのアイデアを示唆することによっ

て比の教育的目的は主主せられる。 l つ の 作 衝 で し 情 最

の連鎖方式 a で L 、 それによって l つのアイデアなり 、

宏、闘を? 紹介することができれば、 この教育的目的は主主せ

られる。そこで、展示言十碕は技術的に如何様な展示方式

をとるべきか、が建築家や官宣言十家に奥へられ 1: 重要 な間

短となってくる。ま 1: 、 目標でめる観衆暦の素質一一 一

般観衆がどの珪皮まで形態、色樹、概念などを把握する

カ舎もってゐるか一一ーによって展示の内容も展示の方式

L 集るわりである。 こればかりではなし 、 観客側の精紳

的反能の指向性と い ふ 様 な も の し 展示専門家の考へね

ばならない、 もう i つの要素でめる。現在行はれつ〉ゐ

る著名な鵡俺展示方式全系統立てれば、

1  !sotype  CMethod)  

凡例法とでも仮に名付げておかう。

凶際視覚教育合身長オツト ー ・ノイラ ー卜 博士の提唱し

てゐる 、 l つのアイデアの表現のにめに 、給畜化しれ象

形を使用する方法でめる o b  

ノイラ ー 卜はよく博覧合、博物館そのほか色 荷な模型

とか潟挺とか映勧などしその手でまとめてゐる。

Ｒ 潟ｾ展 示法

潟ＡｩＧｴ，は最も手取早〈確古賀に観念や品物ｾ示 現 しうる ｯ

c の例は透明な潟民で裏面からも 見 られ る様 に し7二L

のであ る。

a  

一一 !?

[11和田
l
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3  f苗潟ポスタ ー法( DJ i :l e二tu:l p03ter design)  

一極力人工圏示方式で千面的な物の面に色々 の型j也

を線伏に表現するも の、之によって、立案者の創意の

統制が行はれ る。之に は酋 と潟 民自? 合成する 場合 L め

る。展示技術の原 則 とし て、

I  I つ乃アイ デア を、出来れば、一見にして或少は待

定の題目に1 #1聯ゐる色々刀アイデアの連績によっ

てi専へ る。

2 複ー維と明瞭との結合を行ふ こと 、平官集a排 E宇する 0

3 輿朱の多角性を覗ふこと 、翠調 a排斥する。

4 腕徒により 停へられる思僚を言葉で示はさぬ こと0

5 注意を喚起する にめ に物を動かすこと。

CArchi tecturdl  R ecord， Jm. ， 1937より〉
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強 口 墓 古

はニ舟 になって取 り扱ひが便利になっ f :。私は塗

築祭の皐 ぴは じめの時は キ ツグ ーのハ ンド プ ツ ク

の時代 で土居先生から 「キツグ ーのハン ドプツ F

e符誠んた'人がゐ る」 と話 されにの で自分 も殺7

しゃ うとか亙ってK 程諌んでやめ1: 経験がめ る。

主義舎のが出1: 常時 、ア 皮歯著書者 にかよってゐ 7この

で. 歯啓者に行〈毎 に持 参 して待合室 で讃んTご健

へが め る。 なかなか讃み t げ るとい ふ事は 出来 ぬ

が、 キリ月 ト教の信者がパイプル を? 讃むやう にノ、

: : . - -F' プツク { まー遁り目 を主主 すと 面白 い L のでib る

( 1 ) 鐘 ・鋼・ 鋼材 児玉普医者菊 列ｾ， Ｗ ｾ ， 頁 土木 の成井勇博 士 い 波 行の時、 トロ ー トワイン

昭和 12年 川月 版 グイ ヤモ ンド'jd: 4' ，8阿。 著者

児玉氏 (立東大冶金科: 1.¥tJ で 、入。許製俄所 の技師、

i筒級参事:を? 任 じ. 現ず仁内問1 t : ｩ Ａ ｾ 院産業部技師でゐ

る従来「 鋼の飢 餓と Jt の盛J lj!_ yまJ I 悦傑 の製造 と

Ｉ ｉ ｾ 殺 」 等の苦舎がめ る 。本 ￧ ｬ ｾ は こ のご二舎の 虫 ｮ 1， :，rr 

技術力 ilii のみの古 でなく 、 内容営 、

のノ、y ドプツクを讃 まれ仁左か聞い? 二。こ れ等 の

意味 に於て、今 よ りー厨簡単な 、III のポ ケット プ

ツク ( 機憾の井口博士 のゐ の ぐち簡易表の如き 〉

の出現t :認まし し、。

閣策篤 製 造給 企業主官

( 3J コ ン ク リ ー ト 及 鎮 筋 コ ン ク リ ー ト 標

準仕様書 銭筋 コ ン ク リ ー ト 機 遁 規 準 解 説書

の三筋に分げて、記述されてゐ る。闘策篇、1E: lfi 訂版。建築芸名令。昭和 12年 12月版。 2 闘。

業 ｾｉＡＺ 本 書の斡 色 で 、 凶策ｾには 、 我閣 誕銭 製 作 ｾ ［ｬ ド Ｂ ， ｬｾ の初版が 、 建築 ｅ 車道強 度 計 算 上甚 ､ ご多く の

業の重苦芝 、 我国製 鋼、 ｾの現状 、 我凶製滋担自 宅 ￭ ｦ の ｪ 要 得輿を? なし f: ことは周知であ る。増 訂版は昨年 6

素と将来 について注べられ 、企業t ' l ; は 、Mt 設nと J' I の，許容惣力皮の後更に準披し、飾にI #. lする 鑓 更

生産 i!!. につ いての詳述がめ る。製 造篇 ( 立本容のo 擁壁. 階段. 煙突に 除j する 設 計例 の増補 がなされ

頁か G 426 頁迄の大部分を 占めて、原 料 製造法、 てゐる。

検定法に詳述あ るが、 この・方面 には今迄も専門の 綴i段荷主主の支持する床の歎 によ る軽減 の取り扱

本 (1可な り表はれてゐ るのであ る。 ひ方。

現在の虫n< 銭、銅カ :我 々往築に身近かな影響 台 風 墜 に劃 する各園規視の解 説

奥へてゐ るこ とはな し、。 乙の意味に於て我々 はー 待殊基礎計算 の方 針

段 と織の認識を-:r楽む るの必要がめら う。 耐 震墜計 算上の沌 意

その 意 味 に 於て 、 本 書 の 如 く技術 者 ｾｉ ｉｊ 身 の企 劃 等は本清訂版に 容き 力日へら れれ L ので . 強度計

7j 商 に明 るい若ー者 のくl}幌、我 々を稗金する L のは 算者 の是非参考すべ き しのであ る。

ない でみら う 。熟 ｚ 貨を弱みれ き て 舎 でゐ る。ｾ付 録の計 算 例Ｈ ま不 規 則 ラ ー メン の例題は 、今 度

は削除 され、均等ラ ー メン の L ののみとなっ t :。

(2J 建 築 工 事 ポ ケ ッ ト ブ ッ ク 注 築撃舎編

昭和 12年 12月版。 ( 4J 電気熔接権準計算の参考書

昭和 4 年 にH'，1二週E築工準 ポケットプツクと 、高 電 気熔接 その L のに 聖母する参考替は多数庁』版き

等建築皐26谷 11我闘の建築技術者 の常識を? 高め る れてゐ るが、fu: 主主権接に よる 俄 骨建築の参考警は

に如 何程役守: つ7こか )JI れな L 、。 こ の 二 つ に よ つ めより 凡話・らな L 、。 その一二 につい て略法す る。

て. 我 闘建築祭の文献11時代金主11 しにのでゐ る。 ① Erl 託ut erungen zu den  Vor5chr ift en  fur  g己5ch-

述築ポケットプツク は今度 、全部吹 j仮を: " ｉｉ ｾ し ｦＺ ｯ weisste  Sl aHbau5ten  I. Peil ;  Hochbaut en  

本令の合員 L最 早 や大部分新し L 、もの o侃iへつげ 本容 は Ｑ Ｙ Ｓｾ ， 年溺 逸凶電気熔接 鋼 建築物 規絡

られれ ことと は思 ふが、-ぷTごの人 々に は倫へ1'j げ ( 参 考潜①、及① に この滞あ り〉の解読書

を御す 〉めし 7二L 、。内 容は大改訂 で、以前のも の で置宣言十例 15題 が附せ られてゐ る。

oお持のつむも更に備へ付くるの必要がめ る。今 度 @  Stahl bau-l伯 lender 1937 俄骨機遣に測す る年

1 0 7  .11 



鍛( 使賢式〉で梁、柱 、共の他部材設計の 著 本 容 は 熔 接 工 皐 講 座 ( 績刊 中〉と いふ叢替の

個所には鋲接、熔接共に記殺しであ る。 巾の L ので単行本としては買出してゐな し、。( J 二〉

① Gregor  ;  St ahlhochbau.  Band IVー は緒論、熔援の基本要目 、接手の強度計算、接手

本ぅ Ｑ ｾＨ ま低気溶接による建築部材設計に針しでは の設計一般、細 部 構造、混用接手及び餓筋 と銭骨

最 L 詳細の ;iB注があ る。質例 L 112宮でめる。然し との接合、施工検査及び工授、 灯、) :こ lま全熔接

規 格lま1934. 年の改訂のものによってゐないが、我 の質例. 附録からなってゐる。

閣の大阪府内規程度の許容ｾ力皮であるからすべ ① 熔接鏑構 青 木 嫡 男 若 昭和 10年 7 月版

てに望者して便利である。 シピノレ社。3回。 本容は橋梁 ｊ￭ｪ 買の ｾ Ａｽ でゐるが若

① Stahl  i m Hochbau 9  Auflage 者青木氏は熔接研究者としては 、著名の人で この

本曹は鍛骨構造のノ、 ンド プツク で大樹便利なも 若草; . は内容恒常 得 る所多主将でめる o 内容は緒言

のでめる。柱梁等の集成断i ! u l ，日常使用する L の 鈴接接 手 Ｎ 鈴接接 手 に於げる胞力分布 、 一 般需田￬ｽｾ

は殆ど全部値が計算しであ る。然し 日本 にては型 構造 、 鈴接鋼橋 、 細部総迷 、 鈴接ｾＩＩｬｾ斤橋 、 鈴按 卜

鋼の断面が異な る故直ちに用ひ件ぬ。このやうな ラス橋、鈴接弓 ーメン、鈴援の施工、鈴接部検査

ノ、ンF " プツクが我園に於ても出る日を? 待つもので に書きして記注がめる o Ｍ［ｮｾ ＧｬＡ･倒も 位 ｚｚ であ る 。

める。 ① 錯接構造物計算法 高橋逸夫著、 淀屋

本容中には 205 頁より 254. 頁j こわれ b電気熔接 替庄 0.9閥、 本替は80頁の心丹n子であ るが、鈴 援

による注築物の設計について記述がめる。集成感i の一般及、言十算例題、直階、力と努舷力との閥係等

面( 叙梁等〉の盟主値の表、梁端の構造に訴する敏 につき記述がある。

値表等あり使芹IJ である。 数値計算例の日E載 L ゐる ① x他 浅野新一氏が大阪土木建築業組合報

① F ish  ;  Arc Wel di ng  St eel Construct ion. の昭和 II 年一 12年にわにって記述 され 1: r電系鈴

本 lJ : : は米園出版の舎であるが .. 111糸熔接一般計 接計算法 」 及ｦｐ ｊ ｮ［が昭和 Ｑ ＲＱ Ｑ ｾ の鈴援協合雑誌 に掲

算のカ針に濁しての記述されし L の。計算方法( 土 載されれしのは詳細の，; 日漣で5費者営資すること多

猫 ｾ のもの程明 瞭 なり ｯ 大である。

① 建築の熔接( 上) ( 下〉 内藤多イ中 、的問明

111 1  0 8  



舎 報

ｾ＠
設 備 委 員 曾 ( 第2問〕

・時 2月I 11午 後6時30分- 8時30分

放貴 賓 院 隆 氏 所 建 築 材 料 陳 列 切 l庄

Ｑ ｜ＱＮ席者委員長 ｩｩ ＢＱｽｾ

幹 事 伊 束 、 1ft} 1二

委 員 岩 尾

ト常務令より遜牒の研究問題に{ ，J 協 議 の ゆ1)紙

ヲ長( 案提各〕の通報・告

1. ｾｾｾ委員千＿の研究問題に付協議 す

材 料 委 員 曾 ( 第2同〉

時， 2月4 日午後7時 - 9時

内t 建築材料陳列場$11安

:1' 1席 普 委 員 長 高 橋

幹 事 松 久 保

委 員 小 川、鳥 問 、鈴 木、

合員交究院l登民H召今11 ¥3イド ¥)] 2  11 病を以て夫j 1 J j せ

C る。淘に哀悼に禁す' 0 氏 l i 在当事 rl' より秀オ とし

て深〈敬愛せられてゐ 7こ。物の研究に針してはま田

三 浦、道 問

協3記事 項

l 鋼使用制限規則に関 する件

住 宅 委 員 曾 ( 第2回〉

特にして創意に守; み、殊に大泉初年に行はれに建; 時

築設備と 人穏との寸法的研究は Jt 分野のi鳴 欠 を な ， 所

2) ] 4日午後7時一 8時3) 分

1弱含倶楽古目安

しfこものでみる 。大接卒米1去直ちにイt 宅の設計と

綾轡方面に職場ｾＺｾ持 Ｗ これ殊 に本協令住宅委員令委

員として住宅諌本の原稿作成に多大の努力を携は

れつ〉めりしが病のにめに量産に続任せられ爾来静

養に努められてゐ? このでめる。

主Eに謹んで略月号と 1宵H官舎掲げ以て冥悩を祈る。

l 氏[ ま明治43"1三¥¥)] 4  11 京都に生 る。

ト大正 ¥¥5p.4月 小祭う年絡〕に して京都府立第一三

中撃校に入事。

l 昭和う年3Ji 第 三高等製校卒業。

l 昭t<1: 18 1，1".3)  J  ， ｾＨ都常凶大準工穆 ￥ｒ 建築撃科卒業

] . 同 1，1斗) ] 阪iii'I '; ¥，' ; 行電鍛株式台枇に入元士、直ち

に佑宅建築 に従事。

] . 同 I，F. 6J ) 卒業設計「病院建築 J 建築雑誌に掲

手立さる。

l 昭和 ¥J I，[，- l ) J 本1h1令入合

WI 席 者 幹 事 欠 悶

委 員 小 林、玉 置

協議事項

ｌ イ主万号讃本原稿苔 ｾ￮ の件

2. 原稿? 主主主編特に防l する件

3 住宅I坊穏室研究に隙Iするイ斗

常 務 曾 ( 第3同〉

時 2)] 711 午後う時40分 7時30分

所 建築材料陳列壌かl室

ＱＱ ＱＮ 席者略本 片間 合長ｾｩＧｲれ ｜ｉｉｾ す長

段 司王 清水害主事

常 務 弁_t 七日日

111手 伝 芯

三浦ぱ十

堀口 編斡

'1' 尚一目日

鈴木主計

伊藤編事ic

]. ¥1 1，1ニ2)) 本合 (1，宅委員合委員 に選ば るo 議 事

]. a召村113(1". ¥)) 211:t.、n肺炎に否定すc 写 1，1'- 29歳。 。 ト災害強度委員長より電狐熔接工技術倹定試 験

1 0 9  111 



方法比較' l t 験潟挺場付代後算誇求のイ斗〈波昔s :  委 員 匂 坂. 村 井

災害強度委員長出席説明) .... .. . . …・・ 可決 ，協議事項

2. 災害強度委員長より臨時委員増員依濁方要求

の件一 - ・・・ 0 ・・. .. ..… ・一 " 一 - 一 可決

卜数千七 、材 料、住宅各委員長より委員増員依蝿

万要求の件 。" ー一" ー・ ・山・・・ ー可決

4.  3  J l 例舎に悌] するイ牛ー ・・ 0 ・・ ・e ・・・・・・・ ・ 禾決

l 昨年度よりの縫緩研究事項として「公金企業

としての住宅経倍」を研究するの件

2 第6閉会園都市問題合議総合のイキ

材 料 委 員 曾 〈第3回〉

5. 市中声 高工合議室に於げる懇談合に役員出席不j 時 2月 17 日午後7時 10分 - 8時40分

無のイ牛 : 月li 建築材料陳列ｾ Ｚ

6. 日本技術協令長より 「メートル」 一元制に 隙j : 1 ' ，席者幹事松久保

し合誌に掲載方依積の件 :  委 員 秋 岡 . 11、)11. 島 問 、退 問 、

7. 土木建築資料新聞社より「建築と枇合 J ( A百 : 協議事項

和 IO年 l 月号E より今日 迄〕再度寄贈カ依頼の

イ牛 ・0 ・e ・ーー ーー ・・ ーー ・ー ーーー 可決

8. 陳列答助手錠職願Hi 並給 i士一名稲鉄採用の件

可沙:

9. 時事問題研究の件

10. 合員詮衡

報 告

I. 2 月例令終7 報告

2. 常務舎内規中「合員詮衡懐司!!J 修正の仲

3 設備委員長より研究問題に闘し具申

法 制l 委 員 曾 ( 第2同〉

時 2月 IO日午後6時3)分 - 9時

所 協合{ 具集部室

/-I 1J 席 者 委 員 長 玉 置

幹 事 松 井. 111 口

協議事項

L  市街地建築物法令改訂第8版出版の件

2. 建築物に関する法令一般に付研究費表のイ牛

3 . 接校に於げる 建築法規教案決定のイ牛

4 営周に華きする 建議案作成の件

イ、騒音防止に闘する件

ロ、都市建築物の防火強化に附する法令改疋

の件

5. 第 6 回全園都市問題令議の議題中営委員令に

附f系ゐる L のを調査研究の件

都 市 計 重 委 員 曾 f 第2問〉

l時 2月 17 日午後61時30分 -81降30分

所 協合i具禦部室

/11.席 者 委 員 長 鳥 井

幹 事 岡 本. 磁 弁

111 1  1  0  

I. 鋼使用制限に闘し営局に建議する の件

住 宅 委 員 曾 ( 第3同〕

日 時 2)1 ＱＸ 日午後 Ｖ 時 ｾＮ : 分 - 9時

宅F 場建築材料陳列努，81)室

11¥席 者 委 員 長 石 川

幹 事 間 同 欠 岡

委 員 伊 燦 小 林

内 藤 悶 '1'

協議事頃

I. 住居讃本内容に f 1l ei 亘加の件

決 定 第81 : 手防空と住宅

Ｒ 住居讃本編輯幹事ｾ下記四名に依積の件

問問孝男草寺 小 林 清 君

中野順次郎君 矢 田 銭 裁君

3. 問問幹事分擦に下記の項逗加のイ牛

第 3草 設 計

( 7) 構 造 と 材 料 庭 園

4 住居讃本に下記 l主主ぞ迫力日のイ牛

第8挙 家 具 と 装 飾

5 本年度営委員舎の事業を下記の蓮決定 す

A . 住居讃本の完成

B 、住宅防護室の研究

C 、住宅の統計的調査に附する建議案作成

A 内

m 務 曾 ( 第4回〉

I待 2  J] 21 t I 午後 51侍4:1分- 6時30分

所 建築材料澱列 ｾｾｴｬ Ｉ 室

:n席 者 規 事 片 岡 令 長 竹腰高IJ令長

中津両IJ 令長

軍 主 事 清 水 監 事

常 務 井 上 主 記 伊 捺 主 記



時 2月22 H  ( 火〉午後6時 3) 分 - 9時 30分

JiJ i  羽目 f具幾百s}} IJ 室( 朝日ピルう階〉

11

1

1席 者 佐 膝 定 次 郎 八 木 ; 諒 一 吉 岡 信 政

伊 藤 利 夫 ｦｬｾ＠ I'宮! 棚 橋 ［ ＱＺ ［ｾ＠

'l'( 崎 清 森口 浴 中 海 吉 兵 ) j :  

大 下}Il 日三郎 大 石 忠 夫 竹花 末 春

烏 ;! f Ｑ 古玉 ￼Ｑ ｾ次郎坂 静 雄

亀 井幸 次郎 本 多 正 道 鈴 木 孫 、 市 曾

9' 滞 誠 一 郎 竹 腰 健 浩 柴田四I i rl 金 安

伊 膝 正 文 小 林 後 三 誌 閏 経 一

林回 湘 次Hf; rl' il!i 六HII 横 山 三 四 次

rl' 山 克 削 )1二男三I i ! 1 問 rl'幸 太 郎

村 野 放 吾 内 政 見 ー 板 井 公 威

絞 j 判官之助 総 i !{ - 背 降二

竹 内 佐 平 治 '1' jJ' . 新- Hrl '1J11日本 新 天 野 英 一沼

宮 岡 秀 穂 ｾＱＢ ｊ ＴｳＺ捕ま陸 揚 尾 保 衛

冊t心 午 後 6U与30分 一向者席中r'Y¥MI) I ' i 長より閲令 。八 木 武君主

の鮮を? 主主ベ次い で竹'M飢 '，1附 長 台 座 長に推し座

長指名の ｆ に者 ｾ￯ｬｩ 防 空施 設に附する各種の意 Ｚ 普通貨助員

見 守腹搬なく 吐露せ られ 本 舎 の 活 動 す べ き 故 足立 '弘1君

L 必要なるブUi百に{ 、j 研究検討を進め t: り例 へ

:1玉f茂氏 の;凍yc に就て . ｾ也 Ｏ Ｑ ・氏 の ｉ［ ｝ｪ ｦｩ 弘主 Ｚ Ｎ 伊 板 J [[
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編
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議 .:j l

i 住宅委只合より 臨 時 委只 ー名依日l語、JJ 要求のイヰ

可 決

2 都市計童委只合より 印刷百日付要求の件… 可決

3. 合誌 答 鱈 先 及 交 換 先 整理 の件…. . ・…・延期 白

4目給 仕辞 職 及 補 欽tr<月J! l 主助子一名採用の手| 可決 白

j _ 女事務員職 名 統 一 の1'1・・・・・・・・・・ ... ・・ ・e ・ζ 可決 u寺

ＶＮ 常務合 定例 Ｑｉ ｾ￯ｉＡＺの Ｑｾ ・ ・・・・・ ・ ・・ Ｐ ・・ ・・ 可決 所

7 時 事問題 研 究 の1'1"- 11'.焔，'1if

8. 合只 i詮衡

.J fl l  .1J::. 

千 代 仁，

卜 l 刀分合 計 報 告

2. 都市計道委只長より者I¥i b夫委只曾常務委員台 。

:P.) 前線告

3.  i都市防空施設座談合開他のイl

都 市 防 空 施 設 座 談 曾

滋 ' 拘I)L( ; の地 ド銭 の 防 護 室、 竹股l毛の臥洲大

月，ｾのＧ ｊＡＨ 験談 、 烏 ｊ ド氏の ｬ 二ｽ伝説終談 、 伊 政Ｈ正〕

J ¥; の小祭校の防護室、村 野氏の色物、 宮 間民

のl均泌室、烏 j ド民の現在 将来の|妨空説 、泌 氏

の上海I必然後の防火 防 空 に 到する攻m意見 、

内藤氏の塗家式建築等等兵イ白書官民 のな 凡 務支

めりて時1f1l の進むを? 知らす' 0

午 後9U寺30分 座長より閉舎を告げ本座談合は

癒合判! に解散しにり

法 制 委 員 曾 ( 第3図〉

2)J 2511 午 後61尋問分 - 81侍30分

協曾1具禦浦安

委 員 長 。 玉 佳

幹 ｾ ｊ ｪＺ 111 IJ 

ヨ会 只 武 問 、本 間

1. 第8JIliZ ¥l J c ，汀市街地l l i : 築助法令の原稿作成に 1'J

協 議

ｉＮ 令長に報告承認を ｾ Ｑ 止ること

2. 原 制 作 成 及 俊 寛 H程表f t ' 作 る

3. 工 業製校建築科所在校名人民‘ 湖査すること

4目板井委只に )j .!.. 都府令が昭和 10&ド7J. J 以降 改

E め b しや否問合ば すこと

5. 悩附阪の量IUWJ を取寄せ るこ と

曾 員 動 静

入 曾 者

員

正; 海君 北Ａ，ｲ｡ ｾｪ 主 主イＧ 悶阿ｊｬノ ＱＳ ｃ 大ｼ仮 ￯ Ａｩ教育ｬＧ ｦｉＨ

住設課〉

普遜主主助員より事事格向j ド 健一京

特 別 賞 助 長

Ｑｍ 事，ｽＺｾ雄君 凶ｽｾ ｾｾＭｦ本蓮 Ｔ ノ Ｑ ( 浅到セメン 卜

株式合拡大阪支庖〉

兵庫 l際政京都鳴尾 村 '1' 津 131C三)1二

物産株式合拡大阪支j占〉

西成阪岸 ノ皇 荘 禦図 (腕J商法化努

こn長所)

比 花 区 吉 !iH' J!! r2ノ 11 足立牧太郎カ

〈足立商合〕

JJb:ー沼 間 淀川阪訂li 江 南 1/ うb

1  1  1  111 



大 相 J忠 利 君 東 淀 川 区 F新 庄 町592 ( 自主主〉

公! 好古U[I君 兵 庫 版武庫君[1甲子園九番町 ( 大阪

製鍛造機株式合社〉

退 曾 者

曾 員

主l 卯暗持活 j広岡 昌弘- 1' : 村 ｾ ｦｬ 忠則J沼

特 別 賛 助 員

熊 木 正 明 沼

普 通 貨 助 員

相]J 間受巳夫君 吉津 ヨ ｾ ｾＱ 、 ［Ｈｾ

韓 居 韓 勤

曾 員

Jlt 川 利一君 西成 区点粉 波2ノ 3 ｃｾ 住吉 Ｓ う ＷＶ Ｉ

小宅原鮮光君 府下三島郡 1二車 111 396 ( 勝呂組 大

阪支底〉

'1、殿、 →7君 名古屋市中区騎小路誕 f圭友ピノレ大

林組名古屋支1占

大 ;1日悦l i I l君 米 淀 川 区 相 川 南 通2 ノ6

l河布告作太郎君 住吉区北畠西 l ノ 25

川瀬喜久雄君- U 中市様塚 1216

Ｚ｣￬持勝一君東京市京橋区ｾｨＨ ｉ ｉＡｔ Ｒ 清 水 組本 ｪ 占 内

中島 二 Ul IAl' '{I 華民園一青島in徳 燃 路3EiJi;竹 I{I 工

務底背島出張所

長 尾 治 一 君 府 下北 河内郡川選村茄子作2459

後出 清宙鈍E君 天 王寺 医 図 分町95 村 上 字 一H郎[1り")

9  畠中 B民1君 ( 町名 吹格〉住吉区f袈是江凶5ノ 39

2F川 武 久君 住 吉 庖北 同法 町854

牧 重量君ｾ岡市一本木町 Ｖ

牧 養成君 住吉区北 田諮問丁 125

道周五主治郎君 兵庫幌川温君目立花村学生問 4U

安 井 芳 治 君 東 淀 川 区 三 国 町 日 本 ア ル ミ ニ 品 ー

ム三図工場工事場鴻i也組 作 業 所

地 方 曾 員

ＩＮＺｩＯｊＮｾ太Ｍｉ￭｛ Ｑ 君堺市荻島 Ｒ ノ Ｓ Ｐ

布写1 Ｇ￬ ［ ｾ 秀君 Ji U江市杉並区南 凶寺 6ノ687

巣問 者許f台;f4 悩 附T討論土米間T21 清水組 九 州文) 占

普 通 賛 助 員

川 岡 昌t.tll 沼 旭 区 嶋 野 田r205

守J i l l 乙{ 乍Al 名古屋市必巨大幸田Ti中L{
1998 三 発

工 業 太1空機工務竹中工務J占H'. !T長J，i

早 川 文 夫 君 東 京 市 杉 並 区 久 我 山3ノ 113

南 繁雄A l 奈真市奥柴町* 一久方

11ρ ド 森義: F l 兵E抑 制島原君g鳴尾村川西航空機縫

築主寄竹中工務底出張所

{生磯松太郎君 来 区 京 橋 2ノ 14 繁附tl i民主1・ 1間山市 大 供う4森 JJ

1] 1  ￬ｾ ｬＡ吉 ￜ ｛ｉ 君東淀 川 区 担 旦 町 ＱＷ ＵＸ 松緑修大フ ｉｪ ｾ 品開 一君 住吉区墨 江 '1' 3ノ57

長?ヰi俊 一 郎 君 住 吉 区 天 王 寺IUT3173 鈴 木 秀 次ji ll;t: :. Ji i  j i ( rli  B本 橋 磁 波¥Il r 2ノ 78

J.l i '本 修 君 北 区中之島朝 日ピル 竹中工務j占内 I 高橋直子下京 佐官民阪南町L { I 6ノ 20

JIiJ 原 大二郎君 住 吉 区 滋 口町 中 l ノ 31

訟ｾ修大君 東淀川区盟里町 1758

死 亡

村誕百 ｩ 鍬 一 君大正区泉尾上通 ｬ ノ Ｓ Ｓ ｾ 株式令請土松 ［ 曾 員

村組 ) ;  ;永7幸 治 信 京 昭 和 13年1 ) 131 u逝去

村 井 i . ! 主君兵庫県系武庫君[1精 道 村 芦 屋 地 王堂 。民間 ゴ1.ー沼 昭和 ＱＳ ｾ Ｑ ユ ＲＩ Ｑ 5Bi11f去

1275 地 方 曾 員

III I-I  必次君 住吉臨演口問rJ.l d ノ 37

I11本 正 重 君 比 花 区 梅町 l ノ l

凶 U 辰太Jill 君 ( 事務所〉西区阿波期通 l丁目 l!i 1波

嬬 ピ ル ( 電 新I"T555)  

＾ ｉ ｉｪ ＺＧ 柳氏 ｼ止 君兵庫版武庫 ｾｭ 精道村芦屋字 ＧＱ Ｑ 位

306 

:J l'上 一雄君 ( 開設〉井 上述築事務J i J rCfft 堺 1671) :  

伊 藤 Y9J走:. if，111戸市須磨民若宮町 l ノ 89

今 )1' ｾ隼君 大分燃 ｬｾｴ｜ 崎町 ＱＱ ［ 本ＧＡＴＡＡ料製 巡 株式合

最[ 3( ; ( ¥崎工場

; ; } : 村精ー招 jJfj 宮市川 i刷 1139

111 1  1  2  

日1μ 正夫君 昭和 Ｑ Ｓ ｾ ｬｱ Ｉ ｊ 281:1 逝去

Ｈ議んで ｾｻｩ 申ー の怠ｩＧ表すＩ

、叩

恥"

、ν，

Z入4

三四
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書量

編

後

輯

言E

* 先づ本務のi屋刊について御わぴし? 二L、。 2月

[士28 日でめる所へ、本盟主の呼物「上海方面防空

鵡終報告J が憲兵隊の厳宥なる検閲 を7必要とす

るので、 これが遜刊の最大原因 をなし 1: 。

(1、最もまとまっ t :貨 のめ る記事で み る。御熱

演会待ら Ｑ Ｚ ｾ ・ Ｐ

* ，珂 111卯三 氏の都 dil 1:宅のが「防火構造法は現Ih'f

に於て我 # 窓喋米が最 L 挺創に考へなげればな

らぬ問題への一つの提案として甚だ償 臨める質

際的研究で め る。

* 月E木正己民の戦争と 鍛 鏑 と建築は、現在我々

に最 L 閥心事でめ る餓鋼に到する大視を? 奥へし

められる。

女 小谷 宇野〉大 助教授の欽屋被告 ｾ ［ 省す る 工務設築物

女 しかし出来めがつれものを御 覧願へばわかる の屋根の傾きと風間E分布の附係は、本誌 )III盟主の

やうに 、近来にない充資ぷ りでめ る。内容のバ 御研究の補溢ともい ふべ きもので、我園建築界

ラヱテイに於て、時代への適切 さに於て申分な への指導的論文 でめ る。

き御寄稿を? 得Tここと を執筆者各位に厚 く御強申 女亀井幸 次郎氏によ って認さ れれ都市の型は都

し上げる 。
市費主主の過去現在、将来 に謝する暗示 に宮 んTご

貴今次日文事後の我が空軍の活動に よる建築物 輿広深 い 記 事でめる ｯｭ 識をのぞみ ＱＺｾ 、 。

被害調査 のにめ 、我協舎は鳥井信氏、入木憲一 女尾崎祐治氏によって紹介されに 7 ランλ 防空

氏、松井清之助氏 、吉阿倍武 氏の御 :U張を願つ 法規は我閣のそれと比較して是非ー識の必要が

て、共の結果は講演令によっ ていち早〈合員に ゐ る。

後表して い仁川、 れが、時間の煩かつに隙I係で 女 上 Ｒ 日の各 交が無理に寄 稿を 御 願しれのがＭｾ

詳しいi却話会承り得なかっ? こ。本部Eの』U 事 l i 旋 も な い 楽 し んで執清 されてゐるので諌むのに

行 J日と建築物の被害状t兄に消する sU漣でめ るが 云ひ;えはし1!} ない滋味を感ぜし め るので め る。

今迄に往築関係の雑誌に務主之されれ L のの' 1' で
( 堀 口 甚 吉 〉

建 築 と 社 曾

第 21斡 第 3 鍛

鹿 告 掲 載 料 金

遁 I 1 頁 I 1 回 I 15，00 

制 l 回 l 日 新 定償 l i百: 。脅汚号室j

昭和 Ｑ Ｓｾ ｆＭ Ｒ 月 ＲＵ 日 印 刷 昭 和 131，F- 3 月 l 日程苦行

霊堂行 ・編 斡

印 刷 人

大阪市北区朝日 ピル日本猛築協舎内

印 刷 所 プ ラ ト ン 印 刷耐:

大阪市西限江戸期南通2 T 目 13番 地

殻 行 所 監費 日 本 建 築 協 合

大阪市北区中之島 3 ノ 3朝 日 ピ ル

電話長北漬( 23) 4501番 ( 9 )

緩 醤 口 座 大 阪 39975醤

締約阪貿庖 柳 々 堂 書 l古

大 阪 市 西 阪 京 i町 楓 羽 子 板 橋 西

電話土佐堀 2 4 4 0番

接醤口慶大阪2084番

、
l

 

ノ

ρ"" 

m 板

禁 轄 載

本放に掲載せるものは、 一切 これ を無断に て

鱒載し: x . . ! ま. i i 1 行本に上梓その他の複製行t宅金

なすことを禁す' 0

普

普 遁 I Yz頁 I 1 回
8，00 

男

聖子 遁 I 1 百 I 1 回 I 45，∞ 

(1町附鎗1買) 1 、 1  ｾ＠ 1  

一 一 一
普 遜 I 1  W I  1 回 I 40，00 

〔前附儲2買) 1  - -、|  ー l  

普 遁 I 1 百 I 1 回 I 25. 加

〔也附獄l 且最栴買) 1 、
1  

ア ー ト I Yz]i  I  1 回 I 20. 00 

( 中 捕) 1  ，- - ， 1 ー |

表 紙 2 I  1 頁 I 1 回 I 60. 00 

表 紙 3 I  1 頁 I 1 回 I 45. 00 

L; J Hi -H引斗:;?

循 環 寓 峨 宥 案 内 ) I  1 欄 I  1 回 I  5，00 

f Pf 告掲載御 申込は本曾へ直接願ひます。

本誌購讃御注文 はすべて前金で本曾直接又

は待約底へ、振替貯金又は望書替で御 j弗込を

願ひます。 郵 券 代用は一割 t曾、代金引換は

お断り致 します。

1  1 3  11I 
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